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Ⅰ 対象高等専門学校の現況及び特徴 

 

１ 現況 

（１）高等専門学校名 

高知工業高等専門学校 

（２）所在地 

高知県南国市物部乙２００番１ 

（３）学科等構成 

学 科：機械工学科，電気工学科，物質工学科， 

建設システム工学科 

専攻科：機械・電気工学専攻，物質工学専攻， 

建設工学専攻 

（４）学生数及び教員数 

（平成17年5月1日現在） 

学生数：学 科７８４名 

    専攻科３９名 

教員数：６６名 

 

２ 特徴 

 「土佐国・高知」は，古くから国家的に活躍する人材

を多く輩出する土地柄であり，昭和36年７月高知県は，

地元出身吉田茂元首相を会長として，国立高等専門学校

期成同盟会を東京に結成したが初年度の開設に至らず，

県当局の斡旋により，翌年度国立移管の含みをもって，

昭和37年度に高知学園内で私立高知工業高等専門学校を

発足させた。入学定員は機械工学，電気工学及び化学工

学の３学科に各45名とした。 

昭和 38 年度には国立高知工業高等専門学校が発足し，

上記３学科（化学工学科は工業化学科と改称）の定員を

40名とした。 

昭和 41 年 4 月 1 日に土木工学科が増設され，４学科編

成となった。（後に工業化学科は物質工学科に，土木工

学科は建設システム工学科に改組）。 

さらに，平成 12 年 4 月１日には専攻科が設置され，機

械・電気工学専攻（入学定員８名），物質工学専攻（入

学定員４名），建設工学専攻（入学定員４名）の３専攻

が発足した。 

高知工業高等専門学校の建学の精神は， 

「風格高い高邁な精神の人間・技術者の育成」 

である。また教育理念は，初代校長野手悌士により著さ

れた「教養論」において記述されているように， 

「技術者たらんとする者は，学問や技術に片寄ること

なく，徳性を養い，風格の高い人間でなければならな

い。」 

としている。 

 学寮は，学生寮長を中心とした自治寮運営を行うこと

により，自己管理のできる技術者への成長を促す教育施

設として機能している。文化祭・体育祭などの全校規模

の学校行事でも学生会主体の運営を行い，学生の自主性

の涵養に努めている。 

平成 16 年度までには設置されているすべての専門学科

および専攻科の教育プログラムが日本技術者教育認定機

構（JABEE）の認定を受け，工学全般にわたり，学問的，

技術的に高いレベルの専門教育を行うことのできる物的

・人的資源が完備していることが証明されている。 

教育プログラムにおいては，入学当初から実験や実習

などの実践的な教科を設置することにより，自ら考え実

践することのできる技術者への成長を促している。さら

に，本校では単なる技術や知識の教授のみに偏ることな

く，「知育・徳育・体育」においてバランスの取れた人

材を育成するために，クラブ・同好会活動などの課外活

動も，学生間の切磋琢磨を通して徳性を養うことのでき

る場として重視しており，それぞれの活動では全国規模

の大会での入賞者も輩出するなど，この方面でも学生の

可能性を引き出す教育を行っている。 

本校の教育方針は，入学を期待する学生の人間像を定

めたアドミッション・ポリシーによっても実現が図られ

ている。本校の各専門学科あるいは専攻科全体，各専攻

ではこの学校全体のアドミッション・ポリシーに基づき，

さらにそれぞれの特性を考慮し，掘り下げたアドミッシ

ョン・ポリシーも各学科，専攻科により定められている。

これらのアドミッション・ポリシーも本校の教育方針を

より具体的に表現したものであると考えることができる。 
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Ⅱ 目的 

 

教育方針 

 本校においては，創立以来「学生が自らすすんで実践することによって，学問的・技術的力量を身につけ，徳性を

養い，将来創造力のある風格の高い人間・技術者として国際社会を主体的に生きることを目指させる」ことを教育方

針として，学内の全ての施策は，この理念を実現させ，具体的に実践することを目標としている。 

 

準学士課程の教育方針 

 (1)機械工学科 

 機械工学は，エネルギーや情報及び材料などの発生・伝達・変換を目的とした機械や装置の設計・生産・制御に関

する研究を行う工学の一部門です。宇宙開発からエレクトロニクスやバイオニクスのようなミクロの技術まで，広い

分野に関与して大きな役割を果たしている。 

 機械工学科では，広範囲な工学の中から，材料の強さ，動力学，流体の流れ，エネルギーの変換などの機械や装置

の設計や性能予測に関する基礎分野，さらに機械の構造，使用する要素材料の選択や生産技術の検討などの応用分野

に必要な授業科目を開設し，それらを中心にして教育・研究を行う。基礎となる学問から知識を汲み上げて，新しい

機械やシステムにまとめあげる総合（シンセシス）の手法を具体的に学習させ，実践的な機械技術者を育成する。 

 

(2)電気工学科 

 科学技術の高度な発展によってもたらされた今日の豊かな文明社会において，秒進分歩と呼ばれるほどに急速に進

歩を続ける電気工学は，常に先端的・革新的な技術分野としての期待を担い産業界で主導的な役割を果たしている。 

 電気工学科では，その基礎となる電気磁気学，電気・電子回路，電気計測，情報処理等を履修した後，半導体，情

報・通信，システム制御，エネルギー等の専門分野を幅広く学習する体制になっている。研究課題に自主的に取り組

む姿勢と課題解決能力を身につけた次世代を担う実践的な技術者を育成する。 

 

(3)物質工学科 

 化学技術は，化学工業のみならず，あらゆる産業の基礎となっており，特に新素材，バイオテクノロジーなどが発

展する分野として期待されている。 

物質工学科では，３年次までは，一般科目と化学技術者に必要な専門基礎科目を修得し，４年次以降は「材料化学

コース」と「生物・生産工学コース」に別れて学習する。材料化学コースでは，単に試験管の中で新しい物質を合成

するだけでなく，環境に配慮した有用な素材を開発・生産できる技術者をめざす。生物・生産工学コースでは，生物

の有する能力をバイオテクノロジーにより，人間の健康・福祉に，あるいは環境保全などに応用するための知識・技

術を身につけ，生物に強い化学技術者をめざす。 

 

(4)建設システム工学科 

 土木工学は，自然との調和を保ちながら，国土の保全・開発・環境整備など，人類の社会生活の基盤及びその機能

を発展させる工学である。例えば，地図や設計図に従い道路や都市などを計画し，そこに付随する公園，鉄道，トン

ネル，橋梁，ダム，上下水道，川，港などの施設も設計施工する。 

 最近では「ウォーターフロント」や「ジオフロント」などの新技術により土木の分野が拡大され，”造る”だけで

なく”創造”し構造物に生命を吹き込むことが必要となっている。 

 建設システム工学科では，広い視野にたって社会システムにおける土木工学の役割を理解できるように，幅広い専
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門分野の基礎科目を中心とし，実験実習やコンピュータの利用を積極的に取り入れている。こうして，実践的で創造

力豊かな技術者を育成する。 

 

専攻科の教育目的  

 本校専攻科は，高等専門学校などの高等教育機関において，工学の基礎と実践的技術を修得した者に対して，さら

に 2 年間の高度で専門的な技術・学問を教授することによって，実践的かつ創造的な研究開発能力を持つ高度な技術

者を育成することを目的とします。 

専攻科の教育方針  

専攻科は，本校建学の精神，即ち，「風格高い高邁な精神の人間・技術者の育成」に則り，7 年一貫教育を念頭に

置いて，その教育方針を次のように定めている。 

1)実践的技術を駆使する研究開発能力，創造力をもつ技術者を育成する。 

2)広い視野をもち，国際性に優れ，協調性と指導力のある風格の高い人間・技術者を養成する。 

この教育方針のもとで，さらに機械・電気工学，物質工学および建設工学の各専攻では，それぞれ，以下に示す具

体的な教育方針を掲げて技術教育に取り組んでいる。 

(1)機械・電気工学専攻の教育方針 

機械，電気の技術分野は高度化，専門化するとともに，両分野の技術の融合化も進んでいる。ロボティクスやメカ

トロニクスに代表されるこれら技術の融合化の例として，人間の頭脳と知覚，認識を持った知能ロボットの研究や，

危険環境における作業ロボットの開発，生産ラインの自動化技術の開発などがあげられる。 

機械・電気工学専攻では，高専本科の機械工学科および電気工学科のカリキュラムの上に立って，両分野に共通す

る関連科目を中心に機械工学，電気工学のより高度な専門知識と技術分野を教授する。これにより“機械の知能的な

制御”をキーワードとした両分野の学際的要素を有する，創造性豊かで実践力のある技術者を育成する。 

(2)物質工学専攻の教育方針 

現在の高度技術社会は，優れた特性を持つ物質や材料などの高付加価値製品の創製によって可能となった。これら

の新物質や材料は主に化学的技術によって製造され，最近は微生物を利用したバイオ技術による有用物質の生産も実

用化されている。また，クリーンエネルギーや資源リサイクルにも化学技術の果たす役割が高くなっている。 

物質工学専攻では，物質工学科を卒業した学生に対して，さらに 2 年間の専門基礎科目および専門科目を教授し，

物質変換およびエネルギー変換技術の進展に対応し得る幅広い高度な知識と技術を有する創造的技術者を育成する。 

(3)建設工学専攻の教育方針 

近年，建設工学の分野においては，自然環境と融合した地球規模の幅広い思考ができ，技術のより一層の複合化・

多様化・高度化・国際化などに対応できる技術者の育成が望まれている。 

建設工学専攻では，高専本科の建設システム工学科の授業科目を基礎にして，広範囲にわたる力学系科目を中心と

し，環境・防災・情報を考慮した専門基礎および応用科目を教授し，計画・設計・施工・管理を系統的かつ効率的に

判断できる能力を持った創造力溢れる総合建設技術者や開発研究型の人材を育成する。 
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（選択的評価基準「研究活動の状況」に係る目的） 

 

地域産業の活性化，地域経済の向上に貢献することを主目的とし，企業の振興，企業の技術力の向上に寄与するた

め，研究を通じて得たものを教育の質の向上に活用するため，各教員は研究活動を積極的に推進することになってい

る。 

 

高知県特有の問題である少子高齢化，過疎化，経済力の低迷，災害多発地帯など地域のニーズに応じた具体的な研

究活動の内容として，下記に示したような分野のものがある。 

 

○ 介助補助器具をはじめとする福祉機器の開発 

○ ＩＴを利用したマン・マシン・インターフェースの開発 

○ レーザー光を利用したエネルギー伝達システム 

○ レーザー光を利用したトンネル側壁の非接触検査 

○ イオンクラスター成長過程の解明 

○ 無線ＬＡＮ及び太陽風力発電を利用した過疎地における災害時の情報収集・伝達システム  

○ 環境にやさしい自然エネルギーの活用 

○ 南海地震に備えた防災・危機管理システム 

○ 各種廃棄物のリサイクル利用 

○ 微生物による水質浄化，土壌改良 

○ オゾンを利用した水質浄化 

○ オゾンを利用した集積回路作成工程の無公害化 

○ 海洋深層水の積極的利用 

○ その他 

 

このような分野に関連する研究を推進するとともに，共同研究，技術相談なども積極的に推進することになってい

る。 
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（選択的評価基準「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」に係る目的） 

 

 地域社会に開かれた学校として，教育研究の成果を広く社会へ還元する目的で，地域住民の生涯学習，地域貢献，

社会との連携，地域社会との交流などの一環として，保護者，小中学生，小・中・高校教員，地域住民，企業等に対

して学校開放事業を積極的に取り組んでいる。 

 

具体的な講座及び目的などは，以下に示すとおりである。 

1.公開講座・リカレント講座  

○社会人対象の情報スキルアップ講座 

社会人を対象とした情報スキルアップ 

○Linuxによるインターネットサーバ構築技術入門 

 インターネットサーバ構築技術のスキルアップ 

 

2.県教員対象講座  

 コンピュータの学校教育への活用をはかるために，小・中・高校教員を対象とした，コンピュータに関する中級レ

ベルの知識および技術についての研修 

 

3.教養講座   

高知高専を地域の人々に親しんでもらう機会を提供し，理解を深めてもらうための文学，歴史，哲学の総合教養講

座 

 

4.土曜講座（キャンパスアドベンチャー）  

 小中学生を対象とした，科学に親しんでもらうための主として実験・実習 

 

5.出前授業 

教員が小中学校を訪問し，科学の楽しさを知ってもらうための授業 

 

6.移動講座 

 本校に来れない遠方の小中学生を対象に，科学に親しんでもらうための主として実験・実習 

 

7.体験入学 体験学習 

 本校へ入学を希望する中学３年生を主な対象として，施設の見学，学校及び各科の説明，体験学習，クラブ見学 
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基準１ 高等専門学校の目的 
（１）観点ごとの分析 
観点１－１－①： 目的として，高等専門学校の使命，教育研究活動を実施する上での基本方針，

及び，養成しようとする人材像を含めた，達成しようとしている基本的な成果等

が，明確に定められているか。 
（観点に係る状況） 

本校では創立時に野出初代校長の定めた「学生自らすすんで実践することによって，学問的，技術

的力量を身につけ，徳性を養い，将来，創造力のある風格の高い人間・技術者として国際社会を主体

的に生きることを目指させる」という教育方針を，一貫した基本指針とし，その実現のために全ての

教育研究活動のプログラムが構成されている。さらに，平成 12年度に設置された本校の専攻科では，
その教育目的を「高等専門学校などの高等教育機関において，工学の基礎と実践的技術を習得した者

に対して，さらに２年間の高度で専門的な技術・学問を教授することによって，実践的かつ創造的な

研究開発能力を持つ高度な技術者を育成すること」と明確に定めている。 
 

（分析結果とその根拠理由） 

本校専攻科においては，専攻科の使命，専攻科学生の研究教育活動を行う上での基本方針，及び，

要請しようとする人材像を含めた，達成しようとしている基本的な成果等が，明確に定められている

「教育目的」が実際に存在している。 
次に，本科においては，40 年前の創立以来，「教育目的」の代わりに「教育方針」を掲げ，その実
現のために不断の努力を積み重ねてきた。従って，本科においては「教育方針」が即ち「教育目的」

として解釈され得ることを示していきたい。学校の教育活動の詳細については基準２以降で詳述され

ることになるが，ここではその全体像を概観していく。 
本校は，昭和 38年度に機械工学科，電気工学科，工業化学科の３学科をもって創立され，さらに，
昭和 41 年度に土木工学科が設置された。その後，時代や地域の要求の変化に対応するために，平成
７年度に工業化学科を物質工学科に，平成８年度に土木工学科を建設システム工学科に改組し，現在

では，機械工学科，電気工学科，物質工学科，建設システム工学科の広い工学分野を包括する４学科

を有する工業高等専門学校として，実験・実習を中心とした教育課程の下で，自主性を持ち，社会の

即戦力となる風格の高い技術者を養成するための教育を行っている。また，より高度な専門知識を教

授するために，平成 12 年度には，機械・電気工学専攻，物質工学専攻，建設工学専攻の３専攻を有
する専攻科を設置した。設置後わずか４年となる平成 16 年度までには設置されているすべての専門
学科および専攻科の教育プログラムが日本技術者教育認定機構（JABEE）の認定を受け，工学全般に
わたり，学問的，技術的に高いレベルの専門教育を行うことのできる物的・人的資源が完備している

ことが証明されている。 
教育プログラムにおいては，入学当初から実験や実習などの実践的な教科を設置することにより，

自ら考え実践することのできる技術者への成長を促している。さらに，本校では単なる技術や知識の

教授のみに偏ることなく，「知育・徳育・体育」においてバランスの取れた人材を育成するために，ク

ラブ・同好会活動などの課外活動も，学生間の切磋琢磨を通して徳性を養うことのできる場として重

視しており，それぞれの活動では全国規模の大会での入賞者も輩出するなど，この方面でも学生の可

能性を引き出す教育を行っている。 
学寮は，学生寮長を中心とした自治寮運営を行うことにより，自己管理のできる技術者への成長を
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促す教育施設として機能している。文化祭・体育祭などの全校規模の学校行事でも学生会主体の運営

を行い，学生の自主性の涵養に努めている。 
さらに，国際社会を主体的に生きて行くことを学ぶ場として，平成 11 年度に提携を結んだオース
トラリアの Sidney Institute of Technologyの協力を得て，ほぼ隔年ごとに希望学生を募り，夏期休
暇中に２週間ほどの研修旅行を行っている。 
本校の教育方針は，入学を期待する学生の人間像を定めたアドミッション・ポリシーによっても実

現が図られている。本校の各専門学科あるいは専攻科全体，各専攻ではこの学校全体のアドミッショ

ン・ポリシーに基づき，さらにそれぞれの特性を考慮し，掘り下げたアドミッション・ポリシーも各

学科，専攻科により定められている。これらのアドミッション・ポリシーも本校の教育方針をより具

体的に表現したものであると考えることができる。 
以上により，本校の教育方針「学生自らすすんで実践することによって，学問的，技術的力量を身

につけ，徳性を養い，将来，創造力のある風格の高い人間・技術者として国際社会を主体的に生きる

ことを目指させる」は，本校の使命，教育研究活動を実施する上での基本方針，及び，養成しようと

している人材像を含めた，達成しようとしている基本的な成果等を明確に定めた「教育目的」である

と解釈することができ，本科においても，教育目的として，高等専門学校の使命，教育研究活動を実

施する上での基本方針，及び，養成しようとしている人材像を含めた，達成しようとしている基本的

な成果等が，明確に定められているといえる。 
 
観点１－１－②： 目的が，学校教育法第７０条の２に規定された，高等専門学校一般に求められ

る目的から，はずれるものでないか。 
（観点に係る状況） 

学校教育法第７０条の２には「高等専門学校は，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を育

成することを目的とする。」とある。本校の教育方針は「学生自らすすんで実践することによって，学

問的，技術的力量を身につけ」させることであり，「将来，創造力のある風格の高い人間・技術者とし

て国際社会を主体的に生きる」ことができる人物の育成が目的である。本校には専攻科が設置されて

おり，また，開設されている全学科が JABEE認定を受けていることからもわかるように，担当各教
員はそれぞれの専門分野において十分な教育研究実績を持っており，「深く専門の学芸を教授」するこ

とのできる教育環境が，本校の教育方針によって実際に形成されてきた。また，卒業後就職を希望す

るすべての学生たちは創立以来遅滞することなく社会に出て各分野で活躍しており，それは未曾有の

就職難であった最近の 10 年間においても変わることはない。このように，本校の教育方針によって
教育を受けた学生たちは事実「職業に必要な能力」を持って卒業している。 
 

（分析結果とその根拠理由） 

上記の状況から，本校の目的は学校教育法第７０条の２に規定された，高等専門学校一般に求めら

れる目的から，はずれるものでないと判断される。その根拠理由は上記「観点に係る状況」に記述さ

れている通りである。 
 
 
観点１－２－①： 目的が，学校の構成員（教職員及び学生）に周知されているか。 
（観点に係る状況）  
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本科学生に対しては，毎年度当初に「学生便覧」を配付している。学生便覧の裏表紙には，本校の

教育方針および校章の由来が掲載されており，便覧を利用する学生の目に触れやすいようになってい

る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料１—２—①—１ 
教育方針 

 
（出典：高知高専「学生便覧」）
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専攻科学生に対しては，毎年度当初に「専攻科学生の手引」を配付している。「手引」の１ページ目

は専攻科の教育目的，教育方針，および各専攻の教育方針が明記されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

資料１—２—①—２ 
専攻科の教育方針 

 

 

（出典：高知高専「専攻科生の手引」） 
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教職員に対する周知は以下のようになっている。学生便覧は毎年度当初に開かれる第１回の教員会

において配付されている。教員会には本校教員全員の出席が義務づけられており，また，事務部長を

はじめ，事務部の部局長も出席する。その会の開会にあたっては，校長からの挨拶により本校の教育

方針の確認が行われている。「専攻科学生の手引」も全教員および必要な事務部局に配付されている。 
 
（分析結果とその根拠理由）  

上記の状況および関係資料から，本校の教育目的は，本校の構成員（教職員及び学生）に周知され

ている。 
 
 
 
 
 
 
観点１－２－②： 目的が，社会に広く公表されているか。 
（観点に係る状況）  

本校の教育方針と専攻科の教育目的は印刷物およびインターネット上のホームページによって社会

に広く公表されている。 
印刷物としては，毎年度発行している「高知工業高等専門学校概要」および「高知高専ガイド－中

学生のみなさんへ－」がある。「概要」は本校の全体像をまとめた 50ページほどの冊子で毎年度 1,000
部程度発行されており，本校で開催される参与の会・後援会・保護者会・公開講座・体験入学の参加

者のみならず，その他の方面にも広く配布されている。その１ページ目に示されているのは本校の教

育方針である。また，「高知高専ガイド－中学生のみなさんへ－」は，本校の入学生獲得のための活動

として行っている中学校訪問の際などに配布している資料冊子であり，その２ページ目には，本校の

教育方針の表明であるアドミッションポリシーが掲載されている。また，３ページ目には，具体的な

本校の特色の記述があるが，それも，本校の教育方針がどのように具体的に実現されているかを外部

に表明したものであると考えることができる。この「高知高専ガイド－中学生のみなさんへ－」の発

行部数は，4,000部となっており，高知県内の中学校に 3,000部，体験入学来校者に 500部程度配布
され，本校に入学を希望する中学生やその関係者に本校の教育目的を広く知らせる役割を果たしてい

る。 
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資料１—２—②—１ 
教育方針 

 
（出典：「高知工業高等専門学校概要」） 
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資料１—２—②—２ 
 

 
                       （出典：「高知工業高等専門学校概要」） 
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資料１—２—②—3 

 

（出典：「高知工業高等専門学校概要」）
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資料１—２—②—4 

                         （出典：「高知工業高等専門学校概要」）
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資料１—２—②—5 

 
（出典：「高知工業高等専門学校概要」）
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専攻科についても，毎年度案内用のパンフレットを印刷し，各方面に配布している。裏表紙にあた

る第１ページには，専攻科の設置目的（これは専攻科「教育目的」と同一内容である。）とアドミッシ

ョン・ポリシーが明記されており，本校専攻科に関心のある者には，「教育目的」がはっきりとわかる

ようになっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
これらの印刷物に掲載されている内容とほぼ同一内容のものは Web ページによっても閲覧するこ

とができる。本校のトップページ中の見つけやすい位置に学校概要・アドミッションポリシー・中学

生の皆さんへのリンクがあり，そのリンクをたどることによって印刷物とほぼ同じ内容をいつでも世

界中のどこからでも閲覧することが可能である。また，このトップページには専攻科ホームページへ

のリンクも張られており，そのリンクをたどることによって専攻科の教育目的も閲覧することができ

るようになっている。 
 

資料１—２—②—6 

 
（出典：高知高専パンフレット「専攻科」） 
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資料１—２—②—7 
 

 
                  （出典：高知高専Webページ http://www.kochi-ct.ac.jp ）
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資料１—２—②—8 

 
（出典：高知高専Webページ http://www.kochi-ct.ac.jp ） 
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資料１—２—②—9 

 
 

（出典：高知高専Webページ http://www.kochi-ct.ac.jp ） 
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資料１—２—②—10 

 
 （出典：高知高専Webページ http://www.kochi-ct.ac.jp/gaiyou/ ）
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資料１—２—②—11 

 
 （出典：高知高専Webページ http://www.kochi-ct.ac.jp/gaiyou/ ） 
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（分析結果とその根拠理由）  

上記の状況および関係資料から，本校の教育目的は，社会に広く公表されていると考えられる。 
 
（２）優れた点及び改善を要する点 
（優れた点）  

本校の教育目的は，設立当初から「創造力のある風格の高い人間・技術者」を育成し，「国際社会を

主体的に生きる」ことを目指すもので，専門知識や実践的技術のみならず語学等を含む幅広い知識を

修得し，倫理観あふれた「人間・技術者」を育てるという先見性のある普遍の教育方針・目的である。 
 

（改善を要する点）  

本校の本科では，創立以来一貫した簡潔な「教育方針」を掲げ，それを説明し実現していく作業の

中で，教育目的が具体化されてきた。創立以来 40 年を経過し，独立行政法人の中での国立高等専門
学校となった今，一般社会に対して，よりわかりやすく明確な「教育目的」を設定するにふさわしい

時である。 
 
（３）基準１の自己評価の概要 
本校本科では，創立時に学校の教育方針を定め，それが現在に至るまで一貫した方針として堅持さ

れている。教育方針は簡潔なものであるが，本校が世に送り出すべき人材像が明確に定められており，

本校本科の教育プログラムの設定および設備拡充は，すべて，この教育方針を具体化することを目的

として行われてきた。従って，この教育方針は実質上の「教育目的」であると考えることができる。 
本校専攻科においては，入学を期待する人物像，専攻科での教育内容，および育成しようとする人

物像を明確に定めた「教育目的」が実際に定められている。 
また，これらの教育目的は高等専門学校の設置の趣旨及び学校教育法第７０条の２における高等専

門学校の目的を踏まえて定められたものであり，創立以来，実際に世に送り出し，各方面で活躍して

いる本校の卒業生が身につけている知識・技術などを見れば，本校の教育目的は，学校教育法の規定

を遵守し，実現するためのものであることは明らかである。 
本校の教育目的は，学生に対しては，毎年度当初に配付される印刷物や各行事における訓話などを

通して周知を図り，十分に理解が浸透している。また，教職員に対しては，年度当初に全教員および

事務部局長の出席する教員会で配付される印刷物および校長の年度当初の挨拶などを通して周知が図

られ，理解されている。従って，本校の教育目的はその構成員に対して周知されていると言える。 
また，本校の教育目的は，本校の概要を一般社会に公表するための印刷物や Web ページへの掲載を

通して，外部に対して公表されている。印刷物は，校内における公開講座，県内を中心とする中学校

訪問，体験入学などで配布されている。従って，本校の教育目的は，社会に対して広く公表されてい

ると言える。 
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基準２ 教育組織（実施体制） 
（１）観点ごとの分析 
観点２－１－①： 学科の構成が，教育の目的を達成する上で適切なものとなっているか。 
（観点に係る状況）  
現在，本校の学科は，「高知工業高等専門学校学則」（以下「学則」という。）第３章第８条に定め

られている通り，機械工学科，電気工学科，物質工学科，および建設システム工学科の４学科より

構成されている（資料２－１－①－１，２）。なお，このうち物質工学科は平成７年４月に工業化学

科より，また建設システム工学科は平成８年４月に土木工学科より，それぞれ改組されたものであ

る。 
 
（資料２－１－①－１） 
「高知工業高等専門学校学則 第３章第８条」 
     第８条 学科，学級数及び入学定員は，次のとおりとする。 

学  科 学級数 入学定員 

機 械 工 学 科 
電 気 工 学 科 
物 質 工 学 科 
建設システム工学科 

１ 
１ 
１ 
１ 

４０ 人 
４０ 人 
４０ 人 
４０ 人 
（出典 「高知工業高等専門学校学則」） 

 
 
（分析結果とその根拠理由） 本校の学科構成は，「深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力

を育成すること」（「学則」第１章第１条）という本校の目的を達成する上で適切なものであるとい

ってよい。なぜなら，本校本科には人文科学系ならびに数理科学系が置かれて，広く学芸の教授が

行われており，その基礎の上に上記４学科において，専門的学芸の教授と職業能力の育成が図られ

ているからである。また，新素材やバイオテクノロジー，あるいは環境問題，エネルギー資源問題，

食糧問題等，より広い分野に対応するために，従来の工業化学科が物質工学科に改組されたこと，

広い視野に立って社会システムにおける土木工学の役割が理解できるように，従来の土木工学科が

建設システム工学科に改組されたことは，現代社会の要請に即応するかたちで職業能力の育成を図

ろうとするものである。 
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（資料２－１－①－２） 
「高知工業高等専門学校組織図」 

（出典 「高知工業高等専門学校平成１６年度概要」）
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観点２－１－②： 専攻科を設置している場合には，専攻科の構成が，教育の目的を達成する上で

適切なものとなっているか。 

 
（観点に係る状況） 本校には専攻科が設置されており，現在のところ本校専攻科は，「学則」第１

１章第４８条に定められている通り，機械・電気工学専攻，物質工学専攻，および建設工学専攻の

３専攻より構成されている（資料２－１－②－１，２）。 
 
（資料２－１－②－１） 
「高知工業高等専門学校学則 第１１章第４８条」 
第４８条 専攻及び入学定員は，次のとおりとする。 

専    攻 入学定員 
機械・電気工学専攻 ８人 
物 質 工 学 専 攻 ４人 
建 設 工 学 専 攻 ４人 

（出典 「高知工業高等専門学校学則」） 
 

 
（分析結果とその根拠理由） 本校専攻科の構成は，上述の本校の目的（「学則」第１章第１条），

ならびに「高等専門学校における教育の基礎の上に，更に精深な程度において，特別の事項を教授

し，その研究を指導すること」（「学則」第１１章第４７条）という本校専攻科の目的を達成する上

で適切なものであるといってよい。なぜなら，精深な程度における教育および研究指導を実現すべ

く，少人数教育が実践されうるかたちになっているからである。 
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（資料２－１－②－２） 
「高知工業高等専門学校組織図」 

（出典 「高知工業高等専門学校平成１６年度概要」）
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観点２－１－③： 全学的なセンター等を設置している場合には，それらが教育の目的を達成する

上で適切なものとなっているか。 

 
（観点に係る状況） 本校には全学的な組織として，（１）産学技術交流推進室，（２）情報化推進

室，（３）教育改善推進室が設置されている。 
（１）産学技術交流推進室 
 当推進室は，「高知工業高等専門学校産学技術交流推進室規則」に定められている通り，独立行政法

人国立高等専門学校機構以外の者との共同研究ならびに本校各学科等間との共同研究を推進すること

により，本校の教育・研究の進展を図るとともに，地域社会における科学・技術教育の振興，研究成

果の公表等を積極的に推進することを目的として設置されており，室長，副室長および庶務課長によ

って構成されている（資料２－１－③－１）。当推進室には，専門の事項について検討するために，

上記の構成員のほか各学科等代表教員各１人からなる「産学技術交流推進委員会」が置かれており，

当委員会は，「高知工業高等専門学校産学技術交流推進委員会規則」に示されている通り，機構以外の

者との共同研究に関すること，機構以外の技術者に対する技術教育に関すること，機構以外の者に対

する学術情報の提供に関すること，校内及び他大学等との共同研究及び連携に関すること，地域社会

に対する学術情報の提供に関すること，および学術研究誌発行に関すること等を審議している（資料

２－１－③－２）。 

 

（資料２－１－③－１） 
「産学技術交流推進室の概要」 
 （目的） 
第２条 推進室は，独立行政法人国立高等専門学校機構以外の者との共同研究並びに本校各学科等間と

の共同研究を推進することにより，本校の教育・研究の進展を図るとともに，地域社会における科学・

技術教育の振興，研究成果の公表等を積極的に推進することを目的とする。 
 （組織） 
第３条 推進室は，次の室員で組織する。 
 (１) 室長 
 (２) 副室長 
 (３) 庶務課長 

（出典 「高知工業高等専門学校産学技術交流推進室規則」） 
 
 
（資料２－１－③－２） 
「産学技術交流推進委員会の組織と業務」 

 （目的） 
第２条 委員会は，独立行政法人国立高等専門学校機構(以下｢機構｣という。｣)以外の者との共同研究並

びに本校各学科等間との共同研究，技術相談，技術教育等並びに本校教員の研究成果公表等に関し，

必要な事項を定めることを目的とする。 
 （審議事項） 
第３条 委員会は，次の各号に掲げる事項について審議するものとする。 
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 (１) 機構以外の者との共同研究に関すること。 
 (２) 機構以外の技術者に対する技術教育に関すること。 
 (３) 機構以外の者に対する学術情報の提供に関すること。 
 (４) 校内及び他大学等との共同研究及び連携に関すること。 
 (５) 地域社会に対する学術情報の提供に関すること。 
 (６) 学術研究誌発行に関すること。 
 (７) その他前条の目的を達成するために必要な業務に関すること。 
 （組織） 
第４条 委員会は，次の委員で組織する。 
 (１) 産学技術交流推進室長 
 (２) 産学技術交流推進室副室長 
 (３) 各学科等代表教員 各１人 
 (４) 庶務課長 
２ 前項第３号の委員は，校長が命ずる。 
 （委員長） 
第５条 委員会に委員長を置き，産学技術交流推進室長をもって充てる。 
２ 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。 

（出典 「高知工業高等専門学校産学技術交流推進委員会規則」） 
 
 
（２）情報化推進室 
 当推進室は，「高知工業高等専門学校情報化推進室規則」に定められている通り，情報処理センター

室等の管理運営を行うとともに，本校の教育，研究および事務に関する情報化の推進ならびに情報通

信の促進等を積極的に推進することを目的として設置されており，室長，副室長および庶務課長によ

って構成されている（資料２－１－③－３）。当推進室には，専門の事項について検討するために，

上記の構成員のほか各学科等代表教員各１人，情報化推進室長が必要と認める者若干人からなる「情

報化推進委員会」が置かれており，当委員会は，「高知工業高等専門学校情報化推進委員会規則」に

示されている通り，校内ＬＡＮの総括的運用及び管理に関すること，パソコン等機器の保守管理に関

すること，情報処理システムの導入及び開発に関すること，情報機器等の選定に関すること，情報処

理センター室，およびパソコン室の管理運営に関すること等について審議し，当該の実務にあたって

いる（資料２－１－③－４）。 

 

（資料２－１－③－３） 
「情報化推進室の概要」 

 （目的） 
第２条 推進室は，情報処理センター室等の管理運営を行うとともに本校の教育，研究及び事務に関す

る情報化の推進並びに情報通信の促進等を積極的に推進することを目的とする。 
 （組織） 
第３条 推進室は，次の室員で組織する。 
 (１) 室長 
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 (２) 副室長 
 (３) 庶務課長 

（出典 「高知工業高等専門学校情報化推進室規則」） 
 

 

 

（資料２－１－③－４） 
「情報化推進委員会の組織と業務」 

 （目的） 
第２条 委員会は，本校共有のＬＡＮ，パソコン等の保守，管理，運営及び情報処理システムの導入，

開発並びに情報処理センター室，パソコン室の利用に関し，必要な事項を定めることを目的とする。 
 （審議事項） 
第３条 委員会は，次の各号に掲げる事項について審議並びに実務にあたるものとする。 
 (１) 校内ＬＡＮの総括的運用及び管理に関すること。 
 (２) パソコン等機器の保守管理に関すること。 
 (３) 情報処理システムの導入及び開発に関すること。 
 (４) 情報機器等の選定に関すること。 
 (５) 情報処理センター室，パソコン室の管理運営に関すること。 
 (６) その他前条の目的を達成するために必要な業務に関すること。 
 （組織） 
第４条 委員会は，次の委員で組織する。 
 (１) 情報化推進室長 
 (２) 情報化推進室副室長 
 (３) 各学科等代表教員 各１人 
 (４) 情報化推進室長が必要と認める者 若干人 
 (５) 庶務課長 
２ 前項第３号及び第４号の委員は，校長が命ずる。 
 （委員長） 
第５条 委員会に委員長を置き，情報化推進室長をもって充てる。 
２ 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。 

（出典 「高知工業高等専門学校情報化推進委員会規則」） 
 
 
 
 
（３）教育改善推進室 
 当推進室は，「高知工業高等専門学校教育改善推進室規則」に定められている通り，本校の教育理念

および教育目標を達成するために必要な教育方法および教育技術の改善・向上を推進することを目的

として設置されており，室長，副室長および学生課長によって構成されている（資料２－１－③－５）。

当推進室には，専門の事項を検討するために，上記の構成員のほか各学科等代表教員各１人からなる
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「教育改善推進委員会」が置かれており，当委員会は，「高知工業高等専門学校教育改善推進委員会

規則」に示されている通り，教育方法の改善に関すること，教育技術の向上に関すること，および教

育貢献評価に関すること等を審議している（資料２－１－③－６）。 
 
（資料２－１－③－５） 
「教育改善推進室の概要」 
 （目的） 
第２条 推進室は，本校の教育理念及び教育目標を達成するために必要な教育方法及び教育技術の改

善・向上を推進することを目的とする。 
 （組織） 
第３条 推進室は，次に掲げる室員をもって組織する。 
 (１) 室長 
 (２) 副室長 
 (３) 学生課長 

（出典 「高知工業高等専門学校教育改善推進室規則」）  
 
（資料２－１－③－６） 
「教育改善推進委員会の組織と業務」 
 （審議事項） 
第２条 委員会は，次に掲げる事項を審議する。 
 (１) 教育方法の改善に関すること。 
 (２) 教育技術の向上に関すること。 
 (３) 教育貢献評価に関すること。 
 (４) その他教育改善の推進に関すること。 
 （組織） 
第３条 委員会は，次に掲げる委員をもって組織する。 
 (１) 教育改善推進室長 
 (２) 教育改善推進室副室長 
 (３) 各学科等代表教員 各１名 
 (４) 学生課長 
２ 前項第３号の委員は，校長が命ずる。 
 （委員長） 
第４条 委員会に委員長を置き，教育改善推進室長をもって充てる。 
２ 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。 

（出典 「高知工業高等専門学校教育改善推進委員会規則」） 
 
 
（分析結果とその根拠理由）  
（１）産学技術交流推進室 
 当組織は，いわゆる産業界と本校との共同研究等を推進することによって，本校の教育・研究の進
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展を図り，地域社会における科学・技術教育の振興，研究成果の公表等を積極的に進めており，その

点で，上述の本校の目的（「学則」第１章第１条）に資するものであるといってよい。 
（２）情報化推進室 
 当組織は，情報処理センター室等の管理運営を行い，本校の教育や研究に関する情報化の推進，情

報通信の促進等を積極的に進めており，その点で，上述の本校の目的（「学則」第１章第１条）に資

するものであるといってよい。 
（３）教育改善推進室 
 当組織は，本校の教育理念および教育目標を達成するために必要な教育方法および教育技術の改

善・向上を推進すべく，例えば教員研修会等を実施するなどして本校の教育改善に努めており，その

点でまさに，上述の本校の目的（「学則」第１章第１条）を達成する上で適切なものとなっている。 
 
観点２－２－①： 教育課程全体を企画調整するための検討・運営体制及び教育課程を有効に展開

するための検討・運営体制が整備され，教育活動等に係る重要事項を審議するな

どの必要な活動を行っているか。 

 
（観点に係る状況） 本校には，教育課程全体を企画調整し，教育課程を有効に展開するための組

織として，教務委員会が置かれている。当委員会は，「高知工業高等専門学校教務委員会規則」（以

下「規則」という。）第３条に定められている通り，教育課程の編成及び実施に関すること，学業の

履修及び成績に関すること，指導要録に関すること，入学・転科・休学・退学・転学・留学及び卒

業に関すること，校外実習及び見学旅行に関すること，学校行事を総括調整すること等，教育を円

滑に遂行するために必要な事項を審議している（資料２－２－①－１）。当委員会において審議され

た重要事項としては，例えば，「副担任制導入による教育効果」，「選択科目の必修科目への変更」，

「授業評価アンケート」，「成績評価法」，「９０分授業の実施」等が挙げられる（資料２－２－①－

２）。また，教育課程全体を長期的な視点から企画するために，教務委員会のもとに適宜カリキュラ

ム検討委員会が置かれて，当該事項に関して検討が行われることになっている。 
 
 
（資料２－２－①－１） 
「教務委員会の概要」 
 （目的） 
第２条 委員会は，本校における教育を円滑に遂行するために必要な事項を審議し，各学科等間の連絡

調整を図るとともに問題の処理にあたる。 
 （審議事項） 
第３条 委員会は，次の各号に掲げる事項について審議するものとする。 
 (１) 教育課程の編成及び実施に関すること。 
 (２) 学業の履修及び成績に関すること。 
 (３) 指導要録に関すること。 
 (４) 入学，転科，休学，退学，転学，留学及び卒業に関すること。 
 (５) 校外実習及び見学旅行に関すること。 
 (６) 学校行事を総括調整すること。 
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 (７) その他教務に関し，委員長が必要と認める事項。 
 （組織） 
第４条 委員会は，次の委員で組織する。 
 (１) 教務主事 
 (２) 教務主事補佐 
 (３) 専攻科長 
 (４) 各学科等代表教員 各１人 
 (５) 学生課長 
２ 前項第４号の委員は，校長が命ずる。 
 （委員長） 
第５条 委員会に委員長を置き，教務主事をもって充てる。 
２ 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。 

（出典 「高知工業高等専門学校教務委員会規則」） 
 
 
（資料２－２－①－２） 
「教務委員会議事録（例）」 
                    平成17年1月26日 
    平成１６年度 第１７回教務委員会議題書 
【報告事項】 
１.来年度シラバスについて（別紙） 
  授業の計画・方法と成績評価の方法・基準における変更に留意し， 
  ２月１８日（金）までに提出 
２.実用英検，工業英検，その他単位認定手続き 
  → 各学科または英語科担当の単位認定申請者について， 
    必要事項を記載の上，文書またはメールで主事室に連絡願う。 
３.校外授業（企業見学）について 
  ・電気工学科２年生 ３９名 
   ２月２日（水）９：４０～１２：３０ セイレイ工業（株）土佐山田工場 
  ・電気工学科３年生 ４４名 
   ２月２４日（木）９：４０～１２：３０ ニッポン高度紙工業（株）春野工場 
  ・電気工学科４年生 ３５名 
   ２月２５日（金）１３：２０～１６：１０ 四国電力新改発電所 
  ・物質工学科３年生 ４１名 
   ２月２３日（水）１３：２０～１６：１０ 高知市高須浄化センター 
４．特別研究発表会・インターンシップ体験報告会 
  ２月５日（土）公開発表会として 
５.再試験 
   再試験受験願いの提出締切１月３１日（専攻科） 
６.授業評価について（専攻科） 
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   １／２６（水）～１／２８（金）に行うこと 
７.［技術者倫理］特別講義 ２月１８日（金）１－２時限（専攻科） 
   谷先生，菅先生の退職に伴う特別講座の参加よびかけ 
８.その他 
  ・１７年度中国四国地区高等専門学校専攻科生交流会実施  
   開催場所：松江高専 平成１７年４月２２日（金）～２３日（土） 
   参加申し込み２月７日～２月１８日〈各科より引率教員を１名ずつ選抜 
   お願いしたい〉 
  ・証明書交付願受付窓口の一元化について 
   学生課教務係りにおいてのみ受付，本校教員による代理申請を廃止する。 
【審議事項】 
１.退学願い   
            
            
   以上２名承認 
２.来年度新１年生の春休みの課題について 
   合格者登校日に数学・英語課題学習購入させ，春休み中の学習向上を図る→承認 
３.来年度行事予定 〈継続〉  
  ・前期科目再試験日 １月６日（金）→承認 
  ・専攻科特別研究中間発表会 ３月１０日（金）→３月１３日（月）への変更案→承認 
４.電気工学科のカリキュラムについて（別紙） 
  機械工学科のカリキュラムについて 
   卒業研究を６単位から８単位に増やしたい。 
   電気工学科は学年間の単位が変わるため再度改訂版を提出する。 
   機械工学科は承認 
５.教務内規変更について（別紙） 
   学年末成績を１００点法に変更したことに伴い内規を変更→承認 
６.９０分授業の実施について（別紙） 
   →承認 
７.試験日の変更 
  ［技術者倫理］受講生が１・２年生のため２月２５日（金）１－２時限 
         ２年生の修了試験期間中に１年生も試験 →承認 

以上 

（出典 「平成１６年度教務委員会議事録」） 
 
（分析結果とその根拠理由） 本校教務委員会は，教育課程全体を企画調整し，教育課程を有効に

展開するための検討・運営体制として，教育活動に関する重要事項を審議するなど必要な活動を行

っている。本校教務委員会は，「規則」に示されているように，当観点において要求されている検討・

運営体制に相当しており，また，当委員会の議事録で確認されうるように，教育活動等に関する重

要事項を審議しているからである。 
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観点２－２－②： 一般科目及び専門科目を担当する教員間の連携が，機能的に行われているか。 

（観点に係る状況） 
一般科目担当教員と専門科目担当教員との連携は，とりわけ「数学」と「応用数学」との間，お

よび「物理」と「応用物理」との間で行われている（資料２－２－②－１，２，３）。当該教員間で

は随時会合がもたれ，授業内容等に関して審議が行われている（資料２－２－②－４，５）。 
 他の科目についても，同様に，教員間の連携が行われている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（資料２－２－②－１）  「『数学』・『応用数学』担当教員間の連携（シラバス）」 

 

（出典 「平成１７年度シラバス」）
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（資料２－２－②－２）  「『物理』・『応用物理』担当教員間の連携（シラバス）」 

 

（出典 「平成１７年度シラバス」）
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（資料２－２－②－３）  「一般科目・専門科目担当教員間の連携（授業時間表）」 

（出典 「平成１７年度前期教官別時間割」）
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（資料２－２－②－４）  「『数学』・『応用数学』担当教員会議の議事録（例）」 

（出典 「数理科学系教室会議議事録」）
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（資料２－２－②－５） 
「『物理』・『応用物理』担当教員会議の議事録（例）」 
 
平成１６年度 第６回物理・応用物理担当教員会議 議事録 
平成１7年２月１８日（金）17：00～ 高野研究室 
出席：端，高野，長門 
１．四国共通試験の成績について 
 端教員より本校受験学生の成績の分析結果が報告された。 
２．四国共通試験結果の一般公開用資料について 
 長門教員より高松高専担当者から送られてきた資料の説明があり，一般公開および工学教育協会

での発表について了承した。 
３．２年生の物理２の課題について 
 端教員より，２年生に対して物理２の春休みの課題を課し，３年生の最初の物理３の授業で確認

のテストを行うことが提案され，了承された。 
４．応用物理Aの出席状況について 
 欠席の多い学生についての確認を行った。 

以上 

（出典 「平成１６年度物理・応用物理担当教員会議議事録」） 
 
（分析結果とその根拠理由） 一般科目担当教員と専門科目担当教員との連携は，本校において基

幹となる数学分野および物理学分野において，概ね機能的に行われているといってよい。当該の連

携は，シラバスや授業時間表で確認されうるし，その活動は議事録に示されている通りである。 
 
観点２－２－③： 教育活動を円滑に実施するための支援体制が機能しているか。 

（観点に係る状況） 
 本校における教育活動の支援体制として，学科主任および専攻科主任，学級担任，学年主任は，

「高知工業高等専門学校内部組織規則」に定められている通りに整備されている（資料２－２－③

－１）。学科主任および専攻科主任は，それぞれ当該学科ないし当該専攻の運営にあたって所属各教

員の教育活動を支援しており，また各学年に置かれた学年主任は，当該学年の教育活動の支援にあ

たっている。なお，本校では，学級担任を支援する体制として副担任制をとっており，とくに本科

第５学年の副担任は学生に対する進路指導を支援することになっている（資料２－２－③－２，３）。

また，各学科においては定期的に教室会議が開かれており，これは所属各教員の教育活動を学科全

体として支援する体制である（資料２－２－③－４）。さらに，学生生活に関する事項を審議する学

生生活委員会は，年度当初に「学生生活関係留意事項」および「課外活動指導のしおり」というパ

ンフレットを全教員に配付するなどして，教員の教育活動支援にも尽力している（資料２－２－③

－５，６）。とくに教育活動を支援する事務組織として本校には，「高知工業高等専門学校事務組織

規則」に定められている通り，学生課が設置されている（資料２－２－③－７）。当学生課には，専

門員（学務担当），教務係，学生係，寮務係及び実習係が置かれており，それぞれの役割分担は，「高

知工業高等専門学校事務分掌細則」に定められている通りである（資料２－２－③－８）。なお，本
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校では，専攻科生もまた本科５年生の卒業研究に対する指導にあたることになっており，こうした

かたちで教員の教育活動の支援も行われている。 
 

 
（資料２－２－③－１） 
「学級担任制等」 
  （主 任） 
第４条 本校の学科等に主任を置く。 
２ 主任は，当該学科等に所属する教員の中から校長が命ずる。 
３ 主任は，当該学科等の運営にあたる。 
４ 主任の任期は，１年とし再任を妨げない。ただし，主任に欠員が生じた場合の後任者の任期は，前

任者の残任期間とする。 
第４条の２ 本校の専攻科に主任を置く。 
２ 主任は，当該学科等に所属する教員の中から校長が命ずる。 
３ 主任は，当該専攻科の運営にあたる。 
４ 主任の任期は，１年とし再任を妨げない。ただし，主任に欠員が生じた場合の後任者の任期は，前

任者の残任期間とする。 
     （中略）  
 （学級担任） 
第７条 本校の各学級に，学級担任を置く。 
２ 学級担任は，本校教官の中から校長が命ずる。 
３ 学級担任は，当該学級の運営にあたる。 
４ 学級担任の任期は，１年とし再任を妨げない。ただし，学級担任に欠員が生じた場合の後任者の任

期は，前任者の残任期間とする。 
 （学年主任） 
第８条 本校の各学年に，学年主任を置く。 
２ 学年主任は，当該学年の学級担任の中から校長が命ずる。 
３ 学年主任は，当該学年の行事等の教育活動及び学生指導等の連絡調整にあたる。 
４ 学年主任の任期は，１年とし再任を妨げない。ただし，学年主任に欠員が生じ 
 た場合の後任者の任期は，前任者の残任期間とする。 
 

（出典 「高知工業高等専門学校内部組織規則」） 
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（資料２－２－③－２）  「副担任制」 

（出典 「平成１７年度第１回教員会配付資料」）
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（資料２－２－③－３）  「副担任制」 

（出典 「平成１７年度第１回教員会配付資料」）
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（資料２－２－③－４）  「一般科教室会議議事録（例）」 

（出典 「一般科教室会議議事録」）
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（資料２－２－③－５）  「学生生活関係留意事項」 

 
（出典 「平成１７年度第１回教員会配付資料」）
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（資料２－２－③－６）  「課外活動指導のしおり」 

（出典 「平成１７年度課外活動指導のしおり」）
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（資料２－２－③－７） 
「学生課の概要」 
第８条 学生課においては，次の事務をつかさどる。 
 (１) 入学者の選抜に関すること。 
 (２) 学生の修学指導に関すること。 
 (３) 教育課程の編成及び授業に関すること。 
 (４) 学生の学業成績の整理及び記録に関すること。 
 (５) 学生の学籍に関すること。 
 (６) 学生の実習に関すること。 
 (７) 学生課関係の公印の管守に関すること。 
 (８) 留学生に関すること。 
 (９) 学生の課外教育に関すること。 
 (10) 学生及び学生団体の指導監督に関すること。 
 (11) 学生に対する奨学金，入学料及び授業料の免除並びに徴収猶予，経済援助に関すること。 
 (12) 学生の厚生施設の管理運営及び厚生事業に関すること。 
 (13) 学生の保健管理及び保健施設の管理運営に関すること。 
 (14) 学生に対する進路指導及び就職斡旋に関すること。 
 (15) 学生旅客運賃割引証に関すること。 
 (16) 学寮の管理運営に関すること。 
 (17) 学生の入退寮に関すること。 
 (18) 寮生の指導監督に関すること。 
 (19) 独立行政法人日本スポーツ振興センターの事務に関すること。 
 (20) 所掌に係る情報公開に関すること。 
 (21) その他教務，学生指導及び寮務に関すること。 

（出典 「高知工業高等専門学校事務組織規則」） 
 
 
（資料２－２－③－８） 
「学生課の業務」 
 （学生課） 
第４条 学生課に専門員，教務係，学生係，寮務係及び実習係を置く。 
２ 専門員（学務担当）は，次の事務をつかさどる。 
 (１) 本校の教育改革に関する企画及び連絡調整に関すること。 
 (２) 学生の募集及び入学者の選抜に係る専門的事項に関すること。 
 (３) 学生の修学指導に係る専門的事項に関すること。 
 (４) 教育課程の編成及び実施に係る専門的事項に関すること。 
 (５) 学生の学籍に係る専門的事項に関すること。 
 (６) 専門的見地から課長を補佐すること。 
 (７) その他学務に係る事務のうち，重要な企画，調査及び連絡調整に関すること。 
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３ 教務係においては，次の事務をつかさどる。 
 (１) 学生課の事務の総括及び連絡調整すること。 
 (２) 学生課に属する公印の管守に関すること。 
 (３) 学生の定員に関すること。 
 (４) 教育課程の編成及び授業に関すること。 
 (５) 入学者の選抜に関すること。 
 (６) 入学，転科，転校，休学，退学，転学及び卒業に関すること。 
 (７) 進級及び卒業の認定に関すること。 
 (８) 学業成績及び出欠席に関すること。 
 (９) 学生指導要録の記録，整理及び保管に関すること。 
 (10) 教科書及び教材に関すること。 
 (11) 学生の校外実習及び工場見学に関すること。 
 (12) 大学編入学に関すること。 
 (13) 学生証に関すること。 
 (14) 学生及び卒業生の諸証明（学生係所掌に属するものを除く。）に関すること。 
 (15) 外国人留学生に関すること。 
 (16) 研究生，聴講生及び科目等履修生に関すること。 
 (17) 学生便覧の編集に関すること。 
 (18) 学生課（学寮関係を除く。）の物品供用に関すること。 
 (19) 入試委員会，教務委員会等会議に関すること。 
 (20) 所掌事務に係る調査，統計及び報告に関すること。 
 (21) 所掌事務に係る行政文書の管理及び情報公開に関すること。 
 (22) その他学生課の他の係の所掌に属さないこと。 
４ 学生係においては，次の事務をつかさどる。 
 (１) 学生の課外活動に関すること。 
 (２) 学生の生活指導に関すること。 
 (３) 学生の団体，集会及びその他行事に関すること。 
 (４) 学生の保健管理に関すること。 
 (５) 学生相談に関すること。 
 (６) 入学料及び授業料の免除並びに徴収猶予，寄宿料の免除に関すること。 
 (７) 奨学金に関すること。 
 (８) 学生の表彰並びに懲戒に関すること。 
 (９) 学生の厚生施設の管理運営及び厚生事業に関すること。 
 (10) 学生の職業指導及び就職斡旋に関すること。 
 (11) 日本体育・学校健康センターの事務に関すること。 
 (12) 学生の通学証明及び旅客運賃割引証に関すること。 
 (13) 学生の諸証明（教務係所掌に属するものを除く。）に関すること。 
 (14) 進路指導委員会，学生生活委員会等会議に関すること。 
 (15) 所掌事務に係る調査，統計及び報告に関すること。 
 (16) 所掌事務に係る行政文書の管理及び情報公開に関すること。 
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 (17) その他学生指導に関すること。 
５ 寮務係においては，次の事務をつかさどる。 
 (１) 学寮の管理に関すること。 
 (２) 学生の入寮及び退寮に関すること。 
 (３) 寮生の保健管理に関すること。 
 (４) 寮生の福利厚生に関すること。 
 (５) 学寮給食業務の監督に関すること。 
 (６) 寮生の諸経費の経理に関すること。 
 (７) 寮生の表彰並びに懲戒に関すること。 
 (８) 寮生の諸証明に関すること。 
 (９) 教員の学寮宿日直に関すること。 
 (10) 学寮の物品供用に関すること。 
 (11) 寮務委員会等会議に関すること。 
 (12) 所掌事務に係る調査，統計及び報告に関すること。 
 (13) 所掌事務に係る行政文書の管理及び情報公開に関すること。 
 (14) その他寮務に関すること。 
６ 実習係においては，次の事務をつかさどる。 
 (１) 実習工場における学生の実習の準備に関すること。 
 (２) 学生の実習及び実技指導に関すること。 
 (３) 実習工場の機械器具等の整備並びに保守に関すること。 
 (４) 実習用諸材料の準備保管に関すること。 
 (５) 所掌事務に係る行政文書の管理及び情報公開に関すること。 
 (６) その他実習工場に関すること。 

（出典 「高知工業高等専門学校事務分掌細則」） 
 
 
（分析結果とその根拠理由） 本校において教育活動を円滑に実施するための支援体制は，上述の

通り，十全に整備されており，それぞれ十分に機能しているといってよい。教育活動を支援する組

織は，上記の「規則」に定められている通りに設置されており，その活動内容や実績は，資料で確

認されうるように，教育活動を支援するのに相応しいものと認められるからである。 
 
（１） 優れた点及び改善を要する点 
 
（優れた点） 産学技術交流推進室が全学的な組織として設置され，いわゆる学外機関との共同研

究を推進することにより，本校の教育・研究の進展を図るとともに，地域社会における科学・技術

教育の振興を促進することに努めている点は，優れた点のひとつとして挙げられる。本校は高等専

門学校として，学芸の教授と職業能力の育成を教育の目的として掲げているのだが，この目的のも

とで，「アドミッション・ポリシー」において示されているように，「地域や世界に活躍できる実践

的で研究能力を具えた技術者」の育成を目指しており，こうした目的ならびにポリシーに照らして，

上述の産学技術交流推進室の設置はとくに重要であると思われる。また，本校の情報化推進室は，
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平成6年度から先駆的にインターネット対外接続しその高速度化を進めてきている。平成14年に整
備されたキャンパス無線LANシステムにより学内どこからでもインターネット接続できる全国的
にも優れた教育研究環境を提供している。 

 
（改善を要する点） ネットワークについては，特に本科科目と専攻科科目を担当する教員間のよ

り密接な連携が望まれる。 
 
（２） 基準２の自己評価の概要 
 本校の教育に関わる基本的な組織として，学科は，機械工学科，電気工学科，物質工学科および

建設システム工学科の４学科より構成されており，また専攻科は，機械・電気工学専攻，物質工学

専攻および建設工学専攻の３専攻より構成されている。こうした基本的な教育組織の構成は，「高知

工業高等専門学校学則」第１章第１条に定める本校の目的「教育基本法の精神にのっとり，及び学

校教育基本法に基づき，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を育成すること」に照らして，

適切なものであるといってよい。なぜなら，各学科および各専攻においては，それぞれの専門的教

育が実施され，それぞれの分野における職業能力の育成が図られており，しかも本校は，従来の工

業化学科を物質工学科に，また土木工学科を建設システム工学科に改組するなどして，現代社会の

要請に応じる仕方で，教育組織を構成しているからである。 
 また本校には全学的な組織として，いわゆる産業界との共同研究等を推進することによって，本

校の教育・研究の進展を図り，地域社会における科学・技術教育の振興を促進すること等を目的と

する産学技術交流推進室，そして情報処理センター室等の管理運営を行い，本校の教育や研究に関

する情報化の推進等を目的とする情報化推進室，ならびに本校の教育理念および教育目標を達成す

るために必要な教育方法および教育技術の改善・向上を推進すること等を目的とする教育改善推進

室が設置されており，これらの組織はいずれもその性格上，上述の本校の目的に照らして，適切な

ものである。 
 本校においては教務委員会等，教育課程を企画調整し有効に展開するための組織が設置され，ま

た学級担任制，教室会議や学生課等，教育活動を支援する体制，組織も整えられており，教育活動

を展開する上で必要な運営体制が過不足なく適切に整備されているといってよい。そして，これら

の運営体制は，本校の掲げる目的のもとで十全に機能していると言える。 
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基準３ 教員及び教育支援者 
（１）観点ごとの分析 
観点３－１－①： 教育の目的を達成するために必要な一般科目担当教員が適切に配置されている

か。 
（観点に係る状況） 
教育目標を達成するために必要な各教員の担当科目と専門分野の整合性は取れている（資料３－

１－①－１）。専任教員のうち，理系以外の一般科目担当教員の修士以上の学位取得率は，平成１

７年４月１日現在，７２．７％である。更に，他高専・大学および中学・高校における教育経験を

持つ教員は現員の６１％を占め，その他，大学非常勤講師など，多様な教育経歴をもつ教員を採用

し，高度な教科教育・人格形成教育を目指している。 
教育方針に掲げる「国際社会を主体的に生きる」技術者の育成のために，本校では，英語教育を

特に重視し，英語を母国語とする教員の採用（平成１２年度後期～１５年度：オーストラリア人教

員，平成１６年度：アメリカ人教員，平成１７年度：１０月１日付採用予定で公募・選考中）に積

極的である。 
 平成１７年度における一般科目担当教員の配置状況を資料３－１－①－１に示す。一般科所属の

専任教員数は，定員１９名，現員１８名（但し後期より１９名の予定）であり，設置基準を満たす。

非常勤教員数は２３名となっている。専任教員の担当時間は，１人当り平均１４．１時間（専攻科

担当時間を含み，特別活動，数学演習を除く）である。 
また，「徳性を養い，将来創造力のある風格高い人間・技術者」を育成するため，芸術系科目を含

む選択科目を担当する非常勤教員を配置し幅広い教養を培うことを目指している。 
資料３－１－①－１に示した通り，数学・応用数学，物理・応用物理の担当は，教育課程の体系

性を確保し，より有機的なネットワークを形成するために，１年次から専攻科まで，授業担当教員

の相互乗り入れを行っている。 
さらに，特に１年生の授業担当教員に可能な限り専任教員を充てることによって，放課後の補習・

質問等の学習指導をきめ細やかに行う体制を取っている。 
 
（分析結果とその根拠理由） 一般科目担当教員の配置は，資料３－１－①－１に示す通り，授業

科目との整合性を持った配置となっており，修士・博士号取得者，中学・高校教育，他高専・大学

での教育経験者など多様な背景を持つ教員を配置している。また，数学・応用数学および物理・応

用物理の担当の相互乗り入れを行い，更に，独法化以前から英語を母国語とする教員を積極的に採

用するなど，質・量ともに，教育の目的を達成するために必要な一般科目担当教員が適切に配置さ

れている。 
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（３－１－①－１）　「専任教員・非常勤教員別一般科目担当教員配置状況一覧」（１／３）
専任教員

前期 後期
北川　眞人 教授 中国古典文学 国語II 13 13

日本語表現
村瀬　良子 助教授 日本近代文学 国語Ⅰ 14 14

日本語表現
大野　三徳 教授 中国近現代史 歴史I 14 16

世界経済史
世界文化論
人間と科学技術

池谷　江理子 助教授 経済地理学 地理 14 16
社会経済地理学 環境地理学
ジェンダー研究 人間と科学技術
地球環境問題

佐々木　正寿 助教授 哲学 倫理 16 14
倫理学 哲学

人間と科学技術
澤本　章一 教授 保健体育 保健体育Ⅱ 10 10

保健体育Ⅳ
福島　英倫 助教授 保健体育 保健体育Ⅰ 14 14

保健体育Ⅱ
保健体育Ⅴ

西村　淑子 教授 英語教育学 英語表現基礎Ⅰ 12 12
総合英語

宮川　敏春 助教授 英語 英語Ⅰ 16 14
英文学 英語Ⅱ
教育学 英語Ⅲ

大嶋　秀樹 助教授 心理言語学 英語Ⅰ 14 14
自然言語処理 英語Ⅲ

外国語としての英語教 総合英語Ⅰ
赤山　幸太郎 講師 アメリカ文学 英語Ⅰ 14 14

英語Ⅱ
新人（外国人） 英語表現基礎Ⅱ 0 15

英語表現
（出典　庶務課，学生課）

週当担当時間数
（専攻科を含む）

一
般
科
人
文
科
学
系

所
属

氏名 職名 専門分野 担当科目名

 

心理言語学
自然言語処理 

外国語としての英語教育
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（３－１－①－１）　「専任教員・非常勤教員別一般科目担当教員配置状況一覧」（２／３）
専任教員

前期 後期
後藤　章 教授 低温物理 基礎数学A 13 13

物性基礎論 数学演習A
実験数学A
実験数学B
*応用数学B

白木　久雄 教授 代数的位相幾何学 基礎数学B 15 15
数学演習B
微積分Ⅱ
応用数学Ｂ

秦泉寺　俊弘 助教授 数学教育 基礎数学A 15 15
数学演習A
微積分Ⅰ
実験数学A

高木　和久 助教授 数学 微積分Ⅰ 14 14
数学教育 線形代数
システム工学 *応用数学B

堀　　佳城 助教授 物性理論 基礎数学B 14 16
数学演習B
微積分Ⅰ
微積分Ⅱ

尾崎　信一 助教授 化学教育 化学１ 16 16
環境計測化学 化学２

化学演習
端　　平雄 教授 物理教育 物理１ 16 16

物理３
*応用物理A

長門　研吉 助教授 大気化学 物理３ 19 20
物理演習
*応用物理A
*応用物理C
*工学実験Ⅱ
*卒業研究

谷澤　俊弘 助教授 理論物理学 実験数学B 16 17
（物性理論） 微積分Ⅱ

*応用数学A
*数学概論B

*電気工学セミナー
*卒業研究

一般科目を担当している専任教員の担当科目をすべて挙げた(但し，専攻科を除く)。
*は専門科目を表す。

（出典　庶務課，学生課）

担当科目名
週当担当時間数
（専攻科を含む）

一
般
科
数
理
科
学
系

機
械
工
学
科

専門分野

電
気
工
学
科

所
属

氏名 職名
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（３－１－①－１）　「専任教員・非常勤教員別一般科目担当教員配置状況一覧」（３／３）
非常勤教員

前期 後期
谷内　純一 国語Ⅲ 6 6
野本　幸男 国語Ⅲ 7 7

日本語表現
池田　光穂 政治・経済 4 4
西村　嘉人 歴史Ⅱ 4 4
田中　　肇 法学A 2 0
横川　和博 法学B 0 2
長崎務美江 心理学 2 0
細居　俊明 経済学 0 2
川崎　　育 保健体育Ⅱ 10 10

保健体育Ⅲ
中川　真弓 保健体育Ⅰ 8 8

保健体育Ⅳ
小林　涼子 保健体育Ⅰ 10 10

保健体育Ⅱ
保健体育Ⅲ
保健体育Ⅴ

竹村　正 音楽 4 4
中村　達志 美術 4 4
中川　芙佐 英語Ⅲ 11 11

総合英語Ⅱ
塩見　由利 ドイツ語 2 2
玉木　瑞枝 中国語 0 2
三谷　正郎 英語表現 4 0

デービッド・グラント 英語表現基礎Ⅱ 8 0
藤井　幸一 実験数学B 5 2

数学特論
小谷　泰介 線形代数 4 4
渋谷　登美 化学１ 3 3
山岡　和興 生物Ⅰ 4 4

生物
楠瀬　則夫 物理２ 8 8

（出典　学生課）

氏名 担当科目名
週当担当時間数
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観点３－１－②： 教育の目的を達成するために必要な各学科の専門科目担当教員が適切に配置さ

れているか。 
（観点に係る状況） 

  資料３－１－②－１に示した学科ごとの専門科目担当教員の配置状況から，各教員の専門分野は，

各学科の定める教育方針を達成するために必要な，多様な教育内容に幅広く対応できるものである

ことがわかる。専任教員のうち博士の学位を有する者の数は，４学科４８名中３８名であり，全体

の７９．２％となる。採用前の経歴についてみると，民間企業経験者は約３８％，大学等が約１５％

である。これとともに，専門４学科中，約１５％の専任教員が高等学校教諭免許を持つなど，多彩

な経験と教育能力に配慮した人員配置となっている（資料３－１－②－２）。 
 また専門科目を担当する専任教員の総数は定員，現員とも，４８名，助手を除いて４１名であり，

設置基準を満たしている。 
専門科目担当教員の配置は，質・量ともに本校教育目標と各学科の定める教育方針を達成するた

めに適切であると言える。 
 各教員の週当担当時間数には専攻科および他学科，一般科目の担当時間数を含め，また，複数教

員が担当する授業科目については，各々の教員の担当時間として算入した。なお，専攻科特別実験

および特別研究については，時間割作成上，本科と重複部分があり，算入していない。平成１２年

度の専攻科設置，および，非常勤教員の任用をできるだけ避けて専任教員が責任を持って本科１～

５年にわたる一貫した専門科目教育に当たる教育体制のため，専任教員の担当時間数は相当数に上

るが，これは，専任教員が学生とのコンタクトタイムをより多く持つことによって，技術教育と同

時に，人間としての徳性・風格を育成しようとする教育方針のひとつの表れでもある。 
 
（分析結果とその根拠理由） 専門科目を担当する教員の配置は，資料３－１－②－１，３－１－

②－２に示す通り，授業科目と担当教員の専門分野の整合性が取られ，また，博士号取得者，他大

学等教育・研究機関における教育経験者・民間企業経験者，高等学校教諭免許取得者など，多様な

背景を持つ教員を配置しており，かつ，非常勤教員の任用を可能な限り避けて専任教員と学生との

コンタクトタイムを増やす等，徳性・風格の涵養を目指す教育方針を反映したものとなっており，

教育の目的に沿って本校専門科目教育課程を展開するに十分な配置である。 
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３－１－②－１　「専門科目担当教員の配置状況」（１／１２）
＜機械工学科＞（１）
専任教員

前期 後期
藤原　正二 教授 機械材料 材料学Ⅱ 15 14

科学技術英語
工学実験Ⅰ
工学実験Ⅱ
卒業研究

柏原　俊規 教授 流体力学 流れ学 13 18
ターボ機械 ターボ機械

設計製図Ⅲ
工学実験Ⅰ
工学実験Ⅱ
卒業研究

林　節八 教授 制御工学 情報処理Ⅰ 14 20
情報処理 情報処理Ⅲ

機械力学
制御工学
工学実験Ⅰ
工学実験Ⅱ
卒業研究

杉山　和久 教授 超精密加工 応用数学C 16 21
生産工学
工学実験Ⅱ
卒業研究

吉田　聖一 教授 材料力学 材料力学Ⅰ 16 20
計算力学 材料力学Ⅱ

計算機演習
設計製図Ⅰ
工学実験Ⅰ
工学実験Ⅱ
卒業研究

永橋　優純 教授 流動層工学熱 熱機関 15 21
流体工学（伝熱工学） 創造設計基礎

製図Ⅱ
工学実験Ⅰ
工学実験Ⅱ
卒業研究

竹内　正昭 助教授 機械工作 機械工作法 19 17
機械加工法
工作実習Ⅰ
工作実習Ⅱ
工学実験Ⅰ
工学実験Ⅱ
卒業研究

竹島　敬志 助教授 熱流体工学 熱力学 19 18
機械工学演習
環境工学
設計製図Ⅰ
設計製図Ⅱ
工学実験Ⅰ
工学実験Ⅱ
卒業研究

長門　研吉 助教授 大気化学 応用物理A 19 20
応用物理C
工学実験Ⅱ
卒業研究

陳　強 助教授 疲労強度学 工業力学 15 17
マイクロ・ナノメカニックス 材料学Ⅰ

科学技術英語
製図Ⅰ
工学実験Ⅰ
工学実験Ⅱ
卒業研究

（出典　庶務課　学生課）

週当担当時間数
（専攻科を含む）

所
属

氏名 職名 専門分野 担当科目名

機
械
工
学
科
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３－１－②－１　「専門科目担当教員の配置状況」（２／１２）
＜機械工学科＞（２）
専任教員

前期 後期

赤松　重則 講師 設計生産工学 情報処理Ⅱ 17 16

ヒューマンインターフェイ 創造設計基礎
機械デザインⅠ
設計製図Ⅰ
設計製図Ⅱ
工学実験Ⅰ
工学実験Ⅱ
卒業研究

北村　一弘 助手 破壊力学 創造設計基礎 14 14
数値解析 製図Ⅱ

工学実験Ⅰ
工学実験Ⅱ
卒業研究

池田　富士雄 助手 制御工学 情報処理Ⅰ 14 15
ロボット工学 創造設計基礎

設計製図Ⅰ
工学実験Ⅰ
工学実験Ⅱ
卒業研究

数
理

端　　平雄 教授 物理教育 応用物理A 16 16

藤原　憲一郎 教授 パワーエレクトロニクス 工学実験Ⅱ 23 21
高野　弘 教授 物性基礎論 応用物理Ａ 22 18

物理教育 応用物理Ｂ
谷澤　俊弘 助教授 理論物理学 数学概論B 16 17

（物性理論）
松内　尚久 講師 電力工学 工学実験Ⅱ 19 19
芝　治也 講師 金属薄膜物性 工学実験Ⅱ 21 21
吉田　正伸 助手 パワーエレクトロニクス 応用物理Ｂ 20 18

工学実験Ⅱ
（出典　庶務課　学生課）

職名 専門分野
所
属

氏名 担当科目名
週当担当時間数
（専攻科を含む）

機
械
工
学
科

電
気
工
学
科

３－１－②－１　「専門科目担当教員の配置状況」（３／１２）
＜機械工学科＞（３）
非常勤教員

前期 後期
川上　隆司 機械デザインⅡ 2 2
山崎　郭滋 応用数学B 2 2
伊野部　健吉 計測工学 2 2
矢野　　漣 電子工学概論 2 2
川上　勝民 電気工学概論 2 2
藤井　幸一 応用数学Ａ 2 2

*数学概論Ａ
吉田　鈴香 日本語（留学生） 4 4

日本事情（留学生）
久保　真理子 日本語（留学生） 2 2

*は他学科と同時開講
（出典　学生課）

週当担当時間数
氏名 担当科目名
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３－１－②－１　「専門科目担当教員の配置状況」（４／１２）

＜電気工学科＞（１）

専任教員

前期 後期
益弘　昌典 教授 パターン認識 ディジタル回路 18 20

理解システム ディジタル信号処理
情報処理

電気工学セミナー
電気工学実験Ⅳ
卒業研究

野村　弘 教授 パワーエレクトロニクス 電気機器Ⅰ 21 17
電気機器 制御工学

工業英語Ⅰ
工業英語Ⅱ

電気工学セミナー
電気工学実験Ⅲ
卒業研究

藤原　憲一郎 教授 パワーエレクトロニクス 電気回路Ⅰ 23 21
電気機器Ⅱ

パワーエレクトロニクス
電気工学セミナー
電気工学実験Ⅰ
*工学実験Ⅱ
卒業研究

電気工学演習（留学生）
高野　弘 教授 物性基礎論 応用物理Ａ 22 18

物理教育 応用物理Ｂ
応用物理Ｃ

電気工学セミナー
卒業研究

今井　一雅 教授 宇宙電波工学 プログラミングⅡ 19 19
コンピュータ・ネットワーク 情報ネットワーク
無線ＬＡＮ応用技術 電気工学実験Ⅲ

電気工学セミナー
卒業研究

谷澤　俊弘 助教授 理論物理学 数学概論Ｂ 16 17
（物性理論）

電気工学セミナー
卒業研究

山口　巧 助教授
ヒューマンマシンインター

フェイス
電気回路Ⅱ 19 19

ネットワークコミュニケー
ション

通信方式

移動体通信 電子応用
衛星通信 ネットワーク工学演習

電気工学セミナー
電気工学実験Ⅱ
卒業研究

池上　浩 助教授 電子デバイス 電気基礎Ⅱ 17 19
表面物性 電子回路Ⅰ

レーザー応用技術 電子デバイス
電気工学実験Ⅱ
電気工学セミナー
卒業研究

（出典　庶務課　学生課）

週当担当時間数
（専攻科を含む）

所
属

氏名 職名 専門分野 担当科目名

電
気
工
学
科
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３－１－②－１　「専門科目担当教員の配置状況」（５／１２）
＜電気工学科＞（２）
専任教員

前期 後期
松内　尚久 講師 電力工学 電気基礎Ⅰ 19 19

電気計測
電磁気学

エネルギーシステム工学
電気工学セミナー
電気工学実験Ⅳ
卒業研究

芝　治也 講師 金属薄膜物性 コンピュータ入門 21 21
プログラミングⅠ
電子回路Ⅱ
電気・電子材料
電気工学セミナー
電気工学実験Ⅰ
卒業研究

吉田　正伸 助手 パワーエレクトロニクス 応用物理Ｂ 20 18
電気工学セミナー
電気工学実験Ⅰ
電気工学実験Ⅱ
電気工学実験Ⅲ
卒業研究

和田　浩司 助手 ニューラルネットワーク コンピュータ入門 17 19
応用物理Ｂ

電気工学セミナー
電気工学実験Ⅱ
電気工学実験Ⅳ
卒業研究

数
理

端　　平雄 教授 物理教育 応用物理A 16 16

藤原　正二 教授 機械材料 電気工学実験Ⅰ（工作実 15 14

杉山　和久 教授 超精密加工 応用数学C 16 21

長門　研吉 助教授 大気化学 応用物理A 19 20
池田　富士雄 助手 制御工学 電気工学実験Ⅰ（工作実 14 15

ロボット工学
（出典　庶務課　学生課）

週当担当時間数
（専攻科を含む）氏名 職名 専門分野 担当科目名

機
械

電
気
工
学
科

所
属

３－１－②－１　「専門科目担当教員の配置状況」（６／１２）
＜電気工学科＞（３）
非常勤教員

前期 後期
矢野　　漣 電磁波工学 2 2
川上　隆司 機械工学概論 2 2

山崎　郭滋 応用数学B 2 2

藤井　幸一 応用数学Ａ 2 2

*数学概論Ａ

*は他科と同時開講

（出典　学生課）

週当担当時間数
氏名 担当科目名
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３－１－②－１　「専門科目担当教員の配置状況」（７／１２）
＜物質工学科＞（１）
専任教員

前期 後期
島内　巧光 教授 有機化学 化学ⅡＡ 14 27

化学ⅡＢ
無機化学Ⅰ
有機化学Ⅱ

無機・有機化学実験
材料化学実験
物質工学ゼミ
卒業研究

前田　公夫 教授 有機合成化学 化学ⅡＢ 14 22
有機ケイ素化学 有機化学Ⅰ

品質管理
材料化学実験
物質工学ゼミ
卒業研究

戸部　廣康 教授 生命科学（天然物有機 生物Ⅱ 14 28
学・酵素化学・応用微生 化学・生物実験
学・遺伝子工学） 生物化学概論

生化学
生物工学実験
物質工学ゼミ
卒業研究

岡林　南洋 教授 無機材料化学 環境概論 20 22
錯体化学 物理化学Ⅰ
分析化学 無機有機化学実験
環境化学 材料化学Ⅱ

材料化学概論
材料化学実験
物質工学ゼミ
卒業研究

土居　俊房 助教授 化学工学 環境概論 14 24
生物化学工学 生物学

化学量論演習
分離工学Ⅰ
反応工学
生物工学
生物工学実験
物質工学ゼミ
卒業研究

中島　慶治 助教授 物理化学 情報処理Ⅳ 23 20
物理化学演習
分析化学実験

物理化学・化学工学実験
材料化学実験
物質工学ゼミ
卒業研究

中林　浩俊 助教授 触媒化学 化学演習 19 22
無機物性 無機化学Ⅱ

物理化学Ⅱ
物理化学・化学工学実験

材料化学実験
物質工学ゼミ
卒業研究

堀邊　英夫 助教授 高分子化学 化学ⅡＡ 14 25
有機材料化学 情報処理Ⅰ
電子材料 化学演習Ⅰ

有機化学Ⅲ
高分子化学Ⅰ
高分子化学Ⅱ
材料化学実験
物質工学ゼミ
卒業研究

（出典　庶務課　学生課）

物
質
工
学
科

週当担当時間数
（専攻科を含む）

所
属

氏名 職名 専門分野 担当科目名
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３－１－②－１　「専門科目担当教員の配置状況」（８／１２）
＜物質工学科＞（２）
専任教員

前期 後期
安川　雅啓 助教授 無機材料物性 情報処理Ⅰ 15 25

分析化学Ⅰ
分析化学Ⅱ
技術英語
分析化学実験
材料化学Ⅰ
材料化学実験
物質工学ゼミ
卒業研究

長山　和史 助教授 生物化学工学 生物学 24 20
移動現象論
分離工学Ⅱ

物理化学・化学工学実験
生物工学実験
物質工学ゼミ
卒業研究

三嶋　尚史 助手 ガラス工学 情報処理Ⅲ 17 25
化学演習Ⅱ
化学生物実験
分析化学実験
無機有機化学実験
材料化学実験
物質工学ゼミ
卒業研究

秦　隆志 助手 生物物理化学 情報処理Ⅱ 19 25
分析化学 化学量論演習

技術英語
分析化学実験

無機・有機化学実験
物理化学・化学工学実験

生物工学実験
物質工学ゼミ
卒業研究

高木　和久 助教授 数学 応用数学B 14 14
数学教育
システム工学

端　　平雄 教授 物理教育 ＊応用物理A 16 16
杉山　和久 教授 超精密加工 応用数学C 16 21
長門　研吉 助教授 大気化学 ＊応用物理A 19 20
高野　弘 教授 物性基礎論 応用物理Ａ 22 18
谷澤　俊弘 助教授 理論物理学 応用数学Ａ 16 17

（物性理論） 数学概論Ｂ
和田　浩司 助手 ニューラルネットワーク *応用物理Ｂ 17 19

（出典　庶務課　学生課）

週当担当時間数
（専攻科を含む）氏名 職名 専門分野 担当科目名

数
理

機
械

電
気

物
質
工
学
科

所
属

３－１－②－１　「専門科目担当教員の配置状況」（９／１２）
＜物質工学科＞（３）
非常勤教員

前期 後期
米津　潔 環境工学 4 4

安全工学

材料化学Ⅰ

材料化学Ⅱ

川上　隆司 機械工学概論 2 0

濱田　志郎 電気工学概論 2 0

楠瀬　恭平 応用物理Ｃ 2 2

藤井　幸一 *数学概論Ａ 0 2

*は，他学科と同時開講

（出典　学生課）

週当担当時間数
氏名 担当科目名
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３－１－②－１　「専門科目担当教員の配置状況」（１０／１２）
＜建設システム工学科＞（１）
専任教員

前期 後期
吉川　正昭 教授 耐震・免震・制震を含ん 施工管理学Ⅰ 18 16

都市防災工学 防災工学
橋梁工学

設計製図及びＣＡＤⅡ
設計製図及びＣＡＤⅢ

卒業研究
黒岩　哲夫 教授 構造工学 構造力学Ⅱ 19 19

耐震工学 設計製図及びＣＡＤⅠ
設計製図及びＣＡＤⅡ

建設システム実験及び測量実習Ⅱ
建設システム実験及び測量実習Ⅳ

卒業研究
*建設システム工学演習

大谷　亘 教授 水工学 水理学Ⅰ 18 18
水理学Ⅱ

環境水資源学Ⅱ
建設システム実験及び測量実習Ⅱ
建設システム実験及び測量実習Ⅳ

卒業研究
*建設システム工学演習

竹内　光生 教授 交通工学 交通工学 19 21
地域計画 計画数理
（交通安全） 都市計画

建設社会学
建築計画
情報処理Ⅴ

建設システム実験及び測量実習Ⅰ
設計製図及びＣＡＤⅤ

卒業研究
勇　秀憲 教授 構造工学 構造力学Ⅰ 21 18

構造力学Ⅲ
情報処理Ⅲ
情報処理Ⅳ
工業英語

建設システム実験及び測量実習Ⅲ
卒業研究

*建設システム工学演習
山崎　利文 助教授 空間情報工学 建設システム工学概論 22 15

情報処理Ⅱ
測量学Ⅰ
測量学Ⅱ
測量学Ⅲ
施工管理学Ⅱ

建設システム実験及び測量実習Ⅰ
建設システム実験及び測量実習Ⅲ

卒業研究
*建設システム工学演習

岡林　宏二郎 助教授 地盤工学 地盤工学Ⅰ 20 17
地盤工学Ⅱ

建設システム実験及び測量実習Ⅲ
卒業研究

*建設システム工学演習
山崎　慎一 助教授 衛生工学 情報処理Ⅰ 19 19

水環境工学 測量学Ⅱ
水環境工学Ⅰ
水環境工学Ⅱ

設計製図及びＣＡＤⅠ
建設システム実験及び測量実習Ⅱ

卒業研究
* は，留学生・編入生特別授業

（出典　庶務課　学生課）

建
設
シ
ス
テ
ム
工
学
科

週当担当時間数
（専攻科を含む）

所
属

氏名 職名 専門分野 担当科目名
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３－１－②－１　「専門科目担当教員の配置状況」（１１／１２）
＜建設システム工学科＞（２）
専任教員

前期 後期
横井　克則 助教授 コンクリート工学 建設材料学Ⅰ 25 19

コンクリート構造学 建設材料学Ⅱ
コンクリート構造学Ⅰ
コンクリート構造学Ⅱ

建設システム実験及び測量実習Ⅰ
建設システム実験及び測量実習Ⅱ
建設システム実験及び測量学Ⅳ

卒業研究
*建設システム工学演習

岡田　将治 助教授 河川工学 環境工学 17 20
海岸水理学

設計製図及びＣＡＤⅤ
建設システム実験及び測量実習Ⅰ
建設システム実験及び測量実習Ⅳ

卒業研究
海田　辰将 助手 構造工学 情報処理Ⅲ 10 16

鋼構造工学 情報処理Ⅳ
橋梁工学 建築計画

設計製図及びＣＡＤⅠ
建設システム実験及び測量実習Ⅱ
建設システム実験及び測量実習Ⅲ

卒業研究
後藤　章 教授 低温物理 応用数学B 13 13

物性基礎論
白木　久雄 教授 代数的位相幾何学 応用数学Ｂ 15 13
端　　平雄 教授 物理教育 応用物理A 16 16
杉山　和久 教授 超精密加工 応用数学C 16 21
長門　研吉 助教授 大気化学 応用物理A 19 20
高野　弘 教授 物性基礎論 応用物理Ａ 22 18

物理教育 応用物理Ｂ
谷澤　俊弘 助教授 理論物理学 応用数学Ａ 16 17

（物性理論） 数学概論Ｂ
吉田　正伸 助手 パワーエレクトロニクス 応用物理Ｂ 20 18

* は，留学生・編入生特別授業
（出典　庶務課　学生課）

週当担当時間数
（専攻科を含む）氏名 職名 専門分野 担当科目名

数
理

機
械

電
気

所
属

３－１－②－１　「専門科目担当教員の配置状況」（１２／１２）
＜建設システム工学科＞（３）
非常勤教員

前期 後期
多賀谷　宏三 環境アセスメント工学 0 2
明坂　宣行 設計製図及びＣＡＤⅣ 2 2

徳弘　忠純 建築概論 2 0

西岡　建雄 建築設計 0 2

楠瀬　恭平 応用物理Ｃ 2 2

藤井　幸一 数学概論Ａ 0 2

（出典　学生課）

週当担当時間数
氏名 担当科目名

 
（資料３－１－②－２）「資格・採用前の経歴等」

博士
高等学校
教諭免許

民間企業
他大学等
教育・研
究機関

人数 38 7 19 8
割合 79% 15% 40% 17%

（出典　庶務課）  
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観点３－１－③： 専攻科を設置している場合には，教育の目的を達成するために必要な専攻科の

授業科目担当教員が適切に配置されているか。 
（観点に係る状況）  本校専攻科は，現在の独立行政法人大学評価・学位授与機構による審査の下，

平成１２年度に設置された。 
平成１７年度専攻科担当教員の配置を資料３－１－③－１に示す。 
これの示す通り，専攻科担当教員の配置は，質・量ともに本校の教育目的を遂行するために十分な

配置となっていると考えられる。 
各教員の専門分野は，資料３－１－③－２に示した通り，各専攻の定める教育方針，中でも各専攻

の特色となるもの（資料３－１－③－３）を達成するために必要な，多様な教育内容に幅広く対応で

きるものである。 
専攻科担当教員の学位等の資格取得者数，採用前の民間企業，他大学等教育・研究機関経験者数の

割合を資料３－１－③－４に示す。また，平成１６年度末の３名の定年退職により，２０年以上の実

務経験を持つ教員は，４名から２名に，技術士資格保持者は２名から１名に減少したが，内１名は非

常勤教員として専攻科教育に携わっており，実質的には減少していない。専攻科授業担当については，

週当平均５．５時間の非常勤教員２名を除き，全ての授業を専任教員が担当し，教育方針の実現に努

めている。 
平成１４年度には，専攻科を含む本科４年次（一部３年次を含む）からの教育プログラムについて，

建設システム工学専攻がJABEEの認定を受け，続いて翌平成１５年度には，機械・電気工学専攻お
よび物質工学専攻が受審，JABEE認定を受けた。以上のことは，観点の相違はあるものの，担当教
員の配置の適切さに対するひとつの客観的な指標になると考えられる。 
 
（分析結果とその根拠理由） 専攻科を担当する教員の配置は，資料３－１－③－１および３－１－

③－２が示す通り，各専攻の定める学習・教育目標を達成するために必要な，多様な教育内容に幅広

く対応できる専門分野，多様な経歴背景を持つ教員から構成されており，本校教育目的の達成に十分

な教員配置となっている。平成１２年度の専攻科認定・設置，および，平成１４，１５年度における

全専攻のJABEE認定も，このことを裏付けるものである。 
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（３－１－③－１）　「専攻科担当教員の配置状況」（１／４）
全専攻共通科目（一般科目・専門基礎科目・専門共通科目）
専任教員

前期 後期
大野　三徳 教授 中国近現代史 地域産業経済論 14 16

池谷　江理子 助教授 経済地理学 地域産業経済論 14 16

社会経済地理学

ジェンダー研究

地球環境問題

佐々木　正寿 助教授 哲学 技術者倫理 16 14

倫理学

宮川　敏春 助教授 英語 英語演習Ⅰ 16 14

英文学 英語演習Ⅱ

教育学
赤山　幸太郎 講師 アメリカ文学 英語演習Ⅰ 14 14
新人（外国人） 英語演習Ⅰ 0 15

英語演習Ⅱ
白木　久雄 教授 代数的位相幾何学 代数学・幾何学 15 13
堀　佳城 助教授 物性理論 解析学 14 16
藤原　正二 教授 機械材料 材料科学 15 14
杉山　和久 教授 超精密加工 生産工学特論 16 21
吉田　聖一 教授 材料力学 技術者倫理 16 20

計算力学
長門　研吉 助教授 大気化学 一般物理学 19 20
益弘　昌典 教授 パターン認識 データベースシステム 18 20

理解システム
藤原　憲一郎 教授 パワーエレクトロニクス 技術者倫理 23 21
高野　弘 教授 物性基礎論 技術者倫理 22 18

物理教育
今井　一雅 教授 宇宙電波工学 応用情報処理 19 19

コンピュータ・ネットワーク
無線ＬＡＮ応用技術

谷澤　俊弘 助教授 理論物理学 現代物理学 16 17
（物性理論）

前田　公夫 教授 有機合成化学 一般化学 14 22
有機ケイ素化学

戸部　廣康 教授 　生命科学 （天然物有 生命科学 14 28
化学・酵素化学・応用微
物学・遺伝子工学）

岡林　南洋 教授 無機材料化学 技術者倫理 20 22
錯体化学
分析化学
環境化学

堀邊　英夫 助教授 高分子化学 技術者倫理 14 25
有機材料化学
電子材料

非常勤教員

前期 後期
多賀谷　宏三 環境工学特論 4 2

技術者倫理
デービッド・グラント 英語演習Ⅰ 3 0

英語演習Ⅱ

（出典　庶務課，学生課）

専門分野 担当科目名
週当担当時間数所

属

機
械

電
気
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氏名

週当担当時間数
（本科を含む）

所
属

氏名 職名 専門分野 担当科目名

人
文

数
理

職名
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（３－１－③－１）　「専攻科担当教員の配置状況」（２／４）
機械・電気工学専攻
専任教員

前期 後期
藤原　正二 教授 機械材料 材料科学 15 14

特別実験

特別研究
柏原　俊規 教授 流体力学 流体力学 13 18

ターボ機械 特別実験
特別研究

林　節八 教授 制御工学 ロボット工学 14 20
情報処理 機械力学特論

特別実験
特別研究

杉山　和久 教授 超精密加工 生産工学特論 16 21
精密加工学
特別実験
特別研究

吉田　聖一 教授 材料力学 技術者倫理 16 20
計算力学 計算力学特論

特別実験
特別研究

永橋　優純 教授 流動層工学熱 エネルギー変換工学 15 21
流体工学（伝熱工学） 伝熱工学

特別実験
特別研究

竹島　敬志 助教授 熱流体工学 設計工学基礎演習 19 18
特別実験
特別研究

長門　研吉 助教授 大気化学 一般物理学 19 20
特別実験
特別研究

陳　強 助教授 疲労強度学 材料強度学 15 17
マイクロ・ナノメカニックス 特別実験

特別研究
赤松　重則 講師 設計生産工学 特別研究 17 16

ヒューマンインターフェイ
益弘　昌典 教授 パターン認識 データベースシステム 18 20

理解システム 特別実験
特別研究

野村　弘 教授 パワーエレクトロニクス ロボット工学 21 17
電気機器 パワーエレクトロニクス特論

特別実験
特別研究

藤原　憲一郎 教授 パワーエレクトロニクス ディジタル制御 23 21
電力系統工学
技術者倫理
特別実験
特別研究

高野　弘 教授 物性基礎論 技術者倫理 22 18
物理教育 物性基礎論

特別実験
特別研究

今井　一雅 教授 宇宙電波工学 応用情報処理 19 19
コンピュータ・ネットワーク センサ工学
無線ＬＡＮ応用技術 画像処理論

集積回路工学
特別実験
特別研究

谷澤　俊弘 助教授 理論物理学 現代物理学 16 17
（物性理論） 特別実験

特別研究
池上　浩 助教授 電子デバイス 電子回路設計学 17 19

表面物性 特別実験
レーザー応用技術 特別研究

芝　治也 講師 金属薄膜物性 電気工学基礎演習 21 21
特別実験
特別研究

（出典　庶務課，学生課）

電
気
工
学
科

週当担当時間数
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械
工
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（３－１－③－１）　「専攻科担当教員の配置状況」（３／４）
物質工学科専攻
専任教員

前期 後期
前田　公夫 教授 有機合成化学 一般化学 14 22

有機ケイ素化学 有機合成化学
特別実験
特別研究

戸部　廣康 教授 　生命科学 （天然物有 生命科学 14 28
化学・酵素化学・応用微 天然物有機化学
物学・遺伝子工学） 特別実験

特別研究
岡林　南洋 教授 無機材料化学 技術者倫理 20 22

錯体化学 分析化学特論
分析化学 特別実験
環境化学 特別研究

土居　俊房 助教授 化学工学 反応工学特論 14 24
生物化学工学 特別実験

特別研究
中島　慶治 助教授 物理化学 化学結合論 23 20

応用機器分析
特別実験
特別研究

中林　浩俊 助教授 触媒化学 反応速度論 19 22
無機物性 触媒工学

特別実験
特別研究

堀邊　英夫 助教授 高分子化学 技術者倫理 14 25
有機材料化学 高分子材料化学
電子材料 特別実験

特別研究
安川　雅啓 助教授 無機材料物性 セラミックス化学 15 25

特別実験
特別研究

長山　和史 助教授 生物化学工学 分離操作工学 24 20
生物化学工学
特別実験
特別研究

（出典　庶務課，学生課）
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（３－１－③－１）　「専攻科担当教員の配置状況」（４／４）

建設システム工学専攻

専任教員

前期 後期
吉川　正昭 教授 耐震・免震・制震を含ん 振動工学 18 16

都市防災工学 地震工学
防災工学特論
建設工学演習Ⅰ
建設工学演習Ⅱ
特別実験
特別研究

竹内　光生 教授 交通工学 建設工学演習Ⅰ 19 21
地域計画 建設工学演習Ⅱ
（交通安全） 特別実験

特別研究
勇　秀憲 教授 構造工学 構造解析特論 21 18

鋼構造学特論
固体力学

建設工学演習Ⅰ
建設工学演習Ⅱ
特別実験
特別研究

岡林　宏二郎 助教授 地盤工学 固体力学 20 17
地盤工学特論
岩盤工学
基礎工学特論
建設工学演習Ⅰ
建設工学演習Ⅱ
特別実験
特別研究

山崎　慎一 助教授 衛生工学 建設工学演習Ⅰ 19 19
水環境工学 建設工学演習Ⅱ

特別実験
特別研究

横井　克則 助教授 コンクリート工学 建設材料学特論 25 19
コンクリート構造学 建設工学演習Ⅰ

建設工学演習Ⅰ
特別実験
特別研究

岡田　将治 助教授 河川工学 防災工学特論 17 20
海岸工学
環境工学特論
建設工学演習Ⅰ
建設工学演習Ⅱ
特別実験
特別研究

非常勤教員

前期 後期
多賀谷　宏三 基礎工学特論 2 0

（出典　庶務課，学生課）
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（３－１－③－２）　「専門分野の教員の配置と担当教育分野」（平成１７年度）
専攻 専門分野 教員 教育分野

エネルギー分野
柏原，野村，藤原（憲），永橋，
竹島，芝

熱力学，流体力学，パワーエレクト
ロニクス，エネルギー変換工学

制御・情報分野
益弘，林，藤原（憲），今井，
山口

情報処理，計測工学，制御工学，
通信工学

設計分野
藤原（正），杉山，吉田（聖），
陳，赤松，池上

材料工学，機械力学，生産工学，
電子回路設計

無機材料分野 岡林（南），中林，安川
無機材料化学，無機物性工学，セ
ラミックス・ガラス工学，触媒化学，
錯体化学，半導体工学

有機材料分野 島内，前田，中島，堀邊
有機ケイ素化合物，分子軌道理
論，計算機実験，感光樹脂，環境

生物生産分野 戸部，土居，長山
生体触媒，廃棄物リサイクル，応用
微生物，天然物有機化合物，薬理

環境分野 勇，横井，山崎（慎）
廃棄物リサイクル，橋梁景観，エコ
コンクリート，水質環境

防災分野
吉川，竹内（光），　岡林（宏），
岡田

都市・地震災害，河川・海岸災害，
避難防災，土砂災害

ＩＴ分野 竹内（光） GIS，GPS
（出典 資料３－１－③－１，平成１７年度専攻科学生の手引）

建設システム工学

機械・電気工学

物質工学

 
 

（３－１－③－３）「各専攻の掲げる学習・教育目標のうち，各専攻の特色となるもの」

物質工学専攻 新素材・バイオ・環境保全・情報などに関する専門応用知識

建設システム専攻
数学，自然科学や専門的基礎知識と，環境・防災・IT等広範囲
にわたる知識を総合的に理解する

（出典　平成１７年度専攻科学生の手引）

機械・電気工学専攻
環境，福祉等の地域のニーズに対応できるエネルギー，制御・
情報，設計を含む機械・電気を融合した総合知識・技術

 
 

（資料３－１－③－４）「資格・採用前の経歴等」

博士
高等学校
教諭免許

民間企業
他大学等
教育・研
究機関

人数 32 12 17 8
割合 78% 29% 41% 20%

（出典　庶務課）  
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観点３－１－④： 学校の目的に応じて，教員組織の活動をより活発化するための適切な措置（例

えば，均衡ある年齢構成への配慮，教育経歴や実務経験への配慮等が考えられる。）

が講じられているか。 
（観点に係る状況） 教員活動の活発化のための措置のひとつとして，年齢構成の均衡が考えられ

るが，平成７年度末および平成１７年度末年齢による本校の教員の年齢構成を資料３－１－④－１

に示す。若手教員数の減少は，学位等の資格，教育・実務経験への配慮を反映していると考えられ

る。その結果，各年齢層のバランスは改善されてきている。教員選考委員会において，各科の状況

に応じて，年齢構成の均衡を勘案している。また，教員の性別構成は，現員６６名中，女性３名と，

女性教員数は全体のわずか５％に過ぎないが，平成４，５，１１年度に採用と，性別構成にも配慮

はなされている。 
多様な背景を持つ，あるいは，高度な実務能力・優れた教育力を有する教員組織を構成するため，

本校では，採用は原則公募としている。近年の教育経歴・実務経験を持つ者の任用状況については，

資料３－１－④－２に示す通りである。積極的にかつバランスよく，教育・実務経験者を採用して

いることが判る。また，各学科では，内地研究や在外研究の際の業務負担を通してなど，学科内の

教員の協力・支援によって，在職者の積極的な学位の取得を奨励している。大学院研究科博士後期

課程に入学させ，学位取得を目指させる学科もある。取得実績は，資料３－１－④－３に示す通り

である。 
 英語教育の充実のため，平成１２年度後期から１５年度まで，英語を母国語とする外国人教員を

常勤教員として採用した。任期終了に伴って，平成１６年度には，専任の外国人教員を採用したが，

個人的な理由による辞職のため，現在，１０月１日付け採用予定で，公募・選考中である。 
  更に，教育活動の活性化のため，本校では平成１４年度に「ベストティーチャー賞」と称する優

秀教員顕彰制度を導入した。１５年度には，後述の「教員評価委員会」の下で，授業評価アンケー

ト，教員の自己評価，相互評価に基づき，候補者を選定し，国立高等専門学校教員顕彰候補者とし

て推薦している。その実施状況については，資料３－１－④－４を参照されたい。 
（分析結果とその根拠理由） 教育活動を活発化するために，本校では，教員の採用は原則公募と

し，中学・高校，他高専，大学における教育経験者や実務経験者，外国語を母国語とする教員など，

多様な背景を持つ教員を積極的かつバランスよく採用し，在職者の学位取得も奨励している。また，

教員選考委員会においては，各科の状況を考慮して，年齢構成・性別構成にも配慮がなされている。

更に，優秀教員顕彰制度を導入するなど，教員組織の活動を活発化するための適切な措置が講じら

れている。 
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３－１－④－３　「在職者の学位取得実績一覧」

所属 氏名 職 学位（博士）取得
永橋優純　 教授 H11.2.18
竹島敬志　　 助教授 H13.4.27
長門研吉　　 助教授 H14.3.25
野村弘 教授 H4.9.16
藤原憲一郎 教授 H12.9.20
今井一雅　　 教授 H15.1.23
山口　巧　 助教授 H17.3.22
前田公夫　　 教授 H2.1.23
中林浩俊　　 助教授 H4.10.28
長山和史　　 助教授 H13.2.19
竹内光生　　 教授 H16.3.5
山崎利文　　 助教授 H11.4.28
岡林宏二郎　　　 助教授 H10.6.24
山崎慎一　　 助教授 H10.9.16
横井克則　　 助教授 H9.11.14

（出典　庶務課）

機械工学科

電気工学科

物質工学科

建設システム工学科

 
                 ――＞ 件数のみにする 
 
 

（３－１－④－１）「教員の年齢構成」

（出典　「現状と課題」（平成１７年３月），庶務課）

(a) 平成７年度末における年齢構成

(b) 平成１７年度末年齢による４月１日現在の年齢構成
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採用年 採用前の経歴
昭和４７年 民間，私立学校教員
昭和４７年 民間
昭和４９年 民間
昭和５２年 民間
昭和５３年 民間
昭和５７年 私立学校教員
昭和５９年 京都大学助手
昭和６０年 高知市公立学校教員
昭和６０年 民間
昭和６１年 非常勤講師
昭和６１年 民間
昭和６２年 民間
昭和６３年 民間
昭和６３年 私立大学研究員
平成２年 民間
平成３年 高知市公立学校教員
平成３年 民間
平成４年 高知県公立学校教員
平成４年 非常勤講師
平成４年 高知県公立学校教員
平成５年 中学校教諭
平成６年 徳島大学助手
平成７年 民間
平成７年 民間
平成９年 民間
平成９年 九州大学講師
平成１０年 釧路高専助教授
平成１２年 大阪大学助教授
平成１２年 科学技術振興事業団
平成１３年 民間
平成１３年 私立学校教員
平成１３年 民間
平成１５年 民間
平成１６年 高知市教育委員会
平成１６年 鹿児島大学助手
平成１６年 民間

（出典：庶務課）

（資料３－１－④－２）「教育経歴，実務経験
を持つ教員の任用状況」

資料３－１―④―３ 
在職者の学位取得実績一覧 

学  科 人  数 
電気機械工学科 ３ 
電気機械工学科 ４ 
物質工学科 ３ 

建設システム工学科 ６ 
（出典 庶務課） 
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（３－１－④－４）「優秀教員評価制度実施状況」 
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観点３－２－①： 教員の採用や昇格等に関する規定などが明確かつ適切に定められ，適切に運用

がなされているか。 
（観点に係る状況） 教員の採用基準，昇格は，設置基準に基づき実施しており，以下に述べる規

則，手続き規定に基づき，チェック機構を備えた適切な運用がなされている。 
教員の採用や昇格等に関する規定は，教員選考規則（資料３－２－①－１）に定めている。具体

的な運用形態を資料３－２－①－２に示す。教員の採用・昇任は，各学科・系主任が申し出，教員

選考規則に基づき，校長が選考委員長となって，教員選考員会を設置する。選考委員会は，校長，

当該学科主任，および校長が指名する教授若干名から構成される。 
採用の場合は，公募を原則とし，選考委員会において，教員募集要項を作成し，本校ホームペー

ジに掲載，研究者人材データベースに登録，学会誌へ掲載，国立他高専，大学，関係機関に送付す

る。選考にあたっては，個人調書（履歴書，教育研究業績書）によって，研修歴，教育研究上の業

績を検討するなどの書類審査によって候補者を選考し，面接試験によって適任者を決定する。 
昇任の場合は，選考委員会において，教員昇任関係選考調書によって，主事補佐，委員，部活動

顧問，研修歴，教育研究上の業績などについて昇任資格を確認し，面接試験によって決定する。 
以上のように，採用や昇任等に関して適切な運用体制がとられており，全校的な目的と同時に，

各学科の掲げる教育目的・指針に沿った教員組織編成の基本的な方針を反映させることのできるシ

ステムとなっている。 
非常勤教員の採用は，毎年度末の開講計画時に，各科主任が候補者を推薦し，教務主事との合意

の下，教務委員会で審議し，主任会において承認する。新規採用の場合には，校長が面接を行い，

適否を判定している。 
 
（分析結果とその根拠理由） 教員の採用基準，昇格は，設置基準に基づき実施しており，教員選

考規則により手続き規定を明確に定め，チェック機構を備えた適切な運用がなされている。 
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（３－２－①－１） 「教員の採用・昇格等に関する規定」 

 

   高知工業高等専門学校教員選考規則 

 

制  定 平成１４年 ３月２０日 

最終改正 平成１６年 ４月 １日 

 

 （趣旨） 

第１条 この規則は、高知工業高等専門学校に採用する教員の選考手続に関し必要な事項を定める。 

 （適用除外） 

第２条 この規則は、非常勤講師の採用については、適用しない。 

 （任用の申出） 

第３条 各学科、人文科学系及び数理科学系（以下「学科等」という。）の主任は、教員を採用する必要があ

るときは、校長に申し出るものとする。 

 （教員選考委員会の設置） 

第４条 校長は、前条の申出を受けたときは、その都度教員選考委員会（以下「委員会」という。）を設置す

る。 

２ 前項の規定にかかわらず、校長が教員の採用を必要と判断したときは、その都度委員会を設置するものと

する。 

 （任務） 

第５条 委員会は、当該任用に関する事項について審議し、及び選考に必要な事項を行う。 

 （組織） 

第６条 委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

 (１) 校長 

 (２) 採用する教員が所属することとなる学科等の主任 

 (３) 校長が指名する教授 若干名 

 （委員長） 

第７条 委員会に委員長を置き、校長をもって充てる。 

２ 委員長は、委員会を主宰する。 

３ 委員長に事故あるときは、あらかじめ委員長の指名する委員がその職務を代行する。 

 （会議） 

第８条 委員会は、構成員の３分の２以上の出席がなければ委員会を開催することができない。 

 （委員以外の者の出席） 

第９条 委員会が必要と認めたときは、委員会に委員以外の者の出席を求め、意見を聴くことができる。 

 （選考） 

第１０条 校長は、委員会の議に基づき、適任者を選考するものとする。 

 （委員会の解散） 

第１１条 委員会は、選考した教員の採用をもって解散する。 

 （事務） 

第１２条 委員会の事務は、庶務課において処理する。 

   附 則 

１ この規則は、平成１４年４月１日から施行する。 

２ この規則施行前に校長が受理した任用の申出については、第４条から第１１条の規定にかかわらず、なお

従前の例による。 

   附 則 

 この規則は、平成１６年４月１日から施行する。 

（出典 高知工業高等専門学校規則集） 
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（３－２－①－２） 「教員選考手続きの概要」 

 

（出典 人事係） 
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観点３－２－②： 教員の教育活動に関する定期的な評価を適切に実施するための体制が整備され，

実際に評価が行われているか。 
（観点に係る状況） 本校では，教員個人の教育研究活動等の評価（以下「個人評価」という）に

ついては，「教員の教育研究活動等評価委員会」（以下「評価委員会」という）を置き，教育改善の

ための取組みの一環として，毎年度適切に実施している。資料３－２－②－１にその概念図を示す。 
 個人評価は，資料３－２－②－２に示す規則に従い，教育・研究・地域振興・運営管理面の活動お

よび自己目標と達成状況についての自己申告，学生による授業評価，学生による「良い先生」の結果

及び教員による相互評価に基づいて，教育活動全般に関する評価を評価委員会が行う。 
 評価委員会は，評価資料として，毎年度当初に全教員に対し「教育研究活動に係る自己申告書」，

「自己目標と達成状況」の提出を求めている。実施についての参考資料として，資料３－２－②－

３を示す。活動実績を示す資料として，教員評価委員会議事要旨を示す（３－２－②－４）。第３

回議事要旨に示すように，評価委員会は実際に評価を行っている。 
  学生による授業評価アンケートは，教育改善推進室および委員会と教務委員会が毎年度１回以上

実施している。平成１２年度から平成１４年度については，調査結果とその集計･分析および各教員

のコメントを取りまとめ，報告書を発行公表している（資料３－２－②－５）。平成１５年度，１６

年度には，教育改善推進室が独自に開発したＷｅｂページを用いたシステムによる授業評価アンケ

ート入力･集計を行い，全教員･学生に迅速に開示し，個人評価委員会および関係委員会に報告され

た。 
（分析結果とその根拠理由） 教員の教育活動に関する評価については，「教員個人の教育研究活動

等に係る評価及び運用に係る要項」を定め，自己申告と学生による授業評価に基づいて，「教員の教

育研究活動等評価委員会」において毎年度行うこととしており，適切に実施するための体制が整っ

ている。評価委員会は，資料３－２－②－４に示される通り，実際に評価を行っている。 
以上により，教員の教育活動に関する定期的な評価を適切に実施するための体制が整備され，実

際に評価を行っている。 
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（３－２－②－１）「高知高等専門学校教育改善システム」 

高高高知知知工工工業業業高高高等等等専専専門門門学学学校校校教教教育育育改改改善善善シシシススステテテムムム 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計画の実施・運用とそのための体制  
 

 主  任  会  

教育方針，法的及びその他社会的要請に基づく
計画 

継続的改善，見直し措置 
• 校長 
• リエゾン・企画委員会 

計画，実施・運用状況等についての
点検・検証 
• 参与の会 
• 自己点検・評価委員会 

PLAN 
計 画 

ACTION 
改善・見直し 

CHECK 
点検・検証 DO 

実施・運用 

継
続
的
改
善

教育改善システムは，学校，教育プログラムのスパイラルアップを目的とする全校的な仕組みで
あり，主任会，リエゾン・企画委員会，各種委員会，各科教室会議，各専攻会議，参与の会などか
ら構成され， 

「Plan：計画」， 
「Do：実施及び運用」， 
「Check：点検・検証」， 
「Action：改善・見直し」 

などに関して，関係委員会などが有機的に協力し合い。各委員会などの特色を活かしながら，必要
な活動を積極的に進めています。 

教  育 
• 学科 
• 専攻 

教 育 体 制

• 教官選考委員会 
• 教務委員会 
• 教育改善推進委員会

学習環境，学習支援 
• 教務委員会 
• 専攻科委員会 
• 学生生活委員会 
• 寮務委員会 
• 情報化推進委員会 
• カウンセリングルーム 
• 図書館 
• 進路指導委員会 
• 産学技術交流推進委員会

進級，卒業・修了 
• 成績判定会議 
• 進級・卒業判定会議 

入学者選抜 
• 入試委員会 
• 専攻科委員会 

高 知 工 業 高 等 専 門 学 校  教 育 方 針 

学習・教育目標の設定
• 教務委員会 
• 専攻科委員会

カリキュラム設計
• 教務委員会 
• 専攻科委員会

学科・専攻 

学科・専攻 

情報セキュリティ 
• 情報セキュリティ 

委員会 

人権・倫理 
• 人権・倫理委員会 

教員の教育研究活動等評価委員会 

JABEE 教育プログ

ラム修了 
• 判定：専攻会議 
• 認定：主任会 

 
（出典 高知高専ホームページ） 
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（３－２－②－２）「高知高等専門学校における教員個人の教育研究活動等に係る評価及び運用に係る

要項（平成１５年６月５日 校長裁定）」 

  高知工業高等専門学校における教員個人の教育研究活動等に係る 

  評価及び運用に係る要項 

                                         平成１５年 ６月 ５日
                                                    校長裁定 

（趣旨） 

第１ この要項は，高知工業高等専門学校（以下「本校」という。）における教育研究活動の

一層の活性化を図り，教育・研究機関としての質の向上が自律的かつ継続的になされる体制

を構築するため，教員個人の教育研究活動等の評価（以下「個人評価」という。）とその運

用に関し，必要な事項を定めるものとする。 

（評価の対象） 

第２ 個人評価の対象とする教員は，本校の教授，助教授，講師及び助手とする。 

（評価委員会） 

第３ 適切な個人評価を行うため，評価委員会を置く。 

２ 評価委員会は，校長，各主事，専攻科長及び事務部長で構成する。 

３ 委員会に関する事務は，庶務課において処理する。 

（評価項目） 

第４ 本校の目的，目標を明確にし，その目標等を達成するために設定する個人評価の項目は，

次のとおりとする。 

 (1) 教育活動 

 (2) 研究活動 

 (3) 地域振興活動 

 (4) 管理運営面の活動 

 (5) 自己目標と達成状況 

 (6) 学生による授業評価 

 (7) その他個人評価に関し，校長が必要と認めたもの 

２ 各評価項目の事項等は，校長が関係委員会等に意見を求め，定めるものとする。 

（評価の方法） 

第５ 個人評価は，原則として，各教員の自己申告によるものとし，あらかじめ明示された評

価項目，各項目の事項，配点により評価を行うものとする。 

（評価手続き） 

第６ 評価委員会は，各教員等から第４に規定する評価項目に対応して次の資料について提出

を求め，評価を行うものとする。 

 (1) 各年度当初に求める，前年度の活動実績を基とする「教育研究活動等に係る自己申告書」

（第４第１項第１号～第４号関係） 

 (2) 自己目標と達成状況（第４第１項第５号関係）   
 (3) 学生による授業評価結果（第４第１項第６号関係）  
 (4) 不定期に求める「教育研究業績書」（第４第１項第７号関係） 

（評価の運用） 

第７ 各教員は，評価結果を，自己の教育・研究活動等の質の向上と活性化のために活用する

ものとする。 

２ 校長は，評価結果を，次の各項目の運用に反映させるものとする。 

 (1) 勤勉手当の加算 

 (2) 特別昇給 

 (3) 校長裁定経費の配分 

 (4) その他評価の運用に関し，校長が必要と認めたもの 

（評価結果の公表） 

第８ 個人評価の結果及び運用については，個人情報として取扱い，原則として本人以外には

公表しないものとする。 

（その他） 

第９ この要項に定めるもののほか，必要な事項は評価委員会が別に定めるものとする。 

     附 則 
 この要項は，平成１５年６月５日から施行する。   

（出典 高知工業高等専門学校規則集） 

  
 



高知工業高等専門学校 基準３ 

- 79 - 

（３－２－②－３）「個人評価実施状況」 

 

 （出典 庶務課） 
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（３－２－②－４） 

 

 
（出典 「平成１５年教員評価委員会議事録要旨（第１回～３回）」） 
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（３－２－②－５）「授業評価アンケート実施状況」 

 

（出典 「平成１４年度授業評価アンケート報告書（平成１７年３月）」） 

観点３－３－①： 学校において編成された教育課程を展開するに必要な事務職員，技術職員等の

教育支援者が適切に配置されているか。 
（観点に係る状況） 本校事務組織と配置人員および事務分掌の概要をまとめた組織図を資料３－

３－①－１に示す。教務に係る事務は主に学生課が担当する。教育課程の編成や授業等，狭義の教

務事務は教務係が行い，学生の課外活動および福利厚生に関する業務は学生係が，学寮の管理等は

寮務係が担当して，教員および学生に対して教育支援を行う。学生の実習等については実習係が，

教員の実験・実習の補助に関することは技術室技術系職員が担当する。図書係は庶務課に所属し，

事務・教育支援を行う。 
技術系職員の内訳は，機械１名，電気，物質，建設システム工学科各２名，電算室１名となって

いる。実習工場における業務のため，実習係４名が機械工学科に配置されている。活用状況を資料

３－３－①－２に示す。また，図書係のうち１名は，司書資格保有者を採用してきた。 
（分析結果とその根拠理由） 近年の厳しい定員削減，事務業務の高度化・複雑化に伴い，教務関

係事務職員，技術職員の業務もまた年々増大しているなか，成績入力・処理システムのネットワー

ク化など業務の合理化を図り，各種研修への参加や他機関との人事交流等による職員の資質向上に

よって，十分な事務・教育支援を行っており，本校教育課程を展開するために必要な事務職員，技

術職員等の教育支援者は適切に配置されていると考えられる。 
 以上により，学校において編成された教育課程を展開するに必要な事務職員，技術職員等の教育

支援者が適切に配置されている。 
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高知工業高等専門学校

事務組織

事務部

専門職員（情報企画担当） 1

･業務の情報化､情報セキュリティに関すること。
･情報公開､行政文書ファイル管理簿の管理に関すること。
･公開講座、学校開放事業等の企画・実施に関すること。
･広報に関すること。

専門職員（企画調査担当） 1
･本校の将来計画、改革等に係る企画及び連絡調整に関すること。
･産業界等との連携､科学研究費補助金その他の外部資金に関すること。
･自己点検・評価及び外部評価に関すること。

庶務係 2

･学校の事務の総括､機密に関すること。
･学則その他校内諸規則に関すること。
･学術団体等の連絡に関すること。
･教職員の労働時間､休暇､出張に関すること。
･職員の宿日直､校内の警備に関すること。
･教職員の健康管理・福利厚生及びレクリエーションに関すること。

人事係 2

･教職員の人事、休職・復職、懲戒及び身分保障に関すること。
･教職員の給与､定員､栄典及び表彰に関すること。
・教員の名誉教授に関すること。
・共済組合の長期給付及び退職手当に関すること。
・教職員の勤務評定、研修、講習会等に関すること。
・外国人教師等の雇用契約等に関すること。
・教職員の兼業に関すること。
・人事記録に関すること。
・教職員の災害補償、育児休業に関すること。
・労働組合に関すること。

図書係
事務  1
司書　1

2

・図書館資料の収集及び受入に関すること。
・図書の分類、図書目録の作成に関すること。
・図書の閲覧及び貸出し等図書の利用に関すること。
・図書館の広報に関すること。

総務係 3

・会計課の事務の総括及び連絡調整すること。
・予算及び決算に関すること。
・不動産の管理、土地、建物等の寄附及び借り入れに関すること。
・防火・防災、宿舎に関すること。
・共済組合（長期給付を除く。）に関すること。
・会計の監査に関すること。

出納係 2

・収入及び支出に関すること。
・現金、預金、貯金及び有価証券の出納に関すること。
・給与、旅費、謝金及び退職手当等の支払いに関すること。
・所得税及び住民税等の徴収に関すること。
・受託研究及び共同研究等の経理、科学研究費補助金及び寄附金の経理に
関すること。
・計算証明に関すること。

用度係 4

・物品の購入、修理及び役務に関すること。
・物品の管理に関すること。
・構内の清掃に関すること。
・物品の寄附に関すること。
・自動車の運用管理に関すること。

施設係 2

・施設整備に係る企画、設計及び施工に関すること。
・施設設備に係る工事等の工事契約及び請負契約に関すること。
・土地、建物、電気、ガス、水道、電話、冷暖房施設等の整備、復旧及び維持
保全に関すること。
・教職員の安全管理に関すること。

会

計

に

係

る

事

務

組

織

庶

務

に
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事
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組

織

会計課

庶務課

（３－３－①－１）「高知高専事務組織図」 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典 庶務課） 

 

（３－３－①－２）　「技術職員活用状況」
配属 支援担当授業
機械工学科 工作実習I・II，工学実験I・II，電気工学実験I（電気工学科開講），卒研
電気工学科 電気工学実験I～IV，卒研

物質工学科
化学・生物実験，分析化学実験，無機・有機化学実験，物理化学・化学工
学実験，材料化学実験，生物工学実験，卒研

建設システム工学科建設システム実験実習，測量実習I～IV，卒研
※全般に，技術開発・技術業務，機器準備・操作，学生の技術指導，ロボコン支援を行っている。

（出典　各学科）  

専門員（学務担当） 1
・本校の教育改革に関する企画及び連絡調整に関すること。
・学生課に係る専門的事項に関すること。
・外国人留学生に関すること。

教務係 4

・学生課の事務の総括及び連絡調整すること。
・教育課程の編成及び授業に関すること。
・入学者の選抜に関すること。
・学業成績及び出欠席に関すること。
・学生指導要録の記録、整理及び保管に関すること。
・学生の校外実習及び工場見学に関すること。
・大学編入学に関すること。
・研究生、聴講生及び科目等履修生に関すること。

学生係
事務  3

看護師　1
4

・学生の課外活動、生活指導に関すること。
・学生の保健管理、学生相談に関すること。
・入学料及び授業料の免除並びに徴収猶予、寄宿料の免除に関すること。
・奨学金に関すること。
・学生の厚生施設の管理運営及び厚生事業に関すること。
・学生の職業指導及び就職斡旋に関すること。
・日本体育・学校健康センターの事務に関すること。

寮務係
事務  1

 
寄宿舎指導員　1

2

・学寮の管理に関すること。
・寮生の保健管理、福利厚生に関すること。
・学寮給食業務の監督に関すること。
・教員の学寮宿日直に関すること。

実習係 4
・実習工場における学生の実習の準備に関すること。
・学生の実習及び実技指導に関すること。
・実習工場の機械器具等の整備並びに保守に関すること。

技術室　　 技術系職員
（機械・電気・物質・
建設ｼｽﾃﾑ・電算）

8 ・教育の実験・実習の補助に関すること。

学生課

教

務

に

係

る

事

務

組

織
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（２）優れた点及び改善を要する点 
（優れた点） 
全教育課程において，教育方針に基づき，専攻科を含む全教育課程において英語教育を重視し，

英語を母国語とする教員を平成１２年度から積極的に採用している。 
本校教育改善推進室が独自に開発した授業評価Web入力・集計システムにより，教育活動評価を

迅速に行う体制が作られている。 
 
（改善を要する点）  
特になし 
 
（３）基準３の自己評価の概要 
一般科目，専門科目，専攻科の科目を担当する教員の配置は，授業科目との整合性を持った配置と

なっており，修士・博士号取得者，中学・高校教育，他高専・大学での教育経験者，民間企業経験者，

高等学校教諭免許取得者など多様な背景を持つ教員を，本校教育目的の達成のために適切に配置して

いる。平成１２年度の専攻科認定・設置，および，平成１４，１５年度における全専攻のJABEE認定
も，このことを裏付けるものである。 
教員の採用基準，昇格は，設置基準に基づき実施しており，教員選考規則により手続き規定を明確

に定め，チェック機構を備えた適切な運用がなされている。各科の状況を考慮して，年齢構成・性別

構成にも配慮がなされている。 
 教員の教育活動に関する評価については，「教員個人の教育研究活動等に係る評価及び運用に係る要

項」を定め，自己申告と学生による授業評価に基づいて，「教員の教育研究活動等評価委員会」におい

て毎年度行う体制が整備され，評価が適切に実施されている。 
 近年の厳しい定員削減，事務業務の高度化・複雑化に伴い，教務関係事務職員，技術職員の業務も

また年々増大しているなか，成績入力・処理システムのネットワーク化など業務の合理化を図り，各

種研修への参加や他機関との人事交流等による職員の資質向上によって，十分な事務・教育支援を行

っており，本校教育課程を展開するために必要な事務職員，技術職員等の教育支援者は適切に配置さ

れていると考えられる。 
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基準４ 学生の受入 
（１）観点ごとの分析 
観点４－１－①： 教育の目的に沿って，求める学生像や入学者選抜（例えば，準学士課程入学者

選抜，編入学生選抜，留学生選抜，専攻科入学者選抜等が考えられる。）の基本方

針などが記載されたアドミッション・ポリシーが明確に定められ，学校の教職員

に周知されているか。また，将来の学生を含め社会に公表されているか。 
（観点に係る状況）  
本校における多様な入学者選抜は，本校における教育方針を土台とし，アドミッション・ポリシー

に基づいて行われる。本校本科の教育方針は，「学生自らすすんで実践することによって，学問的，

技術的力量を身につけ，徳性を養い，将来，創造力のある風格の高い人間・技術者として国際社会

を主体的に生きることを目指させる。」である。本科では，この教育方針に基づいた本教育プログラ

ムの学習・教育目標が達成可能な資質を有する学生を厳格に選抜することを基本方針とし，そのため

のアドミッション・ポリシーを（資料 4-1-①-1）に示すとおり明確に定めている。 
専攻科では，その教育目的，「高等専門学校などの高等教育機関において，工学の基礎と実践的技

術を修得した者に対して，さらに２年間の高度で専門的な技術・学問を教授することによって，実

践的かつ創造的な研究開発能力を持つ高度な技術者を育成すること。」並びに教育方針，「①実践的

技術を駆使する研究開発能力，創造能力をもつ技術者の育成，②広い視野を持ち，国際性に優れ，協

調性と指導力のある風格の高い人間・技術者の養成」に基づき，本教育プログラムの学習・教育目標

が達成可能な資質を有する学生を厳格に選抜することを基本方針とし,アドミッション・ポリシーを
（資料 4-1-①-2）に示すとおり明確に定めている。 

 
 

 
 

（資料 4-1-①-2） 
「専攻科のｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝ･ﾎﾟﾘｼｰ」 

（出典 平成 18年度専攻科学生募集要項 P.14） 

（出典 高知高専ガイド 2006 P.2） 

（資料 4-1-①-1）「本科のｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝ･ﾎﾟﾘｼｰ」 
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（分析結果とその根拠理由） 
本科の選抜方法及びアドミッション・ポリシーは「学生募集要項」で公表している。本科入学者

選抜方法の概略は，「中学生のみなさんへ 2004 高知高専ガイド」で公開し，同時に高知高専ホー
ムページの「中学生のみなさんへ」の中でも公開している。選抜方法の詳細は「学生募集要項」に

より入学志願者等に公表している。各選抜の実施については，「入学者選抜検査実施要領〈推薦〉」，

「入学者選抜検査実施要領〈学力〉」に明記し，公正かつ厳格に行うことを旨としている。また，編

入学者選抜については「編入学学生募集要項」で公表し，選抜方法の実施については，「編入学者選

抜検査実施要領」に明記している。 
専攻科の選抜方法及びアドミッション・ポリシーは「専攻科学生募集要項」で公表している。募集

にあたっては，本校本科及びそれと同等な他の高等専門学校の卒業見込学生，更にはその他の卒業生

や社会人を対象として広く志願者を募っている。専攻科の入学者選抜の概略は，専攻科紹介パンフレ

ットと高知高専ホームページの「専攻科」の中で公開している。選抜方法の詳細は「専攻科学生募集

要項」により公表している。 
以上のことより，教育の目的に沿って，求める学生像や入学者選抜の基本方針などが記載されたア

ドミッション・ポリシーが明確に定められ，学校の教職員に周知されている。また，将来の学生を含

め社会に公表されている。 

 

観点４－２－①： アドミッション・ポリシーに沿って適切な学生の受入方法が採用されており，

実際の入学者選抜が適切に実施されているか。 
（観点に係る状況）  
本校への入学者が本校の求める学生像・アドミッション・ポリシーに沿っているためには，入学者

の母集団である受験者全体がアドミッション・ポリシーに沿った学生を多く含むことが必要であると

考えている。そのための主な活動として，各年度の６月から７月にかけて高知県内ほぼ全ての中学校

を訪問し，中学生とその保護者及び中学校の進路指導担当の教員などを対象として，高知高専紹介ビ

デオや紹介資料「中学生のみなさんへ 2004 高知高専ガイド」等を用いてＰＲしてアドミッション・

ポリシーを周知徹底するとともに，学科をそれぞれ紹介するパンフレットの配布を行い，中学校との

情報交換や本校に対する要望などの吸い上げを行っている。 
さらに，平成５年度からは毎年度の９月中旬に「体験入学」（資料 4-2-①-1）を実施し，中学生，保

護者及び中学校教員の本校に対する理解を深めてもらうように努めている。この行事では，本校の概

要説明，主要施設・設備の見学，及び各学科別のいくつかの体験学習を実施している。加えて，平成

14 年度から本校教員が中学校へ出向いていって体験授業「出前授業」（資料 4-2-①-2）や，平成 12
年度からは８月から 11 月の期間に，特に近隣小学校あるいは中学校の生徒を対象とした「キャンパ
スアドベンチャー」（資料 4-2-①-3）と称するミニ公開講座を実施し，児童・生徒の理科離れの防止と
本校の紹介に努めている。また，平成 14 年度より並行して進学塾への訪問を始め，塾生への紹介資
料の配付を依頼し，情報交換を行っている。 
一方，専攻科学生の選抜に当たっては，本校４，５年生に対する進路指導の一つとして，専攻科の

教育方針や意義を折に触れて説明するほか，専攻科紹介パンフレットを全国の高等専門学校，および

従来卒業生の就職先として実績のある企業を中心とした産業界に配布し，学習・教育目標の達成に必

要な資質をもったできるだけ多くの学生および社会人に対して本校の教育方針やアドミッション・ポ

リシーへの関心を持たせるように努めている。 
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（資料 4-2-①-1）「体験入学」 

体験学習のテーマ一覧表
平成16年9月15日（水） 13:00～15:00

(２枚中１枚目)高知工業高等専門学校

番号 テ ー マ 内 容 定 員 集合場所 実施場所 担当学科

１ 無線ＬＡＮロボット 無線ＬＡＮロボットＡＩＢＯ君と一緒にコンピ ２０人 情報処理セン

ＡＩＢＯ君とネット ュータ・ネットワークの世界を探検してみませ ター演習室 同 左 情報化推進

ワークを探検！ んか。ネットワークでＡＩＢＯ君を動かしたり 室

して，ネットワークの仕組みや無線ＬＡＮにつ

いて勉強しましょう。

２ コンピュータでアニ 数式処理ソフト を用いて図形の ３０人 専攻科棟２階 同 左Mathematica
メーションを作ろう アニメーションを作成する方法を体験しましょ パソコン室１

う。

数理科学系

３ LEGOで学ぶ物理 LEGOブロックを使った実験装置(おもちゃとも １０人 一般科棟３階 同 左

言える)を組み立てての物理実験｡力,電気,エネ 西端の教室

ルギーについて,体験を通して学習しましょう｡

４ 手作り簡易真空ポン 手作り簡易真空ポンプを作って真空の不思議な １０人 専攻科棟１階 同 左

プで遊ぶ真空実験 現象を体験しましょう。 創造科学実験室

５ 手作りロボット 模型用モータとパーツを組み合わせて歩行ロボ ２０人 機械工学科棟 同 左

コンテスト ットを作り，ロボットが歩くメカニズムを体験 ３階 Ｍ５教室

しましよう。

機械工学科

６ 金属を溶かして 金属も高温(1000℃前後)にすると液体になりま

置物づくり す。これを鋳型を作って型に流し込み製品にし 約１０人 機械実習工場 同 左

ましょう。この技術は自動車のエンジンなどに

利用されています。

体験入学は、アルミニウムを溶かして鯨のレリ

ーフを作る予定にしています。

７ ウインドカーの製作 風上に向かって走るウインドカー(風力自動車) ２０人 機械工学科棟 同 左

とタイムレース を作り，完成後タイムレースをしましょう。 ２階 製図室

８ “レーザ”って何？ レーザとロボットを使ってペンダントを作りま 約１０人 機械実習工場 同 左

す。ほんのひととき、技術者になった気分を味

わってください。製作したものは記念にお渡し

します。高専受験の方には強いお守り替わりに

なるかも・・・

９ 災害時でも聞こえる ゲルマニウムラジオを作って，電池を使わずラ ４０人 電気工学科棟 同 左

無電源ラジオの製作 ジオ放送を聴く仕組みを学びましょう｡また,ラ ３階

ジオ放送の仕組みについても簡単に教えます。 電子実験室

作ったラジオは家に持って帰れます。

10 小型風力発電装置を 風力発電の基礎知識を学び，実際に高知高専の

作ろう 巨大風車(専攻科棟屋上)の見学をします｡また, １０人 専攻科棟４階 同 左 電気工学科

ペットボトルで風車を作り，その風車によって 講義室１

発光ダイオードを光らせる小型風力発電セット

を製作します。作品は家に持って帰れます。

11 電気自動車に乗ろう 環境に優しい電気自動車の仕組みを学んだ後， 電気工学科棟 一般科棟北側通

高専で作った２台の電気自動車に試乗しましょ ２０人 １階 路

う。自分で運転できるミニカーもあります。 電応実験室

http://www.ee.kochi-ct.ac.jp/~nomura/kessaku.html

で見ることもできます。

物質工学科、建設システム工学科の学習テーマは次ページにあります。
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体験学習のテーマ一覧表
平成16年9月15日（水） 13:00～15:00

(２枚中２枚目)高知工業高等専門学校

番号 テ ー マ 内 容 定 員 集合場所 実施場所 担当学科

12 おもしろ化学実験 科学の不思議と楽しさを実験を通して体験しま

しょう。 ４０人 物質工学科３階 同 左 物質工学科

(1)グニャグニャ動くスライム 西側 分析化学

磁石に吸い寄せられるスライム作りに挑戦！ 実験室

(2)ガラス細工

ガラス棒やガラス管をガスバーナーで溶かし

て細工します。あなたもガラス職人になれる

かな？

（なおどちらもお土産があります。）

13 ＤＮＡに触れてみよ 人間を含めてすべての生物は「ＤＮＡ］といわ １６人 一般科棟１階 同 左

う！ れる化学物質に遺伝情報が組み込まれ、このＤ 「化学実験室」

ＮＡによって「生命の営み」が支配されていま

す。

今回は植物（ブロッコリー）のＤＮＡを化学処

理によって取り出して実際にさわったり観察し

ます。うまくＤＮＡを取り出せた方はお持ち帰

りもできます。バイオテクノロジーに興味のあ

る生徒さんは是非、参加してください。

14 平成南海地震がくる 南海地震を知っていますか？この地震は，高知

ぞ～！あなたは大丈 県に非常に大きな被害を及ぼし，近い将来必ず ２０人 専攻科棟１階 同 左

夫？ 起こるといわれています。津波や建物の倒壊・ 建設工学専攻実 建設システ

地盤の液状化など，地震が起こるとどうなるの 験室 ム工学科

か？模型実験などを使って詳しくわかりやすく

説明します。

また、南海地震が起こったときにどうすればい

いのでしょうか？何を持ってどこに逃げればい

いのでしょうか？平成南海地震に備えて、準備

をしましょう。

15 地震に強い構造物？ 木隗と溶接棒で簡単な倒立振り子を生徒に作成

・・・間違いな してもらい、振動台をいくつかの強震記録で加 １０人～２０人 建設システム工 同 左

い！！ (ﾟдﾟ) 振して、それに載せた作品の挙動を観察する。 学科棟構造実験Σ

日本では古くから石像アーチ橋が建設されてき 室及び屋外実験

ました。このような組積構造は一般に自然災害 場

に対して弱いと思われがちですが、地震国日本

で石造アーチ橋は未だ数多く現存しています。

ここでは石造アーチ橋について、まずコーンビ

ーフ缶を使ったミニチュア模型を学生に作成し

てもらい、石橋の基本的な構造と力学理論を理

解した上で、実際に人が渡れる大きさの模型を

生徒たちと一緒に作成する。

16 フリーソフトのJW- コンピュータを使って，お家の間取りをデザイ 専攻科棟２階 同 左

WINを使って家の平 ンしてみよう。専門家も使っているフリーのソ ２０人 パソコン室２

面図を作成しょう フトJW-WINを使います。ご家庭のパソコンでも

できます。

17 川の水のきれいさ調 皆さんの身近な川や池の水はきれいですか？魚 ２０人 建設システム工 建設システム工

べとセメントを使っ や昆虫が棲める川かどうかを水の分析をして確 学科棟１階コン 学科棟１階コン

たおもしろ実験 かめてみましょう。また、建設材料の大黒柱で クリート実験室 クリート実験室

あるセメントを利用して、簡単な強さ実験とお および環境実験

みやげにきれいな装飾品を作ってみましょう。 室

（出典 平成 16年度体験入学実施要項 P. ） 
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（資料 4-2-①-2）「出前授業」 

Ｎｏ． 氏名 テーマ 内容紹介 所要時間 対象学年

1 大 野 三 徳アジア世界の伝統と文化について

私たちが暮らしていているアジアの世界には、豊な自然に育まれた長い歴史的伝統が
あります。それは、私たちの物の見方・考え方、私たちをとりまく生活の様式、ある
いは生活用品の中にさりげなくうけつがれています。
講義の中では、そうした文化的伝統の中から、「茶の文化」、「漆の文化」、「色彩
と形（模様）」、「海人族の文化」、「宇宙観の特徴」等、適当なテーマを選んで、
アジアの文化の伝統と人々の心に付いて考えてみたいと思います。

５０～９
０分

中学生

2 池 谷 江理子グローバル化とわたしたちのくらし

食べ物、音楽、映画・・・外国の産物、文化に接する機会が増えてきました。一方、
テレビでは海外で活躍するスポーツ選手や科学者のニュースが報道されています。国
境を越え、地球規模でものごとが動き始めているようです。体験を通し、グローバリ
ゼーションの光と影について考えてみましょう。

５０分程
度

小学５年生
以上、中学
生

3 池 谷 江理子ジェンダーとわたし
１人、１人の人間が互いに協力して社会をつくっていくためには、お互いの人権を尊
重することが基本となります。女子と男子がお互いに協力する社会づくりのため、
「ジェンダー」について学んでいきたいと思います。

５０分程
度

小学５年生
以上、中学
生

4 池 谷 江理子イギリスに出かけてみよう
イギリスの自然や歴史・文化等について、写真や映像等を使いながら、自分が旅する
ようにバーチャルな体験をしてみましょう。

５０分程
度

小学高学
年、中学生

5 佐 々 木正寿世界の人々と手をつなぐために　――現代世界の道徳について――

「世界」は誰の眼にも同じように映っているのでしょうか。――そんなはずはありま
せん。それなのに、ひとつのものの見方で「世界」の出来事を判断するとしたら、そ
れは危険です。いろいろな人々が暮らす現代世界に求められる「道徳」について話し
ます。

５０分程
度

小学高学
年、中学生

6 西 村 淑 子友達について書いてみよう
英語のパラグラフを説明し、書き方指導をします。主題文、支持文、まとめの文を整
理して要領よく書くことを学びます。友達とのインタビュー活動を通して、多くの情
報を取得し、書いてみましょう。

１時間～
２時間

中学２～
３年生

7 宮 川 敏 春
インターネットのホームページを使って、英国の学
校生活を学ぼう

インターネットのホームページを見ると、英語を通して各国の文化に触れることが出
来ます。英国の学校には独自のホームページを持ち、学寮生活や勉強をしている生徒
の様子を伝えているところも多くあります。英語を学習し始めた中学生を対象に、易
しく、興味深い内容のホームページを読みながら、英語の発展的な学習をしてみま
しょう。

５０分程
度

中学生

8 大 嶋 秀 樹ニュージーランド・オーストラリアの生活
南半球の国、ニュージーランド・オーストラリアの自然・人々・町やくらしについて
紹介します。

５０分又
は９０分

小学３年～
中学生

9 赤山 幸太郎批評理論への招待 「事実（真実）」とは何か、を考える。
５０分程
度

中学生

数理科学系

10 後 藤 章群のはなし かたちの対称性をしらべる「群」について、正方形を例に具体的に考える。
５０分程
度

中学生

11 白 木 久 雄図形の見方

一見違った図形も「図形の見方」によっては、同じ性質をもったものとみなされるこ
とがあります。さまざまな図形を見ながらこのことを調べましょう。そして、一つの
例として図形の長さや面積あるいは角度などに関係しない性質「一筆書き」をとりあ
げます。いろいろな図形を参考にしながら一筆書きができる図形の特徴について説明
します。

５０分程
度

小学４～
中学３年

12 端 平 雄レゴ組み立てロボットキットによる工学入門
レゴブロックで動くものを作り、ものが動く仕組みについて学習します。力の強さや
向きを変える方法、力を伝える方法などを自分の手で学びます。

３時間
小学高学
年、中学生

13 端 平 雄レゴ組み立てロボットキットでエネルギーを学ぶ
レゴブロックを使って自分で実験道具を組み立てて、仕事とエネルギーの関係やエネ
ルギーの変換について学習します。

３時間
小学高学
年、中学生

14 尾 﨑 信 一実験によって「酸性雨」を考えてみよう！

酸性雨の原因になる物質にはどのようなものがあるだろうか。身近なものを燃焼させ
て酸性雨をつくってみよう。また、土壌には酸性雨の影響をやわらげるはたらきがあ
ることを確かめ、湖沼の生物の死滅や森林破壊などが、自然の回復力をはるかにうわ
まわる強い酸性雨によって引き起こされていることを考えてみよう。

120-150分
小学高学
年、中学生

15 尾 﨑 信 一電気を伝える水溶液

身の回りには、いろいろな物質が溶けている水溶液があります。この水溶液には電気
を通すものと、通さないものがあります。簡単な電導度計を自作して水溶液の電気の
通しやすさを調べ、溶けている物質の種類や濃度との関係について考えてみましょ
う。

120-150分 中学生

16 秦泉寺 俊弘ふしぎな数のおはなし
ふしぎだと思う気持ちが，科学に興味をもつための第一歩です。算数や数学の感覚を
幅広く学ぶためにも，ふしぎに思う心を育み，日常の生活や社会の中にある算数・数
学を感じていただけるような話をしたいと考えています。

45分(小
学)，50分
(中学)

小学４年～
中学３年

人文科学系

 

途中省略 

47 吉 川 正 昭
切迫する南海地震対策－巨大地震から自分の最も大
切な物を守るために－

巨大地震から自分の大切な物を守るための対策として以下の項目を解説します。
①なぜ地震が起こるのか発生のメカニズムを説明　②地震予知はできないのか
③地震でどのように家が壊れるのか　④家を壊さないようにする工夫
上記項目についてビデオなどを用いて具体的に説明します。

１時間程
度

中学３年生

48 勇 秀 憲橋の色はどんな色？
橋のある景観は､橋の形・ 種類・ 色・ 周囲の背景などに影響を受けます。 その中で特に、
景観の色彩を取り上げ、 カラーイメージと橋の景観の関係を調べます。

１時間程度
小学校高学
年， 中学生

49 山 崎 利 文地理情報システム（ ＧＩ Ｓ） で活用する地域の情報
電子地図とデータベースを統合した地理情報システム（ ＧＩ Ｓ） を使って地元の地域情報の
活用を紹介します。 地理科学の最先端を説明します。

５０分また
は、 １０ ０
分

小学校高学
年， 中学生

50 山 崎 利 文最先端測量技術（ ハイテクサーベイ） の紹介 最先端の測量技術を紹介します。
５０分また
は、 １０ ０
分

小学校高学
年， 中学生

51 横 井 克 則 コンクリートのはなしと実験

皆さんのまわりを見ると、 コンクリートでできたものがたくさんあります。 コンクリートの材料
は何でしょうか。 また、 どのようにかたまって、 どれくらいかたいのでしょうか。 卓上でもで
きるセメント・ コンクリートによるものづくり体験を通して、 セメント・ コンクリートへの理解
を深めます。

２～３時間 小学生以上

52 山 崎 慎 一汚れた川や池の水をきれいにしてみよう  
あなたの身近な川や池の水は汚れていませんか？魚や昆虫がすみやすいかどうかを確かめ
たり、 汚れた水をきれいにするにはどうしたらよいかを実験をして一緒に考えてみましょう。

１時間程度 中学生

53 海 田 辰 将強いかたち？
私たちの生活は様々なかたちをした物によって支えられています． 同じ材料を使っても， 四
角形と三角形では強さが全く違うように， 強い構造物のかたちには意味があるのです． ダ
ンボールを使った椅子作りを通して， かたちと強さについて理解を深めます．

２～３時間 中学生

建設システム工学科

 

（出典  平成 17年度 出前授業テーマ一覧表 ） 
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本校への選抜を行う入学試験は，中学校から本科への入学選抜，本科への編入学選抜，本科への

留学生選抜および専攻科の入学者選抜が行われている。 
・本科の入学者選抜 

本科への入学者選抜は，推薦入試と学力入試とに分けられる。推薦入試では，観点４－１－①で述べ

た学校全体および学科毎のアドミッション・ポリシーに基づいて質問事項を分類して面接を行い，

受験生の適正を評価している。一方，学力選抜では，全国立高等専門学校で共通の問題を使用し学

力評価によって選抜を行っているため，学生選抜の自由度は限られている。しかし，４学科の志望

学科を第３志望まで選択させ，入学志願者の志望・適性などを満たすよう配慮し，中学校長から提

出された健康診断書の結果及び調査書に基づく評点と，本校で実施する学力検査による評点から総

合的に選抜している。平成 15年度入学者選択から，優秀な人材を確保するために入学定員に対する
推薦入学者の割合を従来の 30%から 50%に拡大した。 
本科への編入学者選抜では，昭和 49年度に，工業高等学校卒業者を第４学年に受け入れる編入学
試験を全国高専に先駆けて実施した。さらに平成７年度には普通高等学校からの編入学受験も可能

とし，本校の「開放型」教育をさらに進めてきた。この本科編入学者選抜においては，先に示した

本科アドミッション・ポリシーに準じた編入学者向けのアドミッション・ポリシーを策定し，「編入

学学生募集要項」の入学案内で公開している。本科への留学生選抜では，平成元年度からは継続的

に年間数名の留学生を第３学年に受け入れている。すべての留学生は文部科学省の所定の資格審査

に合格した学生である。編入学生及び留学生に対しては，各学年で「編入学生特別科目」，「留学生

特別科目」を個別に設定し，各学科の学習及び教育目標を達成できるようにしている。 
・専攻科の入学者選抜 

専攻科入学試験は，推薦による選抜（推薦書，小論文，面接・口頭試問など），学力による選抜（英

（資料 4-2-①-3）「キャンパスアドベンチャー」 

 

 
出典 高知高専ホームページ「キャンパスアドベンチャー2002」のページ 

http://www.jm.kochi-ct.ac.jp/adv2002/adv2002aut/adv1.htm 
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語・数学・専門科目の学力検査，面接など）及び社会人特別選抜（推薦書又は業績調書，小論文，

面接・口頭試問など）の３つの方法で平成 12年度から実施しており，これらの結果を総合的に評価
して，合格者を選抜している。なお，学力選抜は，平成 14年度から前期（6月）と後期(11月)の２
回実施し，資質の高い技術者志向の学生の確保を目指している。 

 
（分析結果とその根拠理由）  

 受験生全体をアドミッション・ポリシーに近づけるべく，年間を通して学校の教育の趣旨を広く中

学生に伝える努力を行っている。推薦入試については，面接内容をアドミッション・ポリシーに沿っ

て分類した学科毎の面接を実施して，アドミッション・ポリシーに沿った学生の選抜に努めている。

一方，本校本科の一般入試は全国一律の選抜方法に則っており，アドミッション・ポリシーに沿った

選抜を行うことには限界があり，更なる工夫が必要である。 
 以上のことより，目的の達成状況がおおむね良好である。 

 
観点４－２－②： アドミッション・ポリシーに沿った学生の受入が実際に行われているかどうか

を検証しており，その結果を入学者選抜の改善に役立てているか。 
 
（観点に係る状況）  
学校紹介では，中学校との相互情報交換や本校に対する要望などの吸い上げを行い，「体験入学」

を実施したのち，中学生，保護者及び中学校教員に対してアンケート調査を実施し集計し，その結

果を入学者選抜の改善に役立てている。 
 また，入学者全員に対して，１年生合宿研修を行い本校のアドミッション・ポリシーを確認する

とともにアンケート調査（資料4-2-②-1）を実施し集計し，その結果を入学者選抜の改善に役立て
ている。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
 中学生，保護者及び中学校教員等に対してアンケート調査を実施し集計し，その結果を入学者選

抜の改善に役立ており，入学者全員に対してもアンケート調査を実施し集計し，その結果を入学者

選抜の改善に役立てている。ただし，入学者数の確保に主眼がおかれており，今後入学に至らなか

った生徒の意見や，入学者の追跡調査等も必要と考える。 
以上のことより，目的の達成状況がおおむね良好である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



高知工業高等専門学校 基準４ 
 

- 92 - 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  

時期 M科 E科 C科 Z科 H17 H16 H15 H14 H13 H12 H11
1 小学校 3 1 4 2 10 9 11 9 4 11 4
2 中学校1年 3 6 3 5 17 19 14 16 20 10 25
3 中学校2年 7 8 6 11 32 29 33 33 31 35 28
4 中学校3年の1学期 10 11 10 6 37 40 37 33 36 43 30
5 中学校3年の2学期 13 11 12 13 49 50 55 47 51 50 54
6 願書締め切り直前 4 3 5 3 15 13 10 24 17 10 18

無回答 0 0 0 0 2 0 0
合計 40 40 40 40 160 160 160 162 161 159 159

動機 M科 E科 C科 Z科 H17 H16 H15 H14 H13 H12 H11
1 中学校の先生の勧め 3 2 2 1 8 15 13 12 10 12 5
2 保護者の勧め 9 12 15 15 51 50 39 49 58 70 55
3 (塾の先生)の勧め 1 1 2 6 4 4 3 6 2
3 (先輩)の勧め 1 1 2 2 0 1 0 3 2
3 (兄姉)の勧め 0 2 2 1 1 2 0
3 友人の勧め 1 1 2 1 5 2 3 0 5
4 エンジニアになりたい 27 13 5 10 55 49 49 34 36 50 41
5 専門学科が好き 6 4 9 6 25 24 27 33 31 31 33
6 家業を継ぐため 0 1 2 2 5 5 1 4 2 3 2
7 大学受験勉強がない 3 0 5 4 12 29 20 27 19 11 15
8 大学に編入できる 10 1 5 8 24 21 30 18 28 18 28
9 就職に有利 26 21 17 23 87 92 97 105 98 71 85
10 経済的理由 3 4 6 9 22 19 19 30 21 17 20
11 寮がある 4 6 2 4 16 23 21 17 26 20 20
12 設備環境がよい 9 15 5 9 38 41 38 29 38 44 47
13 中学校の成績 0 0 1 1 2 7 7 9 7 11 7
14 普通高校よりよい 5 7 10 3 25 33 21 23 21 18 22
15 実業高校よりよい 1 3 2 1 7 10 3 3 6 4 1
16 その他 1 5 2 8 10 7 8 7 8 15

合計 108 90 93 100 391 439 403 409 415 399 405

情報源 M科 E科 C科 Z科 H17 H16 H15 H14 H13 H12 H11
1 高専の進学説明会 17 22 20 18 77 95 88 83 91 93 90
2 パンフレット 32 32 22 28 114 125 117 121 133 129 114
3 PRビデオ 4 8 5 2 19 26 21 14 30 14 34
4 体験入学 23 29 22 24 98 111 95 92 92 88 94
5 新聞など 2 3 3 2 10 2 5 5 15 11 15
6 中学校の先生 0 10 18 11 39 80 56 67 87 60 67
7 塾の先生 10 8 9 10 37 65 49 46 47 26 43
8 保護者 12 14 13 20 59 70 61 51 74 71 63
9 兄弟姉妹 4 7 4 4 19 19 24 19 16 24 19
10 中学校の友人 3 5 3 1 12 15 15 6 14 25 13
11 高専の先輩 8 11 7 8 34 44 19 47 38 19 26
12 知人 11 8 6 10 35 29 26 26 34 41 31
13 インターネット 5 13 6 6 30 47 39 28 6 4
14 その他 0 1 1 2 0 2 1 1 4

合計 131 170 138 145 584 730 615 607 678 606 613

学科決定は M科 E科 C科 Z科 H17 H16 H15 H14 H13 H12 H11
1 自分の希望 38 39 31 30 138 141 121 135 137 132 133
2 (保護者)の勧め 2 1 1 2 6 6 11 6 4 6 6
2 (先生)の勧め 1 1 1 2 2 0 2 1
2 (兄姉)の勧め 1 1 0 0 1 0 0 0
2 (知人)の勧め 1 1 2 0 1 2 0 0 1
3 入りやすいから 4 2 6 3 4 4 4 3 4

試験の結果 7 6 21 11 14 14 8
(第２第３志望) 0 0 0

5 その他 1 1 2 2 2 4 3 7

平成17年4月27日

平成17年度新入生アンケート集計結果

16.その他の内容

　４月１４日、１５日に親友生に対するアンケート調査を行いました。その集計結果がまとまりまし
たので、報告させていただきます。学生指導や今後の中学生募集に関しての参考にしていただけ
れば幸いに存じます。（注）網掛け数字は、他と比べ比較的大きいことを表す。説明の（内はクラス

教務主事　前田公夫

７.入学した専門学科への動機

６.高専に関する情報

５.高専進学の動機

４.高専受検を決意した時期

14.その他の内容

54 2

進学説明会 M科 E科 C科 Z科 H17 H16 H15 H14 H13 H12 H11
1 参加した 24 33 27 29 113 130 120 121 116 115 120
2 参加しなかった 10 5 4 3 22 17 22 22 27 20 18
3 説明会がなかった 6 1 8 8 23 13 18 19 17 24 21

無回答 0 0 0 0 0 0 0 0
合計 40 39 39 40 158 160 160 162 161 159 159

最も参考になったもの M科 E科 C科 Z科 H17 H16 H15 H14 H13 H12 H11
1 資料 9 7 8 5 29 39 35 41 40 54 59
2 ビデオ 5 9 6 6 26 22 31 18 16 9 21
3 高専の先生の説明 10 18 16 20 64 71 52 64 59 56 42

合計 24 34 30 31 119 132 118 123 115 119 122

体験入学 M科 E科 C科 Z科 H17 H16 H15 H14 H13 H12 H11
1 参加した 30 35 30 35 130 139 120 123 111 114 109
2 参加しなかった 10 4 10 5 29 21 35 39 50 45 50

合計 40 39 40 40 159 160 155 162 161 159 159

参加しなかった理由 M科 E科 C科 Z科 H17 H16 H15 H14 H13 H12 H11
1 遠距離のため 0 3 2 5 4 7 9 12 16 6
2 学校行事のため 4 2 1 7 1 3 1 6 5 13
3 知らなかった 2 4 2 8 5 14 14 10 9 13
4 その他 3 1 3 3 10 7 6 12 22 15 16

無回答 0 0 0 0 0 1 2
合計 9 5 10 6 30 17 30 36 50 46 50

実施時期 M科 E科 C科 Z科 H17 H16 H15 H14 H13 H12 H11
1 早すぎる 7 4 8 8 27 32 25 27 32 25 21
2 丁度よい 29 32 28 31 120 115 123 119 118 117 121
3 遅すぎる 3 2 4 1 10 9 5 9 7 6 7

無回答 1 2 0 0 3 4 0 7 0 11 6
合計 40 40 40 40 160 160 153 162 157 159 155

卒業後の進路 M科 E科 C科 Z科 H17 H16 H15 H14 H13 H12 H11
1 就職 20 20 18 20 78 89 66 74 68 84 73
2 大学編入 8 11 16 15 50 45 56 50 67 50 52
3 専攻科 14 9 4 8 35 26 27 35 23 23 36
4 自営・その他 0 1 0 0 1 1 3 3 3 2 1

無回答 0 0 0 2 0 0 2
合計 42 41 38 43 164 161 152 164 161 159 164

Ｍ科は１と２の両方回答

現在の気持ち M科 E科 C科 Z科 H17 H16 H15 H14 H13 H12 H11
1 満足している 15 7 10 17 49 37 44 42 32 40 36
2 まずまず満足している 12 14 12 6 44 57 60 71 68 51 62
3 不安である 12 18 16 14 60 55 52 43 55 60 57
4 後悔している 1 2 3 6 12 4 11 9 8 6

無回答 1 1
合計 40 40 40 40 160 161 160 167 164 159 161

17.高専に入学した現在の気持ち

4.その他の内容

13.参加しなかった理由

Ｍ科は２と３の両方に回答、Ｅ科は１名無回答、Ｃ科は３と４に回答

16.高専卒業後の進路

15.体験入学についてのご意見
・もっと詳しく説明して欲しい（Ｍ）１つ１つ説明してくれたのでとてもわかりやすかった。（Ｍ，Ｅ）もう少し遅く実施して欲し
い（Ｍ）・もっと隅々まで見たかった。（Ｍ）・授業の体験ができて良かった（Ｅ）・自分で好きな実験ができて良かった（Ｅ）・
体験実習のもう少し詳しい説明が欲しかった（Ｃ）・実験などができておもしろく入りたいという気持ちも強くなった（Ｃ）・高
専に入りたいと思った（Ｃ）・もう少し涼しい時期にして欲しい（Ｃ）・今のままでいい（Ｚ）・楽しかった（Ｚ）・１～３年のクラス
を見学できればよかった（Ｚ）・先輩が優しく押してくれたので良かった（Ｚ）遠方から来る人もいるので土・日に実施したら
よい（Ｚ）・体育祭の総合練習とちょうど日が重なっていたので調節してもらいたい（Ｚ）

10.進学説明会で最も参考になったもの

11.進学説明会についてのご意見

９.高専進学説明会

ビデオが古い（M)・県外でもしてほしい（M)・機会と電気の比較例をもう少し詳しく（M)・わかりやすかった
（M)・どの科がどんなことをするのかもっと詳しく説明してほしかった（E)・部活の成績などもパンフレット
に載せたらいい（E)・説明を聞いて興味がわいた（E)・べでおの映像が荒く見えにくかったので、もう少しき
れいな映像にしたらいい（E)・面白くテンポよく話をしてもらいたかった出ないと眠くなる（C)高専に入る
きっかけにもなりよかったと思う（C)・高専は説明よりもいい学校と思うのでもっとアピールしてもいいと思
う（Z)・参加人数を増やしてほしい（Z)・もう少しビデオを生かしたらいいと思う（Z)詳しかった（Z)・遅刻
してきたので余裕を持ってきてほしかった（Z）

・病気のため(M1)

14.体験入学の実施時期

12.昨年度の体験入学への参加

 
・楽しくわかりやすい授業にして欲しい（Ｍ，Ｅ）・うるさい学生には厳しく対応して欲しい（Ｍ）・実習を
増やして欲しい（Ｍ）・５年間ちゃんと勉強について行き，卒業できるようにがんばりたい（Ｅ）・専門的な
知識を沢山得たい（Ｅ）・技術的なこと，一般科目，両方の深い勉強がしたい（Ｅ）・ふつうの高校では教え
てもらえないような高専らしい教育をがんがんやってもらいたい（Z)・授業をもう少しゆっくり進めてほしい
（Z)・60点は厳しすぎる50点にしてほしい（Z)・勉強がわかるようにわかりやすい授業説明をお願いしたい
（Z)・色々な行事を作ってほしい（Z)・部活は土・日を休みにしてほしい（Z)・休み時間が短い（Ｅ）・昼休
みをもう少し（５分くらい）のばして欲しい（Ｃ）・数Ｂの授業をもう少しゆっくりお願いします（Ｃ）・末
永く見守って欲しい（Ｃ）・博士になる（Ｃ）・女子が少なすぎる（Ｍ）・女子がなじみやすい環境にして欲
しい（Ｅ）・寮での時間規制がちょっときつい（Ｍ）・寮が汚いので，各自自分の部屋を掃除する時間を作っ
て欲しい（Ｃ）・寮の食事をもう少し遅くまで（Ｍ）・冷水器をつけて欲しい（Ｍ）・入浴・食事の時間を延
長して欲しい（Ｅ）・コアタイムを短くして欲しい（E,Z)・携帯ゲームの持ち込み可にして欲しい（Ｅ）・軽
音部を再開して欲しい（Ｍ）・留年させないで，５年で卒業させてください（Ｚ）・寮の門限をもう少し延ば
してほしい（Z)

18.高専に望むことは

（資料 4-2-②-1）「新入生アンケート調査」 

（出典 平成17年度 高知高専新入生アンケート調査結果資料より抜粋） 
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観点４－３－①： 実入学者数が，入学定員を大幅に超える，又は大幅に下回る状況になっていな

いか。また，その場合には，これを改善するための取組が行われるなど，入学定

員と実入学者数との関係の適正化が図られているか。 

 
（観点に係る状況） 
過去５年間の入学者選抜状況（志願

者数，入学者数）を（資料4-3-①-1）
に示す。本科の入学定員は，各学科と

も40名である。平成13年の機械工学科
で41名となっているが，その他はすべ
て40名で定員どおりである。専攻科が
本校に設置されてから現在までの入学

状況を（資料4-3-①-2）に示す。      
機械・電気工学専攻が定員８名の

ところ９名～11名，物質工学専攻が
定員４名のところ４名～7名 ，建
設工学専攻が定員４名のところ５名

～８名であり，定員オーバーがある

ものの下回る状況にはなっていない。 
 
（分析結果とその根拠理由）  
現在は，本科については定員どおりであり全く問題ない。専攻科では，本科での卒業研究を引き継

いで専攻科学生が取り組むケースが多いが，入学定員を多少超えても専攻科担当教員が指導できる状

況にあり問題ない。ただし，本校では，全専攻課程が JABEEの認定評価を受けてパスしており，今
後，専攻希望学生が益々増えることが予測され，定員増加を含めた今後の対応検討も必要となろう。 
以上のことより，入学定員と実入学者数との関係は適正である。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  
・広範にわたる学校の広報活動を展開し，受験生に「本校の期待する学生の姿」を明示し，多様な

選択方法により多様な学生を入学させ学校に活気をもたらしている。 
・推薦による選抜では，準学士課程，専攻科課程ともに学生の主体的な学習意欲に重点を置く小論

文，面接，受験者の出身校での評価を記載した調査書等で総合的に判断している。 

 
（改善を要する点）  
・入学生がアドミッション・ポリシーに沿っているかを推薦入学生と学力入学生にわけ追跡調査な

ど行うなど，さらに検証を行う必要がある。 

 

（資料 4-3-①-1）「本科最近５年間の入学者選抜状況」 

（資料 4-3-①-2）「本科最近５年間の入学状況」 

（出典 高知高専ガイド 2006 P.20） 

出典 高知高専ホームページ専攻科 
http://www.kochi-ct.ac.jp/senkoka/senkoka.htm 
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（３）基準４の自己評価の概要 
本科，編入学者，専攻科のアドミッション・ポリシーが明確に定められ，本科の選抜方法及びアド

ミッション・ポリシーは「学生募集要項」及び「中学生のみなさんへ 高知高専ガイド」で，編入学

者選抜方法及びアドミッション・ポリシーは「編入学学生募集要項」で，専攻科の選抜方法及びアド

ミッション・ポリシーは「専攻科学生募集要項」で，学校の教職員に周知されている。また，将来の

学生を含め社会に公表されている。 

推薦入試については，面接内容をアドミッション・ポリシーに沿って分類した学科毎の面接を実施

して，アドミッション・ポリシーに沿った学生の選抜に努めている。一方，本校本科の学力入試は全

国一律の選抜方法に則っており，アドミッション・ポリシーに沿った選抜を行うことには限界があり，

更なる工夫が必要である。 
中学生，保護者及び中学校教員，入学者全員に対してアンケート調査を実施し集計し，その結果を

入学者選抜の改善に役立てている。ただし，入学者数の確保に主眼をおいており，今後入学に至らな

かった生徒の意見や，入学者の追跡調査等も必要と考える。 
現在は，本科については定員どおりであり全く問題ない。専攻科では，本科での卒業研究を引き継

いで専攻科学生が取り組むケースが多いが，入学定員を超えても専攻科担当教員が指導できる状況に

あり問題ない。 
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基準５ 教育内容及び方法 
（１）観点ごとの分析 
＜準学士課程＞ 
観点５－１－①： 教育の目的に照らして，授業科目が学年ごとに適切に配置（例えば，一般科目

及び専門科目のバランス，必修科目，選択科目等の配当等が考えられる。）され，

教育課程の体系性が確保されているか。また，授業の内容が，全体として教育課

程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成するために適切なものになっている

か。 
（観点に係る状況） 
 授業科目の学年ごとの配置一覧資料として，「学則第 14 条の別表１」（資料５－１－①－１）があ
る。これは，一般科目および各学科専門科目ごとに，カリキュラムとして各学年で履修する授業科目

とその単位数，および必修科目と選択科目の区分が示されている。本規則は，他の規則や心得ととも

に「学生便覧」としてまとめられ，毎年全学生に配付されている。また，同様のものが本校ホームペ

ージで公開されている。 
 教育課程の体系性一覧資料とし，各学科ごとの学習教育目標に沿った「授業科目関連図」がある。

これは５年間で学ぶ全ての授業科目について，一般科目から専門科目までの関連を図で表したもので

ある。 
 授業内容はシラバスに記載されている。シラバスには科目ごとに，授業目標，授業の計画・方法等，

到達目標，成績評価の方法・基準が示されている。シラバスは年度最初の授業で担当教員が説明する

ほか，授業科目関連図（資料５－１－①－２）も入れた，全科目のシラバスを１冊にまとめたものを，

毎年全学生に配付している。シラバスと授業科目関連図は，ホームページからも見ることができる。

さらに，各科目ごとに，教材，使用したプリント，試験問題，答案，成績評価がひとつのボックスに

保管され，関係者は閲覧できる。 
 
 
 
（分析結果とその根拠理由） 
 一般科目および専門科目の年間配分は，各学科の学習教育目標に沿って設定されたものであり，そ

の授業科目関連図から教育課程の体系化が確保されていることが明らかである。教育課程の編成の趣

旨に沿って，教育の目的を達成するために，各授業科目内容がシラバスに記載されている。各授業科

目の教科書，参考書，定期試験の答案，レポート等を保管しており，授業内容及び成績評価がシラバ

スどおりに実施されていることが検証可能になっている。よって，授業内容は教育課程の編成の趣旨

に沿って，教育の目的を達成するために適切なものになっている。 
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資料５－１－①－１ 学則・別表１ 一般科目  資料５－１－①－１学則・別表１ 機械工学科 

   
 

資料５－１－①－１ 学則・別表１ 電気工学科  資料５－１－①－１学則・別表１ 物質工学科 
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資料５－１－①－１ 学則・別表１ 建設システム工学科 
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資料５－１－①－２ 平成 17年度シラバス抜粋 授業科目関連図 機械工学科 
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資料５－１－①－２ 平成 17年度シラバス抜粋 授業科目関連図 電気工学科 
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資料５－１－①－２ 平成 17年度シラバス抜粋 授業科目関連図 物質工学科 
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資料５－１－①－２ 平成 17年度シラバス抜粋 授業科目関連図 建設システム工学科 
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観点５－１－②： 学生の多様な二一ズ，学術の発展動向，社会からの要請に対応した教育課程の編

成（例えば，他学科の授業科目の履修，他高等教育機関との単位互換，インターン

シップによる単位認定，補充教育の実施，専攻科教育との連携等が考えられる。）に

配慮しているか。 

（観点にかかわる状況） 
 本校「大学等における学修に関する規程」（資料５－１－②－１）では，他高専，短大，大学，外国

の高校，大学での学修で単位認定が可能である。また，文部科学大臣が定める認定技能審査として，

実用英語技能検定，工業英語技能検定，ラジオ音響技能検定，ディジタル技能検定の合格に係る学修

も，単位認定している。 
 第４学年で実施している校外実習（資料５－１－②－２）は，夏季休業を利用して，会社などで実

務経験をすることにより，学校で習得した知識および技能を裏づけ，実践的・技術的感覚を養い，技

術者として，また社会人として自覚を持たせることを目的としている。 
 観点９－１－③で述べるように，本科卒業生・専攻科修了生へのアンケートや彼らの就職先企業へ

のアンケートを平成 13年度，16年度に実施し（資料９－１－③－３，４），社会からの要請に対応し
た教育課程の編成を行ってきている。また，外部評価機関として「参与の会」の意見も教育課程の編

成に反映している。例えば，平成 13 年度の企業アンケート結果（企業が新入社員に求める能力とし
て高専教育に取り入れるべきものとして）から，建設システム工学科では平成 14 年度から「建設社
会学」を新設した。また，建設システム工学科では学生からの要望の多い建築系科目を充実するため，

平成 13年度に「建築概論」を，平成 14年度に「建築設計」を，さらに平成 16年度から「建築計画」
を新設した。さらに，観点５－５－③で述べるように，専攻科において，「技術者倫理」を平成 13年
度からは特別研究の一部として，平成 15 年度からは必修科目として導入した。また，参与の会から
英語教育の充実に関する意見があり，平成 13年度からの専攻科「外国語特別講義」を平成 15年度に
「英語演習Ⅰ，Ⅱ」として必修科目とした。さらに企業・卒業生（修了生）アンケートの結果を，教

員各自で分析し社会の要請の一つとしてとらえ，担当科目の授業改善に役立てている。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
 他高等教育機関での学修の単位認定，校外実習による単位認定が，学校規則として整備されている。

また，専攻科教員は本科教員が兼ねており，専攻科教育との連携は十分実施されている。よって，学

生の多様な二一ズ，学術の発展動向，社会からの要請に対応した教育課程の編成に配慮している。 
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資料５－１－②－１：大学等における学修に関する規程 

   

 
資料５－１－②－２：校外実習の履修に関する規則 
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観点５－２―①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適切

であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされているか。

(例えば，教材の工夫，少人数授業，対話・討論型授業，フィールド型授業，情報機

器の活用，基礎学力不足の学生に対する配慮等が考えられる。) 

（観点にかかわる状況） 
 第１学年～第３学年での一般科目と専門科目は，第４学年以上の学習教育目標達成のための教育の

基礎となっている。そこでは，講義，演習，実験，実習，製図，情報処理等が配置されている。個々

の科目の教育内容は，シラバス（資料 ５－２―①－１）中の授業の目標等，授業計画・方法等で明

らかである。クラス担任は，年間４回の定期試験ごとの成績一覧表を保管し，成績不振者への指導が

実施される。 
 
 
（分析結果とその根拠理由） 
 カリキュラム設計では教育の目的に照らして，適切な授業形態が配慮されている。各授業はその教

育目的に照らして，授業担当教員がシラバスを作成し，教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫を

している。 
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資料 ５－２―①－１ 平成 17年度シラバス抜粋 一般科目 
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資料 ５－２―①－１ 平成 17年度シラバス抜粋 機械工学科専門科目 
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資料 ５－２―①－１ 平成 17年度シラバス抜粋 電気工学科専門科目 
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資料 ５－２―①－１ 平成 17年度シラバス抜粋 物質工学科専門科目 
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資料 ５－２―①－１ 平成 17年度シラバス抜粋 建設システム工学科専門科目 
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観点５－２－②： 教育課程の編成の趣旨に沿って，適切なシラバスが作成され，活用されているか。 

（観点にかかわる状況） 
 教育課程の編成はカリキュラム検討委員会で審議される。その趣旨に沿ったシラバス（資料 ５－

２―①－１）の記載内容は，教務主事から毎年雛形が提示され，それに基づいて授業担当教員が作成

している。シラバスの記載内容は，科目特性（科目番号，科目区分，科目名，授業形態，単位数，開

設学科，対象学生，週時間数，担当者，オフィスアワー，研究室，キーワード，JABEE 基準との対
応）に加え，授業目標，授業計画・方法，到達目標，成績評価の方法・基準，教科書・教材等となっ

ており，授業目標に対し達成すべき目標と達成度の評価基準・方法や関連科目を明確に記述するもの

である。教育課程における当該科目の位置づけ及び関連科目との連続性を受講学生が把握できるよう

にしている。 
年度末には，学生による授業評価アンケートが実施される。それには，シラバスどおりの講義が行

われたかも，質問事項になっており，その結果は学生にも公表される。 
 
 
（分析結果とその根拠理由） 
 教育課程の編成の趣旨に沿って，適切で記載内容が統一されたシラバスが作成され，活用されてい

る。 
 
 
観点５－２－③： 創造性を育む教育方法(PBL※などの工夫やインターンシップ※)の活用が行われて

いるか。 

（観点にかかわる状況） 
 創造性を育む授業として，設計製図，CAD，卒業研究によるものがある。卒業研究は第５年生時 8
単位あり，数名が一人の教員の指導を受け，少人数教育が実施されている。また，校外実習（資料 ５

－２―③－１）では，第４学年生に企業等における製造，設計，技術開発，工事等の実務の実態にふ

れ，学校で習得した知識および技能を裏付け，技術者としてまた社会人としての自覚を持たせるもの

である。校内での実習報告会，企業等による実習評定書を参考に，４日以上が１単位，８日以上が２

単位認定される。 
 
 
 
（分析結果とその根拠理由） 
 創造性を育む教育方法の活用が行われている。 
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資料 ５－２―③－１ 校外実習実施要領 
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観点５－３－①： 成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規定が組織として策定され，学生に周

知されているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，進級認定，

卒業認定が適切に実施されているか。 

（観点にかかわる状況） 
 進級基準，卒業基準は教務委員会で審議され主任会で承認され，「学則」および「教務内規」で開示

され，「学生便覧」の学生諸心得に記載されている。それらは他の規則とともに，学生便覧（資料５－

３－①－１，２）にまとめられ，毎年全学生に配付している。進級認定は進級判定会議，卒業認定は

卒業判定会議が年度末に全教員参加で開催され，審議される。そこでは，進級基準あるいは卒業基準

が，厳格に適用される。単位認定も同会議の審議を経て行われる。進級，卒業判定の資料となる，各

試験答案，レポート，成績評価資料は，授業担当教員によって５年間保管される。 
 
 
 
（分析結果とその根拠理由） 
 進級基準，卒業基準とも学生に周知されている。また，進級認定は進級判定会議，卒業認定は卒業

判定会議で，全教員によって審議され，適切に実施されている。 
 

資料５－３－①－１ 学生便覧 １．教務事項について (２)学業成績の評価 
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資料５－３－①－２ 学生便覧 １．教務事項について (３)進級および卒業 

 

 
 

観点５－４－①： 教育課程の編成において，特別活動の実施など人間の素養の涵養がなされるよう

配慮されているか。 

（観点にかかわる状況） 
 第１～３学年では，週１時間の特別活動がカリキュラムに組まれている。担任の話，スポーツ等と

ともに，主事室，外部講師による次のような講演も行われている。その内容は，性教育，薬物乱用防

止講話，交通安全教室，マナー教室等である。特別活動計画書（資料５－４－①－１）は半期ごとに

学年主任が作成し，最後にクラス担任が特別活動報告書（資料５－４－①－２）を作成し，教務主事

に提出する。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
 特別活動計画書より教育課程の編成において，人間の素養の涵養への取り組みがなされており，特

別活動報告書でそれが確実に実施されていることが確認できる。 
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資料５－４－①－１ 特別活動計画書 
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資料５－４－①－２ 特別活動報告書 
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観点５－４－②： 教育の目的に照らして，生活指導面や課外活動等において，人間の素養の涵養が

図られるよう配慮されているか。 

（観点にかかわる状況） 
 年度当初の教員会議で，担任としての心得，教務，学生生活，寮務関係の日常業務が示された「学

級担任の心得および業務」（資料５－４－②－１）が配付され，クラス担任はそれに基づき年間の業務

を行う。学生生活の留意事項が示されている「学生生活関係留意事項」（資料５－４－②－２）が同時

に配付され，教員はそれに基づき学生指導を行う。 
 学校行事とし，クラスマッチ，ロボコン，四国高専体育大会，四国高専総合文化祭，マラソン大会，

クラブリーダー研修が毎年，高専祭，体育祭が隔年ごとに実施される。それらは年度当初に配付され

る「行事予定表」（資料５－４－②－３）に期日が示され，その実施要領は学生生活委員会で審議され

る。競技結果は学生主事から全教員に報告され，クラス担任はそれをクラス学生に伝えている。 
 本校学生会体育局には 21クラブと５同好会，文化局には 14クラブと３同好会があり，それぞれに
１名以上の教員が顧問として就任している。顧問としての指導上の留意事項は年度当初の教員会議で

配付される「課外活動のしおり(顧問教員用)」（資料５－４－②－４）に示され，学生用には，学生会
組織，安全への心配り，活動時間，施設利用，合宿，対外行事，予算執行等について示された「課外

活動について」（資料５－４－②－５）が，クラス担任，クラブ顧問を通じて周知されている。また，

新入生へは高知高専クラブ紹介誌「Perfect World」（資料５－４－②－６）が配付されるともに，始
業式後にクラブ説明会が実施される。その後，所属クラブに登録し，それを集計した「クラブ登録一

覧表」（資料５－４－②－７），「クラブ顧問＆代表学生一覧」（資料５－４－②－８）が，学生主事か

ら全教員に報告されている。 
 
 
（分析結果とその根拠理由） 
 クラブ，学生会関係の学校行事には，全教員が積極的に参加しており，教育の目的に照らして，生

活指導面や課外活動等において，人間の素養の涵養が図られるよう配慮されている。 
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資料５－４－②－１ 教員会議資料「学級担任の心得及び業務」 

   
 

資料５－４－②－２ 教員会議資料「学生生活関係留意事項」 
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資料５－４－②－３ 行事予定表 
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資料５－４－②－４ 教員会議資料「課外活動のしおり(顧問教員用)」抜粋 

 
 

資料５－４－②－５ 「課外活動について」抜粋 
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資料５－４－②－５ 「課外活動について」抜粋 
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資料５－４－②－６ 高知高専クラブ紹介誌「Perfect World」抜粋 

 
 

資料５－４－②－６ 高知高専クラブ紹介誌「Perfect World」抜粋 
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資料５－４－②－６ 高知高専クラブ紹介誌「Perfect World」抜粋 
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資料５－４－②－７ クラブ登録一覧表 
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資料５－４－②－８ クラブ顧問＆代表学生一覧 
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＜専攻科課程＞ 
観点５－５－①： 準学士課程の教育との連携を考慮した教育課程となっているか。 
 
（観点に係る状況）  
 専攻科の授業科目は準学士課程の授業科目を基礎として，基礎知識の融合，より高度な内容への

発展，応用力の育成，などが図られるように構成・配置されている。専攻科の各授業科目と準学士

課程の授業科目の結びつきは，機械・電気工学，物質工学，建設工学の専攻ごとに明示されている。

(資料５－５－①－１～３) 
 
 
（分析結果とその根拠理由）  
準学士課程の授業科目との連携を考慮した教育課程になっている。専攻科授業科目と準学士課程

の授業科目間の関連は明確になっている。すべての専攻において，専攻科に配置される授業科目は

準学士課程における一般科目および各学科の専門科目を基礎として，高度化，統合化，応用化を目

指すもので，連続性を持たせた体系的な教育課程となっている。 
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資料５－５－①－１ 機械工学科・電気工学科と機械・電気工学専攻授業関連図 
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資料５－５－①－２ 物質システム工学科と物質工学専攻授業関連図 
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資料５－５－①－３ 建設システム工学科と建設工学専攻授業関連図 
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観点５－５－②： 教育の目的に照らして，授業科目が適切に配置（例えば，必修科目，選択科目等

の配当等が考えられる。）され，教育課程の体系性が確保されているか。また，授

業の内容が，全体として教育課程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成する

ために適切なものになっているか。 
 
（観点に係る状況）  
本校の専攻科の教育目的は，「実践的かつ創造的な研究開発能力を持つ高度な技術者を育成する」

ことである(資料５－５－②－１)。具体的な教育方針は(1)「実践的技術を駆使する研究開発能力，
創造性をもつ技術者の育成」，(2)「広い視野を持ち，国際性に優れ，協調性と指導力のある風格高
い人間・技術者の養成」，の2点から成り(資料５－５－②－２)，各専攻ではこの教育方針の下にそ
れぞれの専門分野を考慮した教育方針がたてられている(資料５－５－②－３～５)。これらの教育
方針を実践するために各専攻では具体的な学習・教育目標が掲げられている(資料５－５－②－６
～８)。専攻科の授業科目はこれらの学習・教育目標を達成するために必要な構成・配置が図られ
ている。まず授業科目は，一般科目，専門基礎科目，専門共通科目，専門科目に分類され(資料５
－５－②－９～１１)，それらの関連性と体系性が保たれている(資料５－５－②－１２～１４)。ま
た授業科目はその一般性，専門性に基づき必修科目，必修選択科目，選択科目に分類され配置され

ている(資料５－５－②－９～１１)。一般科目は主に必修科目，専門基礎科目は必修選択科目，専
門基礎科目および専門科目は選択科目に設定されている。ただし専門科目の中で重要な特別実験と

特別研究は必修科目である。すべての授業科目は６つの学習・教育目標ごとに分類・体系化されて

おり(資料５－５－②－１５～１７)，準学士課程からの連続性を保ちながら学年の進行とともに学
習・教育目標の達成が図られるようになっている。 
 専攻科の目的である「実践的かつ創造的な研究開発能力」を育むために全専攻で１年，２年とも

に特別実験と特別研究を配当している。機械・電気工学専攻では機械工学と電気工学の両分野に共

通する関連科目を配置し，機械工学と電気工学の融合を図っている。 
 
 
（分析結果とその根拠理由）  
本校専攻科の教育目的である「実践的かつ創造的な研究開発能力を持つ高度な技術者の育成」を

達成するために，各専攻では具体的な学習・教育目標を定め，これに対応するように授業科目の内

容を決定し，目標に到達するために段階的な履修が可能となるように，各授業科目を適切に配置し

ている。 
以上のことから，本校の専攻科課程では，教育の目的に照らして，授業科目が適切に配置され，

教育課程の体系性が十分に確保されている。また，授業の内容が，全体として教育課程の編成の趣

旨に沿って，教育の目的を達成するために適切なものになっている。 
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資料５－５－②－１ 専攻科の教育目的 
 
本校専攻科は，高等専門学校などの高等教育機関において，工学の基礎と実践的技術を修得した者

に対して，さらに 2 年間の高度で専門的な技術・学問を教授することによって，実践的かつ創造的な研究

開発能力を持つ高度な技術者を育成することを目的とします。 

 
（出典 平成１７年度専攻科学生の手引き）

資料５－５－②－３ 機械・電気工学専攻の教育方針 
 
機械，電気の技術分野は高度化，専門化するとともに，両分野の技術の融合化も進んでいます。ロボ

ティクスやメカトロニクスに代表されるこれら技術の融合化の例として，人間の頭脳と知覚，認識を持った

知能ロボットの研究や，危険環境における作業ロボットの開発，生産ラインの自動化技術の開発などが

あげられます。 

 本専攻では，高専本科の機械工学科及び電気工学科のカリキュラムの上に立って，両分野に共通する

関連科目を中心に機械工学，電気工学のより高度な専門的知識と技術分野を教授します。これにより

“機械の知能的な制御”をキーワードとした両分野の学際的素養を有する，創造性豊かで実践力のある

技術者を育成します。 

 
（出典 平成１７年度専攻科学生の手引き）

資料５－５－②－２ 専攻科の教育方針 
 
(1) 実践的技術を駆使する研究開発能力，創造能力をもつ技術者の育成  

(2) 広い視野をもち,国際性に優れ，協調性と指導力のある風格の高い人間・技術者の養成 

 
（出典 平成１７年度専攻科学生の手引き）
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資料５－５－②－４ 物質工学専攻の教育方針 
 
現在の高度技術社会は，優れた特性を持つ物質や材料などの高付加価値製品の創製によって可能と

なりました。これらの新物質や機能性材料は主に化学的技術によって製造され，最近は微生物を利用し

たバイオ技術による有用物質の生産も実用化されています。また，環境対策やクリーンエネルギーの創

出，資源リサイクルにも化学やバイオ技術の果たす役割が高くなっています。 

 本専攻では，物質工学科を卒業した学生に対して更に 2 年間，化学やバイオ技術ならびに環境技術に

関する基礎及び専門科目を教授し，上記のような期待に応えうる高度な知識と技術を備えた創造的技術

者を育成します。 

 
（出典 平成１７年度専攻科学生の手引き）

資料５－５－②－５ 建設工学専攻の教育方針 
 
近年，建設工学の分野においては，自然環境と融合した地球規模の幅広い思考ができ，技術のより

一層の複合化・多様化・高度化・国際化などに対応できる技術者の育成が望まれています。 

 本専攻では，高専本科の建設システム工学科の授業科目を基礎にして，広範囲にわたる力学系科目

を中心とし，環境・防災・情報を考慮した専門基礎及び応用科目を教授し，計画・設計・施工・管理を系統

的かつ効率的に判断できる能力を持った創造力溢れる総合建設技術者や開発研究型の人材を育成し

ます。 

 
（出典 平成１７年度専攻科学生の手引き）
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資料５－５－②－６ 機械・電気工学専攻の学習・教育目標 
 
１ 基本的人格と社会的責任（技術者倫理）  
 (A)社会との関わりに配慮した，徳性豊かで風格高い人間・技術者  

①地球環境と人間社会の相互関係を認識し，技術的活動が環境に与える影響について理解できること  

②人間社会の要素である経済・文化・宗教について認識し，地球規模での人間・文化・技術的活動の依存関

係を理解できること  

③技術的活動における数多くの問題事例を討論し，疑似体験等を通して技術者の社会的責任を理解できるこ

と 

 
２ 基礎的技術の修得と専門的技術の活用（技術者知識）  
 (B)早期一貫教育による数学・自然科学や機械工学または電気工学に関する専門的な知識・技術  

①数学の基礎知識をもとに，応用数学，代数・幾何や解析学に関する知識を理解しそれらを応用できること 

②物理，化学等の基礎知識をもとに，物理学に関する知識を理解し応用できること，また，化学，生命科学

等の自然科学に関する知識の理解を広げること  

③機械工学か電気工学のいずれかの各分野における専門的基礎知識・技術を理解・修得すること  

④機械工学と電気工学の融合領域を学ぶための専門基礎となる機械工学概論，電気工学概論・電子工学概論，

制御工学，情報処理や実験科目に関する知識・技術を理解・修得すること 

 

(C)実験・実習を重視して培われた実践的技術  
①具体的な現象に対して，装置などを用いて適切なデータ収集・処理ができること。さらに，得られた結果を，専門的

知識や方法により分析し，考察できること  

②技術的問題解決の方法や結果・考察について，適切な方法や手段を選び，第三者に対して要領よく正確に説明

できること 

 

(D)環境，福祉等の地域のニーズに対応できるエネルギー，制御・情報，設計を含む機械・電気を融合した知
識・技術  

①環境問題の改善に役立つエネルギーに関連した知識・技術を学習し，環境分野に関連した技術的な要請や課題

に適用できること  

②福祉の増進に役立つ制御・情報に関連した知識・技術を学習し，福祉分野における技術的な要請や課題に適用

できること  

③機械と電気の融合，複合領域における技術的な要請や課題に対し，幅広い視点に立った設計に関わる知識・技

術を適用できること 

 

(E)世界に飛躍するために必要な基礎的語学力やコミュニケーション能力  
①日本語でわかりやすく実用的な文章が書けること。また，相手の話を正しく理解し，それに適切に応答できること。

さらに自分の考えを相手に正しく伝えられること  

②英語の基本構造(文法)を確実に身に付け，一般的および専門的な英文も辞書さえあれば「読み」，｢書き｣できるこ

と  

③英語による技術的な内容に関するコミュニケーションに積極的になれること  

④外国語の勉強を通して，日本語との発想や論理の違いを理解し，異文化に触れ，国際的に通用する視点を持つ

こと 

 
３ 豊かな創造力と行動力（技術者能力）  
 (F)豊かな創造力・指導力を持ち，技術的諸問題を主体的に解決する能力  

①機械工学及び電気工学に関する専門的知識や実践的技術を基礎として，学術的な研究課題に対する自主的な

調査・計画・研究等を通して，継続的に技術的問題に取り組めること  

②機械工学または電気工学に関する基本的な専門知識の上に，より高度で専門的な機械工学及び電気工学に関

する総合知識を理解し，技術的諸問題に自ら取り組み解決できるように，実際のデータ処理や解析・考察を通じて実

践できること  

③機械工学及び電気工学に関する専門的問題に対して柔軟に対応でき，系統的にまとめられること  

④要求される課題に対して必要な技術や科学を使いこなすことのできる豊かな創造力と企画力を持つこと 

（出典 平成１７年度専攻科学生の手引き）
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資料５－５－②－７ 物質工学専攻の学習・教育目標 
 
１ 基本的人格と社会的責任（技術者倫理） 
(A)人間生活と自然環境との調和の重要性を理解し，社会に対して責任を持つことのできる風格高い
人間・技術者 

(1)地球環境との関わりの中で科学技術のあり方を学び，法律，経済，価値観，文化など幅広い教養基礎知識を

理解し，相互理解を深めること 

(2)技術者の社会的責任を，数多くの問題事例，疑似体験等を通して理解すること 

 
２ 基礎的技術の修得と活用（技術者知識） 
(B)早期一貫教育による数学，自然科学，情報技術や化学及び生物に関する専門基礎知識 

(1)７年一貫教育として低学年から継続的な数学および物理の基礎を理解し，さらに応用力をつけること 

(2)情報技術の基礎知識を理解し，さらに応用力をつけること 

(3)単位，化学量論，移動現象などの化学工学の基礎を理解し，さらに応用力をつけること 

(4)化学及び生物に関する基礎的な専門知識を理解すること 

 

(C)実験・実習を重視した実践的技術 
(1)７年一貫教育として低学年から継続的に実践的技術を習得すること  

(2)高度な専門分野の実践的技術を習得すること  

 

(D)地域の特性を生かした，新素材・バイオ・環境保全・情報などに関する専門応用知識 
(1)新素材，生物工学および環境工学に関する知識や技術を習得すること  

(2)情報技術を化学および生物分野へ応用する能力を身につけること  

(3)これらの専門知識・技術と地域特性の融合について学習すること  

 

(E)日本語による記述力やプレゼンテーション能力，さらに世界に飛躍するために必要な英語による
コミュニケーション能力 

(1) 日本語の体系的な記述方法やコミュニケーション能力の基礎を身につけ，さらにプレゼンテーション能力やコ
ミュニケーション能力を向上させること  

(2) 専門英語文献の講読を念頭においた英語の基礎を理解し，「聞く」，「読む」の技能に重点をおいて TOEIC テ
ストに対応できる実践的な英語能力を身につけ，「話す」，「聞く」に焦点をあて英語によるコミュニケーション能力

の向上を目指すこと  

(3) 学術的な研究課題を総合的にまとめ，論理的な記述力を高めること  
 

３ 豊かな創造力と行動力（技術者能力） 
(F) 豊かな創造力を持ち技術的諸問題を主体的に解決する能力と，技術者として地域社会へ積極的
に貢献する行動力 

(1) 新素材・バイオ・環境保全・情報などに関する専門的知識や実践的技術を基礎として，学術的な研究課題に
対する自主的な調査・計画・研究などを通してデザイン能力とマネージメント能力を養い，さらに継続的に技術的

問題に取り組めること  

(2) 化学および生物に関する基本的な専門知識の上に，より高度で専門的な総合知識を理解し，技術的諸問題
に自主的に取り組み解決できるように，実験データの処理や解析・考察を通じて実践できること（自主的な学習能

力）  

(3) 新素材・バイオ・環境保全・情報などに関する専門的問題に対して柔軟に対応できる能力や系統的にまとめ
る能力を身につけること（継続的な学習能力）  

(4) 卒業研究，特別研究などを通して，地域社会から要求される課題に対して必要な専門知識や技術を使いこ
なすことのできる豊かな創造力および企画力，行動力を養い，与えられた制約の下で計画的に仕事を進め，まと

められること  

（出典 平成１７年度専攻科学生の手引き）
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資料５－５－②－８ 建設工学専攻の学習・教育目標 
 
１．基本的人格と社会的責任（技術者倫理） 
(A)社会との関わりに配慮した，徳性豊かで風格高い人間・技術者 
• 地球環境との関わりの中で科学技術のあり方を学び，法律，経済，価値観，文化など幅広い教養基礎知識を理解

し，相互理解を深めること 

• 技術者の社会的責任を，数多くの問題事例，疑似体験等を通して理解すること 

 

２．基礎的技術の修得と活用（技術者知識） 
(B)早期一貫教育による数学・自然科学や専門基礎に関する知識 
• ７年一貫教育として低学年から継続的な数学知識と応用を理解すること 

• 自然科学の基礎から物理学的素養を中心とした継続的な自然科学知識を理解すること 

• 建設工学の専門的基礎知識を理解すること 

• 幅広い分野での物理現象の応用理解を深めること 

 

(C)実験・実習を重視した実践的技術 
• ７年一貫教育として低学年から継続的に実践的技術を習得すること 

• 高度な専門分野の実践的技術を習得すること 

 

(D)地域特性を生かした環境・防災・情報などを含む総合的知識 
• 低学年から継続的に最新情報技術の基礎知識を習得すること 

• 高知県地域に必須の環境・防災・情報等の知識を総合的に学ぶこと 

• 専門的知識や防災に関する知識を系統的に理解すること 

• 幅広い工学基礎知識を理解すること 

 

(E)世界に飛躍するために必要な基礎的語学力やコミュニケーション能力 
• 実用的な日本語の体系的な記述方法や日本語によるコミュニケーション能力の基礎を身につけ，プレゼンテーショ

ン能力やコミュニケーション能力を向上させること 

• 英語表現を基礎にして，専門英語文献の購読を念頭においた英語基礎構造を理解すること 

• 「聞く」，「読む」の技能に重点をおいて TOEIC テストに対応できる実践的な英語能力を身につけること 

• 「話す」，「聞く」に焦点をあてた英語によるコミュニケーション能力の向上を目指すこと 

• 中国語及びドイツ語の学習により，英語とは異なる言語の基礎とその基底にある文化・社会について広い視野から

触れること 

• 学術的な研究課題を総合的にまとめ，論理的な記述力を高めること 

 

３．豊かな創造力と行動力（技術者能力） 
(F)豊かな創造力・指導力を持ち，技術的諸問題を主体的に解決する能力 
• 専門的知識や実践的技術を基礎として，学術的な研究課題に対する主体的な調査・計画・研究等を通して，積極的

に技術的問題に取り組む能力を養うこと 

• 基本的な専門知識の上に，より高度で専門的な総合知識を理解し，技術的諸問題に自らが主体的に取り組み解決

できるように，実際のデータ処理や解析・考察を通じて実践すること 

• 専門的問題に対して柔軟に対応できる能力や系統的にまとめる力を身につけること 

• 要求される課題に対して必要な技術や科学を使いこなすことのできる豊かな創造力と企画力を養うこと 

 

（出典 平成１７年度専攻科学生の手引き）
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資料５－５－②－９ 機械・電気工学専攻の開講科目一覧 

 

（出典 平成１７年度専攻科学生の手引き）
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資料５－５－②－１０ 物質工学専攻の開講科目一覧 

（出典 平成１７年度専攻科学生の手引き）
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資料５－５－②－１１ 建設工学専攻の開講科目一覧 

 

（出典 平成１７年度専攻科学生の手引き）
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資料５－５－②－１２ 機械・電気工学専攻の授業科目関連図 

 

（出典 平成１７年度専攻科学生の手引き）
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資料５－５－②－１３ 物質工学専攻の授業科目関連図 

 

（出典 平成１７年度専攻科学生の手引き）
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資料５－５－②－１４ 建設工学専攻の授業科目関連図 

 

（出典 平成１７年度専攻科学生の手引き）
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資料５－５－②－１５ 機械・電気工学専攻の学習・教育目標を達成するための授業科目の流れ 

 
（出典 平成１７年度専攻科学生の手引き）
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資料５－５－②－１６ 物質工学専攻の学習・教育目標を達成するための授業科目の流れ 

（出典 平成１７年度専攻科学生の手引き）
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資料５－５－②－１７ 建設工学専攻の学習・教育目標を達成するための授業科目の流れ 

 

（出典 平成１７年度専攻科学生の手引き）
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観点５－５－③： 学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程

の編成（例えば，他専攻の授業科目の履修，他高等教育機関との単位互換，イン

ターンシップによる単位認定，補充教育の実施等が考えられる。）に配慮している

か。 
 
（観点に係る状況）  
学問的動向，社会からの要請等に対応するために，本校専攻科では他専攻の授業科目の履修や放

送大学を含む他の高等教育機関の授業科目の履修を認めている(資料５－５－③－１～５)。他の高
等教育機関で認定された単位は１６単位を越えない範囲で専攻科における修得単位とみなせるよ

うになっている。 
また，社会からの要請に対応することを目的として「専攻科インターンシップ」を平成１５年か

ら実施している。専攻科インターンシップは２年次の特別研究の一環として，地元企業との産学協

同教育プログラムとして実施されている(資料５－５－③－６～１０)。専攻科インターンシップは
単なる企業実習ではなく，企業が直面している課題の解決を目指して，本校教員と専攻科生が企業

の技術者と共同で２～４ヶ月もの長期間取り組む，課題解決型の教育プログラムである。 
さらに英語力向上(TOEIC対策)に対する学生のニーズに応えるために，年２回TOEIC試験の受

験を義務付けており，そのために英語の補習授業およびTOEIC模擬試験を専攻科学生対象に行っ
ている(資料５－５－③－１１～１２)。 
観点９－１－③で述べるように，本科卒業生・専攻科修了生へのアンケートや彼らの就職先企業

へのアンケートを平成13年度，16年度に実施し（資料９－１－③－３，４），社会からの要請に対
応した教育課程の編成を行ってきている。また，外部評価機関として「参与の会」の意見も教育課

程の編成に反映している。例えば，観点５－１－②で述べたように，平成13年度の企業アンケート
結果（企業が新入社員に求める能力として高専教育に取り入れるべきものとして）から，建設シス

テム工学科では平成14年度から「建設社会学」を新設した。また，建設システム工学科では学生か
らの要望の多い建築系科目を充実するため，平成13年度に「建築概論」を，平成14年度に「建築
設計」を，さらに平成16年度から「建築計画」を新設した。さらに，専攻科において，「技術者倫
理」を平成13年度からは特別研究の一部として，平成15年度からは必修科目として導入した。ま
た，参与の会から英語教育の充実に関する意見があり，平成13年度からの専攻科「外国語特別講義」
を平成15年度に「英語演習Ⅰ，Ⅱ」として必修科目とした。さらに企業・卒業生（修了生）アンケ
ートの結果を，教員各自で分析し社会の要請の一つとしてとらえ，担当科目の授業改善に役立てて

いる。 
 

（分析結果とその根拠理由）  
他専攻の授業科目の履修や大学等における授業の履修が認められており，学生の多様なニーズ，

学術の発展動向に配慮した制度が整っているが，放送大学の例を除いて履修および単位認定の実績

がなく，有効に活用されているとは言えない。専攻科インターンシップは地元企業との共同研究的

な側面を持たせた実践的な教育プログラムで，様々な企業からの要請に応えると同時に，派遣され

た専攻科生に対して大きな教育効果を上げている。ただ，企業側の様々なニーズに必ずしもすべて

対応できる状況にはなく，そのためこれまでの実施実績は年２件にとどまっている。一方社会から
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の要請等に対応してTOEIC受験を義務付けておりそのために必要な補習授業を行っている。これ
は専攻科生の英語力向上に結び付いており，就職や大学院進学時に役に立っている。 
以上のように，学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程の

編成に配慮されている。 
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資料５－５－③－１ 他専攻の授業科目および他の教育施設の授業科目の履修 

 （他専攻の授業科目の履修） 
第１２条 本校の他専攻で開設されている選択科目の履修を希望する者は，授業担当教員及び関

連専攻主任の許可を得たうえで，履修届を事前に校長に提出しなければならない。なお，その

授業科目を履修のうえ修得した単位は，８単位を超えない範囲で，専攻科における授業科目の

履修とみなし，単位の修得を認定することができる。 

 
 （他の教育施設の授業科目の履修） 
第１３条 他の高等専門学校の専攻科及び大学等（以下「大学等」という。）で開設されている

授業科目の履修を希望する者は，高知工業高等専門学校大学等における学修に関する規程（平

成６年１２月８日制定）に基づき，「大学等における学修許可願」を，校長に提出しなければ

ならない。なお，その授業科目を履修のうえ修得した単位は，１６単位を超えない範囲で，専

攻科における授業科目の履修とみなし，単位の修得を認定することができる。 

（出典 高知工業高等専門学校専攻科の履修等に関する規程）

資料５－５－③－２ 放送大学で修得した単位の認定 

 

（出典 平成１７年度専攻科学生の手引き「履修要領」）
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資料５－５－③－３ 大学等における学修に関する規程 

高知工業高等専門学校大学等における学修に関する規程 
 （趣旨） 
第１条 高知工業高等専門学校学則の第１４条の２，第１４条の３及び第２７条の２に規定する

本校以外の教育施設等における学修（以下「大学等における学修」という。）については，こ

の規程の定めるところによる。 
 （大学等における学修） 
第２条 大学等における学修とは，次の各号の一に掲げる学修をいう。 
 (１) 他の高等専門学校における学修（学則第１４条の２） 
 (２) 大学又は短期大学における学修（学則第１４条の３） 
 (３) その他文部科学大臣が別に定める学修（学則第１４条の３） 
  ① 大学の専攻科又は短期大学の専攻科における学修 
  ② 高等専門学校の専攻科における学修 
  ③ 専修学校の専門課程のうち修業年限が２年以上のものにおける学修で，本校において高

等専門学校教育に相当する水準を有すると認めたもの 
  ④ 青少年及び成人の学習活動に係る知識・技能審査事業の名称等に関する省令（平成１２

年文部省令第４９号）第１条に規定する認定技能審査の合格に係る学修で，別表に掲げる

もの  
 (４) 外国の高等学校又は大学における学修（学則第２７条の２） 
 （学修手続） 
第３条 学生は，大学等における学修を行おうとするときは，大学等における学修許可願（様式

１）に，その学修の許可及び内容を証明する書類を添えて，校長に提出するものとする。 
 （単位認定申請） 
第４条 学生は，大学等における学修を行い，単位の認定を受けようとするときは，大学等にお

ける学修単位認定申請書（様式２）に，その学修を証明する単位修得証明書，成績証明書又は

合格証明書等を添えて校長に申請するものとする。 
 （修得単位の取扱い） 
第５条 修得単位は，単位修得の認定申請を行った年度に在籍する学年の当該年度の単位とする。

 

（出典 高知工業高等専門学校大学等における学修に関する規程）
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資料５－５－③－４ 大学等における学修許可願 

           

 
大学等における学修許可願 

 
平成  年  月  日

 
高知工業高等専門学校長 殿 

 
                    学 科 
                    学 年 
                    氏 名             印 
 
 下記のとおり高知工業高等専門学校以外の教育施設等において学修したいので，ご許可くださ

るよう関係書類を添えてお願いします。 
 

記 
 
１．教育施設等の名称 
２．学修期間 
３．学修日・時間 
４．学修科目 
  及び単位数 
５．学修目的 
６．添付書類 

 

（出典 高知工業高等専門学校大学等における学修に関する規程）
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資料５－５－③－５ 大学等における学修単位認定申請書 

           

大学等における学修単位認定申請書 
 
 
                          平成  年  月  日 
 
 

高知工業高等専門学校長 殿 
                     学 科 
                     学 年 
                     氏 名            印 
 
 
 下記のとおり高知工業高等専門学校以外の教育施設等において学修したので，本校における修

得単位として認定くださるよう関係書類を添えて申請します。 
 
                   記 
 
１．教育施設等の名称 
  又は試験の種類 
２．認定を申請する 
   授業科目等 
   単 位 数 
３．添付書類 
   単位修得証明書 
   成績証明書 
   合格証明書等（写） 

 

（出典 高知工業高等専門学校大学等における学修に関する規程）
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資料５－５－③－６ 産学協同教育プログラム（専攻科インターンシップ）概要 
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資料５－５－③－７ 産学協同教育プログラム（専攻科インターンシップ）実施要項 
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資料５－５－③－８ 産学協同教育プログラム（専攻科インターンシップ）実施スケジュール 
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資料５－５－③－９ 度産学協同教育プログラム（専攻科インターンシップ）実施実績 

年度 専攻 期間 派遣企業 
機械・電気 平成 15年 11月～平成 16年 2月 兼松エンジニアリング㈱ 

平成 15年 
機械・電気 平成 15年 10月～平成 16年 2月 大旺機械㈱ 
機械・電気 平成 16年 10月～平成 17年 1月 ㈲エム・エム・エス製作所

平成 16年 
機械・電気 平成 16年 10月～平成 17年 2月 兼松エンジニアリング㈱ 

資料５－５－③－１０ 産学協同教育プログラム（専攻科インターンシップ）実施報告例 
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資料５－５－③－１１ 平成１６年度 TOEIC勉強会出席状況 
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資料５－５－③－１２ 平成１７年第 1回 TOEIC試験受験結果 
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観点５－６－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適

切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている

か。（例えば，教材の工夫，少人数授業，対話・討論型授業，フィールド型授業，

情報機器の活用等が考えられる。） 
（観点に係る状況）  
専攻科の授業科目は，高度な知識の修得だけでなく，教育目標の「実践的かつ創造的な研究開発

能力を持つ高度な技術者の育成」を達成するために，講義，実験，演習，研究の４つの授業形態す

べてが採用されている(資料５－６－①－１)。授業形態は授業科目ごとにシラバスに記載されてい
る(資料５－６－①－２～５)。１年次には知識の習得を行う授業科目が多いため，各専攻とも講義
の比率が高いが，２年次には特別研究の割合が増え，実践力，創造力の養成に比重が置かれるよう

になっている。また実験科目(特別実験)は１，２年を通じて一定の割合で組み込まれている。専門
科目の講義，実験，演習はすべて少人数で実施されており，教員によるきめ細かな指導が行えるよ

うになっている。本校専攻科では学生数分のノートパソコンを用意しており，希望者には貸与でき

る体制を整えている。このため専攻科学生全員が１台ずつノートパソコンを持ち，演習や実験にお

けるレポート作成，研究におけるデータ整理やプレゼンテーション作成などに活用されている。ノ

ートパソコンは無線LANを介してインターネットと接続されており，授業で課された様々な課題
に対する調査，授業担当教員，指導教員との連絡や課題の提出などで利用されている。また情報処

理科目については，情報機器の完備した情報処理センターまたはパソコン室を利用して行うように

なっている(資料５－６－①－６)。「技術者倫理」では，学内の教員による講義だけでなく，学外講
師としてさまざまな企業の第一線で活躍している人たちを招き，講演による授業を行っている(資
料５－６－①－７～８)。また同じく「技術者倫理」では少人数のグループ単位での調査・討論・
発表を行うなど，授業内容に応じた工夫をしている。 

 
（分析結果とその根拠理由）  
専攻科の教育目標である「実践的かつ創造的な研究開発能力を持つ高度な技術者の育成」を達成

するために，講義科目を中心に，演習，実験，研究を適切に組み合わせて，学習・教育目標とする

能力等を身につけさせる工夫を行っている。また少人数授業，情報機器の活用，外部講師による授

業など，それぞれの教育内容に応じた学習指導法の工夫がなされている。 
以上より，本校専攻科では教育の目標に照らして，講義，演習，実験，研究等の授業形態のバラ

ンスが適切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法がなされている。 



高知工業高等専門学校 基準５ 
 

- 157 - 

資料５－６－①－１ 授業形態の割合 

 
専攻 学年 講義 演習 研究 実験 

1年 33 9 4 4 
機械・電機

2年 22 2 10 4 
1年 38 4 4 4 

物質 
2年 22 2 10 4 
1年 32 6 4 4 

建設 
2年 14 4 10 4 

（単位数） 

 

（出典 平成１７年度シラバスより作成） 



高知工業高等専門学校 基準５ 
 

- 158 - 
 

資料５－６－①－２ 講義科目のシラバス例 
科目番号          7006-05 

 科目区分      専門科目・必修 
 授業科目      ロボット工学（Robotics） 
 授業の形式     講義 
 単位        2 
 開設学科      機械・電気工学専攻 
 対象学生           2年生 
 開設期       前学期 
 週時限数      2  
 担当者       林 節八 hayashi@me.kochi-ct.ac.jp，野村 弘 nomura@ee.kochi-ct.ac.jp  
  オフィスアワー     昼休み13：00～13：15 ，放課後16：30～18：00 
 研究室の場所    機械工学科棟２階(林)，電気工学科棟１階(野村) 
 キーワード     ロボティクス，運動学，動力学，力制御，センサ，アクチュエータ  
 JABEEとの関連  学習・教育目標(D)，JABEE基準１(1)(d) 
 
【授業の目標等】 
 ロボットをリンク間の接合部にモータなどのアクチュエータを持つ能動型多リンク機械としてと
らえ，その運動学，動力学，制御，ロボットのセンサとアクチュエーターなどについて学習します。

 
 【授業の計画・方法等 ※[ ]内の数字は何週目の授業であるかの目安】 
１．ロボット概説[1]：  
    ロボットとは何かについて基礎的事柄を学ぶ  
２．ロボットの種類と例[2]：  
     ロボットの種類について学ぶ  
３．ロボットアームの運動学[3-5]：  
     ロボットアームの機構と，その運動学について学ぶ  
４．ロボットアームの動力学[6-8]：  
     ロボットアームの運動方程式の誘導について学ぶ  
５．ロボットの制御[9-10]：  
     力制御と力学的インピーダンス制御などについて学ぶ  
６．センサ[11-12]：  
     ロボットの感覚器として代表的なセンサについて学ぶ  
７．アクチュエータ[13-15]：  
     電気式モータを中心にその原理，制御法などを学ぶ  
上記項目ごとに，演習問題を配布して宿題とする．  

 
 【到達目標】 
１．ロボットの定義とロボットの基本的な構成について説明できる。  
２．多関節ロボットの運動の数式表現を理解できる。  
３．多関節ロボットの動力学モデルの運動方程式を立式できる。  
４．ロボットの基本的なセンサとアクチュエータの構造と原理について説明できる。 

 
 【成績評価の方法・基準】 
 定期試験の成績(80%)，宿題・小テスト(10%)，授業態度(10%)とする。総合評価60点以上を合格と
する。 
 技術者が身につけるべき専門として，１．ロボットの概念，２．ロボットの運動の表現方法と解析
方法，制御方法，３．基本的なセンサとアクチュエータの構造と原理，などの理解の程度を評価する。
  

 【教科書・教材・参考書等】 
   教科書：本多庸悟「ロボット工学の基礎」(昭晃堂)  
 
 【履修上の注意】 
  力学，ベクトル，行列，電気回路などの基礎知識があることが望ましい。  
 
 【備 考】 

（出典 平成１７年度専攻科学生の手引き）
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資料５－６－①－３ 演習科目のシラバス例 
科目番号 
科目区分 
授業科目 
授業の形式 
単位 
開設学科 
対象学生 
開設期 
週時限数 
担当者 
オフィスアワー 
研究室の場所 
キーワード 
JABEEとの関連 

7017-05 
専門科目・選択 
設計工学基礎演習（Exercises in Design Engineering） 
演習 
2 
機械・電気工学専攻 
1年生 
通年 
2 
杉山和久 sugiyama@me.kochi-ct.ac.jp，竹島敬志 ktake@me.kochi-ct.ac.jp 
授業で連絡する 
機械工学科棟２階 
機械デザイン，材料力学，流れ学，制御工学，設計製図 
学習・教育目標（Ｄ），JABEE基準１(1)(d) 

【授業の目標等】 
機械工学の先端技術を身につけるためには，本科で学んだ機械工学の基礎となっている材料力学，機械

力学，流体力学および熱力学を十分理解できていることが必要である。また近年の制御技術の
発達により，機械の高度化・高性能化が進んでいる。そこで本演習では，渦巻ポンプや倒立振
子の設計課題を通じて機械のしくみや設計方法，制御技術の応用について理解を深めるととも
に，その設計手法の理解を目標とする。 

 
【授業の計画・方法等 ※[ ] 内の数字は何週目の授業であるかの目安】 
１． 渦巻ポンプの設計[1-7]：原理及び構造の説明，基本設計，羽根車の設計，ケーシング・ボリュート

の設計，主軸とその関連部分の設計。  
２． 渦巻ポンプの製図[8-15]：CADの基本操作法，羽根車の製図，ケーシングとその関連部分の製図，

主軸の製図，組立図の製図。  
３． 倒立振子のハードウェア設計[16-25]：原理及び構造の説明，振子の設計，台車と起動の設計，セン

サの選定，CADによる組立図作成。  
４． 倒立振子のソフトウェア設計[26-30]：システム方程式の作成，パラメータ値の決定，シミュレーシ

ョン。 
 
【到達目標】 
１． 設計に機械工学の基礎が応用できる。  
２． 渦巻ポンプの用途，構造などが理解できる。  
３． 倒立振子のソフトウェアの設計を通じて現代制御理論による機械システムの制御系に関する一連

の設計手順が理解できる。設計に機械工学の基礎が応用できる。 
 
【成績評価の方法・基準】 
提出された計算書及び図面の理解度，完成度および正確さをもとに採点し，学年成績とする。成績評
価は計算書を 40％，計算と図面の整合性を 30％，図面の正確さを 30％の比率とする。 
技術者と身につけるべき専門基礎として，１．機械工学の基礎の定着の程度および機械要素の設計方

法，２．機械装置の図面表示，３．現代制御理論による機械システムの制御系に関する一連の設計手順
に関する理解の程度で評価する。 
 
【教科書・教材・参考書等】 
教科書：柏原俊規他「SI版･渦巻ポンプの設計」（パワー社）， 

伊藤 廣「基礎からのマシンデザイン」（森北出版） 
参考書：豊倉・喜多「渦巻ポンプ基礎と設計製図」（実教出版） 

 
【履修上の注意】 
機械工学全般の科目，特に機械デザイン，流れ学，熱力学および制御工学の知識を必要とする。 

 
【備 考】 

（出典 平成１７年度専攻科学生の手引き） 
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資料５－６－①－４ 研究科目のシラバス例 
科目番号 
科目区分 
授業科目 
授業の形式 
単位 
開設学科 
対象学生 
開設期 
週時限数 
担当者 
オフィスアワー 
研究室の場所 
キーワード 
JABEEとの関連 

7151-04 
専門科目・必修 
特別研究（Thesis Research） 
研究 
4 
機械・電気工学専攻 
1年生 
通年 
6 
機械・電気工学専攻教員 
 
専攻科棟，機械工学科棟，電気工学科棟 
自主性，計画性，創造性 
学習・教育目標（Ｅ）,（Ｆ），JABEE基準１(1)(d), (e), (f), (g), (h) 

【授業の目標等】 
 指導教官の指導のもとで，学生が自分で選んだテーマについて研究を進めさせ，専門的な知識を深め
させるとともに，問題解決能力を身に付けさせる。またその研究結果を自ら論文にまとめるとともに口
頭発表も行わせる。  
 
【授業の計画・方法等 ※［ ］内の数字は何週目の授業であるかの目安】 
 上記の目標を達成するため，それぞれの指導教官の指導のもとで自ら研究を進める。特別研究のテー
マとしては次のようなものがあげられる。  
○ レーザ超音波によるコンクリートの非破壊検査 
○ ニ次粒子の成長に対する有機化合物の影響に関する研究 
○ 有限要素法による石油タンクの放爆構造解析 
○ 浮屋根のスロッシング地震応答の研究 
○ 無線 LANロボット AIBOの遠隔制御ソフトの開発 
○ 入力力率改善形 EV充電器の開発 
○ 授業評価用Webアンケートシステムの改良 
○ 表示装置における視認性の向上 
○ 実用マイコン機器の製作 

 
【到達目標】 
１．与えられたテーマに対して研究を計画し遂行する能力が養われていること。  
２．論文作成能力，発表能力が養われていること。  
３．研究内容についての質問に的確に答えられる関連知識を習得していること。  
 
【成績評価の方法・基準】 
 報告書(論文)の査読および発表の審査は，専攻担当教官全員で行い，全員の協議により合否を決定す
る。報告書(論文)の査読（論理的な記述力），発表の審査（プレゼンテーション能力，質疑応答の的確
性）を通して，主体的かつ継続的に研究に取り組む能力，計画的に仕事を遂行しまとめる能力および問
題解決能力の獲得の程度を評価する。  
 
【教科書・教材・参考書等】 
 
【履修上の注意】 
 自ら取り組む姿勢がなによりも大事です。  
 
【備 考】 

 

（出典 平成１７年度専攻科学生の手引き） 
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資料５－６－①－５ 実験科目のシラバス例 
科目番号 
科目区分 
授業科目 
授業の形式 
単位 
開設学科 
対象学生 
開設期 
週時限数 
担当者 
オフィスアワー 
研究室の場所 
キーワード 
JABEEとの関連 

7161-05 
専門科目・必修 
特別実験（Advanced Experiments） 
実験 
4 
機械・電気工学専攻 
1年生 
通年 
6 
機械・電気工学専攻教員 
 
専攻科棟，機械工学科棟，電気工学科棟 
実践力，計画力，考察力，記述力 
学習・教育目標（Ｃ），JABEE基準１(1)(d)(2)(b), (h) 

授業の目標等】 
 メカトロニクスの基礎および応用に関するテーマを中心に機械・電気工学の分野における解析，シミ
ュレーション，製作などを含んだ実験を行うことにより，幅広い経験を身に付けるとともに，自分で考
え自発的に実験を進めさせることにより，工学問題に対するアプローチの基礎を身に付けさせる。  
 
【授業の計画・方法等 ※［ ］内の数字は何週目の授業であるかの目安】 
 ２班に分かれて実施する。各班(４～５人)は各テーマの指導教官の下で年間 10 テーマ，１週６時間
を３週に渡って１テーマの実験を行い，その結果をレポートにまとめて提出，または発表する。  
１． 材料強度実験[1-6]  
２． VEEを使った電子計測器制御[7-12]  
３． 複雑系（確率モデル）の数値計算[13-18]  
４． 対流伝熱実験[19-24]  
５． 真空工学実験[25-31]  
６． 二次電池の充電・放電特性[32-37]  
７． 流れに関する実験[38-43]  
８． Ｃ言語による生物モデルのシミュレーション[44-49]  
９． Linuxによるインターネットサーバ構築の実験[50-55]  
１０． サーボ機構の実験[56-62]  
 
【到達目標】 
１．与えられたテーマに対して実験を計画し遂行する能力が養われていること。  
２．得られたデータを正確に解析し，工学的に考察できる能力が養われていること。  
【成績評価の方法・基準】 
 全ての報告書の評点の平均(90%)に，実験への取り組みなどの平常点(10%)を考慮して評価する。  
 機械・電気技術者が身につけるべき専門科目として，実験内容を十分に理解し，得られた結果に対し
て適切な考察がなされ，分かりやすくまとめられているかを評価する。  
 
【教科書・教材・参考書等】 
 各担当教官執筆の実験指導書（プリント）による。  
 
【履修上の注意】 
 自ら考え，実験に取り組む姿勢が大切です。  
 
【備 考】 
 

（出典 平成１７年度専攻科学生の手引き） 
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資料５－６－①－６ 情報処理科目のシラバス例 
科目番号 
科目区分 
授業科目 
授業の形式 
単位 
開設学科 
対象学生 
開設期 
週時限数 
担当者 
オフィスアワー 
研究室の場所 
キーワード 
JABEEとの関連 
 
 

6107-05 
専門基礎科目・必修選択 
応用情報処理（Applied Information Processing） 
講義 
2 
全専攻 
1年生 
前学期 
2 
今井一雅 imai@ee.kochi-ct.ac.jp 
放課後 16：30～17：30（前日までに要予約） 
電気工学科棟３階 
UNIX，Ｃ言語，プログラミング，シミュレーション 
機械・電気工学プログラムの学習・教育目標（D），JABEE基準１(1)(c), (d) 
物質工学プログラムの学習・教育目標（B），JABEE基準１(1)(c), (d)の(1), (2) 
建設工学プログラムの学習・教育目標（D），JABEE基準１(1)(d) 

【授業の目標等】 
 各専攻の専門基礎科目として，また機械・電気専攻においては制御・情報に関する専門技術を修得す
る科目として，前半は，Ｃ言語の基本的な文法を理解し，問題を解析し解決に導く手法を身につけるこ
とが目標である。後半は乱数を用いて，いくつかのシミュレーションプログラムを作成することから，
不確定な事象を含む問題の解決法を学ぶ。 
 この科目では，論理的に考えてプログラムを構築する能力，レポートをまとめる能力，プレゼンテー
ションソフトを用いて発表する能力を養う。 
 
【授業の計画・方法等 ※［ ］内の数字は何週目の授業であるかの目安 】 
情報処理センターのパソコンを使用する。講義と実習を交互に行い理解を深める。内容の概要は次の

とおりである。 
１． 導入[1]：科目の目的・概要，到達目標，学習の進め方 
２． Ｃ言語[2-8]：入出力（標準入力，標準出力），データの型，演算，繰り返しと判断，ファイル処理，

Ｃ言語の特徴，乱数とその取り扱い 
３． シミュレーション[9-15]：モデリング，構築上の留意点，机上演習，プログラミング，テストラン，

モデルの修正，シミュレーション 
 
【到達目標】 
１． アルゴリズムを見いだす論理的な思考ができる。 
２． 簡単なプログラムをＣ言語で記述し，エラーを修正し，実行することができる。 
３． 提示した課題をまとめて，必要十分な報告書を期限内に作成し提出できる。 
４． 乱数についての知識を深め，Ｃ言語でプログラムをつくることができる。 
５． プレゼンテーションソフトを用いて，課題を的確に報告・発表ができる。 
 
【成績評価の方法・基準】 
 評価は，報告書，発表，試験などの評価の他に受講態度を加味して総合的に判定する。定期試験 50%，
レポート 50%（内課題発表 10%）で評価する。 
エンジニアに必要な専門能力としてのアルゴリズム構築能力，Ｃ言語によるプログラム作成能力の程
度を評価する。コンピュータに関する知識，乱数の知識の程度を評価する。また，資料の作成能力およ
びプレゼンテーション能力の程度を評価する。 
  
【教科書・教材・参考書等】 
 参考書：三田典玄「実習Ｃ言語」（オーム社） 
 参考書：柴田望洋「明解Ｃ言語入門編」（ソフトバンクパブリッシング） 
 
【履修上の注意】 
全時間出席し，与えられた課題等をすべてやり遂げれば，自然に実力が着いていきます。 

 
【備 考】 
今までにＣ言語を勉強したことがない人でもわかるように基礎から学習できます。 

（出典 平成１７年度専攻科学生の手引き） 
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資料５－６－①－７ 技術者倫理のシラバス 
科目番号 
科目区分 
授業科目 
授業の形式 
単位 
開設学科 
対象学生 
開設期 
週時限数 
担当者 
 
 
 
 
オフィスアワー 
研究室の場所 
 
 
キーワード 
JABEEとの関連 
 
 

6003-05 
一般科目・必修 
技術者倫理（Engineering Ethics） 
演習 
2 
全専攻 
1年生 
通年 
2 
前学期：佐々木正寿 sasaki@ge.kochi-ct.ac.jp，藤原憲一郎 fujiwara@ee.kochi-ct.ac.jp，

高野 弘 takano@ee.kochi-ct.ac.jp，多賀谷宏三 tagaya@ce.kochi-ct.ac.jp 
後学期：吉田聖一 yoshida@me.kochi-ct.ac.jp，堀邊英夫 horibe@ms.kochi-ct.ac.jp，岡林

南洋 moka@ms.kochi-ct.ac.jp 
昼休み 12：45～13：15，放課後 16：30～17：00 
一般科目棟３階（佐々木），電気工学科棟１階（藤原），専攻科棟１階（高野），非常
勤講師控室（多賀谷），機械工学科棟２階（吉田），専攻科棟２階（堀邊），物質工学
科棟２階（岡林） 
倫理学，技術者倫理，ケーススタディー 
機械・電気工学プログラムの学習・教育目標（Ａ），JABEE基準１(1)(b) 
物質工学プログラムの学習・教育目標（Ａ），JABEE基準１(1)(b) 
建設工学プログラムの学習・教育目標（Ａ），JABEE基準１(1)(b) 

【授業の目標等】 
最初に，倫理学の基本的な考え方を技術者倫理の入門という立場から講義します。次に，技術者倫理
についての基礎的事項を学習すると共に，「設定された事例に関するグループ討議やディベート等に基
づく模擬体験」や「社会で活躍中の現役技術者の体験談に触れ質疑に参加すること」を通して技術者と
して倫理的に何を考えるかを学び，技術者倫理の基礎的素養を身につけます。 
また，学生をグループ分けして，新聞等のニュースを技術者倫理の立場から取り上げ，討議した結果

を発表させることにより，より実践的な技術者倫理の学習を行います。 
 
【授業の計画・方法等 ※［ ］内の数字は何週目の授業であるかの目安】 
倫理学の教員と各専攻の企業経験豊かな教員等による講師グループに，企業等の現場の技術者等を外

部講師として招いて，輪番形式の授業を行う。授業は公開されており，担当以外の教職員の参観や討議
への参加もある。 
 
前学期は，倫理学の学習（6週），技術者倫理の体験学習（7週），外部講師の特別授業(2週)の割合で

実施します。 
 
○ 倫理学の学習[1-6]： 

1. 現代社会における科学技術と倫理[1] 
   2. ハイデガーの技術論－「技術への問い」の思索－[2-4] 
   3. 科学技術倫理から人間存在論へ[5] 
   4. 人間社会の転換へ向けて[6] 
 ○ 技術者倫理の体験学習[7-13] 
   1. 工学倫理の基礎知識[7]  
   2. 専門知見の研鑽[8]：無駄な開発，現地ワーカから抗議された  

3. 有名な事故[9]：ボパール，ナホトカ号沈没事故 
  4. 専門家の責任[10]：シティコープタワー，チャレンジャー号事件 
   5. トレード・オフ[11]：フォード・ピント事件，原発コンクリート大量加水事件 
   6. セクシャル・ハラスメント[12]：職場でのセクハラ，米国三菱自動車訴訟 
   7. わいろ[13]：賄賂，贈り物  
○ 外部講師の特別授業[14-15]  

2名の外部講師による特別授業 

 

（出典 平成１７年度専攻科学生の手引き） 
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資料５－６－①－７ 技術者倫理のシラバス（続き） 
後学期は，技術者倫理の体験学習(8 週)，発表会(1 週)，外部講師の特別授業(6 週)の割合で実施しま

す。 
 

 ○ 技術者倫理の体験学習[16-23] 
  1. 安全性と設計：カメラで手に火傷，日本航空ジャンボ機墜落事件 

   2. 消費者を守る責任：雪印乳業集団食中毒事件，求められる安全基準  
   3. 経営や社会制度を視野に入れる必要：レガシィー・リコール事件，欠陥住宅  

4. 製造物責任：ＣＭのような走行でジープが転倒，人命を奪ったソフトウェアのバグ  
  5. 技術者と組織の対立：ジャンボジェットＤＣｰ 10墜落事故，ギルベイン・ゴールド  

   6. 知的財産権：違法コピーはどういう犯罪か，ＩＢＭ産業スパイ事件  
  7. 企業秘密を守る： 転職のモラル，守秘義務と公衆の権利 

8. 内部告発：ピアス博士 vs.オーソ薬品，グッドリッチ社のブレーキ開発 
 ○ グループ調査発表会[24] 
○ 外部講師の特別授業[25-30]  

1. 6名の外部講師による特別授業   
 
【到達目標】 
１． 倫理学の基本的事項について説明ができる。 
２． 特別授業や事例研究における議論や考察を通じて，それぞれの分野の倫理綱領に照らして問題を整

理し，倫理的に判断する態度を身につける。 
３． グループ調査および研究発表を通じて，主体的に技術者倫理の問題に取り組む姿勢を身につける。 

 
【成績評価の方法・基準】 
倫理学の学習（20％），技術者倫理の体験学習（80％）の割合で評価します。倫理学の学習（20％）
は，前学期末の定期試験（８割），レポート等（２割）を総合的に評価します。技術者倫理の体験学習
（80％）は，15回の授業における提出レポート等による各教官の評価（５割）と定期試験（４割），グ
ループ調査・発表(１割)で評価を行います。 
技術者としての基本的な素養のひとつである「技術者倫理」に関して，倫理学の基礎的な考え方の理

解の程度，事例研究，グループ調査並びに発表等に対する取り組み姿勢，並びに各種の倫理綱領を適切
に事例に適用し判断する能力の程度を評価する。  
 
【教科書・教材・参考書等】 
教科書：斉藤了文，坂下浩司「はじめての工学倫理」（昭和堂） 
参考書：柴山知也「建設技術者の倫理と実践」（丸善） 
  
【履修上の注意】 
本科における関連科目として，「倫理（２年）」，「環境地理学（４年）」，「人間と科学技術（５年）」，
「建設社会学（建設システム工学科５年）」があります。  
 
【備 考】 

 

（出典 平成１７年度専攻科学生の手引き）
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資料５－６－①－８ 平成１６年度「技術者倫理」外部講師実績一覧 

 

10 月 26 日（火）  石川 麻治郎 （明星産商（株）・総務部長）  

10 月 29 日（金） 福永 秦久 （西日本科学技術研究所・取締役）  

11 月 26 日（金） 原 孝二   （日本経済新聞社 高知支局長） 

12 月 03 日（金）  辻
つじ

 韶得
あきのり

 （（株）土佐電子・代表取締役）  

12 月 17 日（金） 和気 節雄 （㈱ルネサステクノロジ高知工場・製造部長 

01 月 14 日（金） 宮地 彌典  （ラヴィータ（株）・社長）    

01月28日（金）  平田幸成    （高知県いの土木事務所・地域調整主任）
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観点５－６－②： 創造性を育む教育方法（ＰＢＬなど）の工夫やインターンシップの活用が行わ

れているか。 
（観点に係る状況）  
学習・教育目標「豊かな創造力と行動力」(技術者能力)に対応する科目のうち，創造力を育む教

育を担っている科目として，「特別実験」，「特別研究」が行われている(資料５－５－②－１５～１
７)。「特別研究」においては，研究課題に対するアプローチの方法の調査・検討から，研究の遂行
方法，研究結果の取りまとめまで，学生に主体的に取り組ませ，特に研究内容・方法について学生

自ら創意工夫をこらしてデザインさせることが目的のひとつになっている(資料５－６－②－１～
３)。特別研究において得られた成果は最終的に論文としてまとめられるが(資料５－６－②－４～
６)，それにとどまらず将来の発展性を学生自ら外部にアピールする取り組みも積極的に行ってお
り，成果を上げている(資料５－６－②－７) 
また，「技術者倫理」においてはさまざまな実例をもとに，それぞれが実例の立場に立った場合

を想定させ，少人数のグループ単位で調査，討論，取りまとめ，報告を行わせている(資料５－６
－①－７，資料５－６－②－８)。 
「専攻科インターンシップ」は２年次の後期に企業と連携して課題を設定し，企業の実際の開発

現場で２～４ヶ月の長期間にわたり，課題を解決するための多面的なアプローチを学ぶと同時に，

技術者としての創造性が養われるよう工夫して取り組んでいる(資料５－５－③－６～１０)。 
 
 

（分析結果とその根拠理由）  
創造性を育む教育は，「特別実験」，「特別研究」の中で行われている。また「専攻科インターン

シップ」「技術者倫理」も創造性の育成に活用されている。これらの授業科目を通して総合的に創

造性を育む教育の工夫がされている。実施例は少ないが，専攻科インターンシップは継続的に実施

されている。 
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資料５－６－②－１ 機械・電気工学専攻特別研究シラバス 
科目番号 
科目区分 
授業科目 
授業の形式 
単位 
開設学科 
対象学生 
開設期 
週時限数 
担当者 
オフィスアワー 
研究室の場所 
キーワード 
JABEEとの関連 

7152-05 
専門科目・必修 
特別研究（Thesis Research） 
研究 
10 
機械・電気工学専攻 
2年生 
通年 
15 
機械・電気工学専攻教員 
 
専攻科棟，機械工学科棟，電気工学科棟 
自主性，計画性，創造性 
学習・教育目標（Ｅ），（Ｆ），JABEE基準１(1)(d), (e), (f), (g), (h) 

【授業の目標等】 
 指導教官の指導のもとで，学生が自分で選んだテーマについて研究を進めさせ，専門的な知識を深め
させるとともに，問題解決能力を身に付けさせる。またその研究結果を自ら論文にまとめるとともに口
頭発表も行わせる。また，研究テーマが企業の要望とマッチする場合には，後期において希望により，
企業への派遣研究（インターンシップ）を実施する。  
 
【授業の計画・方法等 ※［ ］内の数字は何週目の授業であるかの目安】 
 上記の目標を達成するため，それぞれの指導教官の指導のもとで自ら研究を進める。特別研究のテー
マとしては次のようなものがあげられる。  
○ 超音波を利用した液膜厚さ測定に関する基礎研究 
○ レーザー超音波によるコンクリートの非破壊検査 
○ 円筒形液体サイクロンの流動・分離性能 
○ 液添加・軽量大径粒子流動層の洗浄装置への応用 
○ 太陽自動追尾型独立電源の開発 
○ 高知高専における分散電源システム 
○ 無線 LAN携帯端末を用いた出欠・座席管理システムの開発 
○ 自然エネルギーによる街路灯のデータ収集システム 
○ 相補型チャージポンプ回路の大容量化 
○ テンプレートマッチング処理による文字認識 

 
インターンシップの実施方法については概略次の通りである。  
 １．実施時期：２年生後学期の１０月中旬から翌年２月上旬まで  
 ２．期間：１セメスターを充てる（実務就業２ヶ月～４ヶ月）  
 ３．実施内容：産・学あるいは官・学共同で事前に作成した教育プログラムの内容により実施する。 
 ４．指導体制：COOP担当教官，指導教官および引受責任者より構成される指導体制をとる。  
 
【到達目標】 
１．与えられたテーマに対して研究を計画し遂行する能力が養われていること。  
２．論文作成能力，発表能力が養われていること。  
３．研究内容についての質問に的確に答えられる関連知識を習得していること。  
 
【成績評価の方法・基準】 
 報告書(論文)の査読および発表の審査は，専攻担当教官全員で行い，全員の協議により合否を決定す
る。報告書(論文)の査読（論理的な記述力），発表の審査（プレゼンテーション能力，質疑応答の的確
性）を通して，主体的かつ継続的に研究に取り組む能力，計画的に仕事を遂行しまとめる能力および問
題解決能力の獲得の程度を評価する。  
 
【教科書・教材・参考書等】 
 
【履修上の注意】 
 自ら取り組む姿勢がなによりも大事です。  
 
【備 考】 

（出典 平成１７年度専攻科学生の手引き） 
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資料５－６－②－２ 物質工学専攻特別研究シラバス 
科目番号 
科目区分 
授業科目 
授業の形式 
単位 
開設学科 
対象学生 
開設期 
週時限数 
担当者 
オフィスアワー 
研究室の場所 
キーワード 
JABEEとの関連 

8152-05 
専門科目・必修 
特別研究 (Thesis Research) 
研究 
10 
物質工学専攻 
2年生 
通年 
15 
戸部廣康（秦 隆志），安川雅啓，堀邊英夫 
昼休み，放課後 
物質工学科棟１階（安川），生物工学棟（戸部，秦），専攻科棟２階（堀邊）
発明，発見，プレゼンテーション，論文作成 
学習・教育目標（Ｃ），(Ｅ)，(Ｆ)，JABEE基準１(1), (d), (e), (f), (g), (h) 

【授業の目標等】 
 本科での基本的な専門知識を基に，研究の内容，目的と課題を理解し，指導教員の指導の下，目的と
課題解決に向けて自主的に研究内容をデザイン（立案・計画）して実験に取り組み，得られた結果を分
析解析し，更に研究を発展させる能力を身につける。得られた成果は，校内研究発表会，各種学会発表
などに積極的に参加して発表し，プレゼンテーション能力およびコミュニケーション能力を高める。ま
た，実験結果を体系的，論理的にまとめ，化学的に考察しまとめることができる記述能力を養う。 
 
【授業の計画・方法等 ※［ ］内の数字は何週目の授業であるかの目安】 
１． 中国四国専攻科生研究交流会： 発表資料作成，発表練習，発表 
２． 特別研究の開始・遂行 
（研究テーマ） 
（1） 電性酸化物の合成と熱電特性評価（安川） 
（2） 感光性高分子に関する研究（堀邊） 
（3） 膜作用性薬物の作用機構に関する研究（戸部・秦） 

３． 特別研究発表会：実験結果のまとめ，資料作成，発表練習，発表 
４． 特別研究論文 
論文を作成し指導教員に提出した後，指導教員による添削，学生による改訂を完成まで繰り返す。 
 
【到達目標】 
化学技術者として，専門知識の応用，社会の要求への取り組み，論理的な記述とコミュニケーション，
自主的で継続的な学習，一定の制約下での仕事の遂行などができるようになる。 
１． 研究の内容，目的，課題を理解し，目的達成，課題解決に向けて，自主的に取り組み，実験結果を

分析解析し，研究を発展させることができる。 
２． 成果を論理的に解析し，論文を作成し，発表会などでプレゼンテーションすることができる。 
 
【成績評価の方法・基準】 
研究に対する取り組み方，研究成果，校内研究発表会などを基に評価する。取り組み方と研究成果に
ついては，指導教員が作成した資料を参考に物質工学専攻会議で評価する。校内研究発表会は，専攻科
教員全員の採点を参考に物質工学専攻会議で評価する。最終的には物質工学専攻会議でこれらを総合し
て評価して，合否を決定する。専門知識の実践的応用能力，論理的な記述力，コミュニケーション力に
ついて評価する。 
 
【教科書・教材・参考書等】 

 
 
【履修上の注意】 
指導教員に自ら進め方について提案し相談しながら，自主的，積極的に研究を推進することが大切。 

 
【備 考】 

（出典 平成１７年度専攻科学生の手引き） 
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資料５－６－②－３ 建設工学専攻特別研究シラバス 
科目番号 
科目区分 
授業科目 
授業の形式 
単位 
開設学科 
対象学生 
開設期 
週時限数 
担当者 
オフィスアワー 
研究室の場所 
キーワード 
JABEEとの関連 

9152-05 
専門科目・必修 
特別研究（Thesis Research） 
研究 
10 
建設工学専攻 
2年生 
通年 
15 
建設工学専攻教員 
放課後随時 
建設システム工学科棟，専攻科棟 
研究計画，理論解析，実験，シミュレーション，報告書 
学習・教育目標（Ｆ），JABEE基準１(1)(d), (e), (g), (h） 

【授業の目標等】 
 本科での基本的な専門知識の上に，さらに研究目的に沿ったより高度で専門的な総合知識を理解し，
専門的問題に自ら主体的に取組み解決できるように，実際のデータ処理や解析・考察を通して実践する。
学内発表会，中四国専攻科生研究交流会，学会発表等を主体的に体験することにより，プレゼンテーシ
ョン能力，コミュニケーション能力を養うとともに論文作成を通して専門的問題に対して柔軟に対応で
きる能力やまとめる力を養う。 
【授業の計画・方法等 ※［ ］内の数字は何週目の授業であるかの目安】 
１． 特別研究［1］：中四国専攻科生研究交流会発表準備（プレゼンテーション準備） 
２． 特別研究［2］：中四国専攻科生研究交流会発表準備（プレゼンテーション練習） 
３． 特別研究［3-28］：特別研究実施（主な研究テーマ） 

・ 汎用有限要素法による構造物の終局強度・劣化特性解析 
・ 橋梁景観のカラーイメージ評価法に関する研究 
・ 高知県における南海地震を想定した地盤液状化の詳細判定 
・ 南海地震に対する港湾構造物の耐震性に関する研究 
・ 各種未利用資源を用いたコンクリートの開発 
・ コンクリートの複合劣化に関する研究 
・ 軽量骨材を用いた PC梁の疲労特性に関する研究 
・ 河口地形変形及び海浜変形の数値予測法 
・ 河川・海岸構造物周りの流れ場の解析 
・ 表層地盤の振動特性を考慮した基礎―構造物全体系の地震応答解析 
・ 多質点―ばね連成系モデルによる杭支持構造物の地震応答解析 
・ 避難誘導計画の評価方法に関する基礎的研究 
・ 地震時の家屋倒壊率算定のための質点系構造物の挙動に関する基礎的研究 
・ 自然地域から排出される汚濁負荷の流出特性 
・ 高速下水高度処理システムの実用化研究 

４． 特別研究［29］：最終研究発表用論文作成 
５． 特別研究［30］：最終研究発表 
【到達目標】 
 ２年次終了時に一通りまとまった論文として土木学会四国支部レベルの学会に発表するものとする。
指導教員の指導の下で，各自が研究計画を立て実験・解析及びシミュレーション計算を行いとりまとめ
ができるレベルを目指す。 
【成績評価の方法・基準】 
 総合建設技術者として必要とされる，技術的諸問題への主体的な取り組み，実験・解析やシミュレー
ションを実行できる能力を，専攻科２年終了時に提出される最終発表論文作成により，２年間の研究状
況を勘案し建設工学専攻全教員により総合的に「合否」評価を行う。 
【教科書・教材・参考書等】 
 各分野における関連の論文や資料を用いる。 
【履修上の注意】 
 指導教員と連絡を密にし，研究者としての基本的態度及び研究に対するアプローチの方法を身につけ
ること。 
【備 考】 

（出典 平成１７年度専攻科学生の手引き） 
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資料５－６－②－４ 機械・電気工学専攻特別研究発表概要例 

 
（出典 平成１６年高知高専専攻科特別研究論文概要集）

資料５－６－②－５ 物質工学専攻特別研究発表概要例 

 

（出典 平成１６年高知高専専攻科特別研究論文概要集）
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資料５－６－②－６ 建設工学専攻特別研究発表概要例 

 

（出典 平成１６年高知高専専攻科特別研究論文概要集）



高知工業高等専門学校 基準５ 
 

- 172 - 

資料５－６－②－７ キャンパスベンチャーグランプリ四国授賞結果 

 

 

（出典 日刊工業新聞（平成 17年 2月 10日付））
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資料５－６－②－８ 「技術者倫理」レポート例 
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観点５－６－③： 教育課程の編成の趣旨に沿って，シラバスが作成され，事前に行う準備学習，

教育方法や内容，達成目標と評価方法の明示など内容が適切に整備され，活用さ

れているか。 
（観点に係る状況）  
授業の目標，授業の計画・方法，到達目標，成績評価の方法・基準，教科書・教材・参考書，履

修上の注意，および学習・教育目標との対応関係や関連科目を明確に記載したシラバスを毎年作成

し，専攻科生に年度当初配付する「専攻科学生の手引き」内に収録している。またシラバスは本校

専攻科のホームページからの参照も可能になっている。 
シラバスの作成方法は統一されており(資料５－６－③－１)，各授業においては最初の授業時に

シラバスのコピーを配付し，授業開始にあたってその内容を説明することを授業担当教員に義務付

けている。 
教育課程における当該科目の位置づけ及び関連科目との連続性を受講学生が把握できるように

している。 
年度末に行う学生による授業評価アンケートでは，シラバス通りに授業が行われたかを問う質問

項目があり，その結果は学生にも公表される。 
 
 
 

 
（分析結果とその根拠理由）  
本校専攻科のシラバスは，科目ごとの学習・教育目標との関連性，具体的な到達目標と到達目標

ごとの評価基準が学生に十分理解されるように留意した上で作成されており，授業内容や成績評価

についても明確に定められている。学生の手引きやホームページでいつでも見られるようになって

おり，最初の授業での配付・説明も義務付けられているので，学生にはよく周知されている。 
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資料５－６－③－１ シラバス作成の手引き 

平成 17年１月 31日
教員各位 

教務主事・専攻科長 前田 公夫
 

平成１７年度シラバスの提出について 
 
平成１７年度シラバスは，本科は昨年度と同じ書式で，専攻科は本科と同様の書式で提出いた
だくことにいたしました。ご協力をお願い申し上げます。一部 JABEEに対応させる目的で変更箇
所がありますのでご注意ください。 
下記のような手順で、平成１７年度シラバスの作成をお願いします。 
 
１．昨年度のシラバスファイルの取得 
各先生方ご自身が作成された印刷用シラバス文書はお手元にあるかと思いますが，印刷校正時
にかなりの修正がなされています。 
昨年度本科の最終版をサイボウズ－文書管理－教務委員会－平成１６年度－Ｈ１７シラバス 

http://cybozu.kochi-ct.ac.jp/cgi-bin/cb4/office.cgi?page=CabinetIndex&id=35244 
に置きますので，ダウンロードして利用してください。 
 専攻科シラバスの最終版は専攻科ＨＰにありますので，それを確認して修正を行ってください。
 
２．作成（加筆、修正など） 
昨年度のシラバス文書を，下記の注意を参考に加筆、修正をお願い申し上げます。一部 JABEE
に対応させる目的で変更箇所がありますのでご注意ください。作成した文書は，WORDまたは一
太郎の文書形式でファイル名は科目番号（例：xxxx-05）を先頭につけて，「xxxx-05.doc」または
「xxxx-05.jtd」として保存してください。 
１．科目番号：xxxx-05 
２．授業科目：日本語名の後に（ ）内に英語表記も 
３．授業形式：講義，講義・実習（情報処理など），講義・演習（･･･演習など），実験 のいずれ
か 

４．対象学年：「ｘ年生」 
５．開設期：前学期，後学期，通年 のいずれか 
６．研究室の場所：一般科目棟３階，機械工学科棟３階など 
７．JABEE関連科目についてはキーワードの下に次の形式で必ず記入ください 

学習・教育目標（Ｂ） JABEE基準１(1) 
８．授業の計画，方法等：授業回数の表示［ ］を忘れないように。今年度から週単位を 1 回と

して計画（通年科目 30回，前期・後期科目 15回）して下さい。ただし，実験系科目などで，
実際の実験順の回数を記入頂いてもかまいません。 

９．到達目標：授業の計画と関連付けて記入下さい。 
１０． 成績評価の方法・基準：具体的に詳細に説明下さい。評価方法の項目で，「平常点」，「出
席状況」という言葉は使わず，今まで通り「授業態度」という言葉で統一願います。ただし，
評価基準の曖昧なものは正当に評価していると判断し難いため，できるだけ入れないように
して下さい。 
基準は「技術者が身につけるべき専門基礎として，…………に関する理解の程度を評価す

る。」という書き方で，到達目標と関連付けて記入してください。 
１１． 教科書・教材・参考書等：著者名「書名」（出版社名）の形で 
１２． 履修上の注意：他学年の授業科目を参照するときには，「授業科目名（ｘ年）」の形式で 
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観点５－７－①： 専攻科で修学するにふさわしい研究指導（例えば，技術職員などの教育的機能

の活用，複数教員指導体制や研究テーマ決定に対する指導などが考えられる。）が

行われているか。 
（観点に係る状況）  
自主的な研究への取り組みを促すため，指導教員が年度当初に予定テーマを提示し，学生の工学

的興味をできるだけ尊重し，協議したうえで研究テーマを決定している。研究の指導体制は主とし

て指導教員１名で行われているが，２名による複数指導体制がとられているテーマもある(資料５
－７－①－１)。また技術職員が実験の援助など研究指導の支援を行っているテーマもある。研究
の進捗状況は指導教員が管理すると同時に，１年次終了時の中間発表会における研究成果の報告を

義務づけて各専攻全体でも研究の進捗状況を管理している(資料５－７－①－２)。また，学会等に
おける学外での研究発表を専攻科修了要件として義務づけており，研究内容について一定レベルが

保てるようにしてある(資料５－７－①－３)。 
 
 
（分析結果とその根拠理由）  
本校専攻科では校外発表を義務付けられており，これまで一定以上の研究レベルを保ってきた。

そのような研究成果を得るために，指導教員による密接な研究指導，各専攻全体による研究状況の

把握と管理など，専攻科で修学するにふさわしい研究指導は行われている。しかしながら，複数教

員による多角的な指導体制や技術職員によるより効果的な支援体制の構築などの面で改善の余地

がある。 
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資料５－７－①－１ 研究テーマおよび指導教員の一覧 
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資料５－７－①－２ 特別研究中間発表報告例 

 

（出典 平成１６年度特別研究中間発表概要集）



高知工業高等専門学校 基準５ 
 

- 179 - 

 

資料５－７－①－３ 平成１６年度高知高専専攻科校外発表一覧 

 

 

 

（出典 平成１６年度特別研究論文集）
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観点５－８－①： 成績評価・単位認定規定や修了認定規定が組織として策定され，学生に周知さ

れているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，修了認定が適

切に実施されているか。 
（観点に係る状況）  
本校専攻科では「専攻科の授業科目の履修等に関する規定」によって，成績評価基準，単位認定

基準が定められ(資料５－８－①－１)，「履修要領」で修了要件，修了認定規定が定められている(資
料５－８－①－２)。これらはすべて「専攻科学生の手引き」に記載されており，年度当初に学生
に配付されている。また，オリエンテーションにおいても説明が行われ，学生に周知されている。

また各授業科目の成績評価方法はそれぞれの科目のシラバスに記載されており，最初の授業時に授

業担当教員から説明がなされている。成績評価はシラバス通り厳格に行われている。それを証明す

るために各授業科目について，シラバス，学年成績を算出した一覧表，学年成績を算出した方法を

記載した説明書，60点以上の学年末試験の答案，最高得点の学年末試験の答案，を一括して保管し
ている(資料５－８－①－３～５)。修了認定は平成１５年度までは専攻科委員会で，平成１６年度
からは主任会において行われている(資料５－８－①－６)。 
 
 
（分析結果とその根拠理由）  
「専攻科の授業科目の履修等に関する規定」によって成績評価基準，単位認定基準が定められ，

学生の手引きに掲載することにより学生への周知を図っている。シラバスでは授業科目ごとの評価

基準を個別に記載し，学生の手引きや授業を通じて学生に周知を図っている。修了判定については

判定の会議によって慎重かつ厳格に行っている。 
以上のことから，成績評価・単位認定規定や修了認定規定が組織として策定され，学生に周知さ

れている。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，修了認定が適切に実施されている。 
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資料５－８－①－１ 専攻科の授業科目の履修等に関する規定 

 （成績の評価） 
第７条 授業科目の成績評価は，定期試験等の成績及び平素の学習状況等を総合して行うものと

する。 
２ 授業科目の欠課時数が，当該科目の授業時数の３分の１を超えるものに対して，評価は行わ

ない。 
３ 成績の評価は，１００点法で評価する。必要のある場合，次の区分のいずれかによって表わ

す。 
区分 点 １００点～８０点 ７９点～７０点 ６９点～６０点 ５９点～０点 
Ⅰ 優 良 可 不可 

Ⅱ A Ｂ Ｃ Ｄ 

４ 特別研究は，「合・否」で評価する。 
 （単位の認定） 
第８条 前条第３項の規定に基づき，区分Ⅰにより優，良及び可（区分ⅡによりＡ，Ｂ及びＣ）

に評価された授業科目については，当該科目を修得したものとして，単位を認定する。 
２ 特別研究については，「合」の評価によりその単位を修得したことを認定する。 
 （再試験） 
第９条 第７条第３項の規定に基づき，区分Ⅰにより不可（区分ⅡによりＤ）に評価された授業

科目のうち，選択科目及び必修選択科目については，次の学期の定期試験期間中に再試験を行

うことができる。再試験は，別紙様式３の「専攻科再試験受験願」を，試験開始の１ヶ月前ま

でに校長に提出し，その許可を得た者に対し実施するものとする。再試験に合格した場合は，

評点を６０点に改める。 
 （再履修） 
第１０条 第７条第３項の規定に基づき，区分Ⅰにより不可（区分ⅡによりＤ）に評価された授

業科目のうち，必修科目は，次年度に再履修するものとする。 
 （修了要件等） 
第１１条 専攻科の修了要件は，学則第５５条第１項に規定するもののほか，別に定める修了に

必要な修得単位数を修得しなければならない。 

 

（出典 平成１７年度専攻科学生の手引き）
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資料５－８－①－２ 履修要領 

 

（出典 平成１７年度専攻科学生の手引き）
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資料５－８－①－３ 学年成績を算出した一覧表例 



高知工業高等専門学校 基準５ 
 

- 184 - 

 

資料５－８－①－４ 学年末試験の 60点以上の答案例 
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資料５－８－①－５ 学年末試験の最高点の答案例 
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資料５－８－①－６ 修了認定を行った主任会議事録 

 

 

（出典 平成１６年度第２０回主任会議事録）
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（２）優れた点及び改善を要する点 
（優れた点）  
＜準学士課程＞ 
 シラバスは教育課程の編成の趣旨に沿って編成され，記載内容が統一されている。進級・卒業基準

が明確であり，それが厳密に実施されている。特別活動で人間の素養の涵養がなされるように，カリ

キュラムに考慮されている。 
＜専攻科課程＞ 
地元企業のニーズに応える課題解決型の産学協同教育プログラム(専攻科インターンシップ)が実施

されている。また，専攻科課程においては，機械工学と電気工学の融合を目指した機械・電気工学専

攻が設置され，準学士課程の専門性に限定されない発展性のある教育がなされている。 
 
 
（改善を要する点）  
＜準学士課程＞ 
特になし 
＜専攻科課程＞ 
 専攻科インターンシップの実施数の向上が課題である。 
 
（３）基準５の自己評価の概要 
＜準学士課程＞ 
一般科目および専門科目の年間配分は，各学科の学習教育目標に沿って設定されたものであり，そ

の授業科目関連図から教育課程の体系化が確保されていることが明らかであり，授業内容は教育課程

の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成するために適切なものになっている。 
 他高等教育機関での学修の単位認定，校外実習による単位認定が，学校規則として整備されている。

また，専攻科教員は本科教員が兼ねており，専攻科教育との連携は十分実施されている。学生の多様

なニ一ズ，学術の発展動向，社会からの要請に対応した教育課程の編成に配慮している。 
 カリキュラム設計では教育の目的に照らして，適切な授業形態が配慮されている。各授業はその教

育目的に照らして，授業担当教員がシラバスを作成し，教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫を

している。 
 創造性を育む教育方法の活用が行われている。 
 進級基準，卒業基準とも学生に周知されている。また，進級認定は進級判定会議，卒業認定は卒業

判定会議で，全教員によって審議され，適切に実施されている。 
 特別活動計画書より教育課程の編成において，人間の素養の涵養への取り組みがなされており，特

別活動報告書でそれが確実に実施されていることが確認できる。 
 クラブ，学生会関係の学校行事には，全教員が積極的に参加しており，教育の目的に照らして，生

活指導面や課外活動等において，人間の素養の涵養が図られるよう配慮されている。 
 
＜専攻科課程＞ 
専攻科課程においては，教育目的，教育方針の下に，各専攻で具体的な学習・教育目標が設定されて
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おり，それの達成に必要な内容の科目が準学士課程の科目との関連性を持たせて配置されている。学

習・教育目標と科目との対応は明確になされており，科目の一般性，専門性を考慮して必修科目，必修

選択科目，選択科目に分類された体系的な教育課程になっている。 
「実践的かつ創造的な研究開発能力を持つ高度な技術者の育成」を達成するために，特別研究が大き

な役割を果している。学生の主体的な取り組みを通じて実践力，創造力を育むとともに，一定以上の研

究成果が得られるよう外部における研究発表を義務付けている。そのため校外における研究発表実績も

多く，またビジネスコンテストにおける受賞も続くなど，目に見える成果を上げている。 
専攻科インターンシップは地元企業の直面している課題に学生と教員が一体になって取り組む実践的

な課題解決型のユニークな教育プログラムである。実施例では学生の教育効果は非常に大きく今後一

層の推進が望まれるが，共同研究的な趣旨から必ずしもすべての要望に応えられないため実施数が限

られているのが課題である。 
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計画の実施・運用とそのための体制  
 

 主  任  会  

教育方針，法的及びその他社会的要請に基づく
計画 

継続的改善，見直し措置 
• 校長 
• リエゾン・企画委員会 

計画，実施・運用状況等についての
点検・検証 
• 参与の会 
• 自己点検・評価委員会 

PLAN 
計 画 

ACTION 
改善・見直し 

CHECK 
点検・検証 DO 

実施・運用 

継
続
的
改
善

教育改善システムは，学校，教育プログラムのスパイラルアップを目的とする全校的な仕組みで
あり，主任会，リエゾン・企画委員会，各種委員会，各科教室会議，各専攻会議，参与の会などか
ら構成され， 

「Plan：計画」， 
「Do：実施及び運用」， 
「Check：点検・検証」， 
「Action：改善・見直し」 

などに関して，関係委員会などが有機的に協力し合い。各委員会などの特色を活かしながら，必要
な活動を積極的に進めています。 

教  育

• 学科 
• 専攻 

教 育 体 制

• 教官選考委員会 
• 教務委員会 
• 教育改善推進委員会

学習環境，学習支援 
• 教務委員会 
• 専攻科委員会 
• 学生生活委員会 
• 寮務委員会 
• 情報化推進委員会 
• カウンセリングルーム 
• 図書館 
• 進路指導委員会 
• 産学技術交流推進委員会 

進級，卒業・修了

• 成績判定会議 
• 進級・卒業判定会議

入学者選抜 
• 入試委員会 
• 専攻科委員会 

高 知 工 業 高 等 専 門 学 校  教 育 方 針

学習・教育目標の設定 
• 教務委員会 
• 専攻科委員会 

カリキュラム設計 
• 教務委員会 
• 専攻科委員会 

学科・専攻

学科・専攻

情報セキュリティ

• 情報セキュリティ 
委員会 

人権・倫理 
• 人権・倫理委員会 

教員の教育研究活動等評価委員会

JABEE 教育プログ

ラム修了 
• 判定：専攻会議 
• 認定：主任会 

基準６ 教育の成果 
（１）観点ごとの分析 
観点６－１－①： 高等専門学校として，その目的に沿った形で，課程に応じて，学生が卒業（修

了）時に身に付ける学力や資質・能力，養成する人材像等について，その達成状

況を把握・評価するための適切な取組が行われているか。 
（観点に係る状況）  
(i) 達成状況を把握･評価するための委員会等の組織体制 
準学士課程では，毎週，

学科単位の教室会議が開催

され，学生の動向・授業態

度・成績について，意見交

換されている。また定期試

験（前期中間・前期末・後

期中間）終了後には，その

成績について教室会議で検

討されている。成績不良学

生に対しては，教員の判断

により補習等を通して科目

ごとの目標に到達するよう

努力させている。年度末に

実施される学年末試験の成

績については，教室会議で

卒業および進級について審

議している。その審議結果

は学科案として，全教員の

出席による卒業判定会議お

よび進級判定会議に於いて，

それぞれ卒業及び進級が判

定される。卒業および進級

の判定は，学年毎に定めら

れた単位数と必修得科目の

単位修得に基づき，これら

の条件を満たすことにより，

本校の教育目的に添った学

生として認められ，卒業で

きる。これらのシステムは，

高知工業高等専門学校の教

育改善システム図（資料

6-1-①-1），および，教育の
点検・改善のループ図 (資

資料 6-1-①-1 高知工業高等専門学校の教育改善システム図 1   出
典 平成 15年度高知工業高等専門学校 JABEE自己点検書 
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料6-1-①-2)に示される通りである。 
本校は，準学士課程

の4・5年生と専攻科課
程の学生を対象とする

工学教育プログラムと

して，平成14年度に建
設工学教育プログラム

（建設システム工学科，

建設工学専攻）が，平

成15年度には機械・電
気工学教育プログラム

（機械工学科，電気工

学科，機械・電気工学

専攻）と物質工学教育

プログラム（物質工学

科，物質工学専攻）が，

それぞれ日本技術者教

育認定機構 (JABEE)
により認定された。こ

れらの教育プログラム

では，学習・教育目標，

目標達成の手段，およ

び，達成度評価方法が

明らかにされている。

それぞれの学習･教育

目標に対して修得すべ

き科目と単位数が，ま

た，科目ごとに評価方

法が定められており，

学習･教育目標毎の単位修得状況により，目標達成状況を把握できる。 
専攻科課程（学士課程）では，準学士課程と同様に，各専攻の教員による専攻会議，並びに，校長，

教務主事，学生主事，寮務主事，学科主任を主な構成メンバーとする主任会により，専攻科修了要件

に照らして修了判定が行われる。専攻科学生の学士の学位は，学位授与機構による審査によって得ら

れる。更に，JABEE教育プログラムの修了には，専攻科修了と学位取得が要件の一部となっており，
どちらかが欠けてもJABEE教育プログラムを修了することはできない。JABEE教育プログラムの修
了判定は，各専攻教員による専攻会議で判定され，主任会で認定される。 
 

(ii) 活動状況が把握できる規則・議事録等 
教室会議と専攻会議の議事録は，それぞれの学科と専攻で保管されている。卒業判定会議，進級判

定会議，および，専攻科修了判定会議の議事録は，学生課教務係で保管されている。主任会の議事録

高知高専の全校的な教育点検・評価 
• 参与の会（外部機関者による点検）(毎年) 
• 自己点検・評価委員会（随時） 
• 教員の教育研究活動等評価委員会（随時） 

成績判定会議(教官会) 1回／年

外部教育点検・評価 
• 企業アンケート（3年毎） 
• 保護者会・後援会 
• 卒業生アンケート（3年毎） 
• 大学評価・学位授与機構（5年毎）
• 日本技術者教育認定機構（2～5年毎）
• 機関別認証評価（7年毎） 

日常の点検・評価・改善 
本 科（学科単位）：学生→教官→教室会議(毎週) 
専攻科（専攻単位）：学生→教官→専攻会議(毎週) 

教育改善推進委員会（隔週）

主任会(隔週) 

専攻・学科代表委員会

教務委員会（隔週） 

教
育
改
善
の
ル
ー
プ 

教
育
点
検
の
ル
ー
プ 

日
常
の
点
検
・
評
価
・
改
善

教室会議 
専攻会議 

資料 6-1-①-2 教育の点検・改善のループ図         
出典 平成 15年度高知工業高等専門学校物質工学専攻 JABEE自己点検書)
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は，庶務課で保管されている。 
 専攻科は，平成12年度に設置された。設置以来平成15年度までは，専攻科長を委員長とし，専攻主
任と学科主任を構成員とする専攻科委員会で，専攻科の運営（専攻間の情報交換，カリキュラム検討，

修了判定，JABEEプログラム修了認定など）を行ってきた。平成16年度からは，専攻科の運営が恒
常化したため，また7年一貫教育を効率よく推進する為，専攻科委員会を本科（準学士課程）の教務
委員会と一元化し，専攻科委員会を発展的に廃止した。 
 
（分析結果とその根拠理由）  
 教室会議・専攻会議，教務委員会，進級判定会議・卒業判定会議・修了判定会議等が，把握･評価の

ために機能している。よって，学生が卒業（修了）時に身に付ける学力や資質・能力，養成する人材

像等について，その達成状況を把握・評価するための適切な取組が行われている。 
 
観点６－１－②： 各学年や卒業（修了）時などにおいて学生が身に付ける学力や資質・能力につ

いて，単位取得状況，進級の状況，卒業（修了）時の状況，資格取得の状況等か

ら，あるいは卒業研究，卒業制作などの内容・水準から判断して，教育の成果や

効果が上がっているか。 
（観点に係る状況）  
準学士課程 

(i) 単位取得状況 
 それぞれの学年の進級に要する単位数が定められ，卒業に要する単位数は167単位以上である。そ
れぞれの科目は，必修得科目と必履修科目とに大別される。必修得科目は，単位取得が卒業要件であ

る。一方，必履修科目は，原則として単位修得をすることとなっているが，その他の進級・卒業要件

を満たしておれば，該科目の単位が取得されていなくても，進級判定会議や卒業判定会議で審議の上，

進級・卒業が認められる。必履修科目の内，学生が単位を取得できなかった科目の総数は，資料6-1-
②-1に示すとおり，平成12年度から平成15年度までは減少した。しかし平成16年度には増加に転じ，
平成13年度の水準に近くなった。学業成績の平均点は，資料6-1-②-1に示すとおり，平成13年度まで
は百点満点により，また，平成14年度以降は5点満点法でそれぞれ評価している。平成14年度以降は
進級や卒業の要件として，単位当たり3.00以上が求められるようになった。平均点は4.2～4.3であり，
進級基準の3.00を大きく上回っている。 
 
（資料6-1-②-1） 

 
(ii) 進級･卒業・留年･退学等の状況 

 年度当初の在籍学生数と，年度末の退学･休学･原級留置と進級･卒業の状況を資料6-1-②-2に示す。
平成12年度以降，年度当初の学生数を基準とする進級・卒業率は92，93，94，94，95％と年々上昇

12年度 13年度 14年度 15年度 16年度
単位修得状況* 486 451 415 340 462
平均点 73.34 73.86 4.20 4.23 4.27

*：必履修科目の内，単位認定されなかった科目数
（出典　学生課）

必履修科目の内単位認定されなかった科目数と学業成績評価点の平均点
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している。これは，年々退学と原級留置の学生数が減少していることを示している。 
 
（資料6-1-②-2） 

 
(iii) 資格取得等の状況 

 本校では，実用英語検定，工業英語技能検定，ラジオ音響技能検定，ディジタル技術検定の資格は，

学生が学校に申請することによって卒業要件に入らない単位として認められる。これらの人数は，資

料6-1-②-3に示すとおりであるが，上記以外の国家資格等については，学生に受験を促しているもの
の，それらの合格状況などは把握していない。 
（資料6-1-②-3） 
 
 
 
 
 
 
 
 

学年当初

年度 学科 4月在学 退学 休学 原級留置 進級・卒業
進級・卒業率

(%)
機械 197 7 0 8 182 92
電気 201 11 1 4 185 92
物質 197 3 2 9 183 93
建設 200 9 0 8 183 92
合計 795 30 3 29 733 92
機械 204 11 0 3 190 93
電気 192 2 0 1 189 98
物質 208 11 0 8 189 91
建設 198 9 2 7 180 91
合計 802 33 2 19 748 93
機械 194 5 1 3 185 95
電気 196 2 1 2 191 97
物質 199 12 0 2 185 93
建設 198 5 3 11 179 90
合計 787 24 5 18 740 94
機械 195 2 2 7 184 94
電気 200 5 1 7 187 94
物質 194 3 0 0 191 98

建設 199 12 4 6 177 89

合計 788 22 7 20 739 94

機械 197 10 1 3 183 93

電気 197 5 0 1 191 97

物質 198 2 1 3 192 97

建設 190 6 1 5 178 94

合計 782 23 3 12 744 95

（出典　学生課）

退学・休学・原級留置・進級・卒業学生数，及び，進級・卒業率

15

16

12

学年末

13

14

準学士課程学生の資格取得状況

学科・専攻 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度

機械 4 16 14 3 5

電気 43 38 29 3 6

物質 4 2 13 4 3

建設 24 10 14 5 4

合計 75 66 70 15 18

実用英語検定，工業英語技能検定

ラジオ音響技能検定，ディジタル技術検定 (出典　学生課）
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(iv) 卒業研究・学会発表・学会表彰 
 本校の5年生は，年齢の上では4年生大学の2年生に相当するが，高いレベルの卒業研究を行ってい
る。卒業研究の成果は，卒業論文としてまとめると共に，学科毎に成果発表会（卒業研究発表会）を

行っている（別添資料6-1-②-4）。5年生は，各種学会で約20件ないし約50件の研究発表を行い（資料
6-1-②-5），毎年数名以上の学生が学会等から表彰を受けている（資料6-1-②-6）。 
 

 

資料6-1-②-4 平成17年度 卒業論文概要集目次の一部   出典 建設システム工学科 
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（資料6-1-②-5） 
 
 
 
 
 
 
 
（資料6-1-②-6） 
 
 
 
 
 
 
 
 
専攻科（学士課程） 

(i) 単位取得状況 
 専攻科修了要件が62単位以上であるが，修了時の平均取得単位数は65以上である（資料6-1-②-7）。
成績が60点以上の科目が単位認定されるが，全科目の平均点は75点以上である。修了時には，学位授
与機構の工学学士の試験を受験した学生の全員が学士の資格を得ている（資料6-1-②-8）。更に，
JABEE教育プログラムでは，平成14年度に建設工学専攻生（平成13年度入学生，2期生）が5名，平
成15年度以降（平成14年度入学生以降，2期生以降）は全専攻において，学位取得を希望しなかった
学生を除く全員がその修了が認定された（資料6-1-②-9）。 
（資料6-1-②-7） 
 
 
 
 
 

（出典 学生課） 
（資料 6-1-②-8） 
 
 
 
 
 
 

（出典 学生課） 

専攻

機械・電気

物質

建設 74.8 75.6

平均 66.2 65.4 71.8 69.8

71.3 66.1

68.5 64.0 69.4 67.6

単位取得状況（修了時の修得単位数）

専攻科

12年度 13年度 14年度 15年度 16年度

67.3 65.5

62.8 66.8

年度

学年 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

機械・電気 77.7 78.4 74.5 79.1 59.0 81.2 75.8 74.7 80.8

物質 80.1 73.1 82.2 77.3 74.1 76.0 80.7 80.3 80.7

建設 79.7 75.5 76.3 78.2 83.0 79.6 76.1 74.7 86.7

79.2 75.7 77.7 78.2 72.0 78.9 77.5 76.6 82.7

平均点(全学生）

平均点(学年別）

79.2 76.7 75.1 78.2 79.7

13 14 15 16

学業成績平均値

専攻科

12

学科 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 合計

機械 0 1 0 1 0 0 2

電気 5 6 6 3 4 0 24

物質 0 6 4 10 6 2 28

建設 34 35 7 14 12 10 112

合計 39 48 17 28 22 12 166

口頭発表または論文発表 （出典　学科）

準学士課程の学生による学会発表件数

学科 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 小計

機械工学科 1 1 1 1 1 5

電気工学科 1 1 1 4 1 8

物質工学科 1 1 2 2 3 9

建設システム工学科 2 2 3 2 3 12

合計 5 5 7 9 8 34

（出典　学科・専攻）

準学士課程学生の学会表彰など
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（資料 6-1-②-9） 

 
(ii) 資格取得状況 

 専攻科の場合，一般的な国家資格試験の受験状況を把握していない。しかし，学位授与試験には全

受験生が合格し，合格者全員が学位技術士補の資格が得られる。また，資格試験ではないが，２期生

以降の全学生に TOEIC 受験を義務付けている。その成績は，（資料 6-1-②-10）に示す通り年々上昇
している。 
 
（資料 6-1-②-10） 
 
 
 
 
 
 
 

(iii) 特別研究（卒業研究）・学会発表・学会表彰 
 専攻科1年生と2年生で行う研究を特別研究と称している。特別研究の成果は，1年生は3月に校内で
成果発表会（特別研究中間発表会）を行い，これは特別研究の単位判定審査を兼ねている（資料6-1-
②-11）。2年生では，4月に行われる中国四国地区高等専門学校専攻科生研究交流会で，全員が研究発
表を行っている（資料6-1-②-12）。更に，2年生の年度末には，特別研究発表会として外部へも公開し
て研究発表会が行われている。研究成果は，特別研究論文集として他高専など関係機関に配付してい

る（資料6-1-②-13）。専攻科2年間に学生が学会などで発表した発表件数を（資料6-1-②-14）に示す。
また，学会などの表彰や論文コンクールなどでの表彰等の件数を，（資料6-1-②-15）に示す。 
 
 
 
 

入学年度 Listening Reading Total
2期生 13 179 120 299
3期生 14 191 121 312
4期生 15 200 137 337
5期生 16 222 145 367
6期生 17

(出典　主事室）

TOEICスコアの期生毎・2年間（4回の試験）の平均点

但し，5期生は1年生の成績

1 2 3 4 5
12 13 14 15 16
13 14 15 16 17

入学者 20 19 22 22 19

留年者*1 0 1 1 0 0
退学者 0 1 1 1 1
修了者 20 18 21 21
修了率 100% 95% 95% 95%

20 17
*2 21 21

5
*3 21 21

*1：留年生は全て1年遅れて修了
*2：1名が，本人の希望により学位授与試験を申請せず
*3：建設工学専攻生のみ （出典　学生課）

期生

JABEEプログラム修了
学士学位取得

入学年度

修了年度
*1

入学から修了まで

入学生の修了・進路決定までの経過
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資料6-1-②-11 平成16年度特別研究中間発表会概要集抜粋          出典 主事室 
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（資料6-1-②-14） 
 
 
 
 
 
 
 
（資料6-1-②-15） 
 
 
 
 
 
 
 

専攻 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 合計

機械・電気 0 8 13 0 5 0 26

物質 0 2 9 15 17 4 47

建設 5 18 6 6 6 7 48

合計 5 28 28 21 28 11 121
口頭発表または論文発表 出典　学科・専攻

専攻科課程学生による学会発表件数

専攻 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 小計

機械・電気工学 0 1 2 3 5 11

物質工学 0 0 1 1 3 5

建設工学 1 2 2 1 1 7

合計 1 3 5 5 9 23
（出典　学科・専攻）

学士課程（専攻科）学生の学会表彰など

資料 6-1-②-12 平成16年度中国四国地
区高等専門学校専攻科生研究交流会予稿集

資料 6-1-②-13 高知工業高等専門学校専攻科 平
成 17年度特別研究論文集  
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（分析結果とその根拠理由）  
 退学者や原級留置学生が年々減少し，進級率や卒業率は94%の高水準で，かつ年々向上している。
卒業研究･特別研究の水準は学会発表件数や学会表彰の件数が増加している。よって，学生が身に付け

る学力や資質・能力について，教育の成果や効果が上がっている。   
 
観点６－１－③： 教育の目的において意図している養成しようとする人材像等について，就職や

進学といった卒業（修了）後の進路の状況等の実績や成果から判断して，教育の

成果や効果が上がっているか。 
（観点に係る状況）  
資料6-1-③-1および2に過去５年間（平成12～16年度）の「準学士課程卒業生の進路状況」および
「専攻科課程修了生の進路状況」を示す。これらの資料中の「就職率」および「進学率」はそれぞ

れの希望進路の学生数に対して実際に進路が決定した学生数の割合をあらわしている。また，進路

未決定者数は，卒業時までに進路が決定しなかった学生数である。資料6-1-③-1および2をもとに，
「全卒業生および専攻科修了生に対する就職者・進学者・その他・進路未決定者の割合」を資料6-1-
③-3に図示した。就職ではその業種，進学では本校専攻科と大学3年生への編入学に分類し，それぞ
れを資料6-1-③-4および5に示す。 
最近５年間の卒業・修了後の進路を学科別・専攻別にまとめた資料6-1-③-3より，物質工学科で
は進学率が約50％であるが，全体では，就職：56%，進学：40%，その他：4%である。卒業後の進
路は，資料6-1-③-4および5より，それぞれの学科で学んだ専門知識を生かした方面に進んでいるこ
とが分かる。就職者のほとんどは，製造業（95%以上）に就いており，機械工学科では「機械・精
密」関連，電気工学科では「電機，情報・通信」関連，物質工学科では「化学」関連，建設システ

ム工学科では「建設」関連の企業を中心に就職している。専門外の業種の企業への就職もあるが，

それぞれの企業では専門を活かした職務に就いている（資料6-1-③-4の業種分類は一般的に報告さ
れているものを利用）。進学の場合は，大学編入学あるいは本校の専攻科であるが，ほとんどの学生

が理工系学部のそれぞれの専門分野の学科に進学している。専攻科修了生も本科卒業生と同様に，

それぞれ専門分野への就職あるいは大学院への進学である。 
 

（資料6-1-③-1） 

 
 
 

A B A/B(%) A B A/B(%)
12 131 74 74 100 53 53 100 4 0
13 143 84 84 100 53 53 100 6 0
14 139 71 71 100 60 60 100 7 1
15 147 79 79 100 61 61 100 6 1
16 139 80 80 100 55 55 100 4 0
合計 699 388 388 100 282 282 100 27 2

A：希望者数，B：内定または合格者数
(出典　「高知高専だより（第95～99号）」)

卒業生数年度

平成12～16年度準学士課程卒業生の進路状況
進　　学就　　職 進路未決

定者数
その他（専
門学校等）
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（資料6-1-③-2） 

 
（資料6-1-③-3） 
平成12年度～平成16年度の全卒業・修了生に対する就職者・進学者・その他・進路未決定者の割合 

 

機械工学科

0%3%

62%

35%

電気工学科

0%
3%

37%

60%

物質工学科

46%
49%

1%4%

建設システム工学科

6%

54%39%

1%

 

 

機械電気工学専攻

68%

29%

3%

物質工学専攻

10%

35%
55%

 

建設システム工学専攻

14%

66%

14%

就職者数

進学者数

その他

未決定者数

 
(出典 高知高専だより（第95～99号) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 2 3 4 5
12 13 14 15 16
13 14 15 16 17
20 19 22 22 19
20 18 21 21

就職 16 11 12 14
進学 2 5 7 7

その他
*1 0 0 1 0

未定
*2 2 2 1 0

*1：公務員学校
*2：公務員試験受験中，結婚予定のため就職せず等

（出典　学生課）

進路

入学者
修了者

専攻科入学生の修了・進路決定までの経過
期生
入学年度

修了年度*1
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（資料6-1-③-4） 

人数 分布 人数 分布 人数 分布 人数 分布 人数 分布 人数 分布

機械・精密 44 42 14 13 7 6 9 10 74 19 8 19
電機 13 12 18 16 12 11 1 1 44 11 6 14

情報・通信 6 6 24 22 1 1 2 2 33 9 6 14
電力・ガス・石油 6 6 14 13 0 0 3 3 23 6 3 7
食品・医薬品 4 4 2 2 4 4 0 0 10 3 1 2

化学 6 6 1 1 40 36 0 0 47 12 6 14
繊維・紙 4 4 2 2 8 7 0 0 14 4 1 2
建設 4 4 1 1 0 0 50 54 55 14 5 12
運輸 2 2 4 4 0 0 8 9 14 4 0 0
マスコミ 0 0 9 8 0 0 0 0 9 2 0 0

ＳＥ・サービス 10 9 14 13 2 2 1 1 27 7 2 5
官公庁関連 3 3 5 5 1 1 16 17 25 6 2 5
その他 4 4 2 2 4 4 3 3 13 3 2 5
合計 106 100 110 100 79 72 93 100 388 100 42 100

(出典　高知高専だより（第95～99号）

平成12年度～平成16年度卒業生・専攻科修了生の就職先の業種

専攻科課程
準学士課程

就職先業種 全学科物質工学科 建設ｼｽﾃﾑ工学科機械工学科 電気工学科

 
 
（6-1-③-5） 

 
（分析結果とその根拠理由）  
以上の卒業生および専攻科修了生の進路決定状況より，本校の教育の成果や効果が上がっている

ものと判断される。            
 
観点６－１－④： 学生が行う学習達成度評価等から判断して，学校の意図する教育の成果や効果

が上がっているか。 
（観点に係る状況）  
平成13年度までは学生による授業評価の中で学習達成度評価を行っていた（資料6-1-④-1 平成

13年度授業評価アンケート報告書）。これらの授業評価アンケートの設問として，「授業内容を良く
理解できたか」，「予習や復習はよくできたか」，「宿題やレポートは期限内に全て提出したか」，「授

業では，注意深く良く聞き，ノートをきちんととったか」，「分からない箇所は，自分で調べたり，

先生や友達に質問したりしたか」，「教科書以外に，参考書などで理解を深めたか」，「試験に際して

は，講義内容を十分理解していたか」，「成績の評価は，納得できるものであったか」，「実験などに

よって，授業の内容を深く理解できたか」などがあった。平成14度からのインターネットを利用し
た学生によるWEB入力授業評価システムの導入の際，設問の見直しを行った。この時，学生が行う

12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 合計

53 53 60 61 55 282

理工学部 37 31 39 43 34 184

その他学部 1 0 1 1 0 3
15 22 20 17 21 95
53 53 60 61 55 282

（出典　学生課）

平成12～16年度準学士課程卒業生の進学状況

合計

進学者数

専攻科

平成年度

大学3年
への編入
学



高知工業高等専門学校 基準６ 
 

- 201 - 

学習達成度に関する評価項目は，「学生による授業評価」とは評価対象が異なるとの理由で削除した。

従って，現在は，全校学生による学習達成度評価は行っていない。 

 

 
学校全体での学生による学習達成度評価は行っていないが，個々の教員による学習達成度に関す

るアンケート調査（Minute Paper）は，実施されている。これらの成果は校内の教育研修会で発表
され，授業改善，教育の成果や効果に結びついている。（資料6-1-④-2 平成16年度教育改善に関す
る研究テーマ研修会概要集）。 

資料 6-1-④-1 授業評価アンケート質問項目   
出典 平成 13年度高知工業高等専門学校授業評価アンケート報告書 
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資料6-1-④-2 Minute Paperを利用した授業評価アンケートに関する報告 
             出典 平成16年度教育改善に関する研究テーマ報告研修会概要集 
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また，前期中間試験，全期末試験，後期中間試

験，学年末試験の年間4回の定期テスト，年1回の
実力試験，および，平常の授業で行われるテスト

や小テストなどは，すべて学生の学習達成度評価

と考えることができる。更に，準学士課程の4年
生から学士課程（専攻科）の学生を対象とする

JABEE教育プログラムでは，学習･教育目標ごと
に学生が到達すべき目標とその目標に達するには

どのような学習をすべきかが明記されている。こ

のため，それぞれの学生はどの程度目標を達成で

きたかを定期試験の成績によって判断でき，到達

度チェックシートでチェックしている。（資料6-1-
④-3 JABEE教育プログラム 平成16年度「物質
工学」履修の手引き）。 

 
 専攻科の学生は，毎年，JABEE教育プログラム
の学習･教育目標に対する達成度を，学生自らが目

標ごとの取得単位数をチェックして，点検してい

る。また，専攻科の2年生は，4月に提出する受講
申請書に，既に取得した単位の確認を行うことに

なっている（資料6-1-④-4 平成17年度専攻科学
生の手引き）。 

 
 
（分析結果とその根拠理由）  

 学生が行う学習達成度評価は，学校全体では実施

していないが，個々の教員によっては行われている。

学生の学習達成度評価は，単位取得状況チェック，

および，各種試験やJABEE教育プログラムの学習・
教育達成度評価などが，これに代わるものとして機

能している。よって，学生が行う学習達成度評価等

から判断して，学校の意図する教育の成果や効果が

上がっている。 
 
 
 

知識・
能力

学年 科 目 名
単位
数

取得単
位数

取得単位
数小計

評 価 基 準 判定

S：法学A 1
S：法学B 1
S：経済学 1
S：心理学 1
S：現代哲学 1
S：現代地理学 1
S：校外実習 2
S：世界文化論 1
人間と科学技術 2
環境工学 2
安全工学 1
S：環境工学特論 2
※技術者倫理 2
S：地域産業経済論 2
S：生産工学特論 2
S：線形代数A 1
S：線形代数B 1
S：物理学特論 1
S：生物学 1
応用数学A 3
応用物理 2
S：数学特論 1
応用数学C 1
情報処理Ⅴ

S：解析学 2
S：代数・幾何学 2
S：現代物理学 2
S：一般物理学 2
S：一般化学 2
S：生命科学 2
S：応用情報処理 2
S：データベースシステム 2
化学工学 2
化学工学演習Ⅰ 1
反応工学 1
分離工学 1
化学熱力学 1
物理化学 2
機器分析 2
機械工学概論 2
電気工学概論 2
安全工学 1
S：反応速度論 2
S：分離操作工学 2
S：無機材料化学特論 2
S：材料科学 2
S：生産工学特論 2
S：化学結合論 2

C4 ※プロセス工学実験 5
※M：材料化学実験 4
※B：生物工学実験 4

S1 ※特別実験 4
S2 ※特別実験 4

生物化学 2
高分子化学 1
品質管理 1
M：材料化学 2
M：合成化学 1
B：生物工学 2
B：酵素化学 1
環境工学 2
高分子物性論 1
M：材料化学 2
M：機能性材料化学 1
Ｂ：応用微生物学 1
B：生物反応工学 1
Ｂ：遺伝子工学 1
S：環境工学特論 2
S：天然物有機化学 2
S：有機合成化学 2
S：反応工学特論 2
S：応用機器分析 2
S：セラミックス化学 2
S：高分子材料化学 2
S：分析化学特論 2
S：生物化学工学 2
S：触媒工学 2
英読 2
英会話 1
S：国文学演習 1
S：ドイツ語 2
S：中国語 1
物質工学ゼミ 1
総合英語Ⅱ 2
S：ドイツ語 2

S1 ※英語演習Ⅰ 2
S2 ※英語演習Ⅱ 2
C5 ※卒業研究 10
S1 ※特別研究 4
S2 ※特別研究 10

0

C5

数

学

・

自

然

科

学

・

情

報

技

術

C5

0

S1

0

応

用

能

力

S2

C4

C5

(C)

C4

実

験

技

術

専

門

知

識

語

学

力

(D)

S1

C5

0

平成１６年度修了生・JABEE対応教育プログラム取得単位数

(A)

S2

学習・教育
目標

(B)

B (1)

人

文

科

学

・

社

会

科

学

・

環

境

・

安

全

等

0
　左記の「専攻科科目」のう
ち４単位以上の科目を取得
すること．ただし，技術者倫
理を含むこと．

C4

S1

S2

0 　左記の「本科科目」のうち
８単位以上取得すること．

0
　左記の「専攻科科目」のう
ち１２単位以上取得するこ
と．

　左記の全科目（１７単位）
を取得すること．

　左記の「専攻科科目」のう
ち４単位以上取得するこ
と．

氏　名：　

　左記の「専攻科科目」のう
ち１０単位以上取得するこ
と．

　左記の「本科科目」のうち
３単位以上取得すること．

　左記の「本科科目」のうち
４単位以上の科目を取得す
ること．

　左記の「本科科目」のうち
４単位以上取得すること．

科目名の前の※印は必修得科目，M印は材料化学コース必履修科目，B印は生物生産コースの
必履修科目，S印は選択科目，無印は必履修科目を表す．

【備考】

C4

(F)

0 　左記の「専攻科科目」のうち
４単位以上取得すること．

(E)

　左記の全科目を取得する
こと．

　左記の「本科科目」のうち
８単位以上取得すること．

C4

B (3)

専

門

基

礎

0 　左記の「本科科目」のうち
４単位以上取得すること．

C5

0

0
C4

0
S1

C5

化
学
工
学
基
礎

B (2)
C5

0

資料 6-1-④-3 修得単位チェックシート 出典 JABEE教育プログラム 平成 16年度「物質工学」
履修の手引き 
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資料6-1-④-4 専攻科授業科目履修届  出典 平成17年度専攻科学生の手引き 
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観点６－１－⑤： 卒業（修了）生や進路先などの関係者から，卒業（修了）生が在学時に身に付

けた学力や資質・能力等に関する意見を聴取するなどの取組を実施しているか。

また，その結果から判断して，教育の成果や効果が上がっているか。 
（観点に係る状況）  
平成13年度より3年毎に，教育成果の自己点検として，準学士課程卒業生・専攻科修了生の就職先
企業・卒業生を対象としたアンケートを実施している。平成13年度の調査結果を反映して，平成14年
度には，専攻科に「技術者倫理」の新設，「英語演習」の増設，平成15年度からはこれらの科目の単
位取得を専攻科修了要件とした。以下，平成１６年度に実施したアンケート調査結果を中心に述べる。 
 準学士課程卒業生就職先企業を対象（回答数１５８社）に「準学士課程卒業生のレベル」について，

「技術者倫理」，「基礎学力（一般教養・知識）」，「専門基礎学力」，「実験実習能力」，「専門応用力」，

「基礎語学力・プレゼンテーション（プレゼン）能力」および「創造力・指導力・問題解決能力」の

各項目別に，「満足・やや不満足（やや満足）・普通・やや不足・不足」の５段階の評価調査をおこな

った（資料 6-1-⑤-1）。それによると，「普通」以上の評価が，項目「基礎語学力・プレゼン能力」を
除いた項目で約９割以上を占めている。 

 
資料 6-1-⑤-1 

本科卒業生のレベルにおける回答要素の割合

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答要素の割合

満足 やや不満足 普通 やや不足 不足

技術者倫理

基礎学力（一般教養・知識）

専門基礎学力

実験実習能力

専門応用力

基礎語学力・プレゼン能力

創造力・指導力・問題解決能力

 

（出典 庶務課｢高知工業高等専門学校での教育等に関するアンケート｣） 
 
 
 
 一方，卒業生を対象（回答数４６名）に「役に立った高専準学士課程の教育」について，上記資料

6-1-⑤-1と同一の各項目別に，「役に立った・やや役に立った・普通・あまり役立たなかった・全く役
立たなかった」の５段階の評価調査をおこなった（資料 6-1-⑤-2）。項目「専門基礎学力」および「実
験実習能力」では，「やや役に立った」以上の評価が約６割以上占めており，就職先企業にてこれらの

学力・能力が活かされていることが確認された。 
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（資料 6-1-⑤-2） 
 

役立った高専本科の教育における回答要素の割合

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答要素の割合

役立った やや役立った 普通 あまり役立たなかった 全く役立たなかった

技術者倫理

基礎学力（一般教養・知識）

専門基礎学力

実験実習能力

専門応用力

基礎語学力・プレゼン能力

創造力・指導力・問題解決能力

 

（出典 庶務課｢高知工業高等専門学校での教育等に関するアンケート｣） 
 
 さらに，専攻科修了生就職先企業を対象（回答数１１社）に「専攻科修了生のレベル」について，

「技術者倫理」，「専門基礎学力」，「実験実習能力」，「専門応用力」，「基礎語学力・プレゼン能力」お

よび「創造力・指導力・問題解決能力」の各項目別に，資料 6-1-⑤-1と同様の５段階の評価調査をお
こなった（資料 6-1-⑤-3）。「普通」以上の評価が，項目「基礎語学力・プレゼン能力」および「創造
力・指導力・問題解決能力」を除いた項目で１０割を占めたことが確認された。 
 
（資料 6-1-⑤-3） 

専攻科修了生のレベルにおける回答要素の割合

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答要素の割合

満足 やや不満足 普通 やや不足 不足

技術者倫理

専門基礎学力

実験実習能力

専門応用力

基礎語学力・プレゼン能力

創造力・指導力・問題解決能力

 
（出典 庶務課｢高知工業高等専門学校での教育等に関するアンケート｣） 
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（分析結果とその根拠理由） 
 平成１３年度に実施したアンケートに対する準学士課程卒業生のレベルに関する就職先企業の回答

から，卒業生の「基礎語学力・プレゼンテーション能力」項目の不足が確認できた。それらを補うべ

く，準学士課程の希望学生に対してオーストラリアへの語学研修を，専攻科では，英語科目を増やし

必修得科目にすると共に，TOEIC試験対策講座を開講しTOEIC受験を全員に義務付けている（資料
6-1-②-10）。プレゼンテーション能力の向上として，研究成果の校内・校外での学会発表等をおこな
いレベルアップに努めている（資料6-1-②-5，資料6-1-②-11）。こうしたことにより，平成１６年度に
実施したアンケートに対する同項目に対する「普通」以上の評価が，準学士課程卒業生で約８割，専

攻科修了生で約９割を占め，その成果が現れていると考えられる。よって，卒業生，修了生等の意見

を反映させる取り組みが実施され，その結果から判断して教育の成果や効果が上がっている。 
 
 
（２）優れた点及び改善を要する点 
（優れた点）  
学生の研究（卒業研究・特別研究）活動が活発で，学会発表件数も多い。アンケート評価では学生

によるもの，卒業生（修了生）や就職企業によるもの両方が，定期的に行われている。それらの結果

を教育改善に反映させ，進級，卒業，就職，進学（大学3年編入，本校専攻科，大学院）について好
成績が得られている。 
 
（改善を要する点）  
 学生が行う学習達成度評価は，以前は実施していたがその結果を授業改善に活かすことが難しい為，

現在は評価項目から削除している。今後，学生自身による学習達成度評価を行う方向で検討中である。 
 
 
（３）基準６の自己評価の概要 
学生が身に付ける学力・能力，養成する人材像などについて，達成状況を把握・評価するための適

切な措置が行われている。特に高学年，準学士課程 4・5年生，専攻科 1・2年生の教育は，教育の成
果が問われる日本技術者教育認定機構の審査に合格しており，教育の成果が上がっているものと評価

される。 
学生の達成状況の把握・評価については，教室会議（学科会議）・専攻会議，教務委員会，教育改善

推進室，進級判定会議，卒業判定会議で十分に行われている。学業成績の評価は，進級判定会議，卒

業判定会議で行われるが，これらの結果は，教育改善推進室と教務委員会，および，各学科･専攻にフ

ィードバックされ，教育改善に活かされている。 
学生が身につける学力や資質・能力について，学業成績が年々向上しており，その結果として進級

率や卒業率が向上している。高学年での研究活動は活発で，学会発表の件数も年々増加している。こ

れらの結果は，卒業後の進路決定にも反映されており，就職希望者と進学希望者は全員その希望を達

成できている。 
学生による授業評価を年 2回定期的に行っているが，現在の設問には学生自身による学習達成度評
価は入っていない。しかし，定期試験，実力試験，JABEE教育プログラムの目標達成度評価，TOEIC，
取得単位のチェックシステム等が，学生自身が行う達成度評価に替わるものと認識している。 
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卒業（修了）生や進路先の関係者を対象とするアンケート調査は，3 年毎に実施している。その結
果は，授業科目の新設や増設，単位の必修得化，TOEIC受験の義務化等として対応されている。 
以上より，教育の目的の意図している学生が身に付ける学力，資質・能力や養成しようとする人材像

などに照らして，教育の成果や効果が上がっている。 
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（資料７－１－①－１） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典：平成 17年度学生便覧）
 

（資料７－１－①－２） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典：平成 17年度専攻科学生の手引）

（資料７－１－①－１） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典：平成 17年度学生便覧）

基準７ 学生支援等 
（１）観点ごとの分析 
観点７－１－①： 学習を進める上でのガイダンスが整備され，適切に実施されているか。また，

学生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制が整備され，機能してい

るか。 
（観点に係る状況）  
学習を進める上でのガイダンスとして，年度当初に本科学生に対して学級オリエンテーション，専

攻科学生に対して専攻科生オリエンテーションを行っている（平成 17年度は 4月 8日に実施）。学級
オリエンテーションでは，各クラスの学級担任が学生便覧（資料７－１－①－１）等をもとに学業成

績の評価方法や進級・卒業要件などの教務事項，奨学金制度，校外実習などを説明し，専攻科オリエ

ンテーションでは，専攻科長から専攻科学生の手引（資料７－１－①－２）をもとに開講科目や修了

要件などの履修要領，学位（学士）の取得方法などを説明している。各教科の授業の最初には，担当

教員がシラバスを配付し，授業の目標，計画・方法，到達目標，成績評価の方法などを説明している。

また，本科 1年次には日帰り研修，3年次には１泊 2日の合宿研修があり，これらの研修を通じて学
習・生活指導や進路指導も行っている。 
 学生の自主的学習を進める上で，各クラスの学級担任は，個々の学生のきめ細かな学習・生活指導

や進路指導，各種情報の伝達や相談・助言を行っており，平成15年度からは本科全クラスに副担任制
度を導入して，より充実した学生の指導を行っている（資料７－１－①－３）。専攻科学生に対しては，

指導教員が担任の役割をし，専攻主任，同副主任が専攻全般をサポートすることで，本科と同様の指
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導を行っている。授業担当教員による教科ごとの自主的学習の相談・助言は，学生の質問に応じるた

めの時間（オフィスアワー）を設定して応じているが，それ以外の時間でも随時相談に応じている。

また，本科1年生に対して数学の補習（数学演習），大学編入学を目指す本科4年生に対して物理と化
学の補習（物理演習，化学演習）が時間割に組み込んで行われており，放課後には，本科4，5年生と
専攻科生に対して2ヶ月に1回TOEIC模擬試験（平成16年度は7回実施し，のべ87名が受講），専攻科
生に対して週1回TOEIC試験対策のための勉強会を希望者に実施している（平成16年度は19回実施し，
のべ204名が受講）。専攻科入学予定者に対しても，夏季及び春季休業中に英語と数学の課題を与えて，
自主学習のフォローを行うことになっている。 
 
（分析結果とその根拠理由）  
 学習を進める上でのガイダンスは，年度当初に本科では学級担任，専攻科では専攻科長がオリエン

テーションを行い，授業の最初には各教科担当教員がシラバスを説明し，また，年間行事に組み込ま

れた学年毎の各種研修などを通じて適切に行われている。学生の自主的学習の相談・助言は全般的に

は学級担任や指導教員が行い，教科毎には授業担当教員がオフィスアワーを設定して行っている。ま

た，時間割に組み込まれた数学，物理，化学の補習授業や，TOEIC模擬試験やその勉強会も定期的に
実施しており，自主的学習の支援体制は整備され機能している。 

 
 

（資料７－１－①－３） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典：平成 17年度第 1回教員会配付資料）
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観点７－１－②： 自主的学習環境（例えば，自主学習スペース，図書館等が考えられる。）及び厚

生施設，コミュニケーションスペース等のキャンパス生活環境等が整備され，効

果的に利用されているか。 

（観点に係る状況）  
学生の自主的学習を支援する設備には，各種教室，情報処理センター，パソコン室，図書館などが

ある（資料７－１－②－４）。各科の教室（本科），講義室（専攻科），自習室，図書室，資料室は，定

期試験前の自主的学習，図書閲覧，文献調査の場所として利用されている。情報処理関係設備では，

無線 LANシステムが学内全域に整備され，ノ－トパソコンがあればどこでも学内 LANおよびインタ
ーネットが利用できる。また，この他のパソコン端末として，情報処理センターに 60 台，パソコン
室（2室）に 90台設置しており，月～金曜日の 18時まで自由に利用でき（教職員が施錠責任者とし
て対応できる場合には，これ以外の曜日・時間も可能），各教科の課題や卒業研究などの書類作成，イ

ンターネットによる学内外の情報収集や電子メールによる情報交換などに積極的に利用されている

（http://www.kochi-ct.ac.jp/staff/center/welcome.htmlに記載）。本校のホームページでは，学内行事，
各学科の紹介やカリキュラム，各教員の研究内容，施設情報などが公開され，ホームページや

e-Learningシステム(Web Class)を利用した自主的学習，図書の新着情報や蔵書・文献検索もできる
（http://www.kochi-ct.ac.jp/，http://www.kochi-ct.ac.jp/info/に記載）。平成 16年度の情報処理センタ
ーの学生利用件数は 18,150件（利用時間数は 20,329時間），このうち 17時以降の利用件数は 3,468
件（利用時間数は 2,005時間）である。パソコン室の学生利用件数（4～12月の合計）は 9,762件（利
用時間数は 10,802時間），このうち 17時以降の利用件数は 957件（利用時間数は 510時間）である
（http://www.kochi-ct.ac.jp/jyohoka/に記載）。 
図書館は，人文・社会科学，工学，自然科

学など 10分野の図書や視聴覚資料（ビデオ，
DVD）の貸出，定期試験前などに自主的学習
を行う場として活用されており，休業期間を

除いて平日 19時まで，土曜日は 9時から 13
時まで利用できる。平成 16 年度の入館者数
は延べ 29,884 人，貸出冊数は延べ 4,301 冊
となっている。図書館には，校内 LAN に接
続した最新の図書管理システムやインターネ

ットで蔵書検索ができるパソコン端末があり，

図書館のホームページには各種の検索サイト

が設けられており自由に文献検索ができる。

学生用図書・雑誌は，教員からの依頼の他に，

学生からの申し出や意見箱より情報を入手し

て図書係で選定して購入している。また，定

期的に学生図書委員会を開催し，図書館便り

の発行や図書館主催のイベントを企画・実行

している（http://lib.kochi-ct.ac.jp/に記載）。 

（資料７－１－②－４） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典：学生便覧）
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学生の生活環境を支援する設備には，建依会館，黒潮会館，保健室，カウンセリングルーム，共同

談話室，学生寮などがある。建依会館には，100人程度が利用できる食堂，売店，理髪店，課外活動
や集会，研修会などに使用できるサークル室がある。黒潮会館は，文化系クラブの活動室及び学生が

長期休業中に課外活動（合宿練習）を行うための研修室として利用している。保健室では，非常勤校

医と常勤看護師1名で急病者や悩みを持った学生達への支援を行っている。カウンセリングルームは，
学外の専門家である非常勤カウンセラー1名と常勤の本校教員1名とで対応し，カウンセラーによるカ
ウンセリングが週1回行われており，学生の個人的問題に関する相談，精神保健に関する相談，学習
上の問題に関する相談，進路に関する相談などを行っている。共同談話室には，テレビ，ソファーが

配備され，学生間の交流の場，休憩の場として利用され，ロビーには就職資料や編入学試験問題の書

架があり，学生が自由に閲覧でき，進路決定に役立てている。学生寮は，男子寮5棟（内1棟の一部は
女子寮として使用）と女子寮1棟の合計6棟あり，それぞれ居住棟の各階には，テレビ，コンロ，冷蔵
庫などが備えられた補食室，学内LANに接続したパソコン端末が利用できるパソコン室も設けている
（居室のパソコンでの無線LAN接続も可能）。学生寮の共用施設としては，食堂，男子浴場，女子浴
場，洗濯場，寮生集会などに利用できる教養棟，自転車置場などがある（資料７－１－②－５）。 

 
（分析結果とその根拠理由）  
学生の自主的学習を支援する設備として，各種教室，情報処理センター，パソコン室，図書館が整

備され効果的に利用されている。中でも情報関係では，学内無線LANシステムが学内全域に整備され，
情報処理センターやパソコン室では，各教科の課題や卒業研究，学内外の情報収集や情報交換，ホー

ムページを利用した自主的学習，図書の新着情報や蔵書・文献検索などに大いに利用されている。ま

た，学生の生活環境を支援する設備には，建依会館，黒潮会館，保健室，カウンセリングルーム，共

同談話室，学生寮があり，学生の厚生施設として利用されている。 
 

 

（資料７－１－②－５） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典：平成 17年度寮生活のしおり）
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観点７－１－③： 学習支援に関する学生のニーズ（例えば，資格試験や検定試験受講，外国留学

等に関する学習支援等が考えられる。）が適切に把握されているか。 

 
（観点に係る状況） 

 学生からのニーズは，学生会が年1回開催する学生総会，あるいは，各クラスの評議員，文化・体
育局の評議員，女子学生代表者で2ヶ月に1回行われる評議員会において決議され，その要望事項は学
生主事室で把握し，学生生活委員会で審議されて実行に移される（資料７－１－③－６）。評議員会で

は，学生会予算及び決算の承認や，文化・体育・生活・予算・規約改正・広報・交通安全・女子学生

環境・高専祭・体育祭・よさこい祭・総合文化祭などの各種執行委員会からの提案事項が決議される。

また，その他には，専攻科生との懇談会，留学生懇談会，1年生研修，3年生合宿研修，クラブリーダ
ー研修，寮役員委嘱式，寮役員会などの学生との懇談会，研修会，役員会の中でも随時要望を聞くこ

とができ，図書館ロビーには投書箱も設置されている。学生から要望例として，TOEIC試験のための
勉強会の要望が専攻科学生からあり，平成15年度から英語担当教員で週1回の頻度で行っている。勉
強会を行うようになってから，TOEICのスコアも少しずつ上がっており，効果が出ている。 
図書館 パソコン室の開館時間の延長なども学生からの要望に基づき対応した結果である。 
 
（分析結果とその根拠理由）  
学習支援に関する学生のニーズは，学生

総会や評議員会，あるいは各種懇談会，研

修会，役員会，図書館に設置された目安箱

を通じて教員に適切に伝えられている。要

望として，平成15年度から専攻科学生の要
望に応じてTOEIC勉強会を行っており，効
果を上げている。 

 
観点７－１－④： 資格試験や検定試験

受講，外国留学のため

の支援体制が整備され，

機能しているか。 

 
（観点に係る状況）  
実用英語技能検定やTOEIC試験は英語

担当教員，工業英語技能検定は専門科の工

業英語担当教員，その他の専門的な資格試

験・技能試験（ラジオ音響技能検定，技術

士補など）は各専門科教員で対応しており，

試験内容や試験日は掲示板や授業などで学

生に周知・募集している。これらの支援と

して，実用英語技能検定やTOEIC試験は，
週1回TOEIC試験のための勉強会や2ヶ月

（資料７－１－③－６） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典：平成 17年度学生便覧）
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に1回TOEIC模擬試験を実施している。工業英語技能検定は，工業英語の授業の他に，学習資料の配
付や模擬試験を実施している。専門的な資格試験については専門科教員が適宜個人指導を行っている。

また，本校では，実用英語技能検定（準2級以上），工業英語技能検定（4級以上），ラジオ音響技能検
定（3級以上），ディジタル技術検定（3級以上）に合格した場合，本校の授業科目の履修とみなし，
それらを単位として認定している（資料７－１－④－７）。 
海外研修制度は，本校とオーストラリアのSydney Institute of Technologyとで学術交流に関する協
定が締結された平成11年度から実施している（平成16年度は7月24日～8月14日に実施された）。本校
教員から選出された担当教員により学生へ周知・募集され，希望する学生はシドニーにおける短期（約

3週間）の英語研修を受けることができる。研修前の5月中旬から出発までの約2ヶ月間，週1回の割合
でオーストラリアの歴史や地理,英語学習(場面の応じた会話）,ホームステイ先でのマナー，パーティ
ーでの出し物の検討などの勉強会を行っている。 

 
（分析結果とその根拠理由）  
実用英語技能検定やTOEIC試験は，英語担当教員が勉強会やTOEIC模擬試験を実施している。工

業英語技能検定は専門科の工業英語担当教員が学習資料の配付や模擬試験を実施している。その他の

専門的な資格試験・技能試験（ラジオ音響技能検定，技術士補など）は各専門科教員が適宜個人指導

を行っている。本校では，実用英語技能検定，工業英語技能検定，ラジオ音響技能検定，ディジタル

技術検定に合格した場合に単位として認定している。また，本校には海外研修制度があり，英会話な

どの勉強会を出発までの約2ヶ月間行っている。 
 
観点７－１－⑤： 特別な学習支援が必要な者（例えば，留学生，編入学生，社会人学生，障害を

持つ学生等が考えられる。）がいる場合には，学習支援体制が整備され，機能して

いるか。 
 
（観点に係る状況）  
本科3年次より受け入れの留学生に対して，学級担任の指導に加えて同じクラスの学生1名が2年間
チューターとなり，生活面や学習面の細かなフォローを行っている。また，時間割に日本語，日本事

情，数学演習，専門科の基礎的な工学演習を特別科目として組み込んで学習指導を行っている。高等

学校から本科4年次より受け入れの編入学生についても同様に，時間割に数学演習，専門科の基礎的
な工学演習の特別科目を組み込んで学習指導を行っている。 
成績不振学生への対応として，定期試験後の学科教室会議で学級担任を中心に学習指導方針を立案

して対応している。学科あるいはクラスによっては，成績不振学生に特定の教員をチューターとして

（資料７－１－④－７） 
 
 
 
 
 

（出典：平成 17年度学生便覧）
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付けて学習指導を行っている。低学年生については，学級担任を窓口として一般科目教員が放課後に

教室あるいは学生寮に出向いて補習等を行っている。 
 
（分析結果とその根拠理由）  
 特別な学習支援が必要な留学生，編入学生，そして成績不振者に対して，チューター制度や特別科

目を導入して学習支援を行っている。 
 
観点７－１－⑥： 学生のクラブ活動や学生会等の課外活動に対する支援体制が整備され，機能し

ているか。 

 
（観点に係る状況）  
学内には体育系24，文化系17のクラブがあり，顧問教員の指導の下で自主的な活動が活発に行われ
ている（資料７－１－⑥－８）。体育系クラブは，四国地区高専体育大会等の高専関係の各種大会の他，

県体等の高体連が主催する各種大会にも参加できる。文化系クラブは，四国総合文化祭やロボットコ

ンテスト，プログラミングコンテスト，デザイン・コンペティションなどにも毎年参加している。教

員の殆どは何らかのクラブの顧問となり，課外活動指導のしおりに記載された任務（クラブ予算案の

作成・予算執行・物品管理の指導，学生の安全確保とその指導，活動に必要な書類の承認・注意・指

導，対外活動の計画と引率，合宿の指導，顧問会等のクラブ関係集会への参加）を行ってクラブ活動

を支援している（資料７－１－⑥－９）。クラブリーダーには，クラブ相互の連帯感やリーダーとして

の自覚を高めること，課外活動のさらなる活性化や救急法を学習するために毎年1泊2日の合宿研修会
を行っている。 

（資料７－１－⑥－９） 
 
 
 
 
 
 

（出典：平成 17年度課外活動指導のしおりより抜粋）

（資料７－１－⑥－８） 
 
 
 
 
 
 
 

（出典：平成 17年度学生便覧）
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学生会の課外活動には，全学生が参加する高専祭，体育祭，決意式，クラス単位で競技を競うクラ

スマッチ，よさこい祭り，献血などがある。これらの活動は，学生生活関係教員と学生会が協力して

企画し，全教員がその運営を積極的に支援している。学生寮では，寮生会が主催する愛寮イベントが

行われ，寮務関係教員がその運営を支援している。 
 
（分析結果とその根拠理由）  
学生のクラブ活動には，顧問教員がクラブ予算案の作成・予算執行・物品管理の指導，学生の安全

確保とその指導，活動に必要な書類の承認・注意・指導，対外活動の計画と引率，合宿の指導，顧問

会等のクラブ関係集会への参加を行ってクラブ活動を支援している。学生会の課外活動には，学生生

活関係教員と学生会が協力して企画し，全教員がその運営を積極的に支援している。 
 
 
観点７－２－①： 学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制が整備され，機能し

ているか。 

 
（観点に係る状況）  
学生教育や生活を支援するための組織として各種委員会をおいている（資料７－２－①－１）。これ

らの委員会は定期的に開催され，学校全体の教育方針や教育改善などを検討し，その実現に努めてい

る。また上記以外に，学生教育，生活・進路指導・福利厚生，寮生活の支援・指導の主体となる組織

として教務主事室，学生主事室，寮務主事室がある。各主事室は校長から指名された主事1名と各主
事が指名した主事補佐3～4名で構成され，任務にあたっている。学生が教務事項や学生生活，寮生活
の中で生じた疑問や相談を最初に持ちかけ，直接的に指導にあたるのは主事室教員となることが多く，

本校の教育支援の中核である。各学科内においては，定期的に学科教室会議や各種ＷＧ会議が開催さ

れ，学科内学生の学習・生活指導などを討議している。また，本校は学年制を基本におき学級を単位

として教育を行っており，学級担任と副担任は，学生一人一人のきめ細かな学習・生活指導や進路指

導，各種情報の伝達や学生の相談や要望などを聞く体制になっている。専攻科学生に対しては，指導

教員が担任の役割をし，専攻主任，同副主任が専攻全般をサポートすることで，本科と同様きめ細か

な指導を行っている。学生の個人的問題に関する相談や精神保健に関する相談は，学外の専門家であ

る非常勤カウンセラー1名と常勤の本校教員1名とで対応し，カウンセラーによるカウンセリングは週
1回行われている。平成15年度の保健室での相談件数は144件で，対人関係，健康面，精神面に関する
相談が多くなっている。 
学生の経済面に関する体制として， 本校の学生で学業，人物ともに優れ，健康であって学資の支弁

が困難と認められるものについては，選考のうえ日本学生支援機構奨学規定により，奨学金の貸与を

受けることができる（資料７－２－①－１）。平成16年度は，本科及び専攻科の在籍数816人に対して
201人（24.6%）が奨学金を受けている（平成17年3月1日現在）。また，本校に案内がある日本学生支
援機構以外の奨学金もある（資料７－２－①－２）。また，経済的な理由により授業料の納付が困難で

あり，かつ，学業優秀と認められる学生に対して，その期に納付すべき授業料114,000円（平成16年
度）の全額又は半額を免除することができる（資料７－２－①－１）。本科生及び専攻科生において，

前期・後期を合わせた平成16年度の授業料免除者は，全額免除のべ86人（5.3%），半額免除のべ63人
（3.8%）となっている（平成16年5月1日現在）。寄宿料についても，学生又は学資負担者が災害を受
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け納付困難と認められる場合には，災害当月の翌月から起算して6か月間の範囲内において，必要と
認められる期間免除を受けることができる。更に最近の厳しい社会情勢が反映され，平成15年度から
入学金の納付猶予が認められるようになった。学生には，年度当初の説明会，学生便覧への掲載，学

級担任からの連絡，ポスターやチラシの掲示を通じて周知・募集している。 
 

 
（資料７－２－①－１）       
分類 支援組織名 役割 支援事項 会合頻度

教務委員会 専攻科学生の教育・研究に関する事項を

審議し，その調整と処理にあたる。 
教育・研究支援，学費の支援，技

能検定の単位認定，編入生・留学

生・成績不振学生への学習支援，

校外実習ほか 

２週間に

１回 

産学技術交

流推進委員

会 

共同研究，技術相談，教官の研究成果公

表等に関して必要な事項を定める。 
研究・プレゼンテーション等の支

援 適宜 

情報化推進

委員会 
学内情報処理システムの保守，管理，運

営に関して必要な事項を定める。 
情報処理関連教育，自主学習，情

報収集，図書・文献検索 適宜 

教
育
支
援 

教育改善推

進委員会 
教育方法の改善，教育技術の向上 ＦＤ活動による学生教育へのフィ

ードバック 適宜 

寮務委員会 学寮における寮生の生活に関する事項

を審議し，その調整と処理にあたる。 
住居の支援体制，寄宿舎での生活

指導 
２週間に

１回 
学生生活委

員会 
学生生活に関する事項を審議し，その調

整と処理にあたる 
学生の生活支援，学生表彰，学校

行事や課外活動，奨学金や授業料

免除ほか 

２週間に

１回 

人権・倫理委

員会 
人権・倫理の尊重について果たすべき責

務に関して必要な事項を審議する。 
人権・倫理侵害への対応 
これらを防止する啓発活動による

教育環境の確保 
適宜 

生
活
支
援
，
人
格
形
成 カウンセリ

ングルーム 
学生の個人的な諸問題についての相談

に応じ，解決のために適切な助言を与え

ることを目的とする。 

学生の個人的問題に関する相談，

精神保健に関する相談，その他 毎週１回

及び適宜

進
路
支

援 

進路指導委

員会 
学生の就職，進学指導に関する事項を審

議し，その調整と処理にあたる。 
就職・進学に関する情報提供 

適宜 

リエゾン・企

画委員会 
学校運営に関する渉外事項，企画事項，

ＦＤ推進の事項を審議する。 
渉外・企画・ＦＤ推進事項の立案 

適宜 

主任会 学校の管理・運営に関する重要事項を校

長が聴取する。 
渉外・企画・ＦＤ，各種委員会内

容の総括 
２週間に

１回 

管
理
運
営 教官会 学校の運営に関する事項を教官全員に

連絡する。 
渉外・企画・ＦＤ，各種委員会内

容の全教官への周知 
年間４回

及び適宜

教務主事室 教務事項の企画・管理・運営。 カリキュラムの実施運営や公認欠

席の承認，時間割調整など 常時 

学生主事室 生活を豊かにし，人間的成長を助長する

事項の企画・管理・運営。 
学園祭などの学校行事の運営指導

や交通安全講習会の企画などの指

導を行なう 
常時 

主
事
室 

寮務主事室 寮務事項の企画・管理・運営。 寄宿舎における自主学習や生活指

導や設備更新に関する指導 常時 

身
近
な
指

導
・
支
援 

学級担任，副

担任，専攻科

指導教員 

クラス運営を担当する。 生活指導・学習指導，学生の悩み

相談，進路相談，各種手続き，教

室管理 
常時 

（出典：平成17年度学生便覧） 
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（資料７－２－①－２） 

種   類 出   願   資   格 貸与月額 

高知県高等学校等 
奨学金 

保護者が高知県内に居住している高等学校，高等専門学

校在学者で，勉学の意欲がありながら経済的に修学が困

難な者 

18,000円 
(自宅通学) 
23,000円 

(自宅外通学)

財団法人関育英協会 第 2学年在学生で，人物・学業とも優秀かつ健康で，学
資の支弁が困難と認められる者 20,000円 

あ し な が 育 英 会 保護者等が病気や災害などで死亡，または後遺障害のため
に働けず家庭の生活事情が苦しく教育費に困っている者 25,000円 

財団法人交通遺児育英会 
保護者等が交通事故で死亡，または後遺障害のために働

けず経済的に修学が困難な者 35,000円 

（出典：各種奨学金制度資料より抜粋）  
 
（分析結果とその根拠理由）  
学生教育や生活の支援体制として，各種委員会では学校全体の教育方針や教育改善，学生生活支援

などを検討し，教務主事室，学生主事室，寮務主事室では学生教育，学生生活支援，寮生指導を主体

的に行っている。また学科教室会議では学科内学生の学習・生活・進路などを討議し，本科では学級

担任と副担任が，専攻科では専攻主任と副主任が，個々の学生のきめ細かな学習・生活・進路の指導・

相談・助言を行っている。学生の個人的な対人関係，健康面，精神面などに関する相談は，校外の専

門家である非常勤カウンセラー1名と常勤の本校教員1名とで対応している。学生の経済面に係わる制
度としては，日本学生支援機構奨学金，授業料免除などがあり，学級担任からの連絡やポスターやチ

ラシを掲示して周知・募集を行っている。 
 
観点７－２－②： 特別な支援が必要な者（例えば，留学生，障害を持つ学生等が考えられる。）が

いる場合には，生活面での支援が適切に行われているか。 

 
（観点に係る状況）  
留学生への生活支援として，同じクラスの学生1名が2年間チューターとなり，留学生の指導教員と
連携して生活面や学習面の細かなフォローを行っている。また，学生寮にも希望すれば入寮すること

ができ，平成17年度は5名の留学生が寮生活をおくっている。その他に，留学生懇談会や留学生見学
旅行もあり，友人との親睦を深めたり，日本の生活習慣や環境に親しんだりしている。 
身体的ハンディキャップを持つ学生が機械工学科に在籍し，この学生への支援として，各建物の入

口には車椅子用スロープ，一般科目棟及び機械工学科棟にはエレベータ，機械工学科棟には車いすご

と入れるトイレを設置している。 
 
（分析結果とその根拠理由）  
留学生への支援として，チューター制度，入寮制度，懇談会や見学旅行などが実施されており，ま

た，身体的ハンディキャップを持つ学生に対して，車椅子用スロープ，エレベータ，車いすごと入れ

るトイレを設置している。特別な支援が必要な学生に対して，生活面での支援が適切に行われている。 
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観点７－２－③： 学生寮が整備されている場合には，学生の生活及び勉学の場として有効に機能

しているか。 

 
（観点に係る状況）  
学生寮は，本科1年生と2年生は全寮制（自
宅通学許可者，女子学生を除く）であり，こ

の学年の居住棟の各階には3年生以上の学生
（指導生）がおり，日常的な生活指導，学習

などの質問や相談に対応するシステムになっ

ている。また，宿直教員が夕方17時15分から
翌朝8時30分まで寮敷地内で宿直をしており
（休日は日直教員も勤務），平成14年度から
は半当直教員も加わり生活指導を行っている

（17時15分から21時30分まで）。平成17年度
の寮生数は，専攻科生を含む在籍者数823人
のうち445名で，その内，女子学生66名，留
学生5名が入寮している。居住棟は，男子寮1
～5号館の5棟（5号館は，1，2階を男子，3，
4階を女子が使用）と女子寮1棟の合計6棟あ
る。各学生の居室は寝室と学習室とからなり，

学習室には，各人に勉強机，本棚が備えられ，

日課に従って，快適に学習できる環境になっ

ている。 
また，それぞれ居住棟の各階には，テレビ，

コンロ，冷蔵庫などが備えられた補食室，学

内LANに接続したパソコン端末が利用でき
るパソコン室も設けている（居室のパソコン

での無線LAN接続も可能）。 
学生寮の共用施設としては，食堂，男子浴

場，女子浴場，洗濯場，教養棟，自転車置場

がある。教養棟は授業の補講，寮生集会等に利用されている（資料７－２－③－３）。 
学生寮の環境整備は，国費及び寮生経費を充て，毎年数千万円程度が投じられている（資料７－２

－③－４）。学生の日常生活に必要な冷蔵庫，洗濯機，除湿機，掃除機，パソコン備品などは毎年順次

更新しており，老朽化した物品の修理も適宜行っている。 
学生寮は，最も古い建物で建築後38年を経過しており，老朽化による建物の補修や環境整備などの
ための支出は増加の一途にある。また，居住棟の狭隘な居室や低い天井など，近年の学生の体格や生

活様式に適合しない不都合も生じている。さらに，近い将来発生するとされている南海地震を想定し

た耐震補強を見据えた居住棟の全面的な改修が必要であり，学寮改修検討小委員会の答申を受けて，

概算要求を行っているところである。 
 

（資料７－２－③－３） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典：平成 17年寮生活のしおり）
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（資料７－２－③－４） 
年度 工事・修繕内容 

10～14 
網戸の張替，防犯装置の改修，居住棟・食堂棟・浴場の床・壁・天井の改修，浴場ボイラーの改修，フ

ェンスの改修，浴室シャワーの増設，低学年棟学習室の鍵の取り付け，女子留学生寮の新設(旧施設の改
修利用替え)など 

15 
男子大浴室屋上防水工事，居室カーペット取替（5号館），防犯用オートロック設置(1・2年生学習室及び
高学年生用居室)，居室・学習室カーペットクリーニング（1～4号館），ゴミステーション新設整備，網
戸修理，ゴミ箱(エコポケット50個)設置など 

16 
男子大浴室脱衣場拡張工事・タイル補修及び電気工事，教養棟2階整備（空調機設置・カーペット設置・
カーテン取替え・壁塗装），トイレ隔壁補修，駐輪場整備，パソコン整備，ノートパソコン・除湿機の増

設など 
（出典：切正寮整備状況資料） 

 
（分析結果とその根拠理由）  
学生寮は全寮制であり，3年生以上の指導生及び宿直・半当直教員によって寮生の生活指導や相談
に対応している。各居住棟の学生居室は寝室と学習室とからなり，学習室には，各人に勉強机，本棚

が備えられ，日課に従って，快適に学習できる環境になっている。 
また，居住棟の各階には，テレビ，コンロ，冷蔵庫などが備えられた補食室，学内LANに接続した
パソコン端末が利用できるパソコン室（居室での無線LAN接続も可能）がある。 
さらに，食堂，男子浴場，女子浴場，洗濯場，教養棟，自転車置場などが整備され有効に機能して

いる。 
建物の老朽化に伴って学生寮の環境整備の支出は増加の一途にあり，全面的な改修を行うための概

算要求を行っている。 
 
観点７－２－④： 就職や進学などの進路指導を行う体制が整備され，機能しているか。 
 
（観点に係る状況）  
全校的な進路指導方針等は進路指導委員会で調

整・協議される。全学的な学生の進路相談や指導は

学生主事室，学科単位では学級担任と学科主任（5
年生の進路指導担当），専攻科では専攻主任が主体と

なる。学生主事室では，本科1～3年生を対象に特別
活動の時間を利用して進路支援講演会を行っている。

平成16年度は6回の講演が外部講師を招いて実施さ
れた（資料７－２－④－５）。次年度に就職・進学を

控えた専攻科1年生と本科4年生には，進学・就職フ
ォーラムを行っており，平成16年度は本校卒業生3
名を外部講師として招いて実施された。また，会社

や工場の実態や実社会の要請を知り，将来の進路決

定に役立たせる目的で，本科4年生の希望者は夏季
休業中（原則2週間以上）に会社や工場などで校外
実習を受講できる。実習終了後には各学科で毎年報

告会が行われている（資料７－２－④－６）。学生会

（資料７－２－④－６） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典：校外実習のしおり）
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主催では，「進学および就職体験報告会」（平成16年10月29日）も保護者を含め合計29名が参加して実
施された。 
学生主事室では，学生に適切な進路指導を行うために，校外の研修会に参加して情報収集や意見交

換にも努めている（資料７－２－④－７）。また，教員を対象に校内教員向け研修会も企画した。（平

成16年度は諸般の事情により開催できなかった。）学級担任と学科主任（5年生の進路指導担当）は，
個々の学生との直接的な進路指導や相談に随時応じているが，保護者とは年に2回（7月と10月に）開
催される保護者会で相談に応じている。夏季休業中には地区別後援会において保護者対象に進路説明

を行っている。 
 就職や進学の試験対策として，大学編入学希望者を対象に，編入学試験に必要な物理，化学，数学

を各々の担当教員が本科4年生に物理演習と化学演習，本科5年生に数学特論（選択授業）を開講して
いる。就職試験対策としては，就職試験対策模擬試験などを放課後などに定期的に行っている専門学

科もある。また，就職や進学の関係資料は図書館1階に整理されており，随時学生が閲覧できるよう
になっている。 
 
（資料７－２－④－５） 

月日 講演題目 講演者 対象 
H16. 9.13 高知高専卒業後の進路について 学生主事，E5学生2名 1年生
H16.11.29 21世紀に求められる人材とは (株)太陽 取締役（E科6期生） 1年生
H16. 9.14 挨拶と美しい動作・言葉づかい RKC高知放送 アナウンサー 2年生
H17. 1.25 自分の将来を見出すには 明星産商(株) 開発担当（C科30期生） 2年生
H16. 9. 2 社会人としてのマナー 大学非常勤講師 元NHKアナウンサー 3年生
H17. 2. 3 インターンシップと進路について  3年生

（出典：平成16年度進路支援プログラム資料） 
 
（資料７－２－④－７） 

月日 講演題目 主催 
H16. 7.29 高専における進路指導のあり方について 独立行政法人高専機構 

H16. 9. 3 県内大学・高専と企業グループとの交流会 高知県先端企業グループ・ 
高知県パワーカンパニー会議 

H16.11.25 第２回全国就職指導ガイダンス 文部科学省，就職問題懇談会，日

本学生支援機構 
H16.12. 8 企業と大学等就職担当責任者の情報交換会 松山商工会議所 
H16.12.17 学生ボランティア活動支援・促進のための連絡・協議の集い 独立行政法人日本学生支援機構 

（出典：平成16年度進路支援関係活動記録） 
 
（分析結果とその根拠理由）  
学生の進路相談や指導は，進路指導委員会で指導方針を協議し，学生主事室，学級担任と学科主任

（5年生の進路指導担当）及び専攻主任が主体となり対応して機能している。学生主事室では，学生
対象に進路支援講演会，進学・就職フォーラム，校外実習を毎年実施し，また，校外の研修会にも参

加して情報収集や意見交換にも努めている。学級担任と学科主任（5年生の進路指導担当）は，個々
の学生との直接的な進路指導や相談に随時応じており，保護者との相談には年2回の保護者会や地区
別後援会で応じている。就職や進学の試験対策として，本科4，5年生に物理演習，化学演習，数学特
論の開講や，就職試験対策模擬試験などを定期的に行っている。就職や進学の関係資料は図書館1階
に整理され，随時学生が閲覧できるようになっている。 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

 
（優れた点）  
無線LANシステムが校内全域に整備され，情報処理センターやパソコン室では，各教科の課題や卒
業研究，学内外の情報収集や情報交換，ホームページを利用した自主的学習，図書の新着情報や蔵書・

文献検索などに利用されている。 
特別な学習支援が必要な留学生，編入学生，そして成績不振者に対して，チューター制度や特別科

目を導入して学習支援を行っている。 
学生教育や生活の支援体制として，教務・学生・寮務の主事室が学生教育，学生生活支援，寮生指

導を主体的に行っている。 
個々の学生のきめ細かな学習・生活・進路の指導・相談・助言を行うために，学級担任と副担任を

置いている。学級担任と学科主任は，個々の学生との直接的な進路指導や相談に随時応じ，保護者と

の相談は保護者会や地区別後援会で応じている。 
身体的ハンディキャップを持つ学生には，車椅子用スロープ等，必要に応じてバリアフリー対策を

講じている。 
本校には学生寮が整備され全寮制である。3年生以上の指導生及び宿直・半当直教員によって寮生
の生活指導や相談に対応している。 
 
（改善を要する点）  
学生寮の居住棟の狭隘な居室や低い天井，南海地震を想定した耐震補強を見据えた居住棟の全面的

な改修が必要である。現在，学寮改修のための概算要求を行っているところである。 
 
（３）基準７の自己評価の概要 
学習を進める上でのガイダンスは年度当初や授業の最初等に適切に実施され，オフィスアワーの設

定等による自主的学習の支援体制や，学習環境も校内無線LAN等が整備され機能している。学習支援
に関する学生ニーズは学生会や研修会等を通じて把握され，資格試験などの支援も勉強会や個別指導

を行って効果を上げている。特別な学習支援が必要な留学生，編入学生には，チューター制度や特別

科目を導入して学習支援を行っている。学生のクラブ活動や課外活動に対しても，全教員がその運営

を積極的に支援している。 
学生教育や生活の支援体制として，主事室が学生教育，学生生活支援，寮生指導を主体的に行い，

学級担任と副担任は個々の学生のきめ細かな学習・生活・進路の指導・相談・助言を行っている。留

学生にはチューター制度や入寮制度があり，身体的ハンディキャップを持つ学生には，必要に応じて

バリアーフリー対策等を講じている。本校の学生寮は全寮制であり，指導生及び宿直・半当直教員に

よって寮生の生活指導や相談に対応しているが，学生寮の建物の老朽化に伴う改修や南海地震を想定

した耐震補強が必要であり，概算要求中である。学生の進路相談や指導は，学生主事室，学級担任と

学科主任及び専攻主任が主体となり対応し，進路支援講演会，進学・就職フォーラム，校外実習，保

護者会，地区別後援会を行っている。就職や進学の試験対策として，本科 4，5 年生に物理演習，化
学演習，数学特論の授業も開講している。 
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基準８ 施設・設備 
（１）観点ごとの分析 
観点８－１－①： 学校において編成された教育課程の実現にふさわしい施設・設備（例えば，校

地，運動場，体育館，教室，研究室，実験・実習室，演習室，情報処理学習のた

めの施設，語学学習のための施設，図書館等，実験・実習工場さらには職業教育

のための練習船等の設備等が考えられる。）が整備され，有効に活用されているか。 
（観点に係る状況）  
約 10.6万m2の敷地に，各専門学科棟・一般科目棟・教室棟・専攻科棟などの校舎，実習工場（機

械工場）・風洞実験室などの実習施設，体育館や運動場，プールなどの運動施設ならびに図書館・情報

処理センター・寄宿舎などを整備している（資料８－１－①－１と８－１－①－２）。校地内には，池，

芝生，樹木，ベンチの設置等，校内環境の整備も図り，また，建物の耐震補強や内外装の改修なども

順次実施している（資料８－１－①－３）。 
一般科目棟や教室棟，各専門学科棟などの校舎内には，教室や各種実験室をはじめ，教員研究室，

事務室など教育と研究に必要な部屋を整備している（資料８－１－①－４と８－１－①－５）。 
教室は，一般科目棟に 12室，各専門科目棟にそれぞれ 2室，合計 20室あり，拡張改修工事中の教
室も含め，いずれも 70m2以上の広い面積を確保している。専門科目棟の全教室には冷暖房設備（設

置工事中も含む）およびプロジェクターを設置している。さらに，専攻科の授業や選択科目の授業な

どにも対応できるよう講義室やゼミ室，合併教室も整備している（資料８－１－①－６と８－１－①

－７）。なお，平成 17 年 6 月現在，教室棟２階の講義室の拡張整備工事を行っており，面積 122m2

の大講義室に整備する予定である。また，実践教育のための実習工場や各種の実験室も整備しており，

各部屋には多数の装置や機器を設置している（資料８－１－①－８から８－１－①－１４）。教室や実

験室および実験設備の稼働率は，一部に低いものもあるが，概ね有効に活用されている（資料８－１

－①－６と８－１－①－８，８－１－①－１４）。 
情報処理教育のための施設は，情報処理センターと２室のパソコン室を整備している。また学内施

設全体に無線 LAN のアクセスポイントを設置して，どの施設でもネットワークの利用を可能として
いる（資料８－１－①－１５）。語学学習や視聴覚の施設として，LL教室と視聴覚室を整備している
（資料８－１－①－１６と８－１－①－１７）。 
運動施設は，運動場や体育館，プール，球技コート，武道場などを整備し，主に体育の授業や課外

活動などで利用されている（資料８－１－①－１８）。 
図書館には 112席の開架閲覧室をはじめ，視聴覚室，共同談話室，保健室などがあり，図書利用以

外にも多目的に使用している（資料８－１－①－１９）。図書の開架閲覧室には蔵書検索専用のパソコ

ンを１台，ロビーにもパソコン端末５台を備え，学生などの利用者が自由に使用できるよう整備して

いる（資料８－１－①－２０）。図書館の施設設備の改善については，机・椅子の更新，照明器具の増

設などを漸次実施している（資料８－１－①－２１）。 
福利厚生施設は，建依会館（福利厚生会館）と黒潮会館（合宿研修センター）があり，食堂や売店

の他，課外活動などに利用できるサークル室や集会室，研修室などを整備している（資料８－１－①

－２２）。黒潮会館や建依会館および視聴覚室の運営や使用に関しては，それぞれ規則や心得が定めら

れている（資料８－１－①－２３から８－１－①－２６）。 
寄宿舎（学生寮）は，本校の教育施設の一部であり，集団生活を通じて人間形成を助長し，教育目

的の達成に資することを目的として設置運用しており，平成 17年 4月現在全校学生の約 55％の 445
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名が入寮している（資料８－１－①－２７から８－１－①－３０）。 
校内の施設や設備は，休日や平日の時間外でも許可制で学生の課外活動などに使用することができ

るほか，学外者に対しても施設の一時使用を認めており，有効活用に努めている（資料８－１－①－

３１と８－１－①－３２）。また，主に学校行事や課外活動，校外授業などでの学生の移動手段として，

46 人乗りのスクールバスも整備している（資料８－１－①－３３と８－１－①－３４）。学内共通使
用の施設や設備は，学内 LAN 上でのサイボウズ（web グループウエア）を使って，学内のどこから
でも使用予約やその予約状況の確認ができ，施設設備の利用効率を向上させている（資料８－１－①

－３５）。平成 17年１月には学校施設の有効活用に関する規則を制定し，校舎等教育研究施設のより
一層の有効活用を図っている（資料８－１－①－３６）。 
今後の施設の整備計画としては，昭和 50 年代以前に建築した施設の耐震補強や内外装の改修，お
よび地域共同テクノセンターの新設などを挙げている（資料８－１－①－３７）。 
 

（分析結果とその根拠理由）  
教育に必要な施設・設備は整備され，各部屋等の稼働率も有効である。 
教室は充分な広さを有し，また体育館や運動場などの運動施設も整備されているほか，講義室や実

験・実習施設・情報処理施設および実践教育用の種々の機器や装置類も適切に整備され，それぞれ有

効に活用されている。 
 寄宿舎や図書館など一部の古い施設で耐震改修工事が必要であり，概算要求を行っている。一部冷

房設備のない教室の教育環境の整備のための予算要求もしている。 
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資料８－１－①－１

 
施設配置図 

（出典 平成 16年度高知高専概要 p.50）
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資料８－１－①－２
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資料８－１－①－３  

施設整備の変遷 

 年 月 施設の整備状況 

昭和 39年 3月校舎（電気工学科棟・工業化学科棟（現，物質工学科棟） 

  機械工場・寄宿舎（低学年寮西半分） 

昭和 40年 1月寄宿舎（低学年寮東半分・高学年寮） 

  3月校舎（一般管理棟（現，一般科目棟）・機械工学科棟）・体育館 

  12月運動場 

昭和 42年 3月校舎（一般教室棟・土木工学科棟（現，建設システム工学科棟）） 

  渡廊下・寄宿舎（低学年寮・女子寮・管理教養棟）・武道場 

昭和 43年 3月弓道場 

昭和 46年 3月図書館・寄宿舎（低高学年寮低学年部） 

昭和 47年 3月ＬＬ教室 

昭和 48年 3月風洞実験室 

昭和 50年 3月電子計算機室（現，情報処理センター） 

昭和 55年 5月第２体育館 

昭和 56年 9月テニスコート 

昭和 57年 3月共通校舎棟（現，管理棟） 

昭和 58年 3月福利厚生会館（建依会館） 

昭和 60年 8月寄宿舎（５号館・女子寮）増築 

平成 6年 8月プール移設 

平成 7年 3月硬式テニスコート 

平成 8年 3月黒潮会館・ハンドボールコート・ソフトテニスコート 

  9月物質工学科生物工学棟 

平成 12年 12月学科共用棟（現，専攻科棟東） 

平成 13年 3月一般科目棟改修（耐震補強・内外装改修） 

平成 14年 3月専攻科棟 

  9月機械工学科・建設システム工学科棟改修（耐震補強・内外装改修） 

平成 16年 3月一般科目・機械工学科棟エレベータ新設 

（出典 平成１６年度高知高専概要 p.8-p.9） 
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教育施設内の部屋の整備状況（１）  資料８－１－①－４

  （出典 施設図面，16年度学生便覧 105-122頁）
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教育施設内の部屋の整備状況（２）  資料８－１－①－５

（出典 施設図面，16年度学生便覧 105-122頁）



高知工業高等専門学校 基準８ 
 

- 230 - 

 
資料８－１－①－６ 

教室の整備状況と稼働率 
部屋名称 場所 部屋数 部屋面積 収容人数 利用時間 稼働率 備考 
      (m2) （人） （時間/週） (%)   
教室 一般棟・各科専門棟 20 60～88 40 40 100 70m2以下は拡張工事中 

合併教室 一般科目棟 4階 1 150 106 9 23   
23番教室 教室棟 2階 1 57 40 13 33 拡張工事中 

24番教室 教室棟 2階 1 29 14 6 15 拡張工事中 

小教室 物質工学科棟 3階 1 33 16 4 10   
講義室１ 専攻科棟 4階 1 79 30 28 70   
講義室２ 専攻科棟 4階 1 78 30 18 45   
ゼミ室１ 専攻科棟 2階 1 39 16 10 25   
ゼミ室２ 専攻科棟 2階 1 36 16 12 30   

 （出典 施設図面，16年度学生便覧 105-115頁，17年度前期教室別時間割） 
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平成 17年度前期教室別時間割     資料８－１－①－７

 
（出典 教務係）



高知工業高等専門学校 基準８ 
 

- 232 - 

 資料８－１－①－８ 
実験室の整備状況と稼働率 

部屋面積 収容人数 利用時間 稼働率 部屋名称 

  

場所 

  

部屋

数 (m2) （人） （時間/週） (%) 

備考 

  

化学実験室 一般科目棟 1階 1 112 40 23 58   

物理実験室 教室棟 1階 1 122 40 16 40   

創造科学実験室 専攻科棟 1階 1 160 40 10 25   

無機化学実験室 物質工学科棟 3階 1 147 40 10 25   

材料化学実験室 物質工学科棟 3階 1 147 20 28 70   

有機化学実験室 物質工学科棟 2階 1 147 40 7 18   

物理化学実験室 物質工学科棟 2階 1 120 40 12 30   

化学工学実験室 物質工学科棟 1階 1 147 40 11 28   

無機材料実験室 物質工学科棟 1階 1 51 6 11 28   

生物プロセス実験室 生物工学棟 2階 1 38 16 24 60   

生物化学実験室 生物工学棟 1階 1 35 12 19 48   

生物工学実験室 生物工学棟 1階 1 43 16 28 70   

電気磁気実験室 電気工学科棟 3階 1 109 40 24 60 17年 3月改装 

電子工学実験室 電気工学科棟 3階 1 115 40 24 60   

ミニコン室 電気工学科棟 2階 1 64 20 2 5   

電気機械実験室 電気工学科棟 1階 1 120 20 24 60   

電気応用実験室 電気工学科棟 1階 1 97 20 24 60   

制御実験室 機械工学科棟 3階 1 58 12 30 75   

材料実験室 機械工学科棟 1階 1 80 12 30 75   

流体実験室 機械工学科棟 1階 1 127 12 30 75   

風洞実験室 風洞実験室 1 202 12 30 75   

空気力学実験室 風洞実験室 1 96 12 30 75   

水理実験室 建設科棟 1階 1 111 10 12 30   

環境実験室 建設科棟 1階 1 36 10 22 55   

建材･コンクリート実験室 建設科棟 1階 1 117 40 25 63   

実験実習室 建設ｼｽﾃﾑ科棟 1階 1 145 50 24 60   

電気工学科室 専攻科棟 4階 1 82 15 18 45   

電気実験室・CAD室 専攻科棟 3階 1 75 10 2 5   

機械電気工学専攻実験室 専攻科棟 3階 1 57 16 30 75   

物質工学専攻実験室 専攻科棟 2階 1 57 6 30 75   

建設工学専攻実験室 専攻科棟 1階 1 66 16 32 80   

（出典 施設図面，16年度学生便覧 105-115頁，17年度前期教室別時間割） 
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資料８－１－①－９ 
実習工場の整備状況 

    

  建物状況 ：昭和 39年築（２階部分昭和 42年増築）  

        鉄骨造２階建  建物総面積 792m2 

    

実習工場の主な設備 

品            名 品            名 

1. 直立ボール盤 1. 普通旋盤（４台） ボ
ー
ル
盤 2. 卓上ボール盤（２台） 2. ならい旋盤 

 タッピングマシン 

旋
盤 

3. ＣＮＣ旋盤 

1. シャーリングマシン  1. 交流アーク溶接機（３台） 切
断
機 2. 帯鋸盤 （３台） 

溶
接
機 2. ＴＩＧ溶接機  

1. 横フライス盤 1. 坩堝炉（可傾式ピッチコークス専用） 

2. 立フライス盤（２台） 2. 真空溶解炉 

フ
ラ
イ
ス
盤 3. ＮＣ立フライス盤（２台） 

溶
解
炉 

3.高周波誘導溶解炉（２台） 

1. ドリル研削盤 可逆転式二段圧延機  

2. 超硬工具研削盤 パルス YAGレーザー加工装置 

3. 平面研削盤   

研
削
盤 

4. 万能工具研削盤    

 （出典 施設図面，JABEE資料） 
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機械工学科の主要設備     資料８－１－①－１０ 

（出典 産学技術交流推進室広報創刊号 p.32）
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電気工学科の主要設備      資料８－１－①－１１

（出典 産学技術交流推進室広報創刊号 p.33）
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物質工学科の主要設備       資料８－１－①－１２

（出典 産学技術交流推進室広報創刊号 p.34）
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建設システム工学科の主要設備    資料８－１－①－１３

（出典 産学技術交流推進室広報創刊号 p.35）



高知工業高等専門学校 基準８ 
 

- 238 - 

 
              情報処理学習のための施設        資料８－１－①－１５ 

建物名称 部屋名称 授業使用時間 パソコン 現パソコン 開館時間 
    （時間/週） 台数 整備年度   

専攻科棟 パソコン室（１） 26 45 平成 13年度 8:30-17:50 
専攻科棟 パソコン室（２） 21 45 平成 13年度 8:30-17:50 

演習室 27 48 平成 15年度 8:30-18:00 
小演習室 27 11 平成 15年度 8:30-18:00 情報処理センター 

その他の設備：WS21台，ﾌﾟﾘﾝﾀｰ 9台，ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ１式   
 （出典 情報化推進室資料） 

 
語学学習のための施設の整備状況    資料８－１－①－１６ 

LL教室 １室 122m2  冷暖房有り       
LL装置 学生卓数 48席       
入力装置 ＶＴＲ，ＤＶＤ，パソコン，カセットデッキ等    
出力装置 ＴＶ，プロジェクター，ブースモニター，ルームスピーカー等 

利用状況 平成 16年度 11時間/週，平成 15年度 17時間/週     
 （出典 英語科調査） 

実験設備の整備状況と稼働率の例    資料８－１－①－１４

（出典 JABEE自己点検書）
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視聴覚室の整備状況         資料８－１－①－１７ 
設置場所と部屋面積 図書館１階 162m2   冷暖房有り     
主な設備 プロジェクター，スクリーン，DVD･CD･CDV･LDプレーヤー，   
  S-VHS･Hi-8 ﾋﾞﾃﾞｵﾃﾞｯｷ，ﾃﾞｼﾞﾀﾙ CS ﾁｭｰﾅｰ，    
  27 ｲﾝﾁ TV，ﾏｲｸ，ｱﾝﾌﾟ，スピーカ     
利用状況 約 14時間/週     

 （出典 教務係調査） 
 
 

運動施設の整備状況         資料８－１－①－１８ 
施設名称 摘要 備考 

陸上競技場 400mトラック 公認陸上競技場 夜間照明あり 
テニスコート 全天候オムニコート２面，クレーコート３面 3m高の防球フェンスあり 

ハンドボールコート 屋外コート１面 6m高の防球フェンスあり 

プール 25m，７コース 公認プール     
体育館 857m2の体育室ほか，器具室，教員室，     
  シャワー室，ロッカー室など     
第２体育館 805m2の体育室他，器具庫，トイレ     
武道場 延床面積 332m2，更衣室他 柔道用畳敷き半面 

弓道場 射場，的場，練習場     

 （出典 施設図面） 
 
 

 資料８－１－①－１９ 
図書館の整備状況 

建物状況 昭和 41年築  鉄筋コンクリート造 ２階建  館内空調あり  
  建築面積 861m2 建物面積計 1645m2    
主な部屋 開架閲覧室 341m2  南閲覧室 143m2  教員閲覧室 41m2   
  視聴覚室 162m2  共同談話室 136m2  保健室 48m2   
  主事室 71m2  事務室等 82m2と 49m2     
閲覧席数 112席      
設置パソコン数 蔵書検索専用１台  多目的使用５台       
開館時間 平日 8:30-19:00  土曜日 9:00-13:00     

（出典 施設図面，平成 16年度高知高専概要 p.29，平成 16年度学生便覧 p.119） 
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         資料８－１－①－２０

図書館配置図 

 

（出典 図書係資料）
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                福利厚生施設の整備状況      資料８－１－①－２２ 

施設名称 部屋名称 面積 備考 

建依会館 食堂 205m2 約 100 席，冷暖房 

（福利会館） 売店 43m2 冷暖房 

  理髪店 18m2 冷暖房 

  自販機コーナー     

  教養室 63m2 冷暖房 

  サークル室 126m2 冷暖房 

  談話コーナー 45m2 冷暖房 

黒潮会館 集会室 36m2 冷暖房 

（合宿研修 研修室 36m2 冷暖房 

センター） 指導教員室 18m2，14m2  冷暖房 

  談話室 45m2 冷暖房 

 （出典 施設図面） 
  

資料８－１－①－２１

図書館（南閲覧室）の環境整備に伴う予算要求書 

平成１６年６月 

庶務課図書係

１． 現状と課題 

  図書館は昭和４６年３月に建物が設置され，書架等については図書館設置当初に購入したものを現在も使用しているが，

木製品が多くまた３０年以上の長期使用により老朽化し，腐食・色落ち・留め具の破損等が多数見受けられる。その他，

机・椅子等の設備についても色・大きさ等の統一性がなく配置にも苦慮している。特に南閲覧室は，利用する学生から「暗

い」という意見もあり，図書環境として好ましくないと思われるのが現状である。 

平成７年４月より一般開放もしており学外者が利用する場所でもあるので，南閲覧室の全面的な環境整備が必要であ

る。 

 

２． 改善案 

●南閲覧室をブラウジングコーナーとし，ソファーやテーブルを配し室内全体の色調も考慮する。また，書架も低書架にす

ることにより開放的になり，ソフトで明るい雰囲気，リラックスした姿勢で雑誌・新聞等の軽読書ができ，学生のみならず

教職員のリフレッシュスペースとしても活用したい。それに伴い図書館の活性化と学内外を問わず利用者の増加につな

がる。                         

●北閲覧室については平成１６年３月に照明設備の改修・増設が終了している。南閲覧室も照明が暗いため改修・増設を

行いたい。これにより部屋の環境がより一層充実したものになると思われる。                         

 （出典 図書係資料）



高知工業高等専門学校 基準８ 
 

- 242 - 

   
 

   資料８－１－①－２３

高知工業高等専門学校黒潮会館使用規則 
 

制  定 平成 ８年 ３月２１日

最終改正 平成１６年 ４月 １日

 （趣旨） 
第１条 この規則は，高知工業高等専門学校黒潮会館（以下「会館」という。）の管理並びに使用

に関する必要な事項を定めるものとする。 
 （管理者） 
第２条 会館に管理者を置き，庶務課長をもって充てる。 
 （使用目的） 
第３条 会館は，次の各号に掲げる場合に使用することができる。 
 (１) 本校において開催する会議又は研修 
 (２) 本校教職員の福利厚生 
 (３) 本校学生の課外活動 
 (４) 本校への来訪者の宿泊 

(５) その他管理者が特に必要と認めた場合 

 

以下 省略 

（出典 高知高専規則集）

   資料８－１－①－２４

高知工業高等専門学校福利会館運営規則 
制  定 昭和５８年 ６月 ５日

最終改正 平成１６年 ４月 １日

 （名称） 

第１条 高知工業高等専門学校福利会館を「建依会館」（以下「会館」という。）と称する。 

 （趣旨） 

第２条 会館の運営については，別に定めるもののほかこの規則の定めるところによる。 

 （目的） 

第３条 会館は，学生及び教職員の福利厚生を図るとともに，学生の課外活動並びに学校生活を助長することを目的

とする。 

 （施設） 

第４条 会館には，次の施設を置く。 

  

以下 省略 
（出典 高知高専規則集，平成 17年度学生便覧 p.79-p.80）
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   資料８－１－①－２５

高知工業高等専門学校建依会館使用細則 
制  定 昭和５８年 ６月 ５日

最終改正 平成１０年 ４月 １日

 （趣旨） 

第１条 この細則は，高知工業高等専門学校福利会館運営規則（以下「規則」という。）第１０条の規定に基づき，

建依会館（以下「会館」という。）の使用についての細部を定める。 

 （使用の範囲） 

第２条 第１サークル室及び第２サークル室は，次に掲げる場合に使用するものとする。 

 (１) 学生会及び課外活動 

 (２) 学生若しくは職員の研修会又は集会 

(３) その他校長が許可した場合 

 
以下 省略 

 

（出典 高知高専規則集，平成 17年度学生便覧 p.80-p.82）

   資料８－１－①－２６

高知工業高等専門学校視聴覚室使用心得 
制  定 昭和５８年 ２月１０日

最終改正 平成１６年 ４月 １日

 

 この心得において，視聴覚室とは附属する映写室及び準備室を含むものとし，使用責任者とは授業，演習等を直接

指導担当する教員並びに行事，集会等を主宰する教職員及び学生会の部，若しくは，同好会等の顧問教員等をいう。

１ 視聴覚室は，正規の授業のほか講演，演習，研究発表等の学習及び研修並びに学校が主催する諸行事のために使

用するものとする。なお，本校教職員，学生の会合及び学生の課外活動のうち教育上又は管理上支障がないと認め

られるものについてもその使用を許可するものとする。 

 

以下 省略 

（出典 高知高専規則集，平成 17年度学生便覧 p.85-p.86）
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資料 ８－１－①－２７

   高知工業高等専門学校学寮規則 
 

制  定 昭和４３年 ４月 １日

最終改正 平成１６年 ４月 １日

 （目的） 
第１条 この規則は，高知工業高等専門学校学則第４１条第３項に基づき学寮の管理及び運営等に

ついて定めることを目的とする。 
 （学寮の目的） 
第２条 学寮は，高知工業高等専門学校（以下「本校」という。）の教育施設であって，集団生活

をとおしてその人間形成を助長し教育目的の達成に資することを目的とする。 
 （名称） 
第３条 本校学寮は，高知工業高等専門学校切正寮（以下「学寮」という。）と称する。 
 （寮における生活の基本） 
第４条 学寮に入寮する学生（以下「寮生」という。）は，この規則及びこの規則に基づいて定め

られた諸規定を守り，相互に敬愛切正して自己及び共同の生活の向上充実に努めなければならな

い。 
以下 省略 

 
（出典 高知高専規則集，平成 17年度学生便覧 p.69-p.73）

        資料８－１－①－２８

 
寄宿舎配置図（出典 平成 17年度寮生活のしおり 表紙裏）
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寄宿舎の整備状況        資料８－１－①－２９

 
（出典 施設図面，寮務係調べ）
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平成 17年度 寮生数      資料８－１－①－３０

 
（出典 平成 17年度寮生活のしおり p.5）
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資料８－１－①－３１

施設・設備使用許可願い 

 
以下 省略 

（出典 学生係）

資料８－１－①－３２

財産一時使用承認願 

 

以下 省略 
（出典 総務係）
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  資料８－１－①－３３

高知工業高等専門学校自動車運用管理規則 
 

制  定 昭和４９年 ７月１１日

最終改正 平成１６年 ４月２２日

 

 （総則） 

第１条 高知工業高等専門学校（以下「本校」という。）に属する自動車の運用及び管理については，他の法令及び

これに基づく特別の定めがある場合を除き，この規則の定めるところによる。 

 （運用及び管理の総括） 

第２条 自動車の運用及び管理の総括は，事務部長が行うものとする。 

 （自動車管理者） 

第３条 本校における自動車の現況を適確に把握し，安全かつ効率的に運用管理するため自動車管理者（以下「管理

者」という。）をおく。 

２ 管理者は，会計課長をもって充てる。 

 

（途中 省略） 

 

 
（以下 省略） 

（出典 高知高専規則集）
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資料８－１－①－３４

スクールバス利用申し込み 

 

（以下 省略） 
（出典 平成 17年度課外活動指導のしおり p.5）

資料８－１－①－３５

施設・設備の使用予約表 

 
（出典 サイボウズ施設予約）
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資料８－１－①－３７

施設整備年次計画表 

 
（出典 施設係資料）

資料８－１－①－３６

高知工業高等専門学校施設の有効活用に関する規則 

平成１７年 １月１２日

制 定

（目的） 

第１条 この規則は，高知工業高等専門学校（以下「本校」という。）における校舎等教育研究施設の

有効活用を図り，時代の変化や社会的要請に対し柔軟に対応した新たな教育研究活動の推進を図る

ことを目的とする。 

（調査） 

第２条 第１条の目的を推進するためリエゾン・企画委員会（以下「委員会」という）において，教

育研究施設の利用状況実態調査（以下「実態調査」という。）を随時行い，教育研究等の内容に応

じた使用方法等の見直しを行い，適宜施設の再配分を図るものとする。 

 
以下 省略 

（出典 高知高専規則集）
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観点８－１－②： 教育内容，方法や学生のニーズを満たす情報ネットワークが十分なセキュリテ

ィ管理の下に適切に整備され，有効に活用されているか。 
（観点に係る状況）  
学内全体で約 50 台のサーバと 600 台弱のパソコン端末を，高速のギガビットネットワークシステ

ムで接続し，同時に無線 LANアクセスポイントも 155台設置し，学内全ての場所（教室・実験室・
寄宿舎の居室など）でのネットワークの接続が可能となるよう整備している（資料８－１－②－１か

ら８－１－②－４）。 
情報処理教育は，主に情報処理センターの演習室とパソコン室（専攻科棟）で行われている。授業

内外で学生が利用可能なパソコンは，センターとパソコン室で合計 149台を準備しており，授業や実
験，卒業研究などのほか，各種公開講座や講習会，研修，学生の課外活動などに幅広く利用されてい

る（資料８－１－②－５から８－１－②－８）。 
センターの演習室とパソコン室では，一週あたり計 76時間（平成 17年度前期）の授業で利用され
ている（資料８－１－②－６と８－１－②－７）。授業外での学生利用は，平成 16年度統計で，セン
ターで月平均約 375件，約 217時間の利用と，パソコン室で約 131件，約 70時間であった（資料８
－１－②－９から８－１－②－１２）。 
本科学生に対して，センターとパソコン室の利用アンケートを実施しており，授業以外では，主に

宿題やレポート作成，web検索などで利用していることや，利用時間の延長や休日の開館の希望が多
いことが集計されている（資料８－１－②－１３）。開館時間に関しては，管理面の問題から，平日の

開館時間を現在の午後６時までの延長にとどめ，それ以外の時間帯は指導教員の管理の下での利用を

可能としている（資料８－１－②－５）。 
さらに，学生自身がノートパソコンを準備し，無線 LAN 接続の登録を行うことで，学内施設のど

こからでも，自由にネットワークを利用することもできる。また希望者には無線ＬＡＮカードの無償

貸与も実施している（資料８－１－②－１４）。平成 17年度の無線 LANの利用登録をしている学生
数は，158名であり，教職員も含めると計 230件ほどになる。寄宿舎にも 31台の学内 LANに接続し
たパソコンを準備しているほか，無線 LAN も利用でき，寮生の生活規則に従いこれらは利用されて
いる。 
学生は，電子メールや web閲覧をはじめ，ftpや telnet接続，C言語プログラム実習などが利用で
き，さらに e-Learning システム(WebClass)により，英語 TOEIC などの自主学習もネットワークを
利用して出来る。また，学生用の学内インフォメーションボード（ネット掲示板）や教職員専用のサ

イボウズ（webグループウェア）を使って学内情報を共有するシステムも構築しており，日常的に利
用されている（資料８－１－②－１５）。 
情報ネットワークの管理運営をはじめ，セキュリティ対策やグループウェアの運用などは，情報化

推進室の室長を中心とした情報化推進委員会および，情報処理センターの技術職員，各学科の管理者

で管理運営を行っている（資料８－１－②－１６から８－１－②－１８）。 
セキュリティに関しては，学内と学外の接続部にファイアーウォールを設置して不正アクセス等を

防止している。また，web閲覧は proxyサーバのコンテンツフィルタにより有害サイト等へのアクセ
スを制限し，演習室パソコンは管理サーバにてプロファイルの一括管理とログイン状態の把握を行い

機能制限等により不正利用を防止している。電子メールの送受信では，アンチウイルスゲートウエイ

サーバーの設置によるウイルスメール対策を行い，さらにスクールライセンスでアンチウイルスサー

バーを設置し，全教職員と学生にアンチウイルスソフトを提供するとともに，定義ファイルの自動更
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新サービスを行っている（資料８－１－②－１９）。なお，平成 17年 2月には情報セキュリティポリ
シーを制定している（資料８－１－②－２０から８－１－②－２２）。また，年度当初には，全学生対

象にネチケット教育を実施し，健全なネット運営を図っている（資料８－１－②－２３）。 
 
（分析結果とその根拠理由）  

十分なセキュリティ管理の下で情報ネットワークが整備され，有効に活用されている。 
学内ＬＡＮは情報処理センターを中心にして，ほとんど全ての施設を高速のギガビットネットワー

クシステムで接続し，学外とは100Ｍbpsで高知県新情報ハイウェイに接続し，SuperCSI（学術ネッ
ト）と高速接続(10Mbps)しており，優れたネットワーク環境を有している。また，学内全ての施設に
無線ＬＡＮのアクセスポイントも設置しており，全ての授業や実験実習でネットワークの利用が可能

であり，有効に利用されている。さらに情報セキュリティポリシーの下で運営され，多重のセキュリ

ティ対策を実施するとともに，学生に対してのネチケット教育など，セキュリティやネットマナーに

対しても万全の対策を行っている。また，Webグループウェアやe-Ｌearningソフトなども導入し，学
内情報の共有や学生の自主学習促進なども図っている。 
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資料８－１－②－１

高知高専・学内 LAN システム概要図（平成 16 年 4 月）

FS（フロントスイッチ）：10               WS（サーバ等）：53         　PC（パソコン）：562
PRT（ネットワークプリンタ）：57 　    WL（無線LANアクセスポイント）：155　　（数字は台数）

実習工場
     PC：7
     WL：1

風洞実験室
     PC：2
     PRT：1
     WL：1

第１・２体育館
     PC：5
     PRT：1
     WL：2

専攻科棟
（パソコン室１・２を含む）

      FS：2　　　PC：92
      PRT：8     WL：18

図書館・学生課
      FS：１　　　WS：4
      PC：30     PRT：6
      WL：6

黒潮会館
WL：2

宿直室
WL：1

建依会館
  WL：3

管理棟
     FS：１　　　　WS：3
     PC：30　     PRT：8
     WL：4

学生寮
      FS：１　　　PC：30
      WL：58

高知県新情報
ハイウェイ

INS1500
VPN

100Mbps

SuperCSI
(SINET:10Mbps)

対外接続用
ルータ
１台

リモート
アクセスルータ

２台

Center
スイッチ
１台

WS：21
     PC：65
     PRT：9
     WL：2

情報処理センター
（演習室・小演習室を含む）

建設システム工学科棟
     FS：１　　　　WS：3
     PC：72　     PRT：6
     WL：9

物質工学科棟
     FS：１　　　　WS：1
     PC：49　     PRT：6
     WL：11

電気工学科棟
     FS：１　　　　WS：12
     PC：86　     PRT：4
     WL：9

一般科目棟
      FS：１　　　WS：6
      PC：46     PRT：4
      WL：19

機械工学科棟
     FS：１　　　　WS：3
     PC：48　     PRT：4
     WL：9

インターネット

 

（出典 平成 16年度高知高専概要 p.32）
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資料８－１－②－２

（出典 平成 16年度高知高専概要 p.31）
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無線 LAN構成図        資料８－１－②－４

 
（出典 無線 LAN導入事例 http://buffalo.melcoinc.co.jp/jirei/airconnect/34/index.html）

資料８－１－②－３

 
（出典 情報化推進室広報８号 http://www.kochi-ct.ac.jp/center/jkoho8-2004/ ）
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資料８－１－②－５

情報処理センターおよびパソコン室１，２ 利用の手引き（案） 

高知工業高等専門学校 情報化推進室  平成１７年５月２６日改訂

 この規定は，情報処理センター（以下，「センター」という）及び専攻科棟２Fパソコン室１・２（以下，「パソ

コン室」という）の利用に関するものである。 

１．利用時間帯および優先順位 

  1.1  利用時間帯 

             ┌─(a) ８時 40分から 12時 30分まで 

  月曜日から金曜日まで─┼─(b) 12時 30分から 13時 20分まで （昼休み） 

             └─(c) 13時 20分から 18時 00分まで 

               (d) 土曜日 担当教官の指導のもとで行う 

   これ以外の時間帯での使用は，部屋の施錠を行う教官が決まっている場合のみとする。 

  1.2  利用の優先順位 

    次の順位で利用が優先される。 

    (1) 授業（情報処理等の科目で常時利用する場合） 

   (2) 授業（演習等で臨時に利用手続きが出来ている場合） 

  (3) 卒研，実験等（指導教官の許可を得て一定期間の使用手続きが出来ている場合） 

   (4) 一般学生（自由に使用できる時間帯は，上記の(a),(b),(c)とする） 
以下 省略 

（出典 情報化推進室資料 http://www.kochi-ct.ac.jp/staff/center/tebiki.html）
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資料８－１－②－６

 
（出典 情報化推進室 http://www.kochi-ct.ac.jp/staff/center/jikan/ji17a.html ）
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８－１－②－７ 

情報処理施設を利用する授業のシラバス例 
科目番号 
科目区分 
授業科目 
授業の形式 
単位 
開設学科 
対象学生 
開設期 
週時限数 
担当者 
オフィスアワー 
研究室の場所 
キーワード 

1233-05 
一般科目・必履修 
実験数学Ａ（ Experimental Mathematics A ） 
講義・実習 
1 
全学科 
２年生 
通年 
1 
秦泉寺俊弘 jinzenji@ge.kochi-ct.ac.jp，後藤 章 goto@ge.kochi-ct.ac.jp 
放課後 
一般科目棟 4階（秦泉寺），一般科目棟２階（後藤） 
四則計算，近似値と精度，関数定義，リストとその操作，グラフ描画 

【授業の目標等】 
数式処理ソフトウェア Mathematica の基本操作を実習を通して学ぶ。基本操作を習得後は，既習の数学の内容を
素材として，とくにその多彩なグラフ描画機能を活用し，多面的，総合的な理解を深める。 
【授業の計画・方法等 ※［ ］内の数字は何週目の授業であるかの目安】 

１． Mathematica の起動と終了[1] 

２． 式の入力の方法[2] 

 
（途中 省略） 

【履修上の注意】 
 パソコン室での実習が主となるので，毎時間ごとの目標を時間内に達成すること。また授業中に見つけた疑問点を

そのままにしないで，追求し自ら工夫することが，学習を一層楽しいものにすると思うので，楽しみながら主体的に

授業に参加する態度が望ましい。 
  

（以下 省略） 
 

（出典 平成 17年度シラバス（授業計画）） 
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資料８－１－②－８ 

 

（出典 情報化推進室広報８号  http://www.kochi-ct.ac.jp/center/jkoho8-2004/） 
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平成 16年度 情報処理センター利用状況  資料８－１－②－９ 

 

（出典 情報処理センター資料）

情報処理センターの年度別利用状況     資料８－１－②－１０

 
（出典 情報処理センター資料）
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平成 16年度パソコン室利用状況    資料８－１－②－１１

 

（出典 情報処理センター資料）

パソコン室の年度別利用状況      資料８－１－②－１２

 
（出典 情報処理センター資料）
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資料８－１－②－１３

情報処理センター・パソコン室 学生の利用アンケート 

（出典 情報化推進室資料）
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資料８－１－②－１４

（出典 高知高専キャンパス無線 LANホームページ http://www.kochi-ct.ac.jp/info/wlan/）
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資料８－１－②－１５

（出典 教職員用インフォーメーションボード http://www.kochi-ct.ac.jp/staff/ 
学内 LANインフォメーションボード http://www.kochi-ct.ac.jp/info/）
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資料８－１－②－１６

 
（出典 16年度高知高専概要 p.30）
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   資料８－１－②－１７

高知工業高等専門学校情報化推進室規則 

制  定 平成１０年 ３月 ５日

最終改正 平成１４年 ３月２０日

 （趣旨） 

第１条 高知工業高等専門学校内部組織規則第１０条第７項の規定に基づき，高知工業高等専門学校情報化推進室

（以下「推進室」という。）について，必要な事項を定めるものとする。 

 （目的） 

第２条 推進室は，情報処理センター室等の管理運営を行うとともに本校の教育，研究及び事務に関する情報化の推

進並びに情報通信の促進等を積極的に推進することを目的とする。 

 （組織） 

第３条 推進室は，次の室員で組織する。 

 (１) 室長 

 (２) 副室長 

 (３) 庶務課長 

 （委員会） 

第４条 推進室に専門の事項を検討するため，委員会を置くことができる。 

２ 委員会に関する必要な事項は，別に定める。 

（以下 省略） 
（出典 高知高専規則集）

資料８－１－②－１８

   高知工業高等専門学校情報化推進委員会規則 
制  定 平成１０年 ３月 ５日

最終改正 平成１６年 ４月 １日

 （設置） 

第１条 高知工業高等専門学校に，高知工業高等専門学校情報化推進委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

 （目的） 

第２条 委員会は，本校共有のＬＡＮ，パソコン等の保守，管理，運営及び情報処理システムの導入，開発並びに

情報処理センター室，パソコン室の利用に関し，必要な事項を定めることを目的とする。 

 （審議事項） 

第３条 委員会は，次の各号に掲げる事項について審議並びに実務にあたるものとする。 

 (１) 校内ＬＡＮの総括的運用及び管理に関すること。 

(２) パソコン等機器の保守管理に関すること。 

(３ )  

（以下 省略） 

（出典 高知高専規則集）
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資料８－１－②－１９

高知高専・情報化の手引き 

情報化推進委員会 平成１6年 10 月 21 日版  

．教職員インフォメーションボードの利用について 

  教職員インフォメーションボード「教職員インフォ」は，学内の情報を共有するための入り口となりますので，

教職員のWebブラウザ（InternetExplorer や Netscape等)を立ちあげた時の最初のページは，「教職員インフォ」

(http://www.kochi-ct.ac.jp/staff/)になるような設定にして頂くよう 

  お願いします。 

２．高知高専の学内ＬＡＮにパソコンを接続する場合 

  学内ＬＡＮにパソコンを接続する場合は，「教職員インフォ」にあります「新しいパソコンを高知高専・学内ＬＡ

Ｎに接続する場合の設定情報」に従ってください。また，すでに接続しているパソコンの設定の確認のためにも，ご

利用ください。 

３．WindowsUpdateの対応について 

  Windowsパソコンをお持ちの方は，必ずWindowsUpdateを実施してください。WindowsUpdateをしないとコ

ンピュータウィルスの感染や不正侵入・攻撃を受けるだけでなく，学内ＬＡＮに接続している他のパソコンに対して

も大きな影響を与えることもあります。 

４．コンピュータウィルス対策ソフトについて 

  高知高専では，全教職員・全学生が無料で利用可能なコンピュータウィルス対策ソフト(Norton AntiVirus)のラ

イセンスを持っておりますので，必ずコンピュータウィルス対策ソフトをパソコンに入れてください。なお，詳細は

「AntiVirusソフト導入の手引き」(http://antivirus.kochi-ct.ac.jp/)をご覧ください。 

５．メールソフトの設定について 

  ＨＴＭＬメールは，危険性が高いと言われておりますので，メールソフトの設定項目の中で，ＨＴＭＬメールが

「OFF」となる設定をしてください。また，高知高専では，メールソフトの設定で，メールサーバからメールを取得

する時(POP)に，コンピュータウィルスの添付ファイルがある場合，自動削除してくれるゲートウェイサーバ

(F-Secure)が設置されております。コンピュータウィルス対策に大変効果がありますので，詳細な設定方法が書かれ

て お り ま す 「 F-Secure ア ン チ ウ ィ ル ス Linux ゲ ー ト ウ ェ イ の 設 定 方 法 に つ い て 」

(http://www.kochi-ct.ac.jp/staff/f-secure/)をご覧ください。 

 

（以下 省略） 
 

（出典 情報化推進委員会資料 http://www.kochi-ct.ac.jp/staff/jyohoka2004/ ）
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資料８－１－②－２０

情報セキュリティポリシーの文書体系情報セキュリティポリシーの文書体系

情報セキュリティ基本方針

情報セキュリティ対策基準

実施手順書

情報セキュリティマニュアル

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー

経営者が組織外に対して、もしくは組
織内全員に対して意思の表明を行う。

PDCAサイクルにより運営・継続的改善
を行っていくマネジメント体系を示す。

情報セキュリティ対策のための管理
策についての指針、規準を示す。

現場で実施できるよう、具体的に実
施の手順や書式等を規定する。

階
層
構
造

※BS7799-2:2002・ISMS認証基準(Ver.2.0)より導入

資料　資料　22　　　　　　　　H17.2.10H17.2.10

情報セキュリティ委員会情報セキュリティ委員会

 

（出典 情報セキュリティ委員会資料）

情報セキュリティポリシー      資料８－１－②－２１

（以下省略） 

（出典 高知高専情報セキュリティポリシー）
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資料８－１－②－２２

   高知工業高等専門学校情報セキュリティ委員会規則 
制  定 平成１５年 ３月 ６日

 （設置） 

第１条 高知工業高等専門学校に，情報セキュリティを確保するために必要な対策を実施するため，高知工業高等専

門学校情報セキュリティ委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

 （審議事項） 

第２条 委員会は，次に掲げる事項について審議する。 

 (１) 情報セキュリティポリシー（情報セキュリティの確保に関する方針及び対策をいう。以下同じ。）の策定及

び改訂に関すること。 

 (２) 情報セキュリティポリシーの遵守状況の調査，及びその評価に関すること。 

 (３) 情報セキュリティに関する教育及び啓蒙に関すること。 

 (４) その他情報セキュリティの確保に関すること。 

２ 委員会は，教職員及び学生の情報セキュリティポリシー違反行為が判明した場合は，その違反内容の危険度につ

いて調査する。 

 （組織） 

第３条 委員会は，次に掲げる委員をもって組織する。 

（以下 省略） 
（出典 高知高専規則集）

ネチケット教育の資料        資料８－１－②－２３

 

（以下 省略） 
（出典 情報化推進室資料）
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観点８－２－①： 図書，学術雑誌，視聴覚資料その他の教育研究上必要な資料が系統的に整備さ

れ，有効に活用されているか。 
（観点に係る状況）  
図書館は，図書および図書資料を収集し，管理し，校内一般の利用に供するとともに，教育および

研究並びに教養の向上に資することを目的としている（資料８－２－①－１）。 
図書館には，工学系の学校にふさわしい自然科学や工学をはじめ，人文，社会科学，歴史など 10
分野の図書や学術雑誌を収集し管理している（資料８－２－①－２）。開架閲覧室は，閲覧定員が 112
席で，平日の午前８時 30分から午後７時までと土曜日の午前９時から午後１時まで開館している（資
料８－２－①－２と８－２－①－３）。図書館ホームページは，利用案内のほか，蔵書検索や文献等の

検索も出来るよう整備している（資料８－２－①－４）。また，教育・研究の更なる支援と業務の効率

化によるサービス向上を目的として，校内ＬＡＮに接続した最新の図書管理システムを導入している。 
平成 16年度末の蔵書数は，77,254冊（内，洋書は約 11％），雑誌約 500種，視聴覚教材約 260件
であり，毎年図書を追加し充実させている（資料８－２－①－５と８－２－①－６）。図書等の整備は，

学生の意見箱や直接あるいは図書委員を通じての要望，話題性やトピック性，系統性等を配慮して図

書館教職員の判断や各学科の教員の意見をもとに行っている。平成 16年度の入館者数は 29,884人で，
貸し出し冊数は 4,301冊であった（資料８－２－①－７）。 
図書館の運営や利用に関しては，図書館規程が定められており，図書館長が図書館を統轄している

（資料８－２－①－１）。また，学生図書委員会を組織化し，図書の整理・整頓などの活動の他，各委

員はクラスからの要望を汲み上げるパイプ役を担っている（資料８－２－①－８）。この委員会の活動

を基に「図書館だより」を発行している（資料８－２－①－９）。また，図書館主催のイベントとして，

クイズ大会や図書館リレー，読書感想文コンクールなどを企画し，図書の利用促進の取り組みを行っ

ている（資料８－２－①－１０と８－２－①－１１）。さらに，一般市民等学外者の利用や文献複写サ

ービスなども実施している（資料８－２－①－１２と８－２－①－１３）。 
 
（分析結果とその根拠理由）  
学生および教員のニーズに応じて必要な資料が系統的に整備され，活用されている。 
77,000冊以上の蔵書があり，工学や自然科学の他，文学や歴史，社会科学，語学などの図書や学術
雑誌も充実しており，さらに学生の要望や教員の意見などを配慮して図書を整備している。また，イ

ンターネットを利用した蔵書検索や文献検索サービス，学生図書委員会の活動や広報の作成，図書館

イベントなどで図書の利用促進を図っている。 



高知工業高等専門学校 基準８ 
 

- 271 - 

 

 

 

資料８－２－①－１

   高知工業高等専門学校図書館規程 
制  定 昭和４０年 ４月 １日

最終改正 平成１６年 ４月 １日

 （趣旨） 

第１条 高知工業高等専門学校内部組織規則第１０条第７項の規定に基づき，高知工業高等専門学校図書館（以下「図

書館」という。）について，必要な事項を定めるものとする。 

 （目的） 

第２条 図書館は，図書及び図書資料（以下「図書」という。）を収集，管理し，校内一般の利用に供するとともに，

教育及び研究並びに教養の向上に資することを目的とする。 

 （図書館長） 

第３条 図書館長は，図書館を統轄する。 

 （図書） 

第４条 図書館において管理する図書は，次の５種類とする。 

 (１) 一般図書（研究用図書，教養図書） 

 (２) 貴重図書及び図書資料（マイクロフィルム，コンパクトディスク，ビデオテープ等） 

 (３) 辞典及び索引の類 

 (４) 刊行物，雑誌，新聞，その他 

(５) 寄贈，寄託図書 

 （開館日等） 
第５条 図書館の開館，閉館日時及び休館日は，次のとおりとする。ただし，図書館長が必要と認める時は，随時変

更することができる。 

 開館 午前８時３０分から午後７時まで（土曜日は午後１時まで） 

 閉館 日曜日，国民の祝日に関する法律に規定する日，高知工業高等専門学校学則第６条第

１項第４号から第７号に定める休業期間中の土曜日及び図書館長が必要と認めた日 

 （利用者） 

第６条 図書館を利用できる者（以下「利用者」という。）は，次の各号に掲げる者とする。 

 (１) 本校の職員及び学生 

(２) 本校以外の者で図書館の利用を申し出た一般の利用者 

 

（以下 省略） 
 （出典 高知高専規則集）
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資料８－２－①－２

図書館 http://lib.kochi-ct.ac.jp/ 

 

蔵書には，学生と教職員の学習や研究等に供するため，各分野の図書・雑誌等を揃えており，地域の皆様にも開放

しています。 

また，インターネットを通じ，学内はもとより学外からも本校図書館の蔵書検索が可能となっています。 

 

開館時間 平 日 ８：３０～１９：００ 

     土曜日 ９：００～１３：００ 

 

閲覧定員 112席 

 

 蔵書数（平成１６年３月３１日現在） 

図書 雑誌 
区分 

和書 洋書 計 和書 洋書 計 

総  記 4,122 243 4,365 6 0 6 

哲  学 2,641 477 3,118 5 4 9 

歴  史 4,607 386 4,993 4 0 4 

社会科学 4,102 352 4,454 9 1 10 

自然科学 15,692 1,581 17,273 34 6 40 

工  学 21,839 3,655 25,494 56 12 68 

産  業 563 26 589 1 0 1 

芸  術 2,640 44 2,684 14 0 14 

語  学 3,605 591 4,196 7 3 10 

文  学 8,540 818 9,358 9 0 9 

計 68,351 8,173 76,524 145 26 171 

（出典 16年度高知高専概要 29頁）
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資料８－２－①－３

 
（出典 図書館資料）
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資料８－２－①－５ 

  図 書 の 増 減  2005.4.1 現在 

  和 図 書 洋 図 書 合 計 

区分 15 年度末 16 年度追加 16 年度末 15 年度末 16 年度追加 16 年度末 16 年度末

総記 4,089 20 4,109 243 0 243 4,352 

哲学 2,616 80 2,696 477 22 499 3,195 

歴史 4,539 138 4,677 386 0 386 5,063 

社会科学 4,022 227 4,249 348 7 355 4,604 

自然科学 15,584 212 15,796 1,581 10 1,591 17,387 

工学 21,667 252 21,919 3,655 17 3,672 25,591 

産業 561 19 580 26 0 26 606 

芸術 2,618 55 2,673 44 2 46 2,719 

語学 3,566 59 3,625 511 124 635 4,260 

文学 8,496 153 8,649 818 10 828 9,477 

合計 67,758 1,215 68,973 8,089 192 8,281 77,254 

（出典 図書係資料） 

図書館ホームページ      資料８－２－①－４

 
（出典 図書館 HP http://lib.kochi-ct.ac.jp/ ）
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資料８－２－①－７

図書館の利用状況 

年度 貸し出し冊数 入館者数 

平成 11 年度 4,121 36,344

平成 12 年度 5,166 32,415

平成 13 年度 5,360 38,361

平成 14 年度 7,684 36,031

平成 15 年度 5,818 36,562

平成 16 年度 4,301 29,884

（出典 図書係資料，平成 16年度高知高専概要 p.44））

資料８－２－①－６ 

視聴覚教材の整備状況       

媒体 件数 例           

ビデオ 209 プロジェクト X，街道をゆく，バレーボール教材，テニス・ゴルフ教材   

    メカニカル・ユニバース，コンクリート教材等    

CD-ROM 32 辞典，電子年表，TOEIC 用 CD-ROM等       

DVD 20 プロジェクト X         

      文献検索ソフト     

JDream （科学技術振興機構文献情報検索システム）   

新外国雑誌目次データーベース（KANON)    

GeNii（Nii 学術コンテンツ・ポータル）       

（出典 図書係資料）
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 資料８－２－①－８

学生図書委員会の活動 

 
（出典 平成 17年度図書委員会議事録）
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資料８－２－①－９

 
 （出典 図書館だより Vol.1(2005)）
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資料８－２－①－１０

 
 （出典 図書館 HP http://lib.kochi-ct.ac.jp/ ）

資料８－２－①－１１

 
（出典 図書館資料）
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資料８－２－①－１２

   高知工業高等専門学校図書館学外者利用内規 
制  定 平成 ７年 ３月 ９日

（趣旨〉 

第１条 この内規は，高知工業高等専門学校図書館規程（以下「規程」という。）第５条ただし書きの規定に基づき，

本校の教育研究に支障のない範囲内で，図書館を一般市民等学外者の利用に供するための必要な事項を定める。 

 （利用者） 

第２条 この内規にいう学外者の範囲は，学術にかかわる学習又は研究・調査を目的とする者（以下「利用者」とい

う。）をいう。 

 （利用資料） 

第３条 利用者が利用できる資料は，図書館内所蔵資料（以下「利用資料」という。）とし，研究室備付けのものは，

原則として対象外とする。 

 （利用範囲） 

第４条 利用者は次の各号に掲げる事項について，利用することができる。 

１ 利用資料を館内で閲覧すること。 

２ 利用資料を３冊以内，７日以内の範囲で館外に帯出すること。ただし，規程第８条に定める図書を除く。 

３ 高知工業高等専門学校図書館文献複写規程による文献の複写サービスを受けること。 
 

（以下 省略） 
 （出典 高知高専規則集）

資料８－２－①－１３

   高知工業高等専門学校図書館文献複写規程 
制  定 昭和５０年 ９月 ４日

最終改正  平成 ３年 １月１７日

 （趣旨） 

第１条 高知工業高等専門学校図書館が受託する文献複写は，校内の学科等の依頼で，その経費を移算するものを除

き，この規程の定めるところによる。 

 （受託の要件） 

第２条 前条の文献複写は，教育または研究の用に供することを目的とする場合に限って受託することができる。 

 （申込手続） 

第３条 文献複写を依頼しようとする者はあらかじめ別紙様式による申込書を校長に提出し，その承認を得なければ

ならない。 

 
（以下 省略） 

（出典 高知高専規則集）
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（２）優れた点及び改善を要する点 
（優れた点）  
教室は十分な広さを確保し，さらに専門科の教室にはプロジェクターを完備しており，授業などに

活用されている。また，情報学習のための施設も充実しているほか，無線ＬＡＮにより，教室・実験

室・寄宿舎を含め全ての施設内でネットワークが利用可能であり，学生・教職員ともに有効に活用し

ている。 
 
（改善を要する点）  
 寄宿舎，図書館，実習工場など，古い建物の耐震補強と内外装の改修，および，一部の冷房設備の

ない教室や実験室への冷房設置が必要と思われ，予算要求をしている。 
 
 
（３）基準８の自己評価の概要 
 本校の教育課程に対応して，各専門学科棟や一般科目棟，専攻科棟等の校舎，実習工場（機械工場）

などの実習施設，運動場や体育館などの運動施設，図書館，情報処理センター，寄宿舎，福利厚生施

設等が整備され，有効に活用されている。また，教室や実験室も適切に整備され，教育や実験実習に

必要な設備や装置も適切に配備し，それぞれ有効に活用されている。 
 学内情報ネットワークについては，情報処理センターを中心に高速の校内ＬＡＮが整備されるとと

もに，全ての施設内に無線ＬＡＮのアクセスポイントを設置し，教室や実験室を始め，校内全ての箇

所でネットワークの利用が可能であり，授業や実験など幅広く活用されている。また，情報処理教育

用の施設として，情報処理センター演習室と２室のパソコン室が整備されており，本科・専攻科の情

報関連の授業をはじめ，講習会や研修，学生の自主学習，課外活動等に幅広く利用されている。さら

に，情報セキュリティポリシーの下で運営されており，情報の漏洩や不正アクセスなどの対策や学生

へのネチケット教育も実施している。 
 図書館は，学生および教職員のニーズに応じた図書や資料を系統的に整備しており，教育研究に必

要な図書，学術雑誌，視聴覚資料等が充実した状態で整備され，有効に活用されている。また，イン

ターネットを利用した蔵書検索や文献検索サービスで利便性の向上，および学生図書委員会の活動や

図書館イベントなどで利用促進を図っている。 
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基準９ 教育の質の向上及び改善のためのシステム 
（１）観点ごとの分析 
観点９－１－①： 教育の状況について，教育活動の実態を示すデータや資料が適切に収集・蓄積

され，評価を適切に実施できる体制が整備されているか。 
（観点に係る状況）  
 教育活動の実態を示す資料として，以下のものが保存蓄積されている。 
● 教務係保存資料 本科・専攻科全学年対象 

1. シラバス，出席簿 

2. 定期試験と模範解答（資料９－１－①－１） 

● 学科保存資料１ 本科・専攻科全学年対象 

1. 定期試験答案用紙の現物又はその写し全数（資料９－１－①－１） 

 

● 学科保存資料２ 本科４，５年，専攻科１，２年（JABEE プログラム科目）対象 

（資料９－１－①－２） 

1. シラバス 

2. 定期試験問題と模範解答 

3. 受講クラスの得点一覧表もしくは得点分布図 
4. 合格とした答案のうち評価の低い答案５人分 

5. 最高得点者の答案 

6. 評価方法を説明する文章 
7. 講義資料，教科書（これらは任意追加）など 

注）1，2：教育活動の実態資料として授業担当教員が作成し，学科で収集・蓄積・

管理している。 
3～7：教育目標への到達状況を示す実態資料授業担当教員が作成し，学科で

収集・蓄積管理している。 

 

（分析結果とその根拠理由） 
資料の収集・蓄積は，本科，専攻科全開講科目で十分なされている。 
教務係保存資料により，授業時間数管理と定期試験の実施内容を管理している。学科保存資料１は

資料９－１－①－１ 

 
定期試験問題用紙等の提出 
（出典 平成 17年度教務手帳 P.9） 
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学科主任教授や資料点検担当教員が適時内容を確認して適切に収集・保存している。学科保存資料２

については科目毎に小箱（ボックス）に入れて図書館に保管しており，全教員が自由に閲覧可能な状

態にある。（資料９－１－①―２）これにより，教育の状況や評価の適切さについて教員が相互に確認

する体制が整っている。 
教務係保存資料及び学科保存資料１については，教育改善に結び付けるため，それらを閲覧できる

ような体制にすることが望まれる 
なお，学科保存資料２は日本技術者教育認定機構（JABEE）による教育プログラム審査時の対象で

あり，５年に一回の外部評価を受けることになっている。 

 
 

資料９－１－①－２ 

 
学習・教育目標の達成を証明する資料等」の保存と資料ＢＯＸの作成と管理 
（出典 JABEE科目担当教員へのＢＯＸ作成依頼より抜粋） 
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観点９－１－②： 学生の意見の聴取（例えば，授業評価，満足度評価，学習環境評価等が考えら

れる。）が行なわれており，教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反映

されているか。 
（観点に係る状況）  
 全開講科目を対象として，学生による授業評価アンケートを平成12年度以降全学的に実施している。
調査は年に一回以上実施している。平成12年度から14年度調査については調査結果と授業評価に対す
る改善コメントなどを取りまとめた報告書を発行し，全教員に配付公開した。（資料９－１－②－１） 
アンケート設問は平成12年度と13年度は五段階評価23問で同じ内容，平成14年度は五段階評価15
問＋自由記述欄で実施した。設問には満足度評価，達成度評価，学習環境評価に関するものも含めて

いた。（資料９－１－②－２，９－１－②－３）平成15年度と同16年度分については，独自に開発し
たWebアンケートシステムを用いて調査を実施した。設問は，達成度評価に関するものを省いた五段
階評価10問で調査を行った。（資料９－１－②－４）結果は学内LANを活用して全教員および学生に
電子媒体開示し，教育改善推進委員会，自己点検・評価委員会などを通じ自己点検・評価に反映され

ている。（資料９－１－②－５，６，７） 
 一部の学年では，学年担任団による指導の一環として，学生による自己点検評価アンケートを年度

で４回ある定期試験後などに実施している。（資料９－１－②―８，９） 
 
（分析結果とその根拠理由）  
授業評価アンケート調査結果は学生・教員に対して公開されており，その結果は自己点検・評価に

反映されている。観点９－１－⑤で後述するように，授業アンケート結果等を参考にして，各教員は

年度当初に当該年度の授業改善・研究目標を立て，年度末にその結果報告をすることになっている。

全教員の結果報告の中から投票により，数名の教員の結果報告に関する教員研修会も開催された。こ

のようにして，学生の意見は教員各自の自己点検・評価に反映されるシステムができている。 
学生の自己点検評価などによる意見収集も一部の教員によって実施されている。学生の自己点検評

価結果や意見を組織的に教育改善に活用反映させ適切に評価する体制整備が必要である。 
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資料９－１－②―１ 

 
調査結果と改善コメント例 
（出典 平成 14年度授業評価アンケート報告書） 
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資料９－１－②－２ 

 

 学生による授業評価アンケート質問・回答用紙（平成 12，13年度用） 
（出典 平成 12年度授業評価アンケート報告書） 
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資料９－１－②－３ 

 
 学生による授業評価アンケート質問・回答用紙（平成 14年度用） 
（出典 平成 14年度授業評価アンケート報告書） 
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資料９－１－②－４ 

 
 学生による授業評価アンケート質問画面（平成 15，16年度用） 
（出典 学生による授業評価Webアンケート 調査ページ） 
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資料９－１－②－５ 

 高知工業高等専門学校組織図 
（出典 平成 17年度高知工業高等専門学校 学校概要より抜粋） 

資料９－１－②―６ 
第１条 この規程は，高知工業高等専門学校（以下「本校」という。）の教育水準の向上を図り，本

校の目的及び社会的使命を達成するため，教育研究活動等の状況について自ら行う点検及び評価

（以下「自己点検・評価」という。）に関し，必要な事項を定めるものとする。 
 （自己点検・評価委員会） 
第２条 本校に，次に掲げる事項を審議するため，高知工業高等専門学校自己点検・評価委員会（以

下「委員会」という。）を置く。 
 (１) 自己点検・評価の基本方針に関すること。 
 (２) 自己点検・評価項目の設定に関すること。 
 (３) 自己点検・評価の実施に関すること。 
 (４) 自己点検・評価報告書の作成及び公表に関すること。 
 (５) 本校の教職員以外の者による自己点検・評価の検証に関すること。 
 (６) その他自己点検・評価に関すること。 
 自己点検・評価委員会規則 
（出典 （独）国立高等専門学校機構 高知工業高等専門学校規則集 より抜粋） 
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資料９－１－②―７ 
第１条 高知工業高等専門学校教育改善推進室規則（平成 14年 3月 20日制定）第４条の規定に基
づき，高知工業高等専門学校教育改善推進委員会（以下「委員会」という。）を置く。 
 （審議事項） 
第２条 委員会は，次に掲げる事項を審議する。 
 (１) 教育方法の改善に関すること。 
 (２) 教育技術の向上に関すること。 
 (３) 教育貢献評価に関すること。 
 (４) その他教育改善の推進に関すること。 
 
教育改善推進委員会規則 

（出典 （独）国立高等専門学校機構 高知工業高等専門学校規則集 より抜粋） 

資料９－１－②―８ 

 
 
 学生による自己点検アンケート（平成 13年度 1年生） 
（出典 参与の会報告書（第 5回・第 6回）平成 14年度分より一部抜粋） 
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観点９－１－③： 学外関係者（例えば，卒業（修了）生，就職先等の関係者等が考えられる。）の

意見が，教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反映されているか。 
（観点に係る状況）  
 学外関係者の意見を聞く機会として，次のものがある。 
1. 保護者会（年二回開催） 
2. 参与の会（年一回開催）（資料９－１－③―１） 
3. 就職先企業アンケート調査（３年毎に実施）（資料９－１－③―３） 
4. 卒業生アンケート調査（３年毎に実施）（資料９－１－③―４） 
5. 求人募集のため来校した就職先の担当者との会談（適宜） 
6. 本科四年次に実施している校外実習（企業実習）と専攻科生で実施している長期企業実習（イン
ターンシップ）の実施評価を企業担当者が記載する評価票 

7. 本校同窓会から寄せられる卒業生の意見・提案（年一度程度） 
8. 社団法人高知高専テクノフェローを通じた企業・産業界，卒業生，地域自治体からの意見・提案
（適宜） 

 
以上のように学外関係者の意見を聞く機会，仕組みは多くある。これらより毎年多くの意見・提案

がなされている。参与の会で提案されたインターン制度（インターンシップ）の実施に関する提案や

IT・語学の強化（資料９－１－③―１），寄せられた意見・提案に対して，該当する各種委員会，学
科教室会議や全体教員会等で報告・検討されている。検討結果は各種委員会や担当教員により個別に

学校運営，教育改善に生かされており自己点検・評価に反映されている。（資料９－１－③―２） 

資料９－１－②―９ 

 
 学生による自己点検アンケート集計結果 

（出典 参与の会報告書（第 5回・第 6回）平成 14年度分より一部抜粋） 
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平成13年度より3年毎に，教育成果の自己点検として準学士課程（本科）卒業生・専攻科修了生の
就職先企業，卒業生を対象としたアンケートを実施している。これより高知高専の教育の補充すべき

点が明らかとなった。（資料９－１－③―３，４）これに基づき平成14年度には，専攻科に「技術者
倫理」の新設，「英語演習」を二科目に増設し，平成15年度からはこれらの科目の単位取得を専攻科
修了要件とした。（資料９－１－③－５） 

 
（分析結果とその根拠理由）  
 学外関係者からの意見を，自己点検・評価に適切な形で反映できている。 

資料９－１－③―１ 

 
参与からの意見聴取 
（出典 参与の会報告書（第 5回・第 6回） 平成 14年度部分より抜粋） 

資料９－１－③―２ 
学生のインターンシップ参加状況 

実績 平成 15年度実績 本科:83企業 128名，専攻科: 2企業 2名 
平成 16年度実績 本科:86企業 127名 専攻科: 2企業 2名 

評価 専攻科生の，参加件数が少ない。 
効果的なインターンシップの実施の検討状況  

実績 産学協同教育・研究に関する協定を高知県工業会と締結し， 
効果的なインターンシップの実施について検討中 

 評価 これから，対応していくという段階にある。 
 
 インターンシップへの参加実績等 
（出典 「平成 16事業年度独立行政法人国立高等専門学校機構に係る業務の実績に関する評価」 
より抜粋） 
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資料９－１－③―３ 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答要素の割合

満足 やや不満足 普通 やや不足 不足

技術者倫理

基礎学力（一般教養・知識）

専門基礎学力

実験実習能力

専門応用力

基礎語学力・プレゼン能力

創造力・指導力・問題解決能力

 
 就職先企業による卒業生評価アンケート集計結果 
（出典 庶務課｢高知工業高等専門学校での教育等に関するアンケート｣） 

資料９－１－③―４ 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答要素の割合

役立った やや役立った 普通 あまり役立たなかった 全く役立たなかった

技術者倫理

基礎学力（一般教養・知識）

専門基礎学力

実験実習能力

専門応用力

基礎語学力・プレゼン能力

創造力・指導力・問題解決能力

 
 本科卒業生による自己評価アンケート集計結果 
（出典 庶務課｢高知工業高等専門学校での教育等に関するアンケート｣） 

資料９－１－③－５ 

 
専攻科必修単位－英語，技術者倫理－ 
（出典 「平成 17年度専攻科学生の手引き」シラバス部分より抜粋） 
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観点９－１－④： 各種の評価（例えば，自己点検・評価，教員の教育活動に関する評価，学生によ

る達成度評価等が考えられる。）の結果を教育の質の向上，改善に結び付けられるよ

うなシステムが整備され，教育課程の見直しなど具体的かつ継続的な方策が講じら

れているか。 
（観点に係る状況）  
カリキュラム改訂や教育課程の見直しをするために，多くの委員会がある。（資料９－１－④―１）

必要に応じて，個々の問題に対応できる専門部会やワーキンググループを立ち上げることになってい

る。 
平成14年度には，教育改善を目的とした企画立案を行なうために「教育改善推進委員会」，平成15

年度には，教員の教育・研究活動の活性化および質の向上を目的とした「教員の教育研究活動等評価

委員会」が設置された。日常的な教育業務の運営統括・議論の場として教務委員会があり，最終的な

議決機関として主任会がある。（資料９－１－④―２，３，４，５） 
平成13年度に「カリキュラム検討委員会（WG）」が教務委員会の中に発足，3年毎に，教育成果の
自己点検として実施している準学士課程卒業生・専攻科修了生の就職先企業，卒業生を対象としたア

ンケートを開始した。ここで検討された新カリキュラムが平成14年度以降実施され，平成14年度には，
専攻科に「技術者倫理」の新設，「英語演習」の増設，平成15年度からはこれらの科目の単位取得を
専攻科修了要件とした。（資料９－１－④―６） 
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資料９－１－④―１  「高知高等専門学校教育改善システム」 

高高高知知知工工工業業業高高高等等等専専専門門門学学学校校校教教教育育育改改改善善善シシシススステテテムムム 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計画の実施・運用とそのための体制  
 

 主  任  会  

教育方針，法的及びその他社会的要請に基づく
計画 

継続的改善，見直し措置 
• 校長 
• リエゾン・企画委員会 

計画，実施・運用状況等についての
点検・検証 
• 参与の会 
• 自己点検・評価委員会 

PLAN 
計 画 

ACTION 
改善・見直し 

CHECK 
点検・検証 DO 

実施・運用 

継
続
的
改
善

教育改善システムは，学校，教育プログラムのスパイラルアップを目的とする全校的な仕組みで
あり，主任会，リエゾン・企画委員会，各種委員会，各科教室会議，各専攻会議，参与の会などか
ら構成され， 

「Plan：計画」， 
「Do：実施及び運用」， 
「Check：点検・検証」， 
「Action：改善・見直し」 

などに関して，関係委員会などが有機的に協力し合い。各委員会などの特色を活かしながら，必要
な活動を積極的に進めています。 

教  育 
• 学科 
• 専攻 

教 育 体 制

• 教官選考委員会 
• 教務委員会 
• 教育改善推進委員会

学習環境，学習支援 
• 教務委員会 
• 専攻科委員会 
• 学生生活委員会 
• 寮務委員会 
• 情報化推進委員会 
• カウンセリングルーム 
• 図書館 
• 進路指導委員会 
• 産学技術交流推進委員会

進級，卒業・修了 
• 成績判定会議 
• 進級・卒業判定会議 

入学者選抜 
• 入試委員会 
• 専攻科委員会 

高 知 工 業 高 等 専 門 学 校  教 育 方 針 

学習・教育目標の設定 
• 教務委員会 
• 専攻科委員会

カリキュラム設計
• 教務委員会 
• 専攻科委員会

学科・専攻 

学科・専攻 

情報セキュリティ

• 情報セキュリティ 
委員会 

人権・倫理 
• 人権・倫理委員会 

教員の教育研究活動等評価委員会

JABEE 教育プログ

ラム修了 
• 判定：専攻会議 
• 認定：主任会 

 
  

（出典 高知高専ホームページ）
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資料９－１－④―３ 
第１条 高知工業高等専門学校に，高知工業高等専門学校教務委員会（以下「委員会」という。）

を置く。 
 （目的） 
第２条 委員会は，本校における教育を円滑に遂行するために必要な事項を審議し，各学科等間の

連絡調整を図るとともに問題の処理にあたる。 
 （審議事項） 
第３条 委員会は，次の各号に掲げる事項について審議するものとする。 
 (１) 教育課程の編成及び実施に関すること。 
 (２) 学業の履修及び成績に関すること。 
 (３) 指導要録に関すること。 
 (４) 入学，転科，休学，退学，転学，留学及び卒業に関すること。 
 (５) 校外実習及び見学旅行に関すること。 
 (６) 学校行事を総括調整すること。 
 (７) その他教務に関し，委員長が必要と認める事項。 
 
教務委員会規則 

（出典 （独）国立高等専門学校機構 高知工業高等専門学校規則集 より抜粋） 

資料９－１－④―２ 
第１条 高知工業高等専門学校内部組織規則第８条第２項の規定に基づき，高知工業高等専門学校

主任会（以下「主任会」という。）について，必要な事項を定めるものとする。 
 （目的） 
第２条 本校における専攻科及び本科等の管理，運営に関する重要事項について，校長が意見を聞

くことを目的とする。 
 （組織） 
 
主任会規則 
（出典 （独）国立高等専門学校機構 高知工業高等専門学校規則集 より抜粋） 
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資料９－１－④―４ 
第１条 この規程は，高知工業高等専門学校（以下「本校」という。）の教育水準の向上を図り，

本校の目的及び社会的使命を達成するため，教育研究活動等の状況について自ら行う点検及び評

価（以下「自己点検・評価」という。）に関し，必要な事項を定めるものとする。 
 （自己点検・評価委員会） 
第２条 本校に，次に掲げる事項を審議するため，高知工業高等専門学校自己点検・評価委員会（以

下「委員会」という。）を置く。 
 (１) 自己点検・評価の基本方針に関すること。 
 (２) 自己点検・評価項目の設定に関すること。 
 (３) 自己点検・評価の実施に関すること。 
 (４) 自己点検・評価報告書の作成及び公表に関すること。 
 (５) 本校の教職員以外の者による自己点検・評価の検証に関すること。 
 (６) その他自己点検・評価に関すること。 
 
自己点検・評価委員会規則 
（出典 （独）国立高等専門学校機構 高知工業高等専門学校規則集 より抜粋） 

資料９－１－④―５ 
第１条 高知工業高等専門学校教育改善推進室規則（平成 14年 3月 20日制定）第４条の規定に基
づき，高知工業高等専門学校教育改善推進委員会（以下「委員会」という。）を置く。 
 （審議事項） 
第２条 委員会は，次に掲げる事項を審議する。 
 (１) 教育方法の改善に関すること。 
 (２) 教育技術の向上に関すること。 
 (３) 教育貢献評価に関すること。 
 (４) その他教育改善の推進に関すること。 
 
教育改善推進委員会規則 

（出典 （独）国立高等専門学校機構 高知工業高等専門学校規則集 より抜粋 
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（分析結果とその根拠理由）  
 教育の質の向上・改善に結び付けるための調査実施と教育改善システムがあり継続的な方策が講じ

られている。 
それに基づく教育改善のため，点検評価を実施するための委員会があり，継続的に活動している。

全学的に組織だったカリキュラム改善プロセスがあり，教育の質の向上を図っている。 
 

資料９－１－④―６ 

 

 
 カリキュラムの変更 
（出典 参与の会報告書（第 5回・第 6回）より抜粋） 
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観点９－１－⑤： 個々の教員は，評価結果に基づいて，それぞれの質の向上を図るとともに，授

業内容，教材，教授技術等の継続的改善を行っているか。また，個々の教員の改

善活動状況を，学校として把握しているか。 
（観点に係る状況）  
 教員による自己採点，学生による授業評価アンケート結果に基づき各教員が授業改善に取り組んで

いる。平成15年度には学生による授業評価点の高かった教員の授業公開と学内教育討論会を実施した。
（資料９－１－⑤－２）平成16年度には，個々の教員が教育研究に関して一年間取り組むテーマを教
育研究テーマとして提出，年度末に実践・調査結果を報告書として提出した。（資料９－１－⑤―１）

報告書は学内LANを通じて全教員が閲覧している。平成17年度には，平成16年度の教育研究テーマの
実践結果を元にした学内報告研修会を実施した。（資料９－１－⑤―３） 
 
（分析結果とその根拠理由）  
 個々の教員は教育改善努力をしており，改善活動状況は全教員に公開され，学校として把握する仕

組みが完備している。公開授業，教育研究テーマ設定・実践報告書提出，および報告研修会により全

教員が教育改善活動に参加・従事していることが判断できる。また学校としても，これを把握してい

る。授業評価アンケートなどの結果公開や教育研究テーマ報告書などを通じて教員は，相互に教育改

善活動状況や成果を共有している。 
 

資料９－１－⑤―１ 

 
 

平成 16 年度教育研究テーマ例 

（出典 平成 16年度教育改善に対する研究テーマとその概要集 目次より抜粋） 
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資料９－１－⑤―２ 

 

公開授業と研修会の開催案内 
（出典 平成 15年度教育改善推進委員会配布資料） 
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資料９－１－⑤―３ 

 

 教員研修会開催案内 
（出典 平成 17年教育改善推進委員会配布資料） 
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観点９－１－⑥： 研究活動が教育の質の改善に寄与しているか。 
（観点に係る状況）  
 本科五年生の卒業研究指導，専攻科の特別研究の一環として，学生が学会等で成果発表を行なって

いる。専攻科学生には年度に一度以上の学会発表を義務として課している。科目によっては，教員が

行なっている研究活動の成果が講義内容に反映されている。 
 十分に寄与している。毎年多くの学生が学会発表を行っており，これは教員の論文投稿・学会発表

件数と相関があることから教育の質向上に寄与していると判断できる。（資料９－１－⑥―１） 
また各教員の専門研究分野と担当科目は対応が取れており，研究内容が講義に十分反映されており

教育の質が向上していると判断することができる。（資料９－１－⑥―２） 
 
（分析結果とその根拠理由）  
各教員が研究活動の成果を毎年，学会発表を行っていることと，各教員の専門研究分野と担当科目

は対応が取れていることを合わせて考えると，研究内容とその成果が講義，実験実習内容，卒業研究

及び特別研究に十分反映され，教育の質の向上に寄与していると判断できる。 

 

 
 
 

資料９－１－⑥―１ 
論文投稿・学会発表件数  

年度 教員（教員数） 学生（専攻科学生内数） 
12 68(67) 44( 5) 
13 127(68) 76(28) 
14 102(68) 45(28) 
15 92(68) 49(21) 
16 128(68) 50(28) 

 過去五年間の教員と学生の論文投稿・学会発表件数 
（出典 参与の会報告書（平成 12年度～16年度） 

資料９－１－⑥―２ 
教員 専門研究分野 担当授業科目 

池谷 江理子 
（一般科目） 

経済地理学，社会経済地理

学，地球環境問題 
地理，人間と科学技術 

藤原 憲一郎 
（専門学科） 

電力変換器の高力率・高効

率化，無効電力補償 
電気基礎 II，電気回路 I，電気機器 II，パワーエレ
クトロニクス 

横井 克則 
（専門学科） 

コンクリート工学， 
コンクリート構造学 

建設材料学 I，建設材料学 II，コンクリート構造学

 教員の専門研究分野と担当科目対応表 
（出典 研究者総覧（http://www.kochi-ct.ac.jp/ksouran/souran/index.htm）） 
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観点９－２－①： ファカルティ・ディベロップメントについて，組織として適切な方法で実施さ

れているか。 
（観点に係る状況）  
 外部講師を招いた教育講演会を全教員対象に平成14，15年度に各二回開催。学内で選抜した教員の
授業の公開とそれに基づいた教育討論会を平成15，16年度に実施した。教育講演会・教育討論会には，
出張など校務外出者を除いたほぼ全員が参加しており，積極的な取り組みが出来ている。教育講演会，

教育討論会の概要は報告書を作成して全教員に配付した。（資料９－２－①―１～３） 
平成16，17年度には教員が一年間取り組む「教育研究テーマ」を各教員が設定し，報告書を提出し
たものを取りまとめて電子媒体で配付開示した。またそれに基づく実践報告研修会を実施した。（資料

９－２－①―４） 
これらのFD活動は，教育改善委員会が主体となって企画立案，教務委員会で審議検討承認された後
に，協同で開催運営している。学外で開催される教育講演会・研修会への参加も積極的に行っている。

（資料９－２－①―５） 
（分析結果とその根拠理由）  
教育講演会・教育討論会には，ほぼ全員が参加し，講演会・討論会の報告書を全教員に配付するこ

とで講演内容，討議結果の周知を行い改善意識が持続できている。学外の教育講演会へも参加してい

る。 
 以上のことより，FD活動が組織として適切な方法で実施されていると言える。 

 

資料９－２－①－１ 

 
 教育講演会演目 
（出典 「教育講演会報告書 平成 14・15年度」より抜粋） 

資料９－２－①―２ 
講演会 １ ２ ３ ４ 
有効出席率（%） 95 97 95 98 

 
 教育改善講演会への出席率（公務・校務による欠席者を除く） 

（出典 教育改善委員会） 
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資料９－２－①―３ 

 
公開授業と研修会の開催案内 
（出典 平成 15年度教育改善推進委員会配布資料） 
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資料９－２－①―４ 

 

 教員研修会開催案内 
（出典 平成 17年教育改善推進委員会配布資料） 
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観点９－２－②： ファカルティ・ディベロップメントが，教育の質の向上や授業の改善に結び付

いているか。 
 
（観点に係る状況）  
教員による自己採点結果と学生による授業評価アンケート結果の年次推移を集約・分析し，教員会

で報告した。教育の質向上については，自己採点結果の教育の質に関連する項目の全学的な平均値，

授業評価アンケート結果の全教員・全科目の平均値，ともに年次経過にともない上昇していることか

ら明らかである。（資料９－２－②―１，２） 
毎年提出することになっている教員の教育研究業績に関する自己申告書を分析した結果，教員が自

ら設定する教育研究テーマには，授業内容の改善について取り組むものが多くあり，実際に実施され

効果をあげている。（資料９－２－②―３，４） 
 
（分析結果とその根拠理由）  
教育の質に関連する項目の全学的な平均値，授業評価アンケート結果の全教員・全科目の平均値，

ともに年次経過にともない上昇していること，教員の多くは，教育研究テーマとして，授業内容の改

善について取り組んでおり，効果をあげていることより，FD活動が教育の質の向上，授業内容の改善
に十分結び付いていると言える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料９－２－①―５ 
教員の能力向上を目的とした研修会の開催状況 

実績 情報処理教育研究発表会の開催及び出席(当番校) 
評価 積極的に取り組んでいると思われる。 

各種研修会への教員の参加状況 
実績 高等専門学校新任教員研修会へ参加 2名 
評価 機会を見つけて，参加していると思われる。 

 
 平成 16年度に校外で行われた各種研修会等への参加報告 
（出典 平成 16事業年度独立行政法人国立高等専門学校機構に係る業務の実績に関する評価 
より抜粋） 
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資料９－２－②―２ 

 
年度 

自己採点結果のうち教育

に関する項目の平均値 
授業評価アンケート調査

全科目平均点 
14 実施開始年度※ 3.3（5点満点） 
15 54.0 3.4（5点満点） 
16 55.1 3.5（5点満点） 
※以降の年度と設問数，内容が異なるため数値を計上していない 

 
自己採点結果と学生による授業評価アンケート調査結果の年次推移 
（出典 庶務係資料および教育改善委員会集計資料より抜粋） 

資料９－２－②―３ 
 

 
テーマ分類 

 
授業改善 

生活指導 
（学習習慣化含む）

 
クラス運営

 
課外活動指導 

 
その他 

割合(%) 63.6 12.1 12.1 3.0 9.1 
 

 平成 16年度教育研究テーマ分類と各割合 
（出典 平成 16年度教育改善に関する研究テーマとその概要集 より抽出集計） 

資料９－２－②―１ 

図１　学生による授業評価の比較(2002、2003、2004年度)
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 学生による授業評価結果の年次比較 
（出典 平成 16年度３月 教員会配布資料） 
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（２）優れた点及び改善を要する点 
（優れた点）  
 教育の実態・状況を収集・保管する仕組みが機能している。教員の自己採点，学生による授業評価

アンケート等に基づき教育の状況を点検・評価する仕組みが実現されている。継続的なFD活動がなさ
れており，教育改善のための校内研修会への教員参加率95%以上と積極的な活動が行われている。学
内LANを活用した「学生による授業評価アンケート」を独自に開発し学生の意見聴取に活用している。
同システムの導入により授業内容に関する意見聴取・結果集計が短時間で行なえるため，素早い授業

改善が行なえる。アンケート結果を年次比較することで長周期の授業評価システムとしても活用でき

る。 
（改善を要する点）  
学生の意見は教員各自の自己点検・評価に反映されるシステムができており，学生の自己点検評価

結果や意見を組織的に教育改善に活用反映させ適切に評価する体制整備が必要である。 
 

資料９－２－②―４ 
１．研究テーマ「学生の積極的な授業参加」 
自分の担当科目は暗記する項目が多いため，一方通行の授業になりがちである。また，最近の

学生は，人前で話をするのが苦手な学生が多いと思われる。そこで，毎回の授業で質問リストを

準備するなどしてできるだけスムーズに学生に質問を与え，その応答を学生が自分で考え，積極

的に対応できるようになるためにはどのようなことに配慮すればよいのかについて検討する。 
２．研究報告 
毎回の授業の予習時に，１時間の授業の流れを頭の中で思い描き，学生たちにこの場面でどん

な質問を与えるかということをメモしておいた。質問は，毎回の授業で最低５つは用意した。学

生に質問をする順序は，その日の日にちの数字を使った。 

以下に，今回のテーマを実施したことで感じたことをまとめる。 
①質問メモがあるために，毎回質問はスムーズにできた。 
②学生が間違った回答をしたとしても簡単にそれで終わらずに，正しい回答が出るまでヒントを

与えながら正解を導くように努めた。 
③後から学生に聞いた話では，今日の日にちを見て，今日は自分が先生に当てられる日だといっ

た変な緊張感があったそうである。 
④学生は，先生から当てられたときは相当緊張しているようである。特に，高専生は消極的な学

生が多くなっているような気がする。このような状況の中で，回数こそはそんなに多くないもの

の，答える練習を少しずつでも続けることは，学生たちにメリットはあると感じた。 
⑤今回は当てられた学生は着席したままの回答であったが，ちゃんと返事をさせたあとに立って

答えさせてもよかったかもしれない。 
 

 教育研究テーマ実施報告書の例 
（出典 平成 16年度教育改善に関する研究テーマとその概要集 より抜粋） 
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（３）基準９の自己評価の概要 
 教育改善を目的として，教育の実態を示す試験問題，解答及び成績評価方法などの資料が保存され

ている。学生による授業評価アンケートを効率的に実施するために「Ｗｅｂアンケートシステム」を

独自に開発し，意見聴取・結果集計が短時間で行なえ，授業評価・改善システムとして有効に活用し

ている。 
参与の会，保護者会，卒業生および就職先企業への高知高専の教育に関するアンケートなど，学外

関係者からの意見・提案を聞く機会は数多くある。寄せられた意見・提案や学生による授業評価結果

を教育改善に活用することによって継続的な教育改善を行っている。 
ファカルティ・ディベロップメント（FD）活動として，教育講演会や教員研修会等を開催し，意欲
的に行なっている。各教員の教育に関する研究テーマの設定と，一年後に提出された実践成果報告書

の内容から，多くの教員が，教育研究テーマとして，授業内容の改善について取り組み，効果をあげ

ている。FD活動が教育の質の向上，授業内容の改善に十分結び付いていると言える。 
学生による授業評価アンケート調査結果の全科目平均値，教員による自己評価の教育に関する項目

が，毎年上昇していることからも，FD活動が教育の改善に適切に結び付いていると判断している。 
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基準10 財務 
（１）観点ごとの分析 
観点10－１－①： 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行できる資産を有しているか。

また，債務が過大ではないか。 
（観点に係る状況）  
平成１６年度の法人化前に所有していた校地・校舎・設備等の資産を法人化にあたり独立行政法人

国立高等専門学校機構に出資財産として，受渡ししたものが本校の資産となっている。(資料10－1－
①－1，2) 

 また，債務に関して大きなものとしては，施設整備資金貸付金があるが計画的に返還できるものと
なっている。(資料10－1－①－3，4) 
（分析結果とその根拠理由）  
 平成１６年度の法人化前に所有していた資産はすべて引き継いでおり，本校の目的に沿った教育活

動等を将来にわたって適切かつ安定して遂行するために必要なものは確保している。 
債務に関しては，国からの返還計画に基づき順次相殺されることになっている。 
以上のことから，学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行できる資産を有しており，また，

債務は過大ではない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   資料10－1－①－1 

 
（出典 現物出資財産受渡証書）
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資料10－1－①－2 

 
・（出典 貸借対照表）
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資料10－1－①－2 

（出典 貸借対照表）
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資料10-1-①-3 

 
（出典 貸借対照表）
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   資料10-1-①-4 

 
（出典 独立行政法人国立高等専門学校機構施設整備資金貸付金償還計画について）
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観点10－１－②： 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行するための，経常的収入が継

続的に確保されているか。 
（観点に係る状況）  
  法人化してからの収入源は，授業料・入学検定料・入学料等の諸収入源（資料10-1-②-1,2）のほ
か，国立高等専門学校機構からの運営費交付金及び外部資金として企業等との共同研究費や企業か

らの受託研究費，奨学寄附金などがある。(資料10-1-②-3) 
（分析結果とその根拠理由）  
  運営費交付金は，学校運営に必要な経費を経常的に配分（１％の効率化係数による減はある）さ

れるものであるし，授業料等は経常的収入が継続的に確保されているものである。また，外部資金

については，今後の大きな財源となるものであり，その受入総額は増加傾向にある。 
 以上のことから，学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行するための，経常的収入が継

続的に確保できている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料10-1-②-1 財政表       

 

         （出典 高知工業高等専門学校平成１７年度概要）
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   資料10-1-②-2 入学志願者及び入学者調べ  

 
（出典 高知工業高等専門学校平成１７年度概要）
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   資料10-1-②-3 教員の研究活動 

 
（出典 高知工業高等専門学校平成１７年度概要）
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   資料10-1-②-3 教員の研究活動 

 

（出典 高知工業高等専門学校平成１７年度概要）
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観点10－２－①： 学校の目的を達成するための活動の財務上の基礎として，適切な収支に係る計

画等が策定され，関係者に明示されているか。 
（観点に係る状況）  
  収入・支出予算に関しては，中期計画に基づいた予算配分が国立高等専門学校機構から配分され，

それを受け本校の目的達成のための収入・支出計画を主任会（校長・三主事・各学科主任・副専攻

科長・事務部長）で明示し決定している。また，各学科主任より各学科教員に明示し周知を図って

いる。 
（分析結果とその根拠理由）  
 平成１６年度決算において，収入・支出とも概ね計画に沿った執行ができた。 
 以上のことより，学校の目的を達成するための活動の財務上の基礎として，適切な収支に係る計画

等が策定され，関係者に明示していると言える。 
観点10－２－②： 収支の状況において，過大な支出超過となっていないか。 
（観点に係る状況）  

  別紙損益計算書(資料10-2-②-1)のとおり，当期純利益はプラスになっている。 
（分析結果とその根拠理由）  
以上のことより，収支の状況において，過大な支出超過となっていないと言える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   資料 10-2-②-1   

 
（出典 損益計算書）
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観点10－２－③： 学校の目的を達成するため，教育研究活動（必要な施設・設備の整備を含む）

に対し，適切な資源配分がなされているか。 
（観点に係る状況）  
  教育研究活動に対する資源配分については，最も配慮すべき事柄と考える。教育研究活動に関す

る支出計画も主任会（校長・三主事・各学科主任・副専攻科長・事務部長）で明示し，その支出計

画に沿った資源配分を行っている。 
  施設の整備に関しては，耐震，教室狭隘の解消等を図るべく校舎（電気工学科棟・物質工学科棟・

教室棟）改修工事等を概算要求している。 
  設備の整備に関しては，最新の専門知識及び技術の習得や実験・実習を効率的に推進する上で必

要な教育研究設備を重点的に整備するため，教育研究高度化設備費を要求している。 
（分析結果とその根拠理由）  
  平成１６年度に独立行政法人化となり，対前年度より予算が大幅に減額されたが，教育研究費に

ついては，対前年度ほぼ同額を確保したところである。また，教育研究活動の活性化のため，各学

科の教員等からの申請により予算を重点配分する学内競争的資金（校長裁量経費）を確保し教育研

究費の重点化を行っている。 
  施設関係では平成１６年度補正予算により校舎（電気工学科棟・物質工学科棟・教室棟）改修工

事が認められ，耐震工事及び教室の狭隘解消が図られ，より良い教育環境が整備される。 
  設備関係については，平成１６年度教育研究高度化設備費によりＸ線回析装置（31,860千円）を
導入し，発展の著しい材料の構造解析に関し，学生の知識及び実験技術能力の向上はもとより，学

生及び教員の研究活動に大きく貢献している。 
 以上のことより，学校の目的を達成するため，教育研究活動（必要な施設・設備の整備を含む）

に対し，適切な資源配分がなされていると言える。 

 
観点10－３－①： 学校を設置する法人の財務諸表等が適切な形で公表されているか。 
（観点に係る状況）  
  財務諸表は独立行政法人通則法第３８条の４により官報に公告し，かつ，一般の閲覧に供しなけ

ればならないとうたわれており公表を義務付けられている。 
（分析結果とその根拠理由）  
機構本部で取りまとめの上全国高専一斉に公表される事になっているうえ，本校のホームページ

にも掲載予定である。 
以上のことより，学校を設置する法人の財務諸表等は適切な形で公表されている。 

 
観点10－３－②： 財務に対して，会計監査等が適正に行われているか。 
（観点に係る状況）  
  不定期に行われる監査・検査としては会計検査院の実地検査があり，今年から法人化に伴い監査

法人による決算監査が加わった。 
（分析結果とその根拠理由）  
以上のことより，財務に対して，会計監査等が適正に行われている。 
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（２）優れた点及び改善を要する点 
（優れた点）  
 平成１６年度決算において，収入・支出とも概ね計画に沿った執行ができ，活動の財務上の基礎と

して，適切な収支に係る計画等が策定され，関係者に明示している。 
 
（改善を要する点）  
  特になし。 
 
（３）基準10の自己評価の概要 
本校の目的に沿った教育活動等を将来にわたって適切かつ安定して遂行するために必要な資産は確

保している。債務に関しては，国からの返還計画に基づき順次相殺されることになっている。 
運営費交付金，授業料，外部資金などの経常的収入を継続的に確保できており，学校の目的に沿っ

た教育研究活動を安定して遂行できるようになっている。 
 平成１６年度決算において，収入・支出とも概ね計画に沿った執行ができ，活動の財務上の基礎と

して，適切な収支に係る計画等が策定され，関係者に明示していると言える。 
また，教育研究活動の活性化のため，各学科の教員等からの申請により予算を重点配分する学内競

争的資金（校長裁量経費）を確保し教育研究費の重点化を行っている。 
 施設関係では平成１６年度補正予算により校舎（電気工学科棟，物質工学科棟，教室棟）改修工事

が認められ，耐震工事及び教室の狭隘解消が図られ，より良い教育環境が整備される。 
 設備関係については，平成１６年度教育研究高度化設備費によりＸ線回析装置を導入し，発展の著

しい材料の構造解析に関し，学生の知識及び実験技術能力の向上はもとより，学生及び教員の研究活

動に大きく貢献している。 
財務諸表等については，機構本部で取りまとめ，公表される予定である。 
現時点では満足しているが，１％の効率化係数による削減を機構本部が明言していることを考える

と，コスト削減，志願者増，外部資金などの受入れなどを今後より一層積極的に図る必要がある。 
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基準11 管理運営 
（１）観点ごとの分析 
観点11－１－①： 学校の目的を達成するために，校長，各主事，委員会等の役割が明確になって

おり，効果的な意思決定が行える態勢となっているか。 
（観点に係る状況）  

    
    校長のリーダーシップがより発揮しやす

いように，三主事のうち教務主事を副校長，

学生主事及び寮務主事を校長補佐としてい

る。また，各主事の下に数名の主事補佐を置

き，より機動性のある組織としている。 
   また，本科においては各学科に主任を，専

攻科においても各専攻に主任を置いている。

さらに，専攻科長は，その重要性から教務主

事が併任することにし，専攻科長の下に副専

攻科長を置いている。 
   この他，図書館，産学技術交流推進室，情

報化推進室，教育改善推進室などの学内組織

にもそれぞれ室長，副室長等を置き，意志決

定が円滑に行えるよう配慮している。 
   委員会については教育・研究・学生生活指

導・地域連携等に重点を置いた 17の委員会
を設置し，その中心に主任会を置き，そこで

の審議を経て校長が最終意志決定を行って

いる。 
事務組織についても，三課で構成する事務

部を置き，管理運営の支援を行っている。 
    （資料 11-1-①-1） 
 
 
 
 

 
資料 11-1-①-1 

 

 
 
(出典 高知工業高等専門学校平成 17年度概要) 

 
（分析結果とその根拠理由）  

ここ数年においては，日本技術者教育認定機構（ＪＡＢＥＥ）審査への対応，法人化対応，各

種評価への対応等が大きな課題とされているなか，校長のリーダーシップの下，既設の各種委員

会等はもちろんのこと，必要に応じて時限ワーキンググループを設置するなど，運営組織を効果

的，有機的に機能させ，その成果を上げている。 
以上のことより，学校の目的を達成するために，校長，各主事，委員会等の役割が明確になっ

ており，効果的な意思決定が行える態勢となっている。 
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観点11－１－②： 管理運営に関する各種委員会及び事務組織が適切に役割を分担し，効果的に活

動しているか。 

（観点に係る状況）  
各種委員会については，その中心に主任会を置き，そこでの審議を経て校長が最終意志決定を

行うよう配慮している。教育に関わる委員会としては，入試委員会，進路指導委員会，教務委員

会，学生生活委員会，寮務委員会，教育改善推進委員会を設置し，研究・地域連携に関わる委員

会としては，産学技術交流推進委員会，本校の将来構想等を検討するための委員会としては，リ

エゾン・企画委員会，その他管理運営等のため，情報セキュリティ委員会，情報化推進委員会，

人権・倫理委員会，自己点検・評価委員会，安全衛生委員会，教員選考委員会，知的財産委員会，

情報公開委員会，レクリエーション委員会を置き，役割が明確化され本校の運営を担っている。 
      事務組織についても三課で構成する事務部を置き，各課がそれぞれの委員会の幹事となり，管

理運営の支援を行っている。 
 
（分析結果とその根拠理由）  

 
主任会をはじめ，教育，研究，学生生活指

導，地域連携等の各種委員会の役割が明確に

され，それぞれが有機的に連携しながら，教

育等の目的の達成に向けて機能しており，事

務部においても各種委員会へのサポート体

制が整備されている。 
たとえば，本校における教育改善システム

を例にとると，教育プログラムのスパイラル

アップを目的とする全学的な仕組みができ

あがっており，「Plan：計画」，「Do：実
施及び運用」，「Check：点検・検証」，
「Action：改善・見直し」などに関して，主
任会，リエゾン・企画委員会，教務委員会等

各種委員会が有機的に協力し合い，必要な活

動を積極的に進めている。 
これらのことからも，各種委員会及び事務

組織が適切に役割を分担し，効果的に活動し

ていると言える。（資料 11-1-②-1） 
 
 
 
 
 
 

資料 11-1-②-1 

 
（出典 高知高専ホームページ） 
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観点11－１－③： 管理運営の諸規定が整備されているか。 

（観点に係る状況）  
      高知工業高等専門学校学則，同内部組織規則，同事務組織規則，同主任会規則，各種委員会規則
等に定めている。（資料 11-1-③-1）                            資料 11-1-③-1 

                     
(出典 高知工業高等専学校規則集目次 ) 

（分析結果とその根拠理由）  
管理運営の諸規定については，高専機構の規則も勘案し整備しており，学内教職員へも，本校の

ホームページ掲示板で周知を図り，円滑な運営が行えるよう配慮している。また，学内外の状況の

変化に応じて，積極的に改善を加え対応しているところである。ここ数年においては，日本技術者

教育認定機構（ＪＡＢＥＥ），法人化，各種評価等へ柔軟に対応が可能となるよう改善を図りなが

ら整備している。 
以上のことより，管理運営の諸規定が整備されていると言える。 

 
観点11－２－①： 外部有識者の意見が適切な形で管理運営に反映されているか。 

（観点に係る状況）  
   本校では，外部有識者を構成員とする総合的な点検･評価組織として，平成９年度から参与の会

を設け，毎年開催している。会では，参与のそれぞれの社会的立場(大学教育，工学教育，企業の
立場，地域教育等)からの意見やアドバイスを，直接本校の教育・管理運営等の改善策に反映させ
ている。また，参与の会は本校の全教職員に公開されている。 
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   その他，学生や保護者，地域の企業からの直接的な意見も積極的に取り入れ，点検・改善に生

かしている。学生は授業評価アンケート，保護者は保護者会・後援会，また，企業，卒業生から

の要望はそれぞれ対象のアンケート調査を行い，その調査結果を取りまとめ，各種委員会にフィ

ードバックし，点検･改善を行っている。 
（分析結果とその根拠理由）  
   これらの外部評価結果は「自己点検・評価委員会」に報告され，改善の方向性が取りまとめら

れる。この点検・評価結果により，関係する校内各種委員会等において，継続的改善を進めてい

る。また，全学的な課題とされるような，特に重要なものについては，「リエゾン・企画委員会」

に報告され，改善策の具体化を促すという”ダブルスパイラルシステム”となっている。 
  以上のことより，外部有識者の意見が適切な形で管理運営に反映されていると言える。 

 
観点11－３－①： 自己点検・評価（や第三者評価）が高等専門学校の活動の総合的な状況に対し

て行われ，かつ，それらの評価結果が公表されているか。 

（観点に係る状況）  
   本校においては，平成4年4月に自己評価委員会を設置し，「教育理念・目標等」，「教育活動」，
「国際交流」，「施設・設備」，「生涯学習・社会との連携」，「財政」，「学校運営等」，「自己評価体

制」，「21世紀への展望と課題」などの総合的な項目について点検評価を行い，平成8年3月に「現
状と課題」として報告書に取り纏め，学内外の関係諸機関へ配付し，公表した。 

   平成13年7月には，自己点検・評価の更なる充実を図るため，自己評価委員会を自己点検・評
価委員会に改組し，平成14年5月に，「教育理念・目標」，「教育活動」，「本科の教育」，「専攻科の
教育」，「学生生活」，「学生寮」，「研究活動」，「国際交流」，「地域との連携」，「施設・設備」，「学

校運営」，「外部検証・評価」について点検評価を行い，「現状と課題」として報告書に取り纏め，

学内外の関係諸機関へ配付し，公表した。 
   平成15年度以降は「前年度活動実績及び今後の課題」について各学科，委員会等で検証し，そ
れらを自己点検・評価委員会で点検・検証し，改善に資することとしている。 

   なお，自己点検・評価報告書については，5年に1回のサイクルで取り纏めることとしており，
次回は平成19年度に作成することとしている。 

  また，平成１６年度には，今後あらゆる評価に対応できるよう評価項目の整理を行ったところ

である。（資料11-3-①-1） 
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資料11-3-①-1 

 
（出典 自己点検・評価委員会資料） 

 
（分析結果とその根拠理由）  
   本校の自己点検・評価は，本校の活動の総合的な項目について行なわれており，高専機構の中

期計画に沿った項目を基本としている。評価結果についても，定期的に報告書として取り纏め，

公表されている。 
以上のことより，自己点検・評価（や第三者評価）が高等専門学校の活動の総合的な状況に対

して行われ，かつ，それらの評価結果が公表されている。 

 
観点11－３－②： 評価結果がフィードバックされ，高等専門学校の目的の達成のための改善に結

び付けられるような，システムが整備され，有効に運営されているか。 

（観点に係る状況）  
   さまざまな点検・評価事項は「自己点検・評価委員会」で審議し，各種委員会に改善を要請し，

また，全校的に改善が必要となる重要事項については「リエゾン・企画委員会」で審議される。 
   ここで決議された基本方針を最高責任者である校長が最終判断をし，改善に向けての方針を示

す。これを元に各種委員会や会議において具体化され，継続的改善に取り組むシステムとなって

いる。 
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（分析結果とその根拠理由）  
   本校の改善システムは，スパイラルアップを目的とする全校的な仕組みであり，「Plan：計画」，

「Do：実施及び運用」，「Check：点検・検証」，「Action：改善・見直し」などに関して，関
係委員会などが有機的に協力し合い，各種委員会などの特色を活かしながら運営されている。 
以上のことより，評価結果がフィードバックされ，高等専門学校の目的の達成のための改善に

結び付けられるような，システムが整備され，有効に運営されている。 

 
（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  
主任会をはじめ，各種委員会の役割が明確にされ，それぞれが有機的に連携しながら，教育等の

目的の達成に向けて機能している。校長を補佐する体制として三主事のうち教務主事を副校長，学

生主事及び寮務主事を校長補佐とし，事務部においても各種委員会へのサポート体制が整備されて

いる。 
また，参与の会等の外部評価の結果についても「自己点検・評価委員会」等の各種委員会等に

おいて検討され，継続的改善を進めている。また，特に重要課題とされるものについては，「リエ

ゾン・企画委員会」に報告され，改善策の具体化を促すという”ダブルスパイラルシステム”と

なって継続的改善に取り組むシステムとなっている。 
（改善を要する点）  
   該当なし。 
 
（３）基準11の自己評価の概要 

学校の目的を達成するための組織として，主任会を中心とした各種委員会を置き，そこでの審

議を経て校長が最終意志決定を行う体制となっている。また，校長のリーダーシップがより発揮

しやすいように，三主事のうち教務主事を副校長，学生主事及び寮務主事を校長補佐とし，各主

事の下に数名の主事補佐を置くことで，より機動性のある組織としている。また，必要に応じて

時限ワーキンググループを設置し，運営組織を効果的，有機的に機能させ，成果を上げている。 
      また，学則，内部組織規則等の各規則が整備され，事務部についても各課がそれぞれの委員会
の幹事となり，支援を行い適切に機能している。 

   このほか，参与の会で出された外部有識者の意見等を，「自己点検・評価委員会」等の各種委員  

会で取り上げ，継続的な改善や，管理運営に反映させている。 
   さらに，自己評価等を含めた評価についても，教育，研究，国際交流，地域との連携，学校運営

等幅広い総合的な分野について実施し，これらの結果も，積極的に公表している。これらの評価結

果に基づき，本校の改善システムでは，スパイラルアップを目的とする全学的な仕組みができあが

っており，「Plan：計画」，「Do：実施及び運用」，「Check：点検・検証」，「Action：改善・
見直し」などに関して，関係委員会などが有機的に協力し合い，必要な活動を積極的に進めている

ところである。これらのことからも，改善システムが適切に機能している。 
   以上のように，本校における管理運営については，校長，各主事，委員会等の役割分担が明確に

され，機能しているとともに，自己点検評価・外部評価を通じて，教育，研究，国際交流，地域と

の連携等幅広い総合的な分野における改善システムが整備されていると言える。 
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選択的評価基準 研究活動の状況 
（１）観点ごとの分析 
観点１－①： 高等専門学校の研究の目的に照らして，研究体制及び支援体制が適切に整備され，

機能しているか。 
（観点に係る状況） 

 地域産業の活性化，地域経済の向上に貢献するといった本校の研究の目的を適切に機能させるため

に，本校には「産学技術交流推進室」が設置され中心的な役割を果たしている。設置の目的は，独立

行政法人国立高等専門学校機構以外の者との共同研究，並びに本校各学科等間との共同研究を推進す

ることにより，本校の教育・研究の進展を図るとともに，地域社会における科学・技術教育の振興，

研究成果の公表等を積極的に推進することであり，資料１－①－１の高知高専学内における産学連携

の組織・運営図に示すように，本校の研究体制及び支援体制の中心的な役割を果たしている。主な業

務内容は以下の４点である。 
・地域産業との共同研究，受託研究，受託試験の推進 
・地域産業への技術支援，技術相談の実施 
・地域産業に従事する技術者の研修，再教育の実施 
・科学技術に関する講演会・セミナーの実施 
スタッフは，室長，副室長，庶務課長，室員として各学科代表１名および技術コーディネータ（本

校名誉教授）の９名となっており，ここでの情報は，各科の教員に伝達される体制が整備されている。

資料１－①－２に，本校と産業界との連携図を示す。連携協力制度として，共同研究や受託研究，技

術指導など，様々な制度がおかれている。 

 
 また，産学技術交流推進室を中心とした研究体制及び支援体制として，学外の様々な機関との連携

も図られている。資料１－①－３に本校と外部組織との産学連携の体制を示す。本校のみで対応でき

なければ四国６高専ネットも利用できるようになっている。 
次に，学外から本校を利用する場合の体制としては，本校事務組織との連携により，産業界や地域

社会からの各種要請に対応するために必要な制度上の諸制度の概要と手続きの解説書として，「産学連

携と地域貢献の推進－諸制度と手続きガイド」を発行している（資料１－①－４） 

資料１－①－１ 産学連携の組織・運営図 

 
（出典 高知高専ＨＰ）

資料１－①－２ 産業界との連携 

（出典 高知高専ＨＰ）
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資料１－①－４ 「産学連携と地域貢献の推進」 

 
（出典 高知高専庶務課） 

資料１－①－３ 産学連携の体制 

（出典 産学技術交流推進室）
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また，高知高専公式ＨＰにも産学技術交流推進室の業務内容と目的が公開されている。さらに，同

じページ内には，高知高専を利用するための情報として，産学協同教育プログラム（本学と社団法人

高知県工業会が締結した「産学協同教育・研究に関する協定書」に基づく専攻科学生の長期インター

ンシップ受け入れの実施要項）や，研究者総覧（高知高専の教員の研究者情報），四国６高専研究者デ

ータベース（四国６高専の研究者情報検索システム）が掲載され，常時公開されている（資料１－①

－５）。 

 
資料１－①－６に産学技術交流推進室の今年度の行事予定を示す。産業界をはじめとして，他高専

や官公庁組織などとの共催事業も含まれており，活発な活動がなされていることがわかる。また，本

校専攻科における特別研究において，地域との連携に関係する研究テーマの代表例を以下に挙げる。

すべての専攻において，研究の目的である地域対応型の研究テーマが取り入れられているのがわかる。 
・製紙スラッジの回分同時糖化発酵によるＬ－乳酸の生産（物質工学専攻） 
・土壌微生物Mu6A1株の環境保全への応用（物質工学専攻） 
・太陽自動追跡による太陽光発電の効率改善（機械・電気工学専攻） 
・建設・土木汚泥の真空乾燥に関する基礎研究（機械・電気工学専攻） 
・各種廃棄物を混入した植生用ポーラスコンクリートの基礎的研究（建設工学専攻） 
・南海地震による高知県内地盤の液状化予測に関する研究（建設工学専攻） 

資料１－①－５ 高知高専を利用するための情報 

高知高専を利用するための情報  

産学協同教育プログラムの利用  

本学と社団法人高知県工業会が締結した「産学協同教育・研

究に関する協定書」に基づく専攻科学生の長期インターンシッ

プ受け入れの実施要項  

研究者総覧  高知高専の教員の研究者情報  

四国 6高専研究者データベース  四国 6高専の研究者情報検索システム  

公開講座  平成１７年度に開催される高知高専・公開講座です  

施設の利用  本校施設の利用について（体育館，陸上競技場など）  

窓口業務  公開講座受付，各種証明書発行などの窓口について  

情報公開のご案内  独立行政法人等情報公開法第 22・23・24 条に基づくもの  

（出典 高知高専ＨＰ） 
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研究の目的を達成するための学科要求，研究プロジェクト要求，教員個人要求研究費に対する支援

体制として，校長裁量経費の配分がある（資料１－①－７）。校長裁量経費の決定には，産学技術交流

推進室での審議結果も取り入れられている。 

   
 
 産学連携の中で，代表的な役割を果たしているもので，産学技術交流推進室以外には以下の３つが

ある。 
  産学協同教育研究プログラム（長期インターンシップ） 

 平成15年７月，(社)高知県工業会と「産学協同教育研究に関する協定」を締結した。本校と工業会
が相互に連携して産学協同教育を行うと共に，協同教育を通じた研究交流により工業会会員企業の発

展に寄与することを目的としている。協定に基づいて，専攻科２年生の後学期１セメスターを充てる

長期インターンシップ制度がスタートした。平成15・16年度にそれぞれ学生が２名ずつ，県内企業に
おいて取り組み，その成果は，毎年２月に行われるインターシップ体験報告会で報告がなされた。 
 （社）高知高専テクノフェローの設立 

 県内企業の企画力・技術力のさらなる向上を図り，高知県工業界・産業界の活性化を目的として，

県内官公庁及び全国の先進企業で活躍している本校卒業生をベースとし，かつ高知高専の教員団とと

もに，上記目的達成のための具体的活動の企画・推進を行う組織として「社団法人高知高専テクノフ

ェロー」を平成17年３月に設立した。現在の入会状況は，企業・法人等が６３社，個人が３７３名と
なっており，平成17年６月には第１回総会が開催された。 

資料１－①－７ 校長裁定経費の状況 
 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度 

採択件数 １０件 １１件 ７件 

配分額合計 ６００万円 １３４３万円 ６００万円 

（出典 高知高専会計課） 

資料１－①－６ 平成17年度産学技術交流推進室行事予定 

開催時期 事　　　項 備　　　考 審議事項等

5月6日 第1回四国地区高専地域連携推進会議
当番校
(前年度当番校は阿南高専であるが、会議は新居浜高専で開催)

日程及び開催場所等

8月22日～24日
第3回全国高専テクノフォーラム
（世話校：豊田工業高等専門学校）

パネル出展(募集あり) 出席者

9月下旬
四国6高専産学官交流会
第2回四国地区高専地域連携推進会議

当番校(シーズ発表・パネル展示等) 日程・開催場所・内容等

9月下旬 新世紀技術フォーラム
中四国レーザー学会と共催
(過去の開催はレーザー学会の予算で実施)

今年度の開催について

10月下旬 産学交流サロン 産業振興センター共催 産業振興センターより開催の依頼あり

2月中旬 エコプロダクツ高知 出展 出展計画及び担当

11月中旬 テクノキャラバン四国「個別相談会」 四国経済産業局主催(本校の希望日に合わせ実施) 別途案内通知により調整

知的財産専門家派遣事業 発明協会主催 別途案内通知により調整

産学技術交流推進室広報誌
(リーフレット)の作成

担当者の決定

高知県産業振興センター広報誌への寄稿 7月号：電気工学科、11月号：建設ｼｽﾃﾑ工学科、3月号：物質工学科 寄稿者の決定

 （出典 産学技術交流推進委員会）
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学術・研究協力に関する協定 

 県内研究機関の連携により，技術交流及び人的交流を通して科学技術の高度化を図ることを目的に，

高知県と県内４大学及び高知高専の間で平成13年２月「学術・研究協力に関する」協定書が調印され
た。これは，これまで大部分が研究者個人との繋がりにより行われてきた共同研究を，今後は，研究

課題の急速な広がりや企業からの高度な技術開発についてのニーズなどの高まりなどに対応し以下の

事業を通して海洋深層水やバイオテクノロジー，環境，情報技術などの研究で連携を推進していくた

めのものである。本校は，研究面だけでなく県内産業界への多様な人材の供給姿勢を表明している。 
 ・科学技術情報の交流，分析および活用に関する事業 
 ・共同研究及び受託研究に関する事業 
 ・学生の教育，研究等に関する事業 
 ・客員研究員に関する事業 
また，平成17年4月には，高知大学，高知工科大学，高知女子大学，高知高専の長をもって組織さ
れる「高知学長会議」が発足された。本会の目的は，高知県の経済・社会のビジョン策定とその実現

のために，科学・技術に関わる人，情報の交流及び関係者の共同研究の活発化，高知県人材の教育に

対して，連携・協力を認識しつつ，如何なる役割を果たすかについて，協議し，決定することであり，

今後，県内の農業や商工業団体の関係者からも意見聴取しながら推進する予定である。 
 
（分析結果とその根拠理由）  
研究の目的の達成のために，産学技術交流推進室を中心にして，学内の教員からも学外の産業界か

らも連携しやすい研究体制，支援体制が整備されている。その研究体制を機能させるために，学外の

様々な機関との連携や校長裁量経費などの支援体制が積極的に実施されている。その結果，産学技術

交流推進室を中心にして開催される行事等も活発に開催されている。 
また，専攻科学生の特別研究には地域貢献に関する研究内容が多く含まれており，今後もこの分野

の研究はさらに拡大し，地域の発展に大きく貢献するものと思われる。 
以上のことより総合的に判断して，本校の研究体制及び支援体制は，産学技術交流推進室を中心に

して，適切に整備，機能されていると判断できる。 
 
観点１－②： 研究の目的に沿った活動の成果が上げられているか。 
（観点に係る状況）  
 研究の目的に沿った活動の成果として，以下のような地域との連携や展開を具体的に述べる。 
外部研究資金の調達状況等 

本校が地域産業振興を掲げて「技術相談室」を設置し，産学連携に本格的に歩み出したのは平成３

年である。それ以来，研究の目的の達成のために，観点１－①でも述べたように，学内の教員からも，

学外の産業界からも連携しやすくなるように様々な取り組みを重ねながら，室名を「研究推進室」，「産

学技術交流推進室」と業務の拡充を図りながら発展的に歩んできた。その結果，資料１－②－１に示

すように，共同研究や受託研究，奨学寄附金の件数や金額，技術指導の受入数などは，波があるもの

の全体的には上昇しているのが伺える。また，科学研究費補助金の申請件数と採択件数を資料１－②

－２に示す。毎年，庶務課を中心にして科研応募説明会が開催されてはいるものの，残念ながら採択

率は高いとはいえない。しかし，本校教員の申請状況は平成16年度に低迷したものの，産学技術交流
推進室の啓蒙活動により平成17年度は上昇してきている。 
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プロジェクト研究 

 産業界との協力連携対応型共同研究プロジェクトとして，以下のような研究が挙げられる。 
①高知エコエネルギー研究会 
 風力，太陽光，バイオ，海洋，中小水力など高知県に豊富に存在する自然エネルギーの本格的な活

用，及びリサイクル社会に必要な廃棄物エネルギーの再資源化を目指したエコエネルギーシステムの

開発・研究・導入を産官学で推進する研究会を平成14年７月に発足，会長には本校校長が就任した。
過去３年間で(a)風力・太陽光エネルギー利用，及び(b)還元溶融炉を利用した水素エネルギーシステム
技術開発の２つの連携研究が進行中である。前者は，開発した「自然エネルギーによる街路灯」が2002
年高知エコ産業大賞を受賞した。また「高知の風プロジェクト」と銘打った開発事業では，県のＩＴ

化を推進する県情報生活維新協議会の平成16年度モデル事業にも選ばれている。後者は，経済産業省

資料１－②－２ 科研費申請状況と採択数 

新規 継続 計

平成11年度 32 5 3 8 0.51 0.13

平成12年度 37 4 7 11 0.59 0.17

平成13年度 46 5 5 10 0.73 0.16

平成14年度 34 2 7 9 0.54 0.14

平成15年度 40 0 3 3 0.63 0.05

平成16年度 31 3 2 5 0.49 0.08

平成17年度 39 3 6 9 0.62 0.14

採択数／教員数
採択数

新規申請 申請数／教員数

 
（出典 高知高専会計課） 

資料１－②－１ 外部研究資金の調達状況 
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（出典 高知高専庶務課）
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フィージビリティースタディに採択され，「高知県北川村バイオマス等未利用エネルギー調査」に結実

した。 
②ＮＥＤＯ産業技術研究助成事業 
 本校と企業３社の連携による「オゾンを用いたレジスト剥離に関する研究」が，新エネルギー産業

技術総合開発機構の事業に採択され，平成16年度から３ヶ年計画で始動している。 
③新連携対策委託事業 
 本校を始めとする学校，高知県所属の研究所，その他中小企業等，計８つの機関の連携による「完

全オゾン処理システムの開発」が，中小企業庁の新連携対策委託事業に採択され，平成17年５月から
３ヶ年計画で始動している。 
④その他 
 その他として，近い将来発生するとされている南海地震に対応するための防災に関する研究や，レ

ーザー超音波を利用したコンクリートの非破壊検査なども，プロジェクト研究としての実績がある。 
学会等における発表件数と論文数及び研究業績に基づく受賞数 

 本校教員の自己申告による研究業績調書から集計した研究業績発表件数を資料１－②－３に示す。 
発表件数は平成15年度で総数が92件，平成16年度では134件となっている。また，平成16年度の論文
数は主要雑誌（国際・国内）で44編，紀要等を含めると74編となっている。発表件数で教員１名当た
り約２件，論文数で約１件となり，十分な研究実績が残されている。 

資料１－②－３ 研究業績（左：平成 15年度，右：平成 16年度） 
 発表件数 

一般 機械 電気 物質 建設
0
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一般 機械 電気 物質 建設
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20
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 論文数 

一般 機械 電気 物質 建設
0

5
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学術紀要
国内学術誌
Int.Journal

一般 機械 電気 物質 建設
0

5

10

15

20

その他 報告書

 
（出典 産学技術交流推進室）
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次に，資料１－②－４に，本校教員が過去５年間に研究業績に基づいて受賞などの表彰を受けた件

名を示す。資料１－②－５に，本校教員が過去５年間に得た特許件数と内容を示す。これらの資料か

ら，技術の進歩に対応した教育を行うための専門的知識・研究能力のレベルアップに対する意識の高

さがうかがえる。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１－②－５ 特許出願状況  
１ 発電機の電流・電圧特性を利用した予測型高速最大電力追従制御方法 特願2001-368087 

２ 排水処理方法及び排水処理装置 特願2002-317967 

３ 路盤材およびその製法 特願2002-156723 

４ 「Mounting structure for a fuel supply apparatus」 US Patent 6598593 (2003) 

５ 基板製造方法 特願2004-176408 

６ Process for producing an electrode with positive temperature 

coefficient(PTC)function 

US Patent 6773633 (2004) 

７ 光学材料の無歪み表面加工装置および表面加工技術 特願2004-235023 

８ フォトリソグラフィー方法 特願2005-168332 

９ 高昇圧比昇圧形DC-DCコンバータ 特願2005-085247 

（出典 高知高専庶務課） 

資料１－②－４ 研究業績に基づく教員の受賞数 
年度 件数
１６年度 1

１５年度 1

１３年度 1 精密工学会賞（杉山和久）

１４年度 3

内容
中国・四国工学教育協会賞（野村　弘）

日本大気電気学会学術研究賞（長門研吉）

Distinguished Career Award（中井貞雄）

日本エアロゾル学会論文賞（長門研吉）

国専協主催教員顕彰奨励賞（横井克則）

 
（出典 高知高専庶務課） 
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学会・研究会等での代表的な役割 

 調査・研究プロジェクトだけでなく，以下のような全国的な学会や地域に根ざした研究会等におい

ても，会長，理事，幹事等の役割を通して，研究活動の推進役を担うことで，研究の目的を達成して

いる（資料１－②－６）。 

 
文部科学省内地研究員・在外研究員 

 資料１－②－７に，本校の文部科学省研究員派遣制度に基づく，派遣者数の一覧を示す。内地研究

員はもとより，在外研究員として派遣された教員の研究の活性化はめざましいものがある。研究成果

が大きく発展することはもちろん，それ以上に，日頃の環境を離れた経験は，その教員の人生観その

ものにも大きな影響を与えることが期待され，研究会議だけに留まらず，広く校内の将来構想や学生

指導の面においても，財産となっている。 

 

資料１－②－７ 内定研究員および在外研究員の数 
在外研究員 

年 度 内地研究員 
長期（甲） 長期（若手枠） 短 期 

平成８年度 １ － １ １ 

９ １ １ － － 

１０ － － － － 

１１ １ １ － － 

１２ － － － － 

１３ １ － － － 

１４ － １ － １ 

１５ １ － － － 

１６ － － － － 

（出典 高知高専庶務課） 

資料１－②－６ 学会・研究会等での代表的な役割  
１ 電気学会四国支部 協議員・総務幹事 

２ 四万十・流域圏学会 理事 

３ 土木学会四国支部 商議員・幹事・HP編集委員長 

４ 高知熱流体技術懇談会 常任幹事 

５ 地盤工学会四国支部 幹事 

６ 高知県地盤工学研究会 幹事長 

７ 日本図学会本部 理事 

８ 高知県地震防災研究会 会長 

９ 電子情報通信学会四国支部 評議員 

10 高知県生コンクリート監査委員会 副議長 

11 高知化学会 幹事 

12 四国英語教育学会 理事 

13 レーザー学会中国・四国支部 幹事 

（出典 研究者総覧） 
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高知高専教養講座 

本校の一般科担当の教員を中心として，各自の専門の研究内容を取り入れた，文学，歴史，哲学，

語学などからなる総合教養講座を，地域住民を対象にして毎年開催している。今年度の講座内容を下

記に示す（資料１－②－７）。 

 

 
（分析結果とその根拠理由）  
 研究の目的に沿った活動の成果として，観点に示したように，多くの地域との連携や展開が実施さ

れ，数多くの研究実績や特許取得，学会活動の記録が残されている。これらの活動により，本校に持

ち込まれる共同研究や受託研究，奨学寄附金，技術指導等の件数や金額も増加傾向にある。さらに，

関連した研究テーマをさらに発展させるための，科学研究費の新規申請数および採択数の向上にも努

めている。 
これらの研究によって得られた成果を，学会活動を通じてだけでなく，本校や高知県，近隣企業と

共に共同開催する「産学交流サロン」や「新世紀技術フォーラム」などにおいても発表，意見交換す

ることで地域に還元し，研究の目的に沿った活動が行われている。 
 
観点１－③：  研究活動等の実施状況や問題点を把握し，改善を図っていくための体制が整備され，

機能しているか。 

（観点に係る状況）  
 平成12年に本校４学科に修業年限２ヶ年の専攻科が設置され，平成14・15年には日本技術者教育認
定機構（JABEE）によって本校全専攻の教育システム及びその内容が国際水準であると認定された。
さらに，平成16年には文部科学省より分離され「国立高等専門学校機構（独立行政法人）」となり，
本校は，これらの契機にその都度研究環境の整備・改善を行い，さらなる地域との連携環境を目指し

てきた。このような状況の中で，研究活動の実施状況や問題点を把握し，改善を図るための体制とし

て，以下に示す委員会や組織が設置されている。それぞれの取り組み状況及び活動の内容を示す。 
(1)産学技術交流推進委員会 

産学技術交流推進室長が委員長を務め，１ヶ月に１回開催しており，以下の事項について審議を行

っている。 
 ・機構以外の者との共同研究に関すること。 
 ・機構以外の技術者に対する技術教育に関すること。 

資料１－②－７ 平成17年度高知高専教養講座 

 

宮川敏春 人文科学系　教授 ７月２０日（水）

西村淑子 人文科学系　教授
７月２１､２２日
（木、金）

池谷江理子 人文科学系　助教授 ７月２５日（月）

佐々木正寿 人文科学系　助教授 ７月２７日（水）

堀邊英夫 物質工学科　助教授 ７月２８日（木）

大野三徳 人文科学系　教授 ７月２９日（金）

大嶋秀樹 人文科学系　助教授 ７月３０日（土）

日　時

1４：００～
1５：３０

⑤　躍進する韓国から見た日本の産業

④　世界の倫理を求めて　―ドイツからの発信―　

⑥　アジア世界への架け橋　－アイヌの人々の暮らしと文化ー

講 座 名

⑦　ニュージーランド・オーストラリアの話

②　熟年対象・海外旅行用のやさしい英会話Part 3 (道を尋ねる、乗り
物を利用する）

③　仕事と子育てのファミリー・バランス　－ロンドンでのインタビュー調
査からー

①　英国パブリック・スクール今昔

講　師

 
（出典 高知高専庶務課）
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 ・機構以外の者に対する学術情報の提供に関すること。 
 ・校内及び他大学等との共同研究及び連携に関すること。 
 ・地域社会に対する学術情報の提供に関すること。 
 ・学術研究誌発行に関すること。 
 ・その他前条の目的を達成するために必要な業務に関すること。 
(2)参与の会 

外部アドバイザーシステムであり，１年

に１回程度開催している。参与は，本校の

職員以外の者で，本校の基本理念に理解が

あり，高等専門学校の教育に関し，広く，

かつ，高い識見を有する者のうちから，校

長が委嘱している。参与は，本校の運営に

関し，校長の求めに応じて意見を述べるも

のとしており，本校の研究の目的の達成状

況を確認，改善を図るための意見を伺うこ

とができる。平成16年度で第７回を数え，
毎回，報告書を作成している。資料１－③

－１に，第７回の報告書の目次を示す。本

校の研究の目的に関することでは，「高知県

の産業振興，地域活性化への貢献について」，

「四国地区６高専との連携・協力について

（研究面）」について議論が行われている。 
(3)自己点検・評価委員会 

この委員会は，本校の教育水準の向上を

図り，本校の目的及び社会的使命を達成す

るため，教育研究活動等の状況について点検及び評価を行うもので，必要に応じ開催し，以下の事項に

ついて審議を行い，毎年，自己点検報告書をまとめている。現在では本委員会の下に，JABEE 専門部
会，専攻科継続審査専門部会，認証評価専門部会を置き対応しているところである。 
・自己点検・評価の基本方針に関すること。 
・自己点検・評価項目の設定に関すること。 
・自己点検・評価の実施に関すること。 
・自己点検・評価報告書の作成及び公表に関すること。 
・本校の教職員以外の者による自己点検・評価の検証に関すること。 
(4)リエゾン・企画委員会 

 本委員会は，以下の項目について審議を行い，各室等との連絡調整に当たる。  
 ・本校の運営に関する渉外事項  
 ・本校の運営に関する企画事項  
 ・ファカルティ・ディベロップメントの推進に関する事項  

資料１－③－１ 参与の会報告書目次 

（出典 参与の会報告書（第 7回））
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以上の４つの委員会につい

て，本校の教育改善システムの

スパイラルアップ図（資料１１

－１－②－１）と同様に，それ

ぞれの役割を「PLAN」，「DO」，
「CHECK」，「ACTION」に
分類すると，(1)は「PLAN」と
「 DO 」 ， (2) お よ び (3) は
「CHECK」，(4)は「ACTION」
の役割を担うものとなってい

る。  
本校における研究の目的を達成

するために，現在，地域共同テク

ノセンターの設置が最優先課題と

なっている。資料１－③－２に示

した平成18年度施設整備費要求
事業評価シートの「事業の概要」

や「全学的な取り組み状況評価」

で，「産学技術交流推進室」や「リ

エゾン・企画委員会」において，

地域共同テクノセンターの設置に

ついて議論し，検討していること

がわかる。 
 
 また，学生の意見を汲み上げる制度として，以下のものがある。 
(5) 専攻科学生意見交換会 

専攻科学生から様々な要望や意見を聞くために教員と専攻科生との懇談会を，年１回開催している。

校長，専攻科長，専攻主任が出席し，ここで出された例えば研究に関する意見は，産学技術交流推進

委員会等で参考意見として取り扱われる。 
 

（分析結果とその根拠理由）  
 研究活動等の実施状況や問題点を把握し，改善を図っていくための体制として，「産学技術交流推進

委員会」，「参与の会」，「自己点検・評価委員会」及び「リエゾン・企画委員会」などの組織があり，

新たなるプロジェクト研究の発掘や各種外部資金の申請などが積極的に行われており，体系だって機

能している。 
 
（２）優れた点及び改善を要する点 
（優れた点）  
 学術・研究協力に関する協定地域，長期インターンシップ，プロジェクト研究，（社）高知高専テク

資料１－③－２ 平成 18年度施設整備費要求事業評価シ
ート 
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ノフェローの設立などを通して，地域の産業界の協力を得ながら，地域で開催される各種セミナーや

学会等への参加件数の増加，共同研究費・受託研究費・奨学寄附金の外部資金の増加や技術相談件数

の増加，科学研究費の新規申請数や採択数の増加など，多面的な実績がある。 
（改善を要する点）  
特になし。 

 
（３）選択的評価基準の自己評価の概要 
 研究の目的を達成するために，その中心的な役割を果たしているのが産学技術交流推進室である。

ここでは，地域産業との共同研究や受託研究，技術支援の推進，研究成果に関する講演会やセミナー

の開催を積極的に実施しており，この活動により，外部資金の調達状況や研究発表数などは年々上昇

傾向にある。また，学術・研究協力に関する協定や長期インターンシップ制度，（社）高知高専テクノ

フェローを有効的に利用することで，様々なプロジェクト研究も推進されている。研究への支援体制

としても，校長裁量経費の特別配分や文部科学省内地・外地研究員への応募などがあり，積極的に利

用されている。 
 次に，研究活動とその実施状況や問題点を把握し，改善を図っていくための体制として，産学技術

交流推進委員会や外部評価を受ける参与の会，自己点検・評価委員会，リエゾン・企画委員会におい

て，校長の指導のもと実施されている。それぞれの役割は明確であり，体系的なシステムとして機能

している。 
以上のように，本校の研究活動の状況として，研究の目的に照らした研究体制や支援体制は整備・

機能しており，また，研究の目的に沿った活動の成果は上がっているといえる。 
 
（４）目的の達成状況の判断 
地域産業の活性化，地域経済の向上に十分に貢献しており，研究を通じて得たものを，教育の質の

向上に役立てており，本校の研究のみならず教育の活性化に還元している。以上のことより，目的は

十分に達成されていると言える。 
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選択的評価基準 正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況 
（１）観点ごとの分析 
観点１－①： 高等専門学校の教育サービスの目的に照らして，公開講座等の正規課程の学生以外

に対する教育サービスが計画的に実施されているか。 
（観点に係る状況） 

 地域社会に開かれた学校として，教育研究の成果を広く社会へ還元，地域住民の生涯学習，地域貢

献，社会との連携などを目的として，保護者，小中学生，小・中・高校教員，地域住民，企業等に対

して，次のような学校開放事業を，毎年積極的に実施している。 
 実施するテーマは前年度の１月から３月の期間に各科，関係委員会などで検討することになってお

り，それに従って，当該年度にリエゾン・企画委員会で検討し，主任会の審議を経て，実施するよう

になっている。 
 
1.公開講座・リカレント講座  
○社会人対象の情報スキルアップ講座 
 四国情報通信月間行事として高知ＣＡＮフォーラムと共催で，社会人を対象として情報化をスキル

アップするためのインターネット活用術，セキュリティ対策等を行う。 
○Linuxによるインターネットサーバ構築技術入門 
 本講座では，インターネットサーバ構築技術のスキルアップを目的としている。 
 
2.県教員対象講座  
 コンピュータの学校教育への活用をはかることをねらいとして，小・中・高校教員に対し，コンピ

ュータに関する中級レベルの知識および技術についての研修を行い，情報教育リーダーとしての専門

的な知識と技能の習熟をめざし，学校・地域における情報教育推進に役立てている。 
 具体的には，Ｗｅｂページ作成技術のスキルアップ及びネットワークの基礎知識の習得をめざして

いる。 
 
3.教養講座   
 南国市を中心に，近隣市町村の地域における文化交流の場として貢献するため，また，高知高専を

地域の人々に親しんでもらう機会を提供し，理解を深めてもらうことを目的とし，南国市と共催して，

文学，歴史，哲学の総合教養講座を開催している。 
 
4.土曜講座（キャンパスアドベンチャー）  
 本校で，各科の準備したテーマ（主に実験的なテーマ）で，講座を実施している。 
 
5.出前授業 
教員が小中学校を訪問し，小中学生を対象に，講座を実施している。 

 
6.移動講座 
 本校に来れない遠方の小中学生を対象に，主に実験的なテーマで，講座を実施している。 
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7.体験入学 体験学習 
 本校へ入学を希望する中学３年生を主な対象として，本校の施設（各棟，寮，図書館，情報処理セ

ンター，実験研究設備等）の見学，学校および各科の説明会，体験学習（各専門科数個のテーマ）を

実施している。 
 
 各講座の実施テーマ数は毎年，増加の傾向にあり，これは，保護者，小中学生，小・中・高校教員，

地域住民，企業等の希望が上昇してきているとともに，各教員の意識向上によるものであると言える。 
 
出前授業テーマ一覧を資料１－①－１，体験学習（各専門科数個のテーマ）を資料１－①－２，キ

ャンパスアドベンチャーのテーマ一覧を資料１－①－３に，それぞれ示す。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（資料１－①－１）「出前授業」 

Ｎｏ． 氏名 テーマ 内容紹介 所要時間 対象学年

1 大 野 三 徳アジア世界の伝統と文化について

私たちが暮らしていているアジアの世界には、豊な自然に育まれた長い歴史的伝統が
あります。それは、私たちの物の見方・考え方、私たちをとりまく生活の様式、ある
いは生活用品の中にさりげなくうけつがれています。
講義の中では、そうした文化的伝統の中から、「茶の文化」、「漆の文化」、「色彩
と形（模様）」、「海人族の文化」、「宇宙観の特徴」等、適当なテーマを選んで、
アジアの文化の伝統と人々の心に付いて考えてみたいと思います。

５０～９
０分

中学生

2 池 谷 江 理子グローバル化とわたしたちのくらし

食べ物、音楽、映画・・・外国の産物、文化に接する機会が増えてきました。一方、
テレビでは海外で活躍するスポーツ選手や科学者のニュースが報道されています。国
境を越え、地球規模でものごとが動き始めているようです。体験を通し、グローバリ
ゼーションの光と影について考えてみましょう。

５０分程
度

小学５年生
以上、中学
生

3 池 谷 江 理子ジェンダーとわたし
１人、１人の人間が互いに協力して社会をつくっていくためには、お互いの人権を尊
重することが基本となります。女子と男子がお互いに協力する社会づくりのため、
「ジェンダー」について学んでいきたいと思います。

５０分程
度

小学５年生
以上、中学
生

4 池 谷 江 理子イギリスに出かけてみよう
イギリスの自然や歴史・文化等について、写真や映像等を使いながら、自分が旅する
ようにバーチャルな体験をしてみましょう。

５０分程
度

小学高学
年、中学生

5 佐 々 木 正寿世界の人々と手をつなぐために　――現代世界の道徳について――

「世界」は誰の眼にも同じように映っているのでしょうか。――そんなはずはありま
せん。それなのに、ひとつのものの見方で「世界」の出来事を判断するとしたら、そ
れは危険です。いろいろな人々が暮らす現代世界に求められる「道徳」について話し
ます。

５０分程
度

小学高学
年、中学生

6 西 村 淑 子友達について書いてみよう
英語のパラグラフを説明し、書き方指導をします。主題文、支持文、まとめの文を整
理して要領よく書くことを学びます。友達とのインタビュー活動を通して、多くの情
報を取得し、書いてみましょう。

１時間～
２時間

中学２～
３年生

7 宮 川 敏 春
インターネットのホームページを使って、英国の学
校生活を学ぼう

インターネットのホームページを見ると、英語を通して各国の文化に触れることが出
来ます。英国の学校には独自のホームページを持ち、学寮生活や勉強をしている生徒
の様子を伝えているところも多くあります。英語を学習し始めた中学生を対象に、易
しく、興味深い内容のホームページを読みながら、英語の発展的な学習をしてみま
しょう。

５０分程
度

中学生

8 大 嶋 秀 樹ニュージーランド・オーストラリアの生活
南半球の国、ニュージーランド・オーストラリアの自然・人々・町やくらしについて
紹介します。

５０分又
は９０分

小学３年～
中学生

9 赤山 幸太郎批評理論への招待 「事実（真実）」とは何か、を考える。
５０分程
度

中学生

数理科学系

10 後 藤 章群のはなし かたちの対称性をしらべる「群」について、正方形を例に具体的に考える。
５０分程
度

中学生

11 白 木 久 雄図形の見方

一見違った図形も「図形の見方」によっては、同じ性質をもったものとみなされるこ
とがあります。さまざまな図形を見ながらこのことを調べましょう。そして、一つの
例として図形の長さや面積あるいは角度などに関係しない性質「一筆書き」をとりあ
げます。いろいろな図形を参考にしながら一筆書きができる図形の特徴について説明
します。

５０分程
度

小学４～
中学３年

12 端 平 雄レゴ組み立てロボットキットによる工学入門
レゴブロックで動くものを作り、ものが動く仕組みについて学習します。力の強さや
向きを変える方法、力を伝える方法などを自分の手で学びます。

３時間
小学高学
年、中学生

13 端 平 雄レゴ組み立てロボットキットでエネルギーを学ぶ
レゴブロックを使って自分で実験道具を組み立てて、仕事とエネルギーの関係やエネ
ルギーの変換について学習します。

３時間
小学高学
年、中学生

14 尾 﨑 信 一実験によって「酸性雨」を考えてみよう！

酸性雨の原因になる物質にはどのようなものがあるだろうか。身近なものを燃焼させ
て酸性雨をつくってみよう。また、土壌には酸性雨の影響をやわらげるはたらきがあ
ることを確かめ、湖沼の生物の死滅や森林破壊などが、自然の回復力をはるかにうわ
まわる強い酸性雨によって引き起こされていることを考えてみよう。

120-150分
小学高学
年、中学生

15 尾 﨑 信 一電気を伝える水溶液

身の回りには、いろいろな物質が溶けている水溶液があります。この水溶液には電気
を通すものと、通さないものがあります。簡単な電導度計を自作して水溶液の電気の
通しやすさを調べ、溶けている物質の種類や濃度との関係について考えてみましょ
う。

120-150分 中学生

16 秦泉寺 俊弘ふしぎな数のおはなし
ふしぎだと思う気持ちが，科学に興味をもつための第一歩です。算数や数学の感覚を
幅広く学ぶためにも，ふしぎに思う心を育み，日常の生活や社会の中にある算数・数
学を感じていただけるような話をしたいと考えています。

45分(小
学)，50分
(中学)

小学４年～
中学３年

人文科学系

 

以下省略 

（出典  平成 17年度 出前授業テーマ一覧表 ） 
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（資料１－①－２）「体験入学」 

体験学習のテーマ一覧表
平成16年9月15日（水） 13:00～15:00

(２枚中１枚目)高知工業高等専門学校

番号 テ ー マ 内 容 定 員 集合場所 実施場所 担当学科

１ 無線ＬＡＮロボット 無線ＬＡＮロボットＡＩＢＯ君と一緒にコンピ ２０人 情報処理セン

ＡＩＢＯ君とネット ュータ・ネットワークの世界を探検してみませ ター演習室 同 左 情報化推進

ワークを探検！ んか。ネットワークでＡＩＢＯ君を動かしたり 室

して，ネットワークの仕組みや無線ＬＡＮにつ

いて勉強しましょう。

２ コンピュータでアニ 数式処理ソフト を用いて図形の ３０人 専攻科棟２階 同 左Mathematica
メーションを作ろう アニメーションを作成する方法を体験しましょ パソコン室１

う。

数理科学系

３ LEGOで学ぶ物理 LEGOブロックを使った実験装置(おもちゃとも １０人 一般科棟３階 同 左

言える)を組み立てての物理実験｡力,電気,エネ 西端の教室

ルギーについて,体験を通して学習しましょう｡

４ 手作り簡易真空ポン 手作り簡易真空ポンプを作って真空の不思議な １０人 専攻科棟１階 同 左

プで遊ぶ真空実験 現象を体験しましょう。 創造科学実験室

５ 手作りロボット 模型用モータとパーツを組み合わせて歩行ロボ ２０人 機械工学科棟 同 左

コンテスト ットを作り，ロボットが歩くメカニズムを体験 ３階 Ｍ５教室

しましよう。

機械工学科

６ 金属を溶かして 金属も高温(1000℃前後)にすると液体になりま

置物づくり す。これを鋳型を作って型に流し込み製品にし 約１０人 機械実習工場 同 左

ましょう。この技術は自動車のエンジンなどに

利用されています。

体験入学は、アルミニウムを溶かして鯨のレリ

ーフを作る予定にしています。

７ ウインドカーの製作 風上に向かって走るウインドカー(風力自動車) ２０人 機械工学科棟 同 左

とタイムレース を作り，完成後タイムレースをしましょう。 ２階 製図室

８ “レーザ”って何？ レーザとロボットを使ってペンダントを作りま 約１０人 機械実習工場 同 左

す。ほんのひととき、技術者になった気分を味

わってください。製作したものは記念にお渡し

します。高専受験の方には強いお守り替わりに

なるかも・・・

９ 災害時でも聞こえる ゲルマニウムラジオを作って，電池を使わずラ ４０人 電気工学科棟 同 左

無電源ラジオの製作 ジオ放送を聴く仕組みを学びましょう｡また,ラ ３階

ジオ放送の仕組みについても簡単に教えます。 電子実験室

作ったラジオは家に持って帰れます。

10 小型風力発電装置を 風力発電の基礎知識を学び，実際に高知高専の

作ろう 巨大風車(専攻科棟屋上)の見学をします｡また, １０人 専攻科棟４階 同 左 電気工学科

ペットボトルで風車を作り，その風車によって 講義室１

発光ダイオードを光らせる小型風力発電セット

を製作します。作品は家に持って帰れます。

11 電気自動車に乗ろう 環境に優しい電気自動車の仕組みを学んだ後， 電気工学科棟 一般科棟北側通

高専で作った２台の電気自動車に試乗しましょ ２０人 １階 路

う。自分で運転できるミニカーもあります。 電応実験室

http://www.ee.kochi-ct.ac.jp/~nomura/kessaku.html

で見ることもできます。

物質工学科、建設システム工学科の学習テーマは次ページにあります。
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体験学習のテーマ一覧表
平成16年9月15日（水） 13:00～15:00

(２枚中２枚目)高知工業高等専門学校

番号 テ ー マ 内 容 定 員 集合場所 実施場所 担当学科

12 おもしろ化学実験 科学の不思議と楽しさを実験を通して体験しま

しょう。 ４０人 物質工学科３階 同 左 物質工学科

(1)グニャグニャ動くスライム 西側 分析化学

磁石に吸い寄せられるスライム作りに挑戦！ 実験室

(2)ガラス細工

ガラス棒やガラス管をガスバーナーで溶かし

て細工します。あなたもガラス職人になれる

かな？

（なおどちらもお土産があります。）

13 ＤＮＡに触れてみよ 人間を含めてすべての生物は「ＤＮＡ］といわ １６人 一般科棟１階 同 左

う！ れる化学物質に遺伝情報が組み込まれ、このＤ 「化学実験室」

ＮＡによって「生命の営み」が支配されていま

す。

今回は植物（ブロッコリー）のＤＮＡを化学処

理によって取り出して実際にさわったり観察し

ます。うまくＤＮＡを取り出せた方はお持ち帰

りもできます。バイオテクノロジーに興味のあ

る生徒さんは是非、参加してください。

14 平成南海地震がくる 南海地震を知っていますか？この地震は，高知

ぞ～！あなたは大丈 県に非常に大きな被害を及ぼし，近い将来必ず ２０人 専攻科棟１階 同 左

夫？ 起こるといわれています。津波や建物の倒壊・ 建設工学専攻実 建設システ

地盤の液状化など，地震が起こるとどうなるの 験室 ム工学科

か？模型実験などを使って詳しくわかりやすく

説明します。

また、南海地震が起こったときにどうすればい

いのでしょうか？何を持ってどこに逃げればい

いのでしょうか？平成南海地震に備えて、準備

をしましょう。

15 地震に強い構造物？ 木隗と溶接棒で簡単な倒立振り子を生徒に作成

・・・間違いな してもらい、振動台をいくつかの強震記録で加 １０人～２０人 建設システム工 同 左

い！！ (ﾟдﾟ) 振して、それに載せた作品の挙動を観察する。 学科棟構造実験Σ

日本では古くから石像アーチ橋が建設されてき 室及び屋外実験

ました。このような組積構造は一般に自然災害 場

に対して弱いと思われがちですが、地震国日本

で石造アーチ橋は未だ数多く現存しています。

ここでは石造アーチ橋について、まずコーンビ

ーフ缶を使ったミニチュア模型を学生に作成し

てもらい、石橋の基本的な構造と力学理論を理

解した上で、実際に人が渡れる大きさの模型を

生徒たちと一緒に作成する。

16 フリーソフトのJW- コンピュータを使って，お家の間取りをデザイ 専攻科棟２階 同 左

WINを使って家の平 ンしてみよう。専門家も使っているフリーのソ ２０人 パソコン室２

面図を作成しょう フトJW-WINを使います。ご家庭のパソコンでも

できます。

17 川の水のきれいさ調 皆さんの身近な川や池の水はきれいですか？魚 ２０人 建設システム工 建設システム工

べとセメントを使っ や昆虫が棲める川かどうかを水の分析をして確 学科棟１階コン 学科棟１階コン

たおもしろ実験 かめてみましょう。また、建設材料の大黒柱で クリート実験室 クリート実験室

あるセメントを利用して、簡単な強さ実験とお および環境実験

みやげにきれいな装飾品を作ってみましょう。 室

（出典 平成 16年度体験入学実施要項）
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（分析結果とその根拠理由）  
保護者，小中学生，小・中・高校教員，地域住民，企業等に対して，各種学校開放事業を，毎年積

極的に実施している。 
地域社会に開かれた学校として，教育研究の成果を広く社会へ還元し，地域住民の生涯学習，地域

貢献，社会との連携を積極的に推進している。 
 
 
観点１－②： サービス享受者数やその満足度等から判断して，活動の成果が上がっているか。ま

た，改善のためのシステムがあり，機能しているか。 
（観点に係る状況） 

  アンケートの一例として，体験入学 体験学習のアンケート，意見を整理した結果を資料１－②

－１～５に示す。 
 
 
 
 
 
 
 

（資料１－①－３）「キャンパスアドベンチャー」 

 

 
出典 高知高専ホームページ「キャンパスアドベンチャー2002」のページ 

http://www.jm.kochi-ct.ac.jp/adv2002/adv2002aut/adv1.htm 
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資料１－②－１ 

 
出典 主任会配布資料
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資料１－②－２ 

出典 主任会配布資料
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資料１－②－３ 

出典 主任会配布資料
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資料１－②－４ 

出典 主任会配布資料
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資料１－②－５ 

出典 主任会配布資料
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 アンケートの結果から，参加者，受講者は満足していると言える。不十分な項目，不満に思ってい

る項目については，次年度の実施の計画時に，保護者，小中学生，小・中・高校教員，地域住民，企

業等が満足いくよう，次年度の計画を立てる際に十分配慮出来るように，次に述べるような体制をと

っている。 
次年度に実施するテーマは前年度の１月から３月の期間に各科，関係委員会などで検討し，実施す

るようになっており，その時点で，受講生の意見，アンケート結果を踏まえて，各科，関係委員会な

どで，テーマの見直し（修正，追加，削除など）を行い，保護者，小中学生，小・中・高校教員，地

域住民，企業等の意見，要望をより反映したものになるように努めている。それの結果に従って，当

該年度にリエゾン・企画委員会で検討し，主任会の審議を経て，実施することになっている。そのリ

エゾン・企画委員会には，学校開放事業担当教員を置いており，その教員を中心として，開放事業の

企画・実施・評価などに積極的に取り組んでいる。（資料１－②－６，７） 

資料１－②－６ 

 
（出典 高知工業高等専門学校 概要）
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（分析結果とその根拠理由）  
不十分な項目，不満に思っている項目については，次年度に，保護者，小中学生，小・中・高校教

員，地域住民，企業等の意見，要望をより反映したものになるように努めている。それの結果に従っ

て，学校開放事業担当教員を置いているリエゾン・企画委員会で検討し，主任会の審議を経て，決定

している。アンケート結果により，受講者，参加者は満足しているということがわかっている。 
 以上のことより，改善のためのシステムがあり機能しており，活動の成果が上がっているといえる。 

資料１－②－７ 

 

（出典 高知工業高等専門学校 概要）
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（２）優れた点及び改善を要する点 
（優れた点）  
 アンケートには，自由意見を記述する項目を設定し，受講者，参加者の生の声が聞けるようにして

いる。その結果を次年度の実施内容，実施時期，実施場所などの検討材料とし，より広く，より多く

の保護者，小中学生，小・中・高校教員，地域住民，企業の方々に興味を持っていただき，積極的に

参加していただけるよう，企画，実施内容に工夫をするなどして努力している。 
 
（改善を要する点） 

 特になし 
 
 
（３）選択的評価基準の自己評価の概要 
地域社会に開かれた学校として，教育研究の成果を広く社会へ還元し，地域住民の生涯学習，地域

貢献，社会との連携を積極的に推進するために，保護者，小中学生，小・中・高校教員，地域住民，

企業等に対して，各種学校開放事業を，毎年積極的に実施している。 
不十分な項目，不満に思っている項目については，次年度に，それらをより反映したものになるよ

う，学校開放事業担当教員を置いているリエゾン・企画委員会で検討し，主任会の審議を経て，次年

度の開催内容，開催時期及び開催場所などを決定している。アンケート結果により，受講者，参加者

は満足しているということがわかっている。 
 
 
（４）目的の達成状況の判断 
 地域社会に開かれた学校として，教育研究の成果を広く社会へ還元する目的で，地域住民の生涯学

習，地域貢献，社会との連携，地域社会との交流などの一環として，保護者，小中学生，小・中・高

校教員，地域住民，企業等に対して学校開放事業を積極的に取り組んでおり，アンケート結果などか

らも，十分にその目的を達成していると言える。 
 さらに，リエゾン・企画委員会には，学校開放事業担当教員を置いており，その教員を中心として，

各学科，関係委員会など学校全体が一丸となって，開放事業の企画・実施・評価などに積極的に取り組

んでいる。 
以上のことより，目的は十分に達成されていると言える。 
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